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肥前国府跡 佐賀郡大和町久池井には奈良時代に肥前国府が置かれ肥前国

の政治・文化の中心地として特異な発展を遂げる。

一帯には現在でも条里および国府関連遺構がよく残っており、

惣座遺跡・久池井B遺跡はその中の主要な遺跡である。



国府の中の中核的建物である国庁は久

池井字五本杉で遺構が確認されている。

前殿・正殿・後殿・脇殿を築地で囲んで

おり、全体の配置に太宰府庁のつよい影

響が窺われる。

¥ 

周辺には国分寺跡 ・尼寺跡をはじめ、

国府に関係する遺構 ・神社などがよく残っ

て当時の面影を伝えている。西海道跡は

国分寺跡の南を通過して地割りにその跡

をとどめる。



惣座遺跡

奈良時代になると国府に関連す

る官街地区となる。調査区内では

整然と配置された倉庫群、さらに

大型長棟群を多数検出した。

弥生時代後期には外濠と内濠を二重に廻らす環濠集落が出現。

外濠は途中に吉野ヶ里遺跡同様な弧状突出部をもち、防禦的性

格がつよい。埋土中から多量の土器等が出土した。



久池井B遺跡

奈良時代を中心とする掘立柱建物群を

多数検出した。とくに E区では長棟と倉

庫が整然と官街風に並び、背後にあたる

I区に大型井戸をもっ。ほかに土壌墓・

土墳多い。



序

この報告書は佐賀県教育委員会が日本道路公団の委託により、昭

和57~63年度に実施した佐賀郡大和町所在の惣座遺跡、久池井B遺

跡並びに春日遺跡の発掘調査報告書であります。

佐賀平野の山麓部一帯には原始 ・古代以来の遺跡がきわめて濃密

な分布をみせておりますが、ことに、ここ大和町久池井周辺には奈

良時代になると肥前国府が置かれ、まさしく肥前回の文化的・政治

的中心地域として著しい発展を示すようになります。いわば私達佐

賀県民にとって歴史のふるさとともいうべき、格別な愛着を感じる

地域であります。

本書はこの肥前国府跡に関係する重要遺跡の調査結果を中心とし

ながら、さらには昨今とかく話題の多い弥生時代の環濠集落の問題

等にも関わる内容を含むものでありますので、その成果が今後の関

連する調査・研究の一助となることを切に願う次第であります。

発刊にあたり、長期間にわたる多難な発掘調査を通じて終始多大

な御協力をいただいた地元の方々、日本道路公団並びに関係各位に

対し、心から篤く御礼申し上げます。

平成 2年 3月31日

佐賀県教育委員会

教育長志岐常文
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1.本書は九州横断自動車道建設に伴い、昭和57・58年度並びに昭和62・63年度に実施した佐

賀郡大和町大字久池井所在の惣座遺跡・久池井B遺跡・春日遺跡の発掘調査報告書である O

2.発掘調査は日本道路公団の委託を受け、佐賀県教育委員会が実施した。

3. 本書の執筆分担は次のとおりである O

第 I章 調査の経過 第 2章 地理的・歴史的環境 田平徳、栄

第 3章 遺跡、各説

惣座遺跡 田平徳栄

久池井B遺跡 I区 .II区 田平徳栄

皿区 遺跡の概要 中島恒次郎・木島|実二

遺構 木島慎二

遺物(縄文~弥生)・ 松尾吉高

(奈良~中世)・ 中島恒次郎

春日遺跡 田平徳栄

第 4章 総括 田平徳栄

なお、本書の編集は田平徳栄が担当し、百崎正子・立花由香が協力したO

4. 図面・写真等の記録類および出土遺物の整理作業分担は次のとおりである。

遺物復元……江口友恵・室岡勝代・大家リュウ子・古川万鶴代・前田敬子・古賀尚子

古賀久美子・中山法子

遺物実測……久米寿美子・山口成子・馬場美奈子・浜野里美・百田さっき・兵藤美紀

光石逸子・長和子・中山直子・大塚利香子・幸尾由紀子・野中裕美

紅美恵子・北村真弓美・藤田由紀

整 図……光石逸子・長和子・幸尾由紀子・野中裕美

遺物写真撮影・・・・・・松尾直子

写真現像焼付・・・・・・古賀栄子

5. 本書で扱った遺構・遺物図面および写真等の調査記録類並びに出土遺物は佐賀県教育委員

会が保管する。

6. 発掘調査にあたっては全般にわたり地元の方々から何かと御助力・御便宜を得た。また本

書の作成にあたっては識者各位 ・大和町教育委員会・佐賀市教育委員会 ・同僚ほかから資

料提供や貴重な御教示をいただいた。記して感謝申し上げる次第である O
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l.各遺跡の略号は次のとおりである O

惣座遺跡、 SOZ 久池井B遺跡 KTT-B 

春日遺跡、 KAS 

2. 遺構の種別に応じた分類記号は既刊の九州横断自動車道関係埋蔵文化財発掘調査報告書に

従い次のとおり標記する。

SB:竪穴住居跡・掘立柱建物跡、 SK:土墳・竪穴

S J :蓋棺墓・壷棺墓 SC:石棺墓・石蓋土壌墓

SE:井戸 SX:柵・その他

S D : i葬

SP:土墳墓・木棺墓

3. 各遺跡の遺構番号は春日遺跡、のみ発掘調査時の番号をそのまま用いたが、惣座遺跡および

久池井B遺跡、についてはこれまでの肥前国府跡関係調査との継続性を重視する立場から、

本報告書では新たに一連番号に付して全面的に改め整理し、旧遺跡番号との対照は各遺跡

遺構一覧表で示した。その結果、惣座遺跡は200番台、久池井B遺跡は I区 .II区が300番

台、皿区が700番台となっている。

4. なお、久池井B遺跡E区は昭和62・63年度調査では惣座遺跡または惣座四本杉遺跡 (S0 

Z)と呼んだが、遺構番号が以前調査の惣座遺跡と重複し、また調査結果からみると久池

井B遺跡の一部であるので今回改めたものである。

5. 遺構図の用いた方位はすべて真北(座標北)である。

6. 遺構図の中で、出土状況が明らかな遺物については必要に応じて遺物図番号を付記した O

7. 本報告書に登載した遺物実測図は実測原図の検索および現物との照合に便を期すため、個

々に 7桁数字の遺物実測番号(佐賀県教育委員会登録)を表あるいは図中などに付記した。

8. 遺物図番号は各遺跡ごとに、土器や石器等の種別に関係なく一連番号とし、また図版写真

の遺物番号と共通させる O

9. 遺構の計測方法、その他0

・竪穴住居跡・竪穴・土墳等の長さおよび幅は原則としてそれぞれ遺構の中央で測る O

また深さはあくまで検出面からの深さである。

-掘立柱建物跡の界線は20分の l個別図および100分の l配置図を用い、図上で検討・

復元した。なお、柱聞の尺数はあくまで桁行・梁行をそれぞれの間数で機械的に割っ

た数値である。
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1 .調査の経過

九州横断自動車道建設に伴う文化財調査は、まず昭和44年6月に九州地方建設局の委託を受

けた鳥栖一武雄間53kmについての最初の遺跡分布調査に始まる。分布調査はその後も補足的に

続けられ、結果として発掘調査の対象となった遺跡数および面積は基山一嬉野約58km区間で計

197ヶ所、約120万m'にのぼる。

発掘調査は昭和52年 l月、佐賀地区から開始され、工事と並行する形で進められた。鳥栖一

武雄聞は高速道供用開始の前年末に調査を完了、そして多久一武雄聞についても昭和63年 3月

の供用開始に合わせ無事調査を終えた。さらに昭和63年度中には残る嬉野・大和・鳥栖地区の

調査を終了し、発掘調査から14年目にして全調査計画の完了をみた。

九州横断自動車道関係の調査で得られた成果は実に膨大である。とくに佐賀平野の古代史に

対する認識を一変させたといっても過言ではない。それは路線がちょうど遺跡の密集地帯を通

過することにもよるものであって、いわば佐賀平野を東西に走る巨大な試掘溝が設けられたに

等しい役割りを果した。しかしその一方で、は120万dの遺跡が消滅したことも事実である。調

査は平成元年度から完全に整理体制に移行したが、この損失を思うとき改めて今後の整備報告

に果せられた責任の重大さを痛感する次第である。調査報告書は予定の全20編のうち、昭和63

年度までに10編が刊行されている。

さて、今回報告する 3 遺跡は主に昭和57年度~63年度の調査にかかるものである。

まず春日遺跡であるが、同遺跡の正陵商辺部をわずかにかすめるように路線が計画されたた

Fig.l 九州横断自動車道路路線図(佐賀大和インター付近)
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第 l章調査の概要

め当初は工事区が遺跡を外れるものとみていた。しかし確認調査の結果、小範囲ながらも遺構

の存在が明らかになったため、追加して調査を実施したものである。調査は昭和57年5月~同

年9月にかけ I区から始め、さらにその東側にも遺跡、の続きが予想されたため E区を設けた。

本調査面積は計1，300m'である。なお、 I区の西側でも丘陵斜面およびさらに下った水田部を

試掘したが、弥生土器等の破片は出土するものの明瞭な遺構は認められず、確認調査だけで終

わった。

調査の結果、極めて限られた小範囲であるにもかかわらず、弥生時代前 ・中期および古墳時

代後期~奈良時代の集落跡の一部を明らかにし、とくに弥生前期の竪穴住居跡の検出、および

溝から多量の弥生前期土器が出土するといった重要な成果があった。

次に惣座遺跡は、実は横断道関係調査開始期の昭和52年 1月~昭和52年3月に橋梁基部にあ

たる調査区西端部600m'が先に調査され、大型の総柱建物跡などの存在が知られていた。 この

頃、 一方では肥前国府跡の確認調査が惣座遺跡を含む久池井地区一帯で繰り拡げられており、

この西端部の SD007建物跡がそれまでの確認調査では例をみない大型総柱構造であったこと

から同地区が国府正倉域にあたる可能性が指摘され、爾後の調査に期待を残していた。

57・58年度の調査は計9，200m'の対象地区を、道路付け替え工事との関係で 2回に分けて実

施した。まず57年12月 ~58年 2 月には調査区東端部3 ，800m'、次いで 4 月から 58年 11月にかけ

ては残る中央部5，400m'の調査を行った。調査の結果はある程度予想されたとおり一定の規格

になる整然と配置された倉庫建物群をはじめとする大型建物が数時期にわたって営まれており、

国府関係の重要な地区、おそらくある時期の正倉地区等にあたるものではないかとの見方をつ

よく抱かせるに至った。また本遺跡は弥生時代後期後半を中心とする環濠集落でもあり、調査

区内で検出した 2重の環濠あるいは環濠途中の突出部の構造は今日、吉野ケ里遺跡のそれらと

対比されるべき重要な意味をもつものである。

ただ惣座遺跡の調査では、調査年次が数次にわたらざるを得なかったこと、著しい遺構の分

布密度と切り合い、それに加え現在集落にあたっていたための遺構の破撲・削平がかなり進ん

でいたこと、そして最後の調査では工事との関係で調査期聞が極めて限られたこと、などの悪

要因が重なったため、必ずしも十分な調査をなし得なかったことを今さらながら残念に思う 。

とくに58年末の調査はまさに工事とのせめぎ合いともいえるもので、本線盛土が日増しに高く

なってゆくかたわら、弥生後期の環濠の中で膨大な量の土器と連日悪戦苦闘していた。環濠の

突出部も最後になってようやく確認できたものである。また調査期間の制約と東西両端を除く

中央の大部分が盛土工事にあたり一応直接の破壊は避けられることから、国府関連建物の柱穴

は最小限の断面図を作成するための調査にとどめ、 i誌は SD208およびSD019の 7E 区~12B

区では比較的遺物の出土が少なかったため部分的に試掘講を設けることで完掘せずに調査を進

め、工事と並行しながら段階的に全体を埋め戻した。
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久池井B遺跡は現在の横断道佐賀大和インターにあたる地区である。調査は I区3，500m'と

H 区4 ， 000m' を昭和57年 8 月 ~ 57年11月まで同時に行った。 皿 区7 ， 000m' は国道263号西側の第

2 インター追加工事に伴い昭和62年 l 月 ~63年 7 月に調査を実施したものである。調査の結果、

凹区で若干弥生時代前期の遺構を検出したが、大部分は抑立柱建物跡を中心とした奈良~平安

時代にかかる遺構群で、ほかに中世の講等がある。旧地形でみるとこの久池井B遺跡は先の惣

座遺跡とは別の低台地上にあり、しかも今回調査の 1. II ・皿 区をあわせると一つの完結した

様相を示している。その東西両側については以前にも国府跡関連確認調査や圃場整備関連制査

がなされ、今固また事前に広範な確認調査を実施したが、少なくとも建物の存在は確認されて

おらず、遺跡の拡がりとしてはほぼ I区~皿区の範囲に限定できるものと考えている。国府関

連の重要遺跡であり、とくに 1. II区では大型建物群・井戸等が整然と した配置をなしている。

ちょうど同地区は全体が盛土地区にあたるため遺構の保存を考慮して柱穴の断ち切りは最小限

にとどめ、調査後に全域を真砂土で埋め戻した。

惣座遺跡と久池井B遺跡は肥前回府との関係でいえばその最も重要な地区にあたる。ー~:は

近年開発がすさまじく調査の機会も多いが、そのたびに遺跡名等が次第に混乱する傾向にある

ので、今回を機に若干整理しておくことにする。

そもそも肥前国府の確認調査は九州横断自動車道がその推定地を通加するため昭和50年から

10年計画で実施したもので、 国庁跡の確認をはじめ周辺官術の拡がり等多大な成果があった。

その際、国府域推定地一帯に現地割りに基づく地区割りを設け、検出した遺構のうち国府関係

のものには通し番号を打った。しかしその後一帯で行われた澗査では「佐賀県遺跡地図J (昭

和55年)によって遺跡名称が与えられ、さらに、例えば同じ惣座遺跡の中でも発掘区を区別す

るため惣座四本杉、惣座六本杉、惣座Bなど小字名等を付け加える場合も生じてきた。さらに

遺構番号もそうした各遺跡ごと独自に付けたこともある。

たしかに確認調査とは違い面的な調査を行ううえでは図府関係以外のj宣構も調査の対象とな

るため、 一連の遺構番号に種々不都合があり、旧地区割りも殆ど月Jをなさなくなった。 しかし、

そうかといって確認調査結果との関連性も無視できない。そこで本報告においては、遺跡名に

ついては「佐賀県遺跡地図Jを基本としながらも、広義の惣座追跡、のうち昭和59年度に大和/lrr

がバイパス関連で調査した地区は便宜上惣座B遺跡と呼んで区別する。ただし、昭和62・63年

度調査の惣座四本杉遺跡は遺跡地図では惣座遺跡の範聞に入るが、実際は先に訓査した久池井

B遺跡のつづきであるので、今回の報告では久池井B遺跡田区に改めた。また遺構番号も過去

の剖査との継続性を重視し、惣座遺跡および久池井B遺跡に限っては図的:期以外の遺構も合め

肥前国府跡確認調査に続く ー述番号を付し全体的に整理した。なお、同JH関連j出品は今後さら

に拡がるであろうが、それは別の遺跡名 ・遺構番号で対処せざるをえないし、惣座iiI跡の刊iで

も将来の調査のあり方によっては年次による遺構の区別も考慮する必要があるかと考える。
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第 I章調査の概要

2 調査組織

惣座遺跡・久池井B遺跡・春日遺跡の発掘調査は佐賀県教育委員会の直営事業として実施し

た。発掘調査年度にあたる昭和57・58年度並びに昭和62・63年度の発掘調査・組織は下記のと

おりである。

総 括教 育 長 古 藤 浩 (57・58年度) 志岐常文 (62・63年度)

教 育 次 長大塚正道 (57・58年度) 高橋一之 (57年度) 宇田川勝之

(58年度) 野角計宏 (62・63年度)

文 化 5果 長中島信之 (57年度) 藤山厳 (58年度) 武藤佐久二

(62・63年度)

文化課参事尾形善郎 (62年度) 高島忠平 (63年度)

文化課課長補佐 山田陸造 (57・58年度) 高島忠平 (57・58年度)大坪英樹

(62・63年度) 宮原義幸 (63年度)

庶 務文化課庶務係長中野安正 (57・58年度) 菊地文夫 (62・63年度)

文化課主査山下行夫 (58年度)

文化課主事山口勝 (57年度)山下行夫 (57年度)東英明 (58年度)

井原裕子 (57・58年度) 直塚清純 (62・63年度) 西岡真一

(62年度) 本山恵悟 (63年度) 鶴田明美 (62・63年度)

発掘調査文化財調査 l係長樋渡敏暗(昭和57年度) 中牟田賢治(昭和58年度~)

〈惣座遺跡〉 昭和52年度立石泰久(嘱託) 高瀬哲郎(嘱託)

昭和57年度 目平徳栄(文化財保護主事) 松尾法博(嘱託)

昭和58年度 田平徳栄(主査) 本田秀樹(嘱託)

〈久池井B遺跡〉 昭和58年度(I区 .II区) 田平徳栄(主査) 松尾法博(嘱

dU 

昭和62年度(田区南) 松尾吉高(文化財保護主事) 木島

慎二(嘱託)

昭和63年度(田区北) 松尾吉高(主査) 中烏恒次郎(嘱託)

〈春日遺跡〉 昭和57年度田平徳栄(文化財保護主事) 松尾法博(嘱託)

調査補助員川谷昭彦山田尚久明瀬慎吾鶴田和彦江頭信哉

福島剛志

発掘作業員 (現場事務)増田庸子

(現場実測)野田美恵子 嬉野みつ代
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(発掘作業) 太田鉄蔵・内山ヒロエ・石井和子・大田アサエ

大坪エイ・大坪八重子・北村博子・猶村美津子・指山千春

執行カツ代・上滝清子・城 政子・西 恵美子・西久保ハルエ

西原和子・野田せき子・野由美智子・原 京子・東島良子

広重さなえ・百武アサ子・深町俊子・藤井千枝子・納富みさお

生田美代子・生田ヨシエ・大野ミチエ・後藤美智江・小柳シゲ

ノ・武富ヨシノ・原ミチエ・広瀬幸子・広瀬八重子・横田チト

平原ヒロミ・秀島智恵子・高野ヌイ子・大木ハツエ・平原サイ

中牟田テル子・内田和子・北村ハツ子・三位保子・島崎輝子

江口綾子・山口とえ子・納富直子・村川キクエ・原ミチエ

橋本キヌ子・角田千代乃・富永ツヤ子・中牟田テル子

整 理昭和57・58年度 蒲原宏行(指導主事) 原口定(嘱託) 本田京子(嘱託)

昭和62年度

昭和63年度

友貞菜穂子(嘱託) 矢野佳代子(嘱託)

田平徳栄(主査) 高瀬哲郎(指導主事)

田平徳栄(主査) 高瀬哲郎(指導主事) 百崎正子(嘱託)
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1 地理的環境

佐賀平野は脊振山地南面に拡がる洪積段Eと扇

状地さらにその南の広大な三角州に分けられる。

洪積段Eは佐賀市東方の神埼町を流れる城原川以

東でとくに発達しており、標高20~80m、長さ 4

km程の細長い丘陵が多くみられる (Fig.3 )。 一方、

城原川以西の佐賀市北部から大和町にかけては標

高14~30m、長さ 1 km程の段丘が所々分布してい

るが、その発達は東部ほど顕著ではなく、また扇

状地があまりに緩やかなこともあって山地からい

きなり平野部が拡がっているような観を与える。

扇状地の発達は城原川以西でとくに顕著でLある。

嘉瀬川とその東西中小河川によ って形成された扇

σ 
唐津

Fザ¥¥'¥『

¥uイ言}栖
肥前回府跡、0:

- nJと久留米• _ r-

佐賀/里万
o
'M 

N
j
j弘、

，

L ¥-， 
「、

寸¥」
P
J
J
 

田キ
¥J

大
O

一

Fig.2 遺跡位置図

状地は複合し、山地から下って東西に長く拡がる。多くの場合すでに開析されて扇状地として

の原形は失なわれており、勾配は例えば嘉瀬川の扇頂にあたる川上川官人橋付近から下流の尼

寺付近まで平均1/250と緩やかであるため、一見扇状地と気付かないほどである。

扇状地は現標高約 5mラインでおわり氾濫平野を経て広大な三角州地形に移る。有明海の潮

位干満差は全国一で最大 6mに達する。佐賀平野の三角州はこの激しい潮汐作用を受けて河川

の運んだ砂泥が海岸部に堆積し形成されたもので、低平野と化した今日でも海退の結果生じた

当時のi零筋が網目のように張り廻らされた堀(クリーク)となって水郷佐賀平野特有の農村景

観をみせている。また、この三角州地帯では中小河川の流域に自然堤防状の微高地が分散的に

みられ、弥生時代に低平野の開発が始まる際の集落形成に重要な役割りを果すものとなる。

このような特色ある佐賀平野の地形の中で、遺跡の分布からみて原始・古代を通じた歴史の

主要な舞台となったのは山麓部およびその周辺である。その機相を巨視的に見れば、脊振山地

南麓を佐賀平野の西から東までベルト状に幅 2~ 3 kmの遺跡分布帯が続き、東部ではさらにそ

こから南に細長く伸びた多くの洪積段E上に遺跡の分布が濃密である。

本報告の惣座遺跡および久池井B遺跡、は嘉瀬川が山間部を抜けて平野部に流れ出すあたりの

谷口東岸部の微高地上に在り、扇頂部に位置する。細かな地形は次項に述べるが、嘉瀬川とは

遺跡の立地上不可分の関係にあり、とくに惣座遺跡の場合はそのすぐ西協が嘉瀬川である。嘉

瀬川の流路がこの付近で弥生時代~奈良・平安時代にも現在と同じであったかどうかは重要な

問題で、弥生時代環濠集落の立地あるいは肥前国府官街の立地 ・移転に大いに関係する。ただ

現地形でみる限り、この付近ではある時期、西岸方向に氾濫のあった形跡は認められるものの
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Fig.3 -佐賀平野地形図

東岸部では遺跡の拡がりなどからみて奈良・平安時代当時より河岸がかなり削り取られている

ことは窺われるが、大規模な氾濫の跡は見い出しがたい。

一方、春日遺跡の立地は山麓部とはいっても、実際は急な傾斜をもっ丘陵商面裾部のごく狭

い緩斜面上に在るので、惣座遺跡や久池井B遺跡とは条件が異なり山地地形に含められる。嘉

瀬111からは東に約1.5km離れている。
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2.歴史的環境

肥前国府跡をはじめとする県内でも主要な遺跡の多くが分布する大和町から佐賀市にかけて

の山麓部一帯の遺跡分布についてはあらゆる機会によく紹介されている。そこで、ここでは肥

前国府跡周辺に限って概要を述べるにとどめ、詳細は久保泉丸山遺跡の報告書等にゆずる。

この地域、すなわち大和町久池井一帯とその周辺が佐賀平野の歴史の中で極立った特色をも

つようになるのは肥前回府の出現によってである。しかしそれ以前、とくに弥生時代から古墳

時代にかけても順調な発展を示し、有力な政治的勢力の台頭が想定されるのは周知のとおりで

あり、城原川以西にあってはその実態の解明が最も注視される地域であるといっても過言では

なかろう (Fig.4 )。

まず旧石器時代では今のところ良好な遺跡に恵まれず、久池井一本松遺跡、や惣座遺跡、で稀に

ナイフ型石器が採集される程度であるが、これは佐賀平野一帯に同様な情況である。縄文時代

では磯石遺跡・尼寺田本杉遺跡で早・前期の比較的まとまった遺物が出土している。しかし中

期から後期にかけては久池井周辺でその例は聞かず、東方の佐賀市域でも少ない、したがって

旧石器時代~縄文時代にかけては遺跡そのものが希薄であり発展的な継続性に乏しいといえる。

ところが弥生時代になると遺跡の分布は急な拡がりをみせるようになり、地域としての発展

が顕著になる。胎動はすでに縄文晩期末から弥生前期初頭に始まり、機石遺跡では 2地区に分

かれて支石墓系統の埋葬が計40基以上調査されており、支石墓はまた南小路遺跡でも前期末の

ものが知られている。前期の遺跡は他に久池井C遺跡・惣座B遺跡・惣座六本杉遺跡・七ヶ瀬

遺跡なと多く、本報告書所収の春日遺跡・久池井B遺跡皿区もその例である。最近の調査では

埋葬のほかに貯蔵穴ないしは貯蔵、竪穴の調査例が多い。出土遺物のうち前期土器はこの地域
00 

の編年を可能ならしめるまでに豊富となりつつある。また東山田一本杉遺跡では初めて前期末

に遡る銅剣先が出土したほか、惣座B遺跡では節帯をもっ細形銅鉾の鋳型出土によって国産青

銅器の鋳造開始の問題に一石を投じた。

中期には竪穴住居跡が春日遺跡・惣座B遺跡、で知られるようになるが数は少なく、未だ大規

模な集落は出現していないことを思わせる。墓地は東山田一本杉遺跡・七ヶ瀬遺跡・惣座B遺

跡で前期末から続く斐棺墓地が営まれているが、久池井一帯に関する限り、墾棺盛行期のこの

時期にあってはあまり大規模な遺跡は見あたらず、集落遺跡の動向に対応するようである。

後期になると嘉瀬川東西両岸にいきおい大規模な集落が形成される。本報告書所収の惣座遺

跡では後期後半に弧状突出部をもち防禦的様相のつよい二重環濠を廻らせた集落の存在が確認

され、東の吉野ケ里遺跡、にみる環濠集落に対比すべき重要な位置を占めることが明らかになっ

た。同時期の集落跡は惣座遺跡と対向する嘉瀬川西岸部でも知られており、東山田一本杉遺跡

ハリ
υ
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I 久池井一本松遺跡 11 玉林寺古墳群 21 東山田三本松遺跡 31 国分寺跡

2 磯石A遺跡 12 春日墓所古墳群 22 惣座六本杉遺跡 32 古代官道跡

3 機石B遺跡 13 高畠古墳 23 惣座遺跡 33 築山前方後円墳

4 久池井C遺跡 14 実相院 24 肥前国庁跡 34 印鈴神社

5 春日遺跡 15 淀姫神社 25 久池井B遺跡 35 尼寺銅文出土地

6 前隈山古墳群 16 西山遺跡 26 久池井遺跡 36 南小路支石墓

7 前隈山前方後円墳 17 星隈古墳群 27 北原遺跡 37 尼寺一本松遺跡

8 高城寺 18 水上古墳群 28 宝満遺跡 38 高畑遺跡

9 春日 山城跡 19 西山田遺跡 29 春日丘遺跡 39 印鈴遺跡

10 甘南備神社 20 東山田一本杉遺跡 30 国分尼寺跡 40 尼寺岡本杉遺跡

Fig.4 肥前国庁跡周辺遺跡分布図(河川)
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から西山田二本松遺跡・西山田三本松遺跡にかけて大規模な遺跡の拡がりが知られている。た

だしここでは環濠は確認されていない。このような環濠集落の出現はひとりこの地域の問題に

とどまるものではなく、佐賀平野全体の歴史的動向と深く関わるものであって、後期後半にお

けるこの地域の政治的勢力の一定の熟成と結集をみせるものであろう 。墓地は惣座B遺跡のバ

イパスにかかる調査で中期から続く婆棺・石棺の列埋葬一部が調査されているが、大規模な墓

域を形成するほどではない。特殊な遺物では西山田二本松遺跡の土墳から出土した銅釦 2点、

惣座B遺跡の土墳墓から出土した楽浪系銀製指輪 3点と約7000個のガラス小玉、尼寺遺跡出土

の中広形式銅文 2本などがあるほか、舶載鏡および行j製鋭のH-'，土が惣座遺跡を中心に知られ、

特異な地域性を示している。

古墳時代では今のところ久池井周辺で前期前半に遡るような古墳は見つかっていないが、い

ずれ明らかになるものと峰信する。ただ最近の調査では西南約 4kmにあたる池ノ上二本松遺

跡で方形周溝墓の群集が認められているのは注目に価するし、久池井からやや離れるが、 4世
附 (l~

紀代の前方後円墳としては佐賀市金.1/の銚子塚古墳 (98m) 、池ノ上の風楽寺古墳がある。 4

世紀末~5 世紀前半で、は琴柱形石製品を出土した森ノ上古品、豊富な鉄器を出土した高畠古品
など石棺を内部主体とする小円墳が知られる中で、前方後円墳では引抜石棺を内蔵する前隈山

Il~ 

古品が春日遺跡の北側山上に出現、そして約 3西方には県下最大の船塚古墳(l19m) が現存

7基の陪塚と盾形周濠をもっ整美な姿で登場する。後期になると佐賀平野の古墳文化の中心は

東部に移ってしまうかのようであるが、それで
U5J (1!i) 

も築山古墳 (60m) 、小限山古墳 (64m) 、さ

らにその西方山麓部には水上古墳、地蔵山古墳、
問

権現山古墳などの中小前方後円墳が多く、地域

勢力としての伝統を保持し続けている。これら

の古墳は「佐嘉君Jの勢力地が大和町から佐賀

市にかけての山麓部に推定される根拠となるも

のであり、この伝統のうえにJT.って肥前国府の

出現とその後の発展がありえたと考えられよう。

群集墳は山麓部段丘上から丘陵斜面にかけて密

に分布しているが、宮、柑閑造成時の破壊が著し

いうえ調査例がまだ少ない。磯石遺跡や久池井

一本松遺跡から窺われるところ、この地域での

群集墳の主主期はむしろ 7世紀にあるらしい。ま

た7世紀後半以降は群集墳中に木棺基・ こ1..墳墓

が出現して 8世紀以降古墳に とってかわるが、

池ノ上二本松遺跡

船塚前方後円墳

内
λ

“

噌

1
よ
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この新しい埋葬様式は今のところ国府跡周辺に多く知られる点が注目される。集落遺跡は惣座

遺跡で前期、春日遺跡で後期の住居跡などが知られるが、遺物・遺構ともに資料が少なく、地

域全体の動向を窺うには不十分である。

肥前国府はおそらく 8世紀前半には出現したと考えられる O 昭和50年度以来10年計画で進め

てきた確認調査およびその後の調査により全国的にも稀に国庁の位置・構造が把えられ、さら

にその周辺の官街群全体についてもかなり多くの知見が今日整いつつある。まず中心となる国

庁跡は惣座遺跡の中にあって、今回報告地区の東南方約250mの距離にあたる。構造は前殿・

正殿・後殿を中心に東西各 2棟の脇殿と正殿にとりつく回廊があり、四周は南門を設けて築地

と溝が廻る。規模77mX104m、方位は約 7。西に傾く。このような国庁の形態は大宰府政庁

(II期)を一回わり小型にしたというべきもので、出土瓦の類似性等とも合わせその影響のつ

よさを窺わせる (Fig.6 )。この国庁跡を中心として周辺官街は惣座遺跡が乗る微高地上では

北側に拡がり、惣座六本杉遺跡まで続く O 面的な調査では今回報告の正倉地区、それに惣座六

本杉遺跡で規則的な配置をもっ大型の基壇建物群が見つかっている。さらに、国庁跡の北東約

150mには久池井B遺跡、その商に惣座B遺跡があって、数時期にわたる国府関連建物群が調

査されている。

これら国庁跡周辺の官街群の分布状況については旧地形との関係が重要と思われるので、こ

溝 l こで若干説明しておく。 Fig.5は現地形の

築地 11 

11 等高線とこれまでの一帯の試掘結果、およ

ぴ建物遺構の分布状況を基に復元したもの

である。大きな特徴はまず国庁跡を含む惣

座遺跡の立地は嘉瀬川東岸の細長い自然堤

防微高地であって、国府の中枢部にしては

極めて窮屈な条件にあることがわかる。国

庁跡の南側は約100mで一旦微高地が終わ

るらしい。またその東側、久池井B遺跡・

惣座B遺跡との間には幅30~80m程の旧小

河川の流路の跡をとどめる低地帝が西北か

ら東南に向かつて流れ、現在大部分が水田

となっている。久池井B遺跡はしたがって

惣座遺跡とは別の、丘陵南裾から南に拡が

る段丘上に独立した形で位置するものであっ

て、さらに久池井B遺跡の場合は本来、同
40m 
i じ段正が途中とぎれて南に伸びた端部に立

き検出柱穴
u 未検出柱穴

O 

Fig.6 肥前国庁跡復元図

第 2章歴史的・地理的環境
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宝満遺跡(国分尼寺跡)

国分寺跡の塔跡基壇

久池井六本杉遺跡

西海道跡(国分寺跡南側付近)

地するものといえよう。このように、平面的

にみえる国庁周辺の官街群の分布も|日微地形

と重ねてみることにより一層意味がでてくる。

地形に関しでもう一言いうと、国府が本来、

国庁および関連官衡を中心とする一つの都市

設計であるとする一般的理解に立てば、その

適地としてはむしろ東方の宝満遺跡周辺に十

分広大な段Eを求めることができたはずであ

るが、この種の問題については総括でまとめ

ることにする。

国庁跡周辺の地形は現在、惣座遺跡は今も

大部分が果樹園や畑地としてよく旧状をとど

めているが、久池井B遺跡から惣座B遺跡、に

かけては九州横断自動車道の佐賀大和インター

やバイパス建設なよって一変し、また久池井

B遺跡東側の水団地帯も圃場整備により旧地

割りは全く跡をとどめていない。

さて再び国府に関連する遺跡をみてゆくと、

国庁跡からやや離れ東南約1.3kmには肥前国

分寺跡と肥前国分尼寺跡(宝満遺跡)がある。

国分寺跡は確認調査の結果、方 2町の寺域が

推定され、築地と溝に固まれた回廊とその内

に講堂・金堂・塔からなる配置が考えられて

いる O 現在、講堂付近には礎石が散在し、金

堂と塔は基壇の一部が残存するばかりである。

尼寺跡は国分寺跡と 2町の間隔をおいてその

西側に位置し、規模は方 l町と推定されてい

る。中心部は現在工場が建てられ、ちかくに

礎石の一部が寄せ集められているが、最近の

調査によって北辺から東北隅の築地と溝が確

認され、また出土須恵器に現在の地名どおり

「尼寺」と墨書したものがあることなどから、

この遺構が推定どおり尼寺跡にあたることが

ハhυ
旬
。
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ほほ明らかとなった。

この南側には約70m離れて古代西海道

が東西に走り、国庁の約750m南のあた

りに向かう。この官道は太宰府から南下

したあと基山町関屋付近で肥後に向かう

道と別かれ、中原町から小城町にかけて

は約26kmをほぼ一直線に佐賀平野を横断

しており、航空写真や現在の地割り等で

その跡が知られるものである。久池井一

帯でも幅 7m~lOmほどの道幅が断続的

ながら地割りに残り、段E部を通過する

際には切り通しを造っている。

一方嘉瀬川西岸ではやはり九州横断自

動車道関係の調査で東山田一本杉遺跡・

西山田二本松遺跡・西山田三本松遺跡、で

国府の時期の掘立柱建物群が広範にみつ

第 2章地理的・歴史的環境
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かっている。これらの遺跡は名称、を分け Fig.7 肥前国分寺跡復元図

たが本来一連の遺跡で、整然とした配置の倉庫群や長棟がみられ、とくに東山田一本杉遺跡で

は一辺60m以上の区画をもっ築地と溝を廻らす建物群の一部が知られている。また一帯からは

「郡廠Jと読めるへラ描き土器や緑粕陶器片、硯、石狩が出土するなど、何らかの官街の存在

を推定させるものがある。従来の肥前国府跡に対する認識からすると嘉瀬川を西にこえてこの

ような同時期の建物群が存在することは驚くべきことで、郡街や駅を含めて肥前国府を廻る問

題は益々拡がりをみせている。なお、この時期の一般集落としては大久保三本松遺跡で竪穴住

居等のまとまりある一群が良好な資料を提供しているほか、惣座B遺跡でも数棟の竪穴住居跡

がある。ただし全体に数は少ない。その他、寺跡では嘉瀬川西方約1.8kmに奈良時代の瓦を出

土する大願寺廃寺が礎石と基壇の一部を残している。

このように惣座遺跡・久池井B遺跡、を中心とするこの地域は、と くに弥生時代以降の大きな

時代の変動をく ぐり抜けて国府の出現期にまで伝統的な勢力を保持し、肥前回全体の歴史の中

で特異な役割りを果した地域として重要視する必要がある。

〈註)

l 東中川忠美ほか f久保泉丸山遺跡j佐賀県教育委員会1986(本田秀樹「歴史的環境J)蒲原宏行

ほか 『金立開拓遺跡j佐賀県教育委員会1984
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2 田平徳栄「久池井一本松遺跡J(r磯石遺跡』佐賀県教育委員会)1989 

3 立石泰久ほか「肥前田府跡 IJ佐賀県教育委員会1978

4 田平徳栄ほか『機石遺跡j佐賀県教育委員会1989(多々良友博「磯石B遺跡の縄文土器J)

5 木下之治 「脊振山脈南麓で初めて発見された大和町南小路支石墓J(r新郷土j301号)新郷土刊

行会1974

6 田平徳栄「久池井C遺跡J(r際石遺跡』佐賀県教育委員会)1989 

7 立石泰久 『惣座遺跡J大和町教育委員会1986

8 大和町教育委員会1988年調査

9 七回忠昭 『七ヶ瀬遺跡J大和町教育委員会1981

10 本田秀樹「東山田一本杉遺跡J(W九州横断道関係発掘調査概報 7J佐賀県教育委員会)1984 

11 天本洋一「西山田二本松遺跡J(W九州横断道関係発掘調交概報 9.1佐賀県教育委員会)1987 

12 副島正道・樋口秀信「西山田三本松遺跡J(W九州横断道関係発掘調蒼概報10J佐賀県教育委員

会) 1988 

13 松尾禎作 「春日村尼寺のクリス型銅剣出土地に就てJ(r佐賀県史蹟名勝天然紀念物調査報告J
第五輯)1936 

14 川崎吉剛「池ノ上二本松B遺跡J(r佐賀県農業基盤整備事業に係る文化財調査報告書 7.1佐賀

県教育委員会) 1989 

15 木下之治 『銚子塚1佐賀市教育委員会1976

16 松尾禎作 I佐賀県考古大観j祐徳博物館1959

17 松尾禎作「春日村森の上古墳J(r佐賀県史蹟名勝天然紀念物調交報告』第八輯)1949 

18 松尾禎作「都渡城高畠古墳J(r佐賀県史蹟名勝天然紀念物調査報告』第八輯) 1949 

19 松尾禎作『佐賀県考古大観J1957 

20 志佐↑lJ!彦「佐賀県下の前方後円墳 (r庚申堂塚古墳j佐賀県立博物館)1978 

21 田平徳栄 「久池井一本松遺跡、J(W磯石遺跡』佐賀県教育委員会) 1989 

22 七回忠昭ほか 『肥前回府跡目j佐賀県教育委員会1985

23 高島忠平ほか 『肥前国分寺跡J大和町教育委員会1976

24 昭和54年大和町教育委員会調査

25 木下 良「空中写真に認められる想定駅路J (rびぞ、ん.164) 1976 

26 副島正道「大久保三本松遺跡J(r九州横断道関係発掘調査概報.19佐賀県教育委員会)1987 
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第3章 遺跡各説
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惣座遺跡

遺跡、名:惣座遺 跡 (略号 S0 Z) 

所在地:佐賀郡大和町大字久池井字五本杉

-
E
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惣座遺跡

非勿

I 遺跡の概要

座
、玉包

ス塁 跡

惣座遺跡は嘉瀬川が脊振山塊を抜けて扇状地に移行するあたりの東岸微高地上に位置する O

既に述べたとおり、この微高地は嘉瀬川に沿って南北に伸びる幅の狭い低台地であって、その

東側には旧河道にあたる湿地帯を挟んで久池井B遺跡が所在する別の低台地がある (Fig.5) 0 

現在遺跡、の名称を区別する場合、広義の惣座遺跡は 『佐賀県遺跡地図J佐賀県教育委員会1980

に従えば国道263号線と嘉瀬川とに挟まれたこの一帯を極めて広い範囲で指すが、最近の大和

町教育委員会による調査ではそのうち北端部を惣座六本杉遺跡、あるいは久池井B遺跡の南側

低台地を惣座B遺跡と呼んで区別している。肥前回府跡との関係では惣座遺跡そのものは広義

の国府域に含まれようが、現在所在が確認されている国庁跡は惣座遺跡の中に位置する、といっ

た関係にある O

今回報告する調査区はこの惣座遺跡の中で、国庁跡の北方約250mにあたる、昭和52年度およ

び昭和57・58年度に調査を実施した地区である O 高速道計画路線に沿って東西約160m、南北

約50mの東西に細長い範囲で、その西端は嘉瀬川河岸にほぼ接し、また東端では地形がやや急

に下がって湿地に移る。したがって調査区としては惣座遺跡が乗る微高地を幅約50mで、東西幅

を端から端まで拡げた形となる o この付近での地形の傾斜は南々東に向かつて緩やかに下るが

見た目には殆ど平坦地とかわらない (Fig.5， P L ~ 6 ) 

惣座遺跡は旧石器から中世まで続く、佐賀平野の中でも有数の大規模複合遺跡である o 52年

度の調査では旧石器時代の黒曜石ナイフ、 57・58年度の調査での縄文時代の削器、石鍛等が出

土しており、既に旧石器時代から人々の活動の場となっていたことが知られる O しかしながら

何といっても今回の調査の成果を特徴づけるのは弥生時代後期の環濠集落と奈良・平安時代の

国府関連建物群であろう。このことは恐らく惣座遺跡全体についても言えることであって、弥

生時代でもとくに後期における大規模な集落形成、そして奈良・平安時代における肥前回庁を

中心とした周辺官術群の形成が、佐賀平野の中でも他にみられないその大きな特色といえる O

調査の結果、検出した遺構は弥生時代~平安時代までの総数100基以上にのぼるが、上記の

ような遺跡の性格上、その大部分は弥生後期と奈良・平安時代の遺構である (Fig.8) 0 

まず弥生時代では、調査区に関する限りでいえば、後期初頭に集落形成が始まり、後期後半

になるとそれから環濠集落へと大きな変貌を遂げる。遺構は竪穴住居跡43棟と掘立柱建物跡14

棟のほか溝、土媛、それに蓋棺墓等の埋葬が若干ある。全体に削平が著るしいため竪穴住居跡

などは壁高がせいぜい10cm程度しか残存しないものが多く、とくに調査区の中で最も標高の高

い西北部では、本来一様に濃密な竪穴住居跡の分布がみられたと推測するが、現状では遺構が

22 
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〈遺構番号〉 青色は弥生時代の遺構

茶色は奈良・平安時代の遺構

SB:竪穴住居・掘立柱建物

S J : ~棺墓 SC:石棺墓

SD:溝 SK:土境

SX:柵ほか

Fig.8 惣座遺跡遺構配置図(始。)
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I 遺跡の概要

全くみられず空白地帯となっている。削平によるものであろう。また撹乱・切合いも著るしく

そのため形状の把握さえ困難なものもある。出土遺物は全体に原位置をとどめるものが少ない。

時期差は別として全体の分布をみると、竪穴住居跡は調査区の中で東群と西群に大きく分かれ、

その中間部に SB249ほか掘立柱建物群が密集する O 掘立柱建物群はその西南側にもみられる

が、これら建物群には大型でしかも整然とした配置をとるものがあり、はたして集落の中でど

のような性格をもつものであるか問題になるところである O

一方、環濠は SD207とSD019の2条がほぼ等高線に合わせて東西に並走し、両端が北に曲

がる。それぞれ内濠と外濠にあたるとみられ、今回の調査区が環濠集落の中で荷辺部にあたる

ことを示している。とくに注目されるのは SD019で、南辺の途中に 2ケ所の弧状突出部をも

ち、さらに東辺で誌は弥生終末に SD204に改修しているがその際には東南関に新たな方形突出

部を加えている。この突出部構造は吉野ケ里遺跡等でみられるように防禦的機能をつよく思わ

せ、本遺跡、が少なくとも久池井一帯の中の拠点的集落であることを象徴するものである O

環濠は古墳時代前期のうちに埋没してしまうらしい。ただし古墳時代を通じてこの地区がど

のように利用されたかは殆ど不明で、明確な遺構は前期末の SD211がみられるにすぎない。

奈良時代になるとまずSD205・SD206で東辺を限り SB239ほか 3問X3聞の総柱建物群

が鍵形に配置されて出現する。この 7棟は方位を国庁跡(約N7
0 

W) にちかいN9
0

Wに揃

え、倉庫構造の大型建物であることから、現在知られている国庁と同時期の正倉的性格をもっ

建物群の可能性がつよい。次いで正方位にちかい方佐をとる大型長棟の一群が倉庫群にとって

替わる段階では SB247 . S B260が鍵形に配置され、さらに同時期に存在したかどうかは不明

だが、わずかに方位が西に振れる SD208と、その西側に SB261 (4間X4間) ・SB007 

( 5間X5間)の総柱構造の倉庫建物 2棟が造られる。廃棄墳にあたる大型土壌は 2基あり、

やはり奈良時代であろう。その他掘立柱建物は SB246・SB279の2基があるが柱穴は小さく

官街的建物とは思われず、 SD018と共に平安時代に下るものと推定する。

このような遺跡の変遷にかかる詳細な検討、とくに弥生時代環濠集落と奈良・平安時代官街

の形成過程についてはここで概要をまとめるにはやや問題が大きく、また他遺跡との関連・比

較も必要となるので本書末の「総括jで改めて述べる。そこで以下、とくに弥生時代と奈良・

平安時代についてそれぞれ項を設け遺構・遺物ごとに再度概要に触れたうえで、まず個々に資

料を挙げて簡単に説明することにする。

なお上記概要については『九州横断道関係発掘調査概報7j 1984でも報告したところであり、

その際SB249ほか小型の掘立柱建物群および方形突出部をもっ SD204を国府期としていたが、

その後の遺物整理・検討の結果、弥生後期に位置づけざるをえないと考えるに至ったので上記

のとおり変更する。また SD207を弥生中期とみて環濠集落の拡大の可能性を述べたが、これ

も今回遺物の検討の結果、二重環濠の内濠とみるのが適当と考えている。
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惣座遺跡

E 遺構

弥生時 代

検出した弥生時代の遺構は溝5条・竪穴住居跡43棟・掘立柱建物跡14棟・柵2列・石蓋土墳

墓 1基・聾棺墓3基・土墳11基である。そのほかにも弥生時代の可能性がある掘込みや柱穴は

いくつかあるが、構造あるいは時期が明確でないので一応除外する。全体の時期は弥生後期前

半から弥生終末の西新式期まで幅があり、そのうち主体となるのが後期後半~後期終末である。

西新式の新しい段階については今日、庄内式の影響が現われ始める頃の北部九州の在地系土器

とする見方が一般的であり、それに従えば惣座遺跡の環濠集落は先進地域で古墳が出現する時

期まで存続することになるが、ここでの時代区分は従来の編年に依り西新式期を弥生時代に含

めて扱うことにする。奈良・平安時代の遺構を

除いて遺構の分布はFig.9のとおりであり、対

照する遺構一覧はTab，1に示した。集落全体

の変遷は「総括jで述べるとして、以下、遺構

の分布状況・特徴などについて一通り説明する。

まず環濠は SD207とSD019の2条が並走す

るように集落の南辺を限ったのち、それぞれ東

西両辺とも曲がって北に向かうようである。S

D207の場合、南辺は北から約65'東に傾き全

体がやや弓状に張りながら東西方向に走ったの

ち、東辺では約100。の角度で隅丸状に折れて

北に向かう。ただ西辺部については問題があり、

昭和52年度の調査で検出した SD017南北溝が

S D207と関連するその西辺溝にあたるものと

考えるが、その場合は溝が切れるこの西南隅に

環濠集落への出入口が設けられていた可能性が

ある。つまり、この西端部をみると SD207は

S D017に突き当る手前で一旦途切れてしまい、

S D017と約4.0mの間隔をあける。これが環濠

内すなわち集落内郭への一つの出入口にあたる

のではないかと考えられるのである。また、 S

D017自体は北側が削平により消えてしまい残
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E 遺構

存長約26mで、なおかつ途中も浅くなって継がりが不明瞭となるが、その南端は平安時代の溝

S D018に切られるものの、明らかに SD019に突き当たるまで伸びてはいない。南端がたまた

まSD018の位置で止まっていたとすれば、これと SD019との間隔は約3.6mであり、この切

れ目がまた別の出入口にあたっていた可能性がつよい。したがってこの 2つの出入口を想定し

た場合、 SD019における土橋等の存在は不明ながら、西南隅から集落内郭に入るには一旦左

折することになり、あたかも中世城館の虎口を思わせるようなやや複雑な構造となる O なお、

S D017の時期は北側埋土中出土の土器からみて弥生後期後半以降で、溝の方位ともあわせ S

B207と同時期に存在したと考えて何ら支障ない。いずれにせよ、このようにみてくると SD2 

07はSD017と共に全体として集落の南を方形に区画するもので、 SD019との関係では内濠に

当たるものであろう。区画の東西幅は約82mである。掘削構造は平坦な濠底から壁面がやや急

に立ち上がるらしい。上面がおそらく 1m以上削平されているとみられ、検出面での規模は幅

S B212 

S B288 

30m O 

Fig.9 弥生時代遺構分布図(始。)
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惣座遺跡

が平均1.5m前後、西側一部の広いところで、幅2.2m、深さはせいぜい0.5m程度しか残存してい

ない。したがって次に述べる SD019に比べると一回わり小規模である。土塁・柵列等の痕跡

は全く不明で、土橋等の存在も確認できなかった。埋土は黒色土が詰まり遺物は後期後半~終

末の土器を主体に比較的多く出土したが、 SD019のように多量にまとめて廃棄されといった

状態ではない。ただしこれは講の残存が浅かったことにもよろう 。

次に SD019は集落の外濠にあたる大溝で、その南辺は方位約N65
0

EでSD207と約12mの

間隔をおいでほぼ並行しながらも、より直線的に東西方向に走る。西辺は河岸となって消失し

ているようであるが、調査区西端での状況をみるとわずかに北に折れる気配をみせており、元々

嘉瀬川に並行して集落の西側を周囲していたものではなかったかと推測する。一方東辺は地形

が東側湿地に移る手前で南辺溝から続いて約105。の角度で隅丸状に北に曲がり、集落の東側

を画す濠となる。そして途中からやや東に反るように緩やかなカーブをみせて北側の調査区外

に消える。東辺での内掘 SD207との間隔は約60mである。また、この東辺部はその後大幅な

改修が行なわれており、その際には、あとで述べるように隅に方形突出部をもっ SD204が先

の東辺濠より 4m以上西内に入って掘り直され、途中に張出し状の膨らみをみせながら、 SD

207東辺にちかい角度で北々西に向かうようになる。外濠全体の規模は、西辺j茸が不明なため

あくまで推定であるが、当初の第 i期においては東西幅約160m、SD204に改修される第 2期

においては東西幅約150mとなる。

濠そのものの掘削構造は共に濠底が平坦で、壁はやや急に立ち上がる O 規模は現検出面で測り、

S D019が西側の最もよく 残るところで幅2.8m、深さ0.9mである o 周辺の竪穴住居跡の削平

の程度から推して現在より0.5m程度は壁面が高かったと考えられるので、それから復元する

と元の幅約4.0m、深さ約1.4m程度になろう o さらに痕跡は全く認められないが、これに土塁

が付設されていたとすれば濠底からの高さは優に人の背丈をこえ、防禦機能を果すに十分な高

さとなることが推定できる。一方改修後の SD204は検出面で幅2.0m~2.3m、深さ約O .4 m を

測り、同じ東辺部で比べても SD019よりは一回わり小さく内1豪SD207と同程度の規模にかわっ

ている。深さは SD019との切り合い部分でみると、 SD204の方がSD019より濠底面で約0.2

m浅い。

この外濠の時期は SD019濠底出土の土器および竪穴住居跡の切合いなどから、おそらく内

掘 SD207と同時に弥生後期後半に掘削されたものであろうと推定する o また東辺SD204の改

修時期については、この新たな堀削によって不用とな ったであろう SD019東南隅から東辺に

かかる部分(仮に SD019東と呼ぶ) 出土の土器をみると埋土上層が後期終末にかかる時期に

あたっており、 SD204出土土器も後期終末であることから、 SD019東濠に替わるものとして

後期終末になって掘削されたとみてよいであろう。なお、この SD019東濠と SD204の時期は

重複することなく完全に前後の関係にあるものであるから、埋土土器の様相が編年上問題にな

0
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E 遺 構

るところである。 SD019の廃絶時期については、埋土中に須恵器はもとより布留式以降の土

器を全くみないことから、遅くとも古墳前期前半のうちには完全に埋没してしまっていたと考

えてよいであろう。出土遺物は弥生後期後半~終末を中心とする土器が極めて多量で、とくに

S D019の西側 1G区から 2G'3G・4F区、および東辺濠では生活廃棄物然とした状況で

おびただしく濠を埋めていた。ほかには鉄器(農工具) ・石器が多く 、また鏡は舶載鏡片 l点

と完形品 l点を含む小型伶製鏡 3点分以上などが出土している。

ところで、この外濠の大きな特徴は、吉野ケ里遺跡などで昨今ではあまりにも著名となった

環濠途中の突出部構造にある。 SD0l9南辺では内濠のほぼ中央と対応する位置に Iケ所弧状

突出部が造られ、さらにその東側にも約58m離れて別の弧状突出部が設けられているのがそれ

であり、それぞれ第 I突出部、第 2突出部と呼ぶ。また SD019東辺がSD204に改修された際

には東南隅に第 3の突出部をもつに至るが、これは先の 2ケ所と異なり方形にかわっているそ

れぞれの特徴をみると、まず第 1突出部は内径6.5mの極めて明瞭な半円形を描き、東西直線

部との接合では濠の外側がはっきり境をなさないのに対し、内側では鋭い角をつくる。この点

は次の第 2突出部でも同じであって、吉野ケ里遺跡の環濠突出部とも共通する特徴である。ま

た第 1突出部ではその東側付け根付近から SD209が派生して南々東方向に伸びているが、こ

れは濠底面の状況からみて、まだ SD019が機能していたある時期に付け加えられた可能性が

つよい。すなわち第 1突出部の濠底をみると西側付け根の内側と東側付け根のあたりに約20cm

ほどの段差があり (Fig.ll)、この段差を辿ると SD019の西側から第 l突出部を経て SD209 

に曲がる一連の掘削工法が想定されるからである。この段差はおそらく SD209を掘る際の一

貫工事として既存の第 I突出部にも一部掘り直しの手が加わったことを意味するものであろう。

ただしそれがSD019および第 l突出部をそのまま生かした形での施工であったことは、突出

部の形状等が殆ど改変されていないことから容易に推測がつくところである。 SD209が加わっ

たことにより、第 1突出部付近はT字形の堀割りとなると同時に地割りも 3分割される。それ

がいかなる理由によるかは不明だが、環濠そのものが防禦的性格のつよい施設であるという前

程に立って敢えて憶測すれば、南面する敵が東西に移動するのを防く¥いわば中世山城の竪掘

にあたるような防禦機能の強化とみるのも一つの有力な解釈となろう 。その他、集落の拡張に

伴う新たな居住地区分の必要性など、色々解釈の余地がある。ただここで一つ考えておかなけ

ればならないのは、この環濠に土塁を想定した場合、それがSD019の内十lを巡るのであれば

さほど問題ないが、吉野ケ里遺跡のように外側を巡るとなると SD209が土塁を切ることにな

るだけに、やや複雑な問題が生じる、という点である。この問題は今はこれ以上ふれないでお

く。なお、 SD209の約 9m東側にも SK210とした性格不明の溝状掘込みがあるが、売到犬がはっ

きりせず掘方も雑であるので単に土墳として扱っておくことにする。

またこのような突出部が言われるように環濠の防禦的性格を象徴するものであるとすると、
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惣座遺跡

建物など他の遺構との関係が大いに気になるところである。第 l突出部付近でも確かに SB27 

7ほか大型の柱穴掘形をもっ 2間x1問あるいは 1間x1間といった掘立柱建物跡が数棟存在

する。しかしながら実態はそのいずれもがSD019に切られるものであって、環濠と同時期の

ものではない。また、これら建物跡の柱穴はどれも残りがよく深い。したがって、この第 l突出部

で関連する建物を他に想定するのは殆ど不可能であろう 。土橋等の出入口の存在も不明である。

次に第 2突出部をみると、内径約8.0mで同じく弧状を描くものではあるが突出度は小さく

第 1突出部のように整った半円形はなさない。この部分には奈良時代の SB239掘立柱建物跡

が乗っており、保存の必要から完掘せず‘に試掘講を設けるにとどめた。平面形態の若干の差違

を別とすれば、構造は基本的に第 I突出部と同じである。ここでも突出部付近に突出構造と直

接関係するような建物等の遺構を見い出すことはできない。

最後に第 3突出部は SD204が掘り直された際に SD019との接合部にあたる外譲の丁度東南

隅に造られている。規模は濠の内側で測って幅約6.8m、出約8.0m。面積約54m2は3ケ所の突

出部の中で最も広い。詳細な平面形態は SD019との接合部でほぼ直角に鋭く 曲がり、 さらに

その西南隅でも明瞭な角をなして西辺から南辺が直線的に折れる。 しかし東南隅ではやや折れ

方が甘くしかも湾曲し、そのまま蛇行するように北に向う 。ここでも突出部内および周辺には

関連する建物等の遺構は見つかっていない。

溝はそのほかに SD201がSD019東辺に取り付く 。幅約l.Om、深さ約O.4mで東端は東の湿

地に通じて消えている。SD211 は調査区東南隅に位置する唯一古墳時代前期の遺構で、詳細

不明ながら斜行した東西溝とみられる。

竪穴住居跡、および掘立柱建物跡は総数57基を数える。調査区の中での全体の分布は東北隅か

ら西南隅に向かつて帯状に長く拡がる。ただし北西部から西北隅にかけて空白がみられるのは

削平 ・撹乱によるところが大きいであろうから、その分は割りヲ|いて考えなければならない。

これら竪穴住居跡等の分布が明らかに稀薄なのは東南隅付近で、調査区内に関するかぎりでは

S B212がSD204改修掘削時に切られる以外は外濠の外側に越えて所在するものはなく、また

S D019およびSD204の東南隅部は濠の内側にあっても約400m2
ほど建物跡等が存在しない空

間がある。

竪穴住居跡の場合、大きくは 2群に分かれる。すなわち SB212~ S B223を東群とすれば、

15棟がほぼ内濠と外濠それぞれの東辺に挟まれた範囲に収まる形で集合 し、一方、 SB262~ 

S B293およびSB009・SB010を西群とすれば28棟が内濠 ・外濠の南辺と全体に切り合う形

で濃密に分布する。環濠との関係でいえば、東群はある程度濠の存在を意識した配置をとるの

に対し、西群は少なくとも平面的にみてその点が不明瞭であり、既に在る住居群の中を通過し

て内濠・外濠が掘られた結果によるものであろう。また、東群・西群とも竪穴住居跡、どうしの

切り合いが著しく、接近しながらも単独で存在するのは 1割程度しかない。このことは環濠集
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落の性格とも関係し、集落内での居住空間の制約のつよさをものがたるものであろう 。

竪穴住居跡の構造は全て方形で、ベット状遺構を伴うものが35%を占める。また入口の構造

に関係するであろう方形ピットを壁際にもつものが33%ある。自Ij平等のため大部分は詳細を欠

き、残存する遺物は少ないが、その中で SB219床面から完形の小型f方製鏡 2面が出土したの

は特異な例である。

掘立柱建物跡は調査時点では国府期と推定していた。 しかしその後、嘉瀬川西岸の西山田三

本杉遺跡など周辺でも弥生時代の掘立柱建物跡が多く見つかっており、検討の結果、ここに挙

げた14棟は弥生後期の建物跡と考えるに至った。構造は 3問X2聞の総柱が 1棟、他は 2問×

2聞が l棟、 2間X1閉または l間X1聞が12棟である。柱穴掘形は方形または長方形で、中

には 2段掘りの特徴をもち土墳墓と見まちがうほど大型の掘形もある。埋土は黒色土で柱根は

殆ど不明である。とくに注目されるのは先の竪穴住居跡の西群と東群との間にあって整然とし

た配置をもっ SB249~ S B251である。この 3棟は大型長棟の SB250を中心に南北主軸をほ

ぼN20.Wに揃えて SD019の走I古]を意識し、しかも竪穴住居群がこの地区を避けているとこ

ろをみると、集落の中でも高床倉庫など特別な機能をもつものと考えられる。掘立柱建物は他

にSB252~ S B256が群在、また SD019第 1突出部付近にも濠に切られて格別大型の掘形を

もっ 4棟がかたまり、さらにその北あるいは西側に 2棟がある。

竪穴住居跡および掘立柱建物跡を中心とした集落全体の変遷については「総括Jでまとめる

として、ただ傾向についてだけいえば、時期は弥生後期の全期間に及び、そのうち後期前半の

住居跡は調査区西南部にみられ、後期中頃以降北に拡がっていくらしい。住居跡等の方位は全

体として、南北主軸を真北にお くものが古く、環濠が造られるのに合わせて斜傾するようにな

る。この聞の変化傾向は掘立柱建物跡群の方位の違いによ く現われている。その他、調査区の

中央には柵とみられる SX257・SX258がある。時期は断定できないが、掘立柱建物群に伴う

ものとして一応弥生時代に含めておく 。

埋葬遺構は 4基検出した。SC180はSB009廃絶後にこれを切り込んで造られた石蓋土墳墓

で、後期前半の小壷を副葬する。他 3基は蓋棺で、そのうち後期前半の SJ 181はSBOI0を切

る。また後期終末の 2基のうち SJ 233はSB249掘立柱建物と重なっており、おそら く建物廃

絶後の埋葬であろうと推定する。聾棺片は SD019埋土からも 多く出土しており、当時既に破

壊されたものもあった らしい。ただし現況でみるかぎりでは、これら埋葬は数も少な く分散的

で、決して墓地を形成するほどのものではない。

土墳は11基あるうち、 SK227 . S K228は土壌墓の可能性はあるが、他は大多数が貯蔵穴に

あたるものであろう。このうちでは SK297が唯一大型の方形である。また、調査区東側の S

K229~ S K231の3基は平面楕円形の袋状掘込みで、一端に溝状の掘方が付くという共通性を

もっ点が注意される。
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Tab.l 惣座遺跡弥生時代遺構一覧表 1 . II後期前半、 II.皿後期後半、 V'V1後期後半

遺構番号 種別 形 態 規模 m 時期 備 考 旧番号

S B009 竪穴住居 長方形 7.4X5.5 I S B009 

S BOI0 イシ (方形) 4.75X3.1以上 Iか 炭化材、灰 S BOI0 

S D017 環濠 内濠西辺 幅約1.8、長26 国-VI S D207と切れ、出入口付設 S D017 

S D019 イシ 外 濠 幅約2.8 皿-VI 土器ほか多量に出土
SD001.019 
S D022・025

S C180 石葉土域墓 長方形 1.26 XO.63 I 小査供献、 SBOlOを切る

S J 181 牽棺基 単 棺 1.8X1.5 E S B009を切る

S K182 土壌 不整楕円形 3.0X1.5 埋土中に焼土含む

S D201 1茸 東西溝 幅約1.0、長6.5 阻-N 東側低地に通じる S D210 

SD204 環濠 外濠束辺 幅2.0-2.3 V-VI S D019東辺の改修 S D203 

S D207 i詳 内 濠 11届1.5-2.7 皿-VI 南辺から東辺に曲がる S D216 

S D209 イシ 南北濠 幅約2.7 V-VI S D019第l突出から南に伸びる S DOOl 

S K210 土壊 不整長方形 幅約 4m 濠の可能性もある S D271 

S D211 溝 東西溝 (古墳時代) S D211 

S B212 竪穴住居 長方形 3.7X4.75 E 方形ピット SD205に切られる S B206 

S B213 。 イシ 3.7X4.05 V-VIか 方形ピット、周溝 S B207 

S B214 イシ 方形 3.5X3.9 皿-Nか 方形ピット S B208 

S B215 。 長方形 7.4X5.0 V ベット付、方形ピット、鉄鎌・鉄鈎出土 S B241 

S B216 ク 方形 (3.2) X3.2 Wか 小型竪穴 S B243 

S B217 。 (方形) V-VI 石包丁出土 S B244 

S B218 イシ ( '" ) 5.5以上× α 皿か 炉、方形ピット、張床、鉄斧出土 S B236 

S B219 。 長方形 6.3X4.8 皿 ベット付、的製鏡 2・鉄片出土 S B235 

S B220 イシ 方形 4.4X3.85 V ベット付 S B237 

S B221 。 ( // ) Wか 張床 S B238 

S B222 イシ 長方形 (5.7) X4.8 W ベット付、炉、鉄片出土 S B239 

S B223 イシ 方形 5.15X4.7 旧か S B240 

S B224 ク 長方形 4.0以上X3.7 田 張床、炉、方形ピット、ベァ卜付 S B247 

S B225 ク (方形) 3.4以上X4.55 E 張床、炉、機群 S B230 

S B226 イシ (ク) 5.6Xα 焼土、張床 S B283 

S K227 土壊 長方形 2.3 X (1.0) 

S K228 タ，

'" 2.3X1.25 

S K229 イシ 楕円形 長3.85、幅0.75-1.2 I-IIか S K246 

S K230 。 イシ 1.5X1.05 I S B236-P 6 

S K231 イシ 不整楕円形 長3.1、幅0.3-1.15 Iか SB236-P5 

S J 233 斐棺墓 単 棺 1.1XO.9 VI 鉄錨出土 S J 249 

S K236 土墳 楕円形 2.1X1.6 S K282 

S J 237 斐棺基 単棺 (1.1) X (1.0) E S J 284 

S B249 堀立柱建物 東西棟 2間X1問 3.8X3.0 N20" W、 SD019に並行 SC区P1 他

S B250 イシ ク(総柱) 3問X2問 8.25X3.3 N20" W、 。 S B287 

S B251 イシ (ク) 2問X2間 6.25X3.3 N20" W、 イシ S B287 

S B252 イシ イシ l問X1問 2.45X2.35 N22" W 

S B253 タ' イシ I問X1問 2.75X 1. 55 N23" W 

-32一



H 遺 構

遺構番号 種目リ 形態 規模 m 時期 f荷 考 旧番号

S B254 堀立柱建物 南北棟 2間X1問 3.95X2.5 N18
0 

W 

S B255 イシ 東西棟 l問X1間 2.6X1.7 N 3
0 

W 

S B256 イシ イシ 2問X1問 3.9X2.95 N 3
0 

W 

S X257 柱列 。 3間以上、 4.9- N21
0 

W 

S X258 柵 東西方向 4間以上、 6.75- N 1
0 

W 

S B259 堀立柱建物 (東西棟) ( 1 )問 X1問 3.5Xα I-IIか N 6
0 
W、SD019に切られる SK266・288

S B262 竪穴住居 方形 αX5.6 V 張床、ベット付、方形ピット S B229 

S B263 イシ 長方形 4.5以 l二X3.15 張床、ベット付、 S B270 

S B264 タ' 方形 4.75 X (4.2) 張l示 S B268 

S B265 イシ 。 5.45X5.7 Eか 張床、鉄鍬出土 S B269 

S B266 "， 長方形 (8.8) X (5.4) VI ベット付、炉、張床、砥石・ガラス小玉出土 S B220 

S B267 ク 。 (7.3) X4.1 I ベット付、炉、張床、石包丁・鉄斧・鉄鍬 S B218 

S B268 ク 方形 3.7以仁X3.7 I-IIか 方形ピット、炉、張床、ガラス小玉出土 S B214 

S B269 "， 長方形 (6.4) X4.6 田 ベット付、炉、方形ピット、ガうA/fE出土 S B215 

S B270 イシ イシ 6.2X4.1 張床、炉、方形ピット S B213 

S B271 ク イシ 4.8X3.5 V-VI 方形ピット、炉 S B255 

S B272 。 (長方形) 5.6以上X (4.5) I-IIか ベット付 S B212 

S B273 。 方形 4.95X4.6 VIか 張床、炉、砥石・鉄鎌出土 S B228 

S B274 イシ 。 3.1X3.0 V 小型竪穴、張床、炉 S B254 

S B275 堀立柱建物 南北棟 2問X1問 4.25X 2.55 N23
0 

W、SB273と並ぶ

S B276 イシ (東西棟) (1問Xl問) (4.9x4.1) I-IIか N 50 E 、SDOl9に切られる S K265・285

S B277 。 東西棟 2問X1問 4.4X2.95 I-IIか N 8
0 

W、 // S K259~263 

S B278 イシ イシ l問X1問 2.7X2.05 I-IIか NlO
O 

W、 イ〉
S K257・258
S K289 

S B280 竪穴住居 長方形 6.35X4.2 張床、 SB281・SK296が切る S B256 

S B281 。 イシ 5.1X3.75 VI ガラス小玉出土 S B253 

S B282 イシ ク 7.15X3.6以七 E ベット付、方形ヒ:1ト、賦ガラルト盟土 S B252 

S B283 。 (方形) αX4.8 I 張床、 S0018に切られる S B227 

S B284 ク 方形 3.2X3.0 小型竪穴、 SDOl8に切られる S B234 

S B285 イシ 長方形 4.75X3目65 Wか 炉、方形ピット S B217 

S B286 。 方形 4.25X3.8 Vか 炉、張床 S B251 

S B287 堀立柱建物 南北棟 l問X1問 2.05X1.8 ほほ正方位

S B288 竪穴住居 (長方形) 7.3Xα E 炉、方形ピット S B278 

S B289 イシ (方形) 6.15X3.2以上 E ベット付、方形ピット、蹴ガラ刈、到土 S B280 

S B290 。 方形 3.1X3.0以上 I-II 小型竪穴、 SK297に切られる S B279 

S B291 。 長方形 6.35 X 5.1 E ベット付、炉、張床、砥石・鉄斧出土 S B232 

S B292 。 (長方形) 6.1以上× α I ベッ ト付、 SB291に切られる S B233 

S B293 ク (方形) 5.8Xα I 炉、砲丁・砥石出土 S B231 

S K294 土塀 長方形 2.8X1.2 埋土上面に焼土 3 E区P-l

S K295 イシ 隅丸方形 1.6X (1.7) S 0207に切られる 4 E区P-8

S K296 。 イシ 1.6X1.6 S B280に切られるか S B256P -19 

S K297 。 方形 1.5X1.6 VI S B290を切る S B279 

q
d
 

q〈
d



惣座遺跡

(1) 環濠・溝

環濠全体の特徴については既に述べたとおりである。ここでは断面図を示して若干の補足説

明をしておく (Fig.lO， P L 7 ~10) 。

i豪の断面は SD207 . S D019・SD204のいずれも底面が平坦で、壁は約60。の角度で稜を

なして立ち上がるのが本来の形と思われる。ただし SD019のe断面のように壁の傾斜が途中

で変わるのは掘り直しの痕の可能性があり、 SD019については他にも第 1突出部などで部分

的な補修が行なわれたようである。埋土は 3条とも黒色土を主体に褐色土、黄色土が上位でレ

ンズ状となる自然な堆積を示す。遺物が多量に出土した SD019では、とくに西側の d断面付

近で濠底ちかくの下層とそれより約0.6m浮いた上層とに遺物包含層が明瞭に分かれた。

それぞれ溝のレベルをみると、上面は削平のため不明だが濠底で観察するかぎりでは、 SD

207の場合は東辺が若干高く、南辺では中央がかなり低くなるものの東西両端は殆どかわらな

い。これは濠の走向が地形の傾斜方向と一致することと関係するものであろう。 SD019およ

びSD204の場合もこれと同様に濠底は東辺が南辺よりやや高く、南辺自体は東西両端であま

り違わない。したがって内濠・外濠とも濠底面を雨水が流れる場合は地形の自然傾斜上方にあ

たる北側から下方の南へ、すなわち濠の東辺から南辺に向かつて水が集まることになる。

これは土塁の存在とも関係するが、濠は必然的に集落内雨水の排水機能をも兼ねたであろう。

S D207はその結果、南辺に水が溜ることもありうる。しかし内濠・外濠とも本来の目的は防

禦である以上、空掘が常態であったとしても一向にさしっかえなく、事実SD019をみれば明

らかなように南辺に集中した水は SD209が開放したであろうし、東辺でも SD201が東側の湿

地に通じて SD019の水を逃がしている。したがって、少なくとも SD019については滞水の可

九二よ冠王べxJ

S D207土層

l.暗褐色土

2.黒色土

3.黄色土混褐色土

4.黄色土混黒色土

5.茶褐色土混黄色土

6.灰褐色土混黄色土

7.黄色土混灰褐色土

17.50m 

N S 

S D0l9・SD204土層

l.褐色土

2.暗褐色土

3.黒色土

4.黄色土混褐色土

5.黄色土混灰褐色土

6.黄褐色混黒色土

7.黒色土混黄色土

。
』

2m 

8.黄色土混黒色土

9.黄褐色土
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Fig.ll SD0l9環濠第 1突出部(協)

能性はまず考える必要がないであろう 。排水のもっと手取り早い方法は、実は西辺からすぐ脇

の嘉瀬川に放流することである。西辺が不明なためこの点は何とも言えないが、本来の防禦目

的からいえば排水はあくまで第二義的なもので、環濠の機能上あまり意味のあることではない。

やはり SD019が西辺を周囲していたと考えるべきであろう O

その他、 SD0l9第 l突出部の個別図をここに挙げておく (Fig.11) 。概要は前述のとおり

である。ただし図は調査の最終段階のものであるため、これと切り合う SB278ほかの柱穴は

既に埋められており表現していない。

(2) 竪穴住居跡

弥生後期の方形竪穴住居跡を43棟検出した。全体に削平・撹乱あるいは切り合いが著るしく

構造等の詳細がわかるものは少ない。 SB009とSBOIOは昭和52年度、その他は昭和57・58年

度の調査になるものである O 以下、調査区の東側から西側に向かつてそれぞれの竪穴住居跡の

図を示し、概略の説明を付す (Fig.12~32. P L 11 ~23) 。
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形態長方形

主見+莫 7.4mX5.5m 

特徴調査区の西南端に位置

し、 西北端を SD019に切られ、

西南隅には SJ 181が廃絶後に

掘り込まれている 。 また奈良
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られている 。削平のため、監
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東壁下のみ浅い周溝がみられ

るO 柱穴 ・炉は不明。床面中
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材が拡がっているが火災を示

すものではない。
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形態長方形ま たは方形

規 模 東 西4.75m

特徴 S B009と接し、北壁一

部を SC 180に切られる。さら

に奈良時代にSB007が上に造

られる。削平のため壁が殆ど

残存せず、ま た南側が調査区

外となって全体は不明である。

北壁際から西壁際にかけて浅

い周溝が残存す る。柱穴。炉

は不明で、ある。
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形態長方形

規模 3.7mX4.75m 

特徴 S B213・SB214と共に

調査区東北隅の一群を構成す

，る。中央を斜めに SD204に切

イ11 られる。南壁際中央に平入り

の入口に関係するであろう方

形ピットをもっ。柱穴。炉は

不明。
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S 8213 

形態方形にちかい長方形

規模 3.7mX4.05m 

特徴 S B213を切り、その際

南北主軸方位が北から北々西

に変わっている。西壁際から

北および東壁際にかけて周溝

をもち、南壁際中央にやや不

整形の方形ピットをつくる。

柱穴および炉は不明。

形態東西にやや長い方形

規模 3.5mX3.9m 

特徴北側を SB213に切られ、

また中央床面が撹乱を受けて

いる。南壁際中央に方形ピッ

トをもっ。柱穴。 炉について

は不明。

S 8214 

。
@ 

S 8213 
。。

o 

。。
。

19 

5
3
.
2
 

吋 16.40m

J~ー-"""'\. ~ーと
4m 

S B212・SB213・SB214 竪穴住居跡 ( ~ )

-38-

O 

Fig .13 



形 態 長 方形

規模 7.4mX5.0m 

特徴西南側は SB241掘立柱

建物柱穴に切られる。長軸が

北南に傾くのはこれと後述す

るSB222・SB284の 3棟;だ

けである。長軸両辺に幅1.2m

-1.6mのベッ ト状遺構の痕跡

を認めたが、盛土によるらし

く埋土との識別は困難であっ

た。東北壁際中央に方形ピッ

トをもっ。柱穴 ・炉は不明。

北隅ちかくのベット状遺構下

床面で土器が比較的ま とま っ

f存遺E 

S 8215 

て出土した。
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S 8216 

形 態 小 型方形か

規模 (3.2m) X3.2m 

特徴小型の方形竪穴 と思 わ

れるが東北隅は SB215に切ら

れ、また西側約 3分の 2はS

B241掘立柱建物柱穴に切られ

るうえ、削平により壁の残り

が浅く全体の規模・形状は明

確でない。
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形態方形か

規 模 不 明

特徴撹乱、切り合いのため

西北隅らしい一部を残して全

体不明。

形態方形か

規模不明

特徴撹乱および削平などの

ため北側から東側にかけて状

況不明。西壁際に方形ピット

をもち、中央やや南に浅い炉

がある。床は粘土張り。

S 8217 

惣座遺跡

j / S 8218 

S 8218 

dジ

位。機群

一一
S 8221 

形態方形か

規模不明

特徴南側を SB220・SB222 

と切り合い、また削平が著し

いため全体不明。床は粘土張

形態長方形

規模 (5.7m) X4.8m 

特徴 東北から西北辺にかけ

L字形、それと西南辺に低い

ベット状遺構を削り出してい

る。柱穴は不明、炉を中央に

もつ。撹乱が著しい。長軸が

北東に傾く。

り。
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長方形 規模 6.3mX4.8m

長軸側の北辺と西南隅に幅1.0mのベット状遺構を低く削り出し

てつくる。北側は溝状の撹乱をうけ、南側は SB240掘立柱建物

柱穴によって荒らされている o 柱穴・炉は不明、西壁際に浅い周

溝がみられる。削平が著しいにもかかわらず南壁際の床面上から

完形の小型f方製内行花文鏡 2面が、 279は鏡背を上に、 280は鏡面

を上にして出土した。 2面とも接地面に床に敷かれてあったであ

ろうワラ状の植物痕跡が認められる。

形態

特徴

S 8219 

S B219竪穴住居跡(Yso) 

41-

Fig.16 



S 8220 

形態東西にやや長い方形

規模 4.4m X3.85m 

特徴東西岡辺に幅約 1mの

低く削り出したベット状遺構

をもっ。また西南隅に性格不

明の長方形掘り込みがある。

柱穴。炉については不明。床

面中央など撹乱をうけている。
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S 8223 

やや台形気味の不整方

形

規模 5.15mX4.7m 

特徴 削平のため壁下端が痕

跡程度しか残っていないこと

もあろうが、東壁がやや短く

不整形である。柱穴は不明、

中央に径の小さな浅い掘り込

みがあり焼けていた。
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S 8225 

形態方形か

規模南北4.55m、東西3.4m以上

特徴西側は SD208に切られて不明。東南隅

は撹乱をうけている。床は粘土張り。中央やや

南に炉がありその北側床面に灰・炭化物が散っ

ていた。南壁際床面には直径10前後の粒の揃っ

た球状花商岩機 7個がかたまって置かれていた。

S 8224 

形態長方形

規模南北3.7m、東西4.0m以上

特徴 S B225と切り合うが先後関係不明。北

側は SB247掘立柱建物跡柱穴に切られる。東

北隅に幅約 1mで、約lOcm高の低いベット状遺構

を削り出し、中央に炉、南壁際に不整方形のピッ

トをもっO 床は粘土張り。柱穴は不明である。

S B224・SB225竪穴住居跡(揃)
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Fig.18 



S 8262 

形態 方形か

規模 南北5.6m

特徴 西側を SD20Sに切られ

る。北辺に幅約O.Smの低いベッ

ト状遺構を削 り出し、東辺中

央に方形ピットをもっ。床 は

薄く粘土を張っている O 削平

と上面撹乱が著しい。柱 ・炉

不明。。@
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S 8263 

形態

規模

以上

特徴西辺は SB264ほかと切

り合う。 東辺に幅約O.9mの浅

い掘り込みがある。床は薄く

粘土を張っている。削平など

のため全体不明。

長方形

南北3.15m、東西4.5m

、
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S B262・SB263竪穴住居跡(泊)
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4m 

S 8267 形態長方形 規模 7.3mX4.1m

特徴 東南部を斜めに SD207に切ら

れる。粘土張床で中央に炉、東辺に

ベッ ト状遺構の残存がみられるが西

辺について不明。

O 

形態 長方形 規模 8.8mX5.4m

特徴 南辺は SB267と切り合い北辺

はSB261柱穴に切られる。粘土張

床で中央に炉、東辺に幅102mの低

いベット状遺構治f残り、西辺にもあっ

たと思われる。

S 8266 

S D266 ・SB267竪穴住居跡(泊)
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Fig.21 S B264 . S B265竪穴住居跡(泊)
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S 8268 

形態小型の方形

規 模 南 北3.7m、東西3.7m以上

特徴東側を SB266と、また

西側をSB269と切り合う 。粘

土張床で中央に炉、南辺中央

に方形ピッ トをもっ。柱穴は

4隅のうち 3ケ所に残り、そ

れと炉の東西両側に l対があ

S 8268 
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S B268竪穴住居跡 (泊)Fig.22 

O 

S 8265 

形態 方形 規模 5.45mX5.7m 

特徴北辺を SB264と、南辺を SB266と切

り合い、さらに上面を SB261柱穴に荒らさ

れている。張床で柱穴は不明であるが、中央

やや西北寄りに焼土がみられる。

47 

S 8264 

形態方形 規模 4.75mX4.2m

特徴東辺を SB263と、南辺を SB265と切

り合い、さらに上面をSB261柱穴に荒らさ

れている。薄い粘土張床で、柱穴・炉につい

ては不明。この SB264付近はと くに竪穴住

居跡の切り合いが著しい。
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Fig.24 S B282竪穴住居跡(泊)

S B282 形態 長方形 規模 東西7.15m、南北3.6m以上

③ 

E 遺構

e ， 

4m 

特徴北側は SD207¥こ切られ、 東南隅は SB281と切り合う o 西辺に幅約O.8mの低い

ベッ ト状遺構を削り出し、東辺には 「ベッ トJと関係するかと 思われる浅 く長い掘り

込みをもっ。南壁際中央に方形ピットをつくり粘土張床。削平などのため全体に不明。

S B269 形態 長方形 規模 (6.4) m X4.6m 

特徴 東西両辺に L字型の低いベッ ト状遺構を削り出すが東辺のそれは削平されて痕

跡が残る。中央の炉の後に粘土を床に張ってその北側に別の炉を掘り 直す。南壁際中

央に方形ピット、柱穴は炉の東西両側に 2本。

S B270 形態 長方形 規模 6.2mX4.1m

特徴 やや不整形で壁は浅く残存し、東南隅は SB269と切り合う O 粘土張床で中央に

炉、南壁際中央に方形ピットをもっ。柱穴は不明。

-49-



S 8271 

形態 長方形

規模 4目8mX3.5m 

特徴北辺が広くやや不整形。

中央を溝で撹乱されている 。

中央に炉、南壁際中央に方形

ピットをもっと思われ、また

柱穴は長軸に沿って 2個か。

東辺から北辺にかけ外側に鍵

形の幅約O.8mの浅いi葬があり、

関係する施設かとみられる。
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S 8272 

長方形か

南北 (4.5m)、東西5.6

m 以上

特徴 西側は SB271と、南西

隅は SK294と切り合う 。削平、

撹乱が著しいため全体に不明。

東北隅に幅1.2mのベット状遺

構の痕跡が認められる。柱穴。

炉については不明。

形態

規模

E
S
.
U
H
 

、、、
‘ 

， ， ， 

。

竺三士X戸一
16.20m 

4m 
= 

. S B274竪穴住居跡(泊)

ハU戸、υ

S B271 Fig.25 

O 

-ー



構

缶
詰
.2

遺

てコ

E 

g
g
.
2
 

にJ

S B273 

ω
m
w
 

o
色

m
 

む

三て〉ぇ~~ユーノ f一一

一一一一一一一一一一一←ー15.80m

ハU
O
凸

F

ヘυ
1
よ

4m O 

-ーー画ーー

ーと

S B274 

小型の方形

3.1m X3.0m 

小型ながら貼床で北寄りに炉をもち、居

住に使用されている O 弥生の SB357掘

立柱建物柱穴と切り合うが先後関係は不

明。

S B273 ・SB274竪穴住居跡(泊)
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S B273 

方形

4.95m X4.6m 

北側は SD207と、西側は SB275と接す

るように並行する。粘土張床で中央やや

西寄りに炉があり、その北側に炭化材・

焼土が散っていた。

Fig.26 
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S 8281 

長方形

5.1m X3.75m 

西北側は SB280を埋めて床をつ くる。

S B280の北壁にかかる小穴は炉とみら

れるが、実際はその東北寄りのピ ッ トに

焼土がみられた。柱穴は不明。

. S B281竪穴住居跡(泊)
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S 8280 

長方形

6.35mX4.2m 

東南側は SB281に切 られ、また東南隅

をSK296に切られる。東壁は外側にも

う一段掘り込みがみられ、境界がやや不

確かである。中央に炉をもっと思われ、

また東南隅と西北隅ほかに性格不明の円

形掘り込みがある。柱穴は不明。

Fig.27 S B280 
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S B283 

S D018 
'---'--よーーム

S B283 

形態方形か

規模東西4.8m

特徴南側は SD018に切ら

れる。粘土張床で、柱穴。

炉は不明。壁は比較的よく

残存する。

5
0∞
.2 

S B284 /⑫ 

15.80m 

4m O 

-ーー函ーーーーーーー

形態小型の方形

規模 3.2mX3.0m 

特徴南隅を SD0l8に切られ、北隅は講で撹乱されている。

小型で東南辺がやや広く、主軸は西北に傾く。柱穴・炉

は不明。

S B284 

S B283 . S B284竪穴住居跡(泊)
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S 8285 

形態長方形

規模 4.75mX3.65m 

特徴住居群のほぼ西端に位

置する。東端は SB286 

と、南隅は SB287建物

柱穴と切り合う。中央

に;炉、東南壁際中央に

方形ピットをもっ。西

南から東南壁際に周溝

がある。
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o
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S 8286 

方形

東西4.25m、南北3.8m

以上

南側は溝で撹乱されて

いる。東辺がやや長く

なると思われる。張床

で中央に炉をもっ。

形態

規模

特徴
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S 8289 

隅丸の方形か

東西6.15m、南北3.2m以上

北側は SD019に切られる。壁際を周

溝がめぐり、東南隅にベット状遺構を

削り 出す。南壁際中央に方形ピッ トが

あり、西脇床面に土器が残存していた。

犠
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形
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特

S 8288 

長方形か

東西7.3m

南側の大部分は調査区外となるため不

明。北辺に幅約O.8mのやや深い溝状

の遺構が掘り 込まれている。
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S 8292 

長方形か

東西6.1m以上

北側は SB292に切 られ、南側は大部

分が調資区外となるため全体は不明で

ある。北壁下に周溝があり、西側に幅

約O.8mのベット状遺構を削り出して

いる。

. S B292竪穴住居跡 (泊)

n
h
U
 

F
h
d
 

態

模

徴

形

規

特

S 8291 

長方形

6.35m X5.1m 

南側は SB292を埋めて床面をつくる。

南北両辺にl.O~ 1. 2m幅の低いベット

状遺構を削り出す。柱穴・ 炉は不明で

あるが、西壁寄り に焼土がみられ床面

上に土器が残っていた。

Fig.31 S B291 
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徴

形

規

特
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S 8290 

形態小形の方形

規模東西3.lm、南北3.0m以上

特徴北壁は SD019に切られ

る。床面中央には別遺構とみ

られる SK297があり、これに

切られると思われる。 SK297 

は1.5mX1.6mの方形で、貯蔵穴

状。

S D0l9 

g
g
.
2
 15.60m 

S 8293 

形態方形か

規 模 東 西5.8m

特徴 南側の大部分が調査区

外となるため全体は不明。東

南隅は SK298に切られるよう

である。床面は小穴が多く掘

り込まれて荒らされ、中央に

炉をもっ。

J 

一一一一一六』ノ一一一一一\~一一一 15.60m

4m O 

S B290 ・SB293竪穴住居跡(泊)
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惣座遺跡

(3) 掘立柱建物跡

14棟を数える (Fig.33~37 ， P L 24~27) 0 他にも柱穴らしい方形土壌が調査区の中央付近そ

の他で認められるが撹乱のため構造が不明であり、しかも国府期の建物との区別が困難である O

14棟のうち最も注意を要するのは竪穴住居跡東群と西群の中間にあって SD019南辺に沿い、

しかも一定の方位で整然と並ぶ SB249・SB250・SB251の3棟の存在である O なかでも S

B250は3間X2間総柱で弥生時代の建物としては異例ともいえる規模・構造をもち、佐賀平

野で他に類例は神埼町川寄吉原遺跡の SB012が挙げられるのみである。さらにこれと2.4mの

間隔をおいて建物南面柱列を揃えて並ぶ SB251もやや長棟の 2間X2間総柱という珍しい構

造である。 2棟は総柱の構造をもっ点で後世の倉庫建物と比較することができ、相互の配置関

係および環濠・竪穴住居群との位置関係からみて集落の中でも、例えば主要な高床倉庫といっ

た重要な機能を果す建物であったと推定する。ただし両棟を比べた場合は規模・構造のほか柱

S B249 

構造 2問X2聞東西棟 規模 3.8mX3.0m

特徴東北隅の柱穴は国府期の SK232に切られる。また弥生後期終末の SJ 233小
児斐棺墓と重なっており、建物廃絶後まもなく埋葬場所に選ばれたらしい。

柱穴掘形は一辺O.7m前後の方形を主とする。埋土は黒色土がつまり、上面

のみ検出した。柱根径は約25cm。建物主軸方位はN20
0 E 。

S B250 

構造 3問X2問総柱東西棟 規模 8.25mX3.3m 

特徴南北柱問に比べ東西柱問が 2倍ちかく長い。南面柱列を SB251と揃えて並

ぶ。柱穴掘形は南側と北側の柱列では l辺O.9m前後の不整方形と1.2mXO.8 

m前後の不整長方形とが不揃いに並び、東西中柱はそれより一回り小さい一

辺O.6m前後の隅丸方形で、ある。 l個のみ下まで掘り下げた東南隅柱の長方

形状掘形は二段掘りである。柱根径約25cm。埋土は黒色土がつまる。建物南

北車di方位N20
0

E 

S B251 

構造 2問X2問総柱東西棟 規模 6.25mX3.3m 

特徴西南隅と東南隅は撹乱により柱穴を切られる。柱穴掘形は一辺O.8m前後の

方形で、 SB250の中柱程度の大きさである。柱穴埋土は黒色土がつまり、

上面のみ検出した。柱根径約25cm。建物南北軸方位N20
0 E。
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H 遺構

穴掘形に遠いがあり、 SB250の付属的建物として SB251があるように考えられる。 SB250 

の北側には2.7m隔てて SB249が、やはり方位を一致させて南北に並ぶ、 2問X1聞の構造は

弥生時代の掘立柱建物にもっとも一般的なものである。やはり SB250と同時期の付属的な建

物であろう O

一方、この 3棟の西側には国府期の SB260掘立柱建物と重なって、柱穴がはなはだしく切

り合う SB252ほか 5棟の掘立柱建物と柵 2列がある。 2問X1間あるいは l問X1聞の比較

的小規模な建物群とみられるが、実はこの地区については建物の構造・規模あるいは切り合い

関係にあまり自信がもてない。ただでさえ密集しているうえに SB253やSK235など国府期の

掘方で柱穴が多く破壊されているからで、実数はまだ増えるであろう。 5棟も実際は国府期の

ものと区別するのが困難な状況ではあるが、小規模あるいは真北に対し著しく西傾することか

ら弥生時代に含めておく O ただし、切り合いによる時期差は別として20。前後西傾する SB25 

2~ S B254と正方位にちかい SB255・SB256との 2つのグループがあるらしく、大勢として

後者から前者への時期関係が推定される。正方位にちかい 2棟はさらにその西側の SB259ほ

かと本来一群をなし、西傾する 3棟は東側の SB250等と一群をなすと考えれば、この地区は

ちょうど両群の分布範囲が時期を違えながらも交鎖する部分にあたったものであろう。なお、

S X257とSX258もそれぞれ西傾群と正方位群とに属するかと考える。

さらにその東南には SD259とSD019に切られて SB259 . S B276の2棟、 S D019第 1突

出部に一部切られて SB277・SB278の2棟がある。この 4棟も構造の把握に問題はあるが、

2間X1問あるいは I問X1間とみられ、正方位にちかいグループに含められる建物である。

大きな特徴はその柱穴掘形にある O 残りが良く、掘形は 2段長方形を呈し、その規模約1.4m

XO.8m前後は弥生時代の柱穴としては異常ともいえる程の大きさである。柱穴の並びがやや

不揃いなことも加わって、調査時は最後まで土壌墓の列埋葬の疑いを捨てきることができなかっ

たほどである。これら 4棟は SD019との切り合い関係からみて、遅くともそれまでの集落が

環濠集落に変貌した時期には廃絶されたことがわかる。

その他の 2棟はとくにグループをなさない。 SB275掘立柱建物跡は SB273竪穴住居跡の西

墜 と接し合う位置関係にあり、あるいは同時期の関連する建物であったかもしれない。その北

妻柱は内濠SD207にきわどく接するが、濠上面の削平を考えれば、それとは同時期ではある

まい。また西端の SB287掘立柱建物跡は最も小規模で、他の掘立柱建物から遠く離れて存在

する。これも国府期以降の建物である可能性はあるが、ここでは一応弥生時代に含めておく。

以上の掘立柱建物は竪穴住居群の配置と合わせて環濠集落全体の機能を考える際に重要な意

味をもつものといえよう O
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S 8252 

構造 I問X1間方形棟 規模 2.45mX2.35m 

特徴柱穴掘形は基本的に一辺約0.8m程度の方形O 柱根径約20cm。柱穴埋土は黒色土がつまり、

上面のみ検出した。SB254と切り合う。南北軸方位N22
0

W。

S 8253 

構造 l問X1問東西棟 規模 2.75mX 1055m 

特徴構造にはやや問題が残り、あるいはもう I問南に伸びて 2問X1問の南北棟になる可能

性もある。柱穴掘形は一辺0.8m前後の方形またはそれより 一方が若干長い長方形で、柱根径約

2cm。柱穴埋土は黒色土がつまり、上面のみ検出した。 SB254と切り合う 。南北軸方位N23
0

W。

S 8254 

構造 2問X1阿南北棟 規模 3.95mX2.5m 

特徴北妻柱は SB260に、東妻柱は SK235にそれぞ、れ切られている。 SB253と重なる。柱穴

掘形は一辺0.8m前後の方形または102mXO.8m前後の長方形、柱根径は約25cm、柱穴埋土は黒

色土がつまり、上面のみ検出した。南北軸方位N18
0

W。

S 8255 

構造 1問X1問東西棟 規模 2.6mX107m 

特徴構造にはやや問題が残り、もう l問北に伸びる可能性もあるがはっきりしない。柱穴掘

形は一辺0.7m前後の不整方形が基本とみられ、柱根径約25cm。柱穴埋土は黒色土がつまり、上

面のみ検出した。南北軸方位N3
0 

W。

S 8256 

構造 2問X1問東西棟 規模 3.9mX2.95m

特徴 S B255と109m離れ、方位を揃えて並ぶ。南面中柱は SB260に切られているようである。

柱穴掘形は一辺0.7m前後の方形を基本とするが不揃いである。柱根径は約25cm。柱穴埋土は黒

色土がつまり、上面のみ検出した。南北軸方位N3
0 

W。

S X257 

矯造東西柱列 3間以上 規模 4.9m以上

特徴柱穴掘形が一辺0.7m前後の方形を基本とすることからいえば建物の可能性もあるが SD

209の北側にも対向する柱列がみられず、構造にはやや問題が残る。柱穴には黒色土がつまり、

上面のみ検出した。方位NWE 。

S X258 

構造東西方向柵4間以上 規模 6.75m以上

特徴掘形は径O.4m前後の円形。東側は SK235に切られていると思われる。方位はN89
0

Eで、

S B256に関連する構造物の可能性がある。

つ臼phv
 



/υ 
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Fig.34 S B252 ~257 掘立柱建物跡・ S X258柵 (同)
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S 8276 

構造 (l問)x (l問)

規模復元4.9mX4.1m

特徴西北隅と東南隅の柱穴のみ残存し、中

央は SD276に切られる。柱穴掘形は約1.5m

XO.7mの東西に長い二段掘長方形で黒色土

がつまる。建物南北軸方位N50 E 

東西棟か

S 8259 

構造 (l問) X 1問

規模桁行3.5m

特徴南側は SD259 . S D019に切られる。

柱穴掘形は1.5mXO.9mほどの東西に長い二

段掘りで長方形黒色土がつまり柱根不明。建

物南北軸方位はN6
0 

W。

東西棟か

4m O 

S B259・SB276掘立柱建物跡(;，{o) 
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S D019環濠
第 i突出部

5
.8
B
 

、、
‘ 

S 8278 

構造 l問x1問

規模 2.7m X2.05m 

特徴西南関柱穴は SD019に切られる。南

北主軸プJ位NlO
O

W。柱穴掘形は不整

形な隅丸長方形二段帰りで、黒色土が

つまる。柱根不明。

東西棟

S 8277 

2問X1問

4.4m X2.95m 

東南隅柱穴は SD019に切られる 。建

物南北軸方位は N8
0 

Wで SB278に

ちかい。柱穴掘形は約1.3mXO.7mの

二段掘り隅丸長方形で黒色土がつ まり

柱根不明。

東西棟造

模

徴

構

規

特

4m 

S B277 . S B278掘立柱建物跡 (拍)

ph
u
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S D019 

S D0l9環濠
第 l突出部

@ 

5
・
8HHH

、、
‘ 

S 8278 

l問X1問

2.7mX2.05m 

西南隅柱穴は SD019に切られる。南

北主軸方位NlO
O

W。柱穴掘形は不整

形な隅丸長方形二段掘りで、黒色土が

つまる。柱根不明。

東西棟造

模

徴

構

規

特

S 8277 

2問X1問

4.4mX2.95m 

東南隅柱穴は SD0l9に切られる。建

物南北軸方位はN8
0 

WでSB278に

ちかい。柱穴掘形は約1.3mXO.7mの

二段掘り隅丸長方形で黒色土がつまり

柱根不明。

東西棟矯造

規模

特徴

4m 

S B277・SB278掘立柱建物跡(治)
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(4) 聾棺墓・石蓋土墳墓

埋葬遺構は斐棺墓 3基・石蓋土境墓 I基の計4基がある。ただし明確な墓地を形成するといっ

たほどのものではない。このうち sJ 181斐棺墓と SC180石蓋土壌墓は昭和52年度の調査で、検

出したもので、それぞれSB009およびSBOlO竪穴住居跡を切って造られている O 両者は約 2

mしか離れておらず、時期も弥生後期前半のほほ同時期の埋葬である O 一方SJ 233とSJ 237 

は互いに約22m離れて調査区の中央にある。 SJ 233の方は小児棺であるが、共に弥生後期終

末の聾棺墓である。なお、 SJ 233はSB249掘立柱建物跡と重なっており、おそらく建物廃絶

後の埋葬であろうと推測する O

S J 181饗棺墓 (Fig.38，P L 28) 

S B009竪穴住居跡と切り合い、その床面を掘り込んで墓墳が造られている。墓墳は二段掘

り込みの特徴をもっ。まず上段は、北側が除々に浅くなってやや不明だが、1.8mX 1.5mの東

西の長い楕円形で壁面は斜めに掘り込む。下段はさらにその中央南壁側に、聾棺を収めるによ

うやく足るだけの広さの円墳を垂直にちかく斜めに掘り込んでいる。

斐棺は器高80cmをこえる大型棺を使用しており、単棺の成人墓とみられる。棺自体は下段掘

り込みにちょうど収まり、仰角約60"で立てるように埋めている。口縁部を一部欠失するのは

撹乱による破壊であろう。石葦は無く、木蓋等の使用が考えられるが痕跡等は確認できなかっ

た。 蓋は平底で、 「く j字口縁の口縁下に断面台形の突帯を 2条めぐらす。

S J 233婆棺墓 (Fig.38，P L28) 

調査区中央で弥生時代の SB249掘立柱建物跡と重なって位置する小児棺である。柱穴と切

り合うわけではなく、正確な先後関係は不明であるが、 SB249が環濠の掘削に伴って出現す

ると考えれば、聾棺の時期からみてもおそらくその廃絶後であろう。上面がかなり削平されて

おり、蓋棺本体にも破壊が及んでいる。

墓墳は二段に掘る。上段は浅く残存し、東西に長いl.lmXO.9mの方形で、底面は東側に向かつ

て緩やかに下る。下段はその東辺部で壁面に向かつて横穴状に径約35cmの円墳を斜めに穿け、

これに蓋棺を収めている。査棺は 2個の査を用い、下斐はちょうど墓旗下段に収まるように置

いて口縁部を打ち欠き、上査で覆う O ただし上蓋は口縁部付近のみ残して胴底部の大半を削平

のため欠損している O 上蓋・下蓋とも棺内には丹が塗られ、とくに下斐では鮮やかな赤褐色に

厚く塗られた丹が底に落ちて溜まっていた。

使用された斐は「く」字口縁で丸底、下査の場合は胴部に i条突帯をもっ O

S J 237蓬棺墓 (Fig.38，P L 28) 

調査区中央にあって SD019環濠の外側にはずれて造られている O 上面が相当削平されてお

り、斐棺も胴部下半しか残存しない。また東北側は SK236と切り合う O

墓墳は二段堀りで、上段は東北部が荒らされてやや不明ながら、おそらく東西にやや長い楕

-68-



E 遺 +蕎

円形であろう O 下段はその西寄りに径O.6mの円墳を斜めに穿け、査棺を収めている。斐棺の

埋置角度は仰角約45
0

である。墓旗下段の深さからみて単棺であろう。査棺そのものは平底の

比較的大型措である。

S J 181 

ノ

シ/

Fig. 38 

16.00m 

S J 233 

三三一て予16

S J 237 

一ぺ~ I ""主一一一~一一一 16.00m
'"J〆‘ L/  

~~ 
\J~ 

O 1 m 

-ーーーーーーー..，

S J 181・SJ 233・SJ 237斐棺墓(!I:i;I)
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S C180石蓋土流墓(Yz;)) Fig.39 

S C180石蓋土壌墓 (Fig.39，P L 29) 

頭位を西側N1l4
0

Wに向ける。墓墳は長方形二段掘りで、下段に板石で蓋をする。墓墳の

規模は上段1.26mXO.63mで、頭位西側がやや広くなる O 下段は1.05mXO.28mと極めて狭く、

はたして成人墓といえるかどうか疑問である o 下段墳底の西半部には赤色顔料が散布されてい

た。また蓋石は節理性のつよい安山岩板石を用い、頭位にあたる西側を優先させて広い板石を

さらに頭位と蓋石の重ね目に粘土で目張りを施して被せた後に足方を別の小さな板石で塞ぎ、

墓横内への土砂流入を防いでいる O

東側から丹塗!嘩研の小型壷が I点出土しており SC180に伴う供献品であることは間違いな

いが、足方位置にありしかも倒立 Lており原位置といえるかどうかは確かでない。
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E 遺構

(5) 土墳

11基を検出した (Fig .40~ 43 ， P L 29.30)。これら以外にも弥生時代の可能性が考えられる

土墳はい くつかあるが、性格・時期等が不明であり、ここ では一応除外しておく 。弥生時代あ

るいはそれ以降の小建物柱穴等とみら れる小穴は調査区全般にわたって無数に多い。

11基のこと墳は SK227~ S K231の5基が調査区の東北部にやや集中する。そのうちでは、 S

K227・SK228が長方形で土機墓の可ー能性も考えられるが、重複する点に問題があり、性格は

不明である。 SK229~ S K231は一端に講をもっ楕円形の貯蔵穴であろう。調査区中央南端に

ある SK236は円%貯蔵穴、ただしその西脇の SK210はSD019と切り合う大型の掘り込みで、

全体がつかめない為ここでは一応土墳としておくが、 SD209のように SD019と継がって南に

下る環濠の一部にあたる可能性も否定で きない。

その他の 4基は調査区の西側に竪穴住居跡等と切り 合いながら分散的にみられる 。 SK294 

は長方形で土墳墓の可能性がつよいが、 他はいずれも貯蔵穴であろう O そのうち SK297はや

や大型の方形、 SK295 . S K298も基本的には方形で共通するものの、 SK182は楕円形といっ

た違いがある。

これら土墳の時期は、貯蔵穴の場合、SK182は後期前半に遡るかと推定するが、 他は環濠

集落の形成に伴う 後期終末を中心とするものと推定する。
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S K 182 

形態楕円形

規模 3.0m X1.5m 

特徴調交区の最西端にあ って束

側は SB007建物柱穴に切

られる。壊底はほぼ平18に

掘り込まれている 。埋土は

自然な堆積を示し 中位の土

層には焼土を含む。貯蔵穴

か。

2m 



S K227 

長方形

2.3m x (1.0) m 

S K228と切り合うか先後不

明。約20cm浅く残存する。性

格不明。

態

様

徴

形

規

特

惣座遺跡

長方形

2.3m X1.25m 

域底は平坦で、約20cm浅く残存

する。性格不明。

S K228 

態

模

徴

形

規

特

5
2
2
 

-Jーー一=L--16.50mてて三三

S K229 

g
B
.
2
 一一三』守¥ J-:;;=三 一 一

二ニヰ〉¥ /よぎフ~ 16.50m 

長方形

長3.85m、幅0.75m ~ 1. 2m

上面では溝状に細長く、東

から西に向かつて徐々に深

くなり、最深部で、0.7m。性

格不明。

態

模

徴

形

規

特

S K229 

o 2m 
l ーー 一一一一一一一一一一一一ー~

. S K229土域(泊)S K227 . S K228 
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構

楕円形

1.5m Xl.05m 

S K231と切り 合うがほ

ぼ同時期とみられる。深

さは1.3mで調交時は壁

上位が内傾 し袋状であっ

た。貯蔵穴であろう 。

遺H 

S K230 

態

模

徴

形

規

特

S K231 

不整楕円形

長3.1m、幅O.3m~1.l5m

S K229にf以てjヒ側がi1t
状に徐々に上がる。最深

部で1.2m、また SK230 

同様、調査時は壁面上位

が袋状であった。貯蔵穴

であろう。

態

模

徴

形

規

特

g
o
o
-2
 

16.00m 

S K236 

楕円形

2.1m X1.6m 

S J 237の北脇に位置し、

上面は別の土墳に切ら

れ荒らされている。壊底

は比較的整った平坦で、

深さ1.35m。貯蔵穴であ

ろっ o

態

模

徴

形

規

特

E
8
.
2
 、

o 2m 

. S K231 ・SK236土域 (焔)
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長方形

2.8m X1.2m 

S B272と切り合う。上

面は荒らされてやや不

明、 壁は立 ち上がりが

比較的ゆるやかで、機

!氏は東西両端がやや上

がる 。土験墓あるいは

石葉土域墓かと 推定す

る。

I S K294 

態

模

徴

形

規

特

惣座遺跡

S K295 

隅丸方形

1.6m X (1.7) m 

北↑RlJはSD207に切られ

る。整った形状で嬢底

は平坦に掘り込み、四

壁は下位でゆるやかに

立ち上がる。

態
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S K296 

隅ヌLブJ形

1.6m X1.6m 

北側は SB280に切られ

るかと思われる。規模・

形状とも SK295によく

似た土械で、城底は平

坦、四壁は下位でゆる

やかに立ち上がる。

態

模

徴

形

規

特

E
C山
.
的
ー『

2m 
j 

O 
匝画面画面 ーーー面ー函

. S K295 ・SK296 土城(~，)
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E 遺構

2 奈良・平安時代

i高6条・掘立柱建物跡13棟・柵 2)1IJ・土壌 3基を検出した。南々東方向約250m先には肥前

回庁があるだけに、肥前国府の中でいかなる性格をもつか問題になる遺構群である O 調査区の

中で弥生時代の遺構を除くこの時期の遺構の分布はFig.44のとおりである。また対照する遺構

一覧はTab.2に示した。

まず溝についてみると、掘立柱建物群との関係でとくに主要な溝は SD205とSD208の2条

である o S D205は調査区の東に位置する東西溝で、方位N 9' 50'WはSB239~ S B241の並

びにちかいことから、その東側を区画する溝であることは確かである o 上面削平のため深さ約

O.3mしか残存せず幅は2.2m前後で、ある。この SD205は昭和57年度の調査でその北端がほぼ

直角に西に曲がることを確認し、翌年度の調査で構の続きの検出に努めたが、短く切れるらし

く西には伸びていなかった。ただし曲がりの位置は SB242~ S B245の北側柱列をほぼ結んだ

Tab. 2 惣座遺跡奈良・平安時代遺構一覧表

遺構番号 種目リ 形 態 規模(桁×梁) 町1 備 考 旧寄号

S B007 堀立柱建物 東西棟(総柱) 5間X3問 8.16X5.64 N 3' 50' W S B007 

S D018 i詰 東西i辞 S D018 

S D202 。 南北i斧 S D204 

S D203 イシ イン S D204を切る S D211 

S D205 。 イシ 33m以上 N 9' 50' W S D202 

S D206 ク イン S D202 

S D208 イシ 。 53m 以上 N 3' W S D226 

S K232 土壊 楕円形 S K248 

S K234 。 円形 S K250 

S K235 。 ク S K250 

S X238 柵 南北列 4間以上 (8.8m以一仁) N l' 10' W 

S B239 堀立柱建物 南北棟(総柱) 3問X3問 7.65X6.12 N 8' 20' W S B223 

S B240 r，. 。 (ク) イシ 7.50X5.97 ク S B242 

S B241 イシ イシ (ク) イシ 7.48X5.92 。 S B245 

S B242 。 東西棟(総柱) ク 7.2X5.55 N 8' 40' W S B277 

S B243 イシ イシ (ク) イン 7.2X5.4 イシ S B276 

S B244 イシ イシ (ク) イシ 7.74X6.3 。 S B274 

S B245 。 。 (r，.) ク 8.1X6.6 イン S B272 

S B246 。 イ〉 (ク) 2問XZ問 6.3X5.7 N l' 00' W S B273 

S B247 イシ 東西棟 6問X3問 18.09X 6.48 N 0' 40' W、SB243を切る S B275 

S X248 柵 東西列 4間以仁 11.30以上 N83' W 

S B260 堀立柱建物 南北棟 6問X2問 14.70X6.50 N 0' 40' W S B286 

S B261 イシ !枇棟(総柱) 4問X4問 8.60X 6.60 N l' 10' W S B267 

S B279 イシ 南北棟 ( 3問)X 2問 (8.25)X4.95 N l' 40' W、SD018を切る S B281 
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惣座遺跡

線上にあり、これら 4棟の並びを意識したものであろうことは十分考えられる。また、この曲

がり部には SD206が、中心線で SD205と約1.5m西にずれながらもやはり約10' 西傾して北

に向かう。幅約1.0m、深さ約O.4mで、 SD205よりかなり狭く、溝底がそれよりも約20cm深い。

この SD206南北溝の存在は鍵形に配置された SB239~ S B245の北側にもさらに、これら 7

棟に類した倉庫群が拡がることを予想させるものである。時期は、 SD205は完掘しなかった

が、断面試掘溝から 8世紀前半の須恵器が小量出土している。これは SB239ほかの鍵形に配

置された倉庫群の時期をも示唆するものである o

次に SD208は調査区の中央にあって方位N3' W、わずかに西に傾く南北溝である。幅は

南側で、約2.3m、北側は掘り直しによって途中約3.3mと広い。残りが良く、深さは1.2m残存す

る。その北端では SB245柱穴を切っており、 SB239ほか 7棟の西傾建物群よりも新しいこと

は確かである O 完掘はしなかったが、断面試掘溝から出土した小量の須恵器片には 8世紀後半

から 9世紀初のものがみられ、埋没する時期が9

世紀初以降であることを示している O この SD20 

8の東西両側には SB260とSB 261の正方位にち

かい建物があり、約 3'のずれはあるが同時期に

存在した可能性がつよい。その場合は、 SB260 

およびこれと同時期の SB247の長棟 2棟を一群

として、倉庫構造の SB261との境を限るもので

あろう。

その他の溝は調査区東側に SD202がSD205と

約18.5m離れて並行する。幅約1.8mで浅く残存

し、やや蛇行する O 時期は不明だがSD205にち

かい時期と推定する o S D203はSD202を切る幅

約0.6mの小溝で、 SD202の掘り直しとみること

もできる。また、調査区の西南部に位置する SD

018は全体が緩く湾曲する東西溝で、時期は12世

紀前半に下る。幅約1.3mで、浅く残存する。

次に掘立柱建物跡についてみる。

S B239~ S B235の7棟は既にふれたとおり東

側に 3棟、北側に 4棟が全体として鍵形の配置を

とる O 構造は全て 3問X3聞の総柱で倉庫建物に

あたるとみられ、柱穴掘形・柱根ともきわめて大

型である O これら 7棟の規模は図上計測で微妙な

76 
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E 遺構

違いはあるが、大まかにみて東群 SB239~ S B241の3棟、北群 SB242・SB243の2棟およ

びSB244・SB245の2棟の 3群に分けられ、とくに SB244・SB245の 2棟が大型で、ある。

配置の特徴は個々の建物の規模が多少異なるにもかかわらず、東群・北群がそれぞれ西側柱列

と南側柱列を一線に揃え、前面を意識している点にある O しかも東群は南北軸方位N8
0 

20' 

W、西群のそれはN8
0 

40'Wであるからほぼ直角といってよく、また東群北端の SB241の北

妻柱列が北群の南側柱列に一致する、といった関係にある。各建物どうしの間隔も約6.5mで

ほぼ一定している。このような状況は 7棟が、おそらく SD205と同じ 8世紀前半~中頃頃に、

一定の計画に基づき整然と配置されたものであったことをよく示している。方位を揃える点で

いえば、 SX248柵もこの時期であろう。

そして次の時期になるとこの地区に正方位建物群が出現するが、 SB243とSB247との切り

合いからみて、その際には先の倉庫群は 7棟とも既に廃絶していたと思われる。 SB247は6
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Fig.44 奈良・平安時代遺構配置図(協)
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惣座遺跡

間X3問、 SB260は5問X2聞の大型の長棟でともに南北軸方位が真北から約 l。西傾しな

がらほぼ正確に鍵型をなして北と西に配置されている O この配置は先の倉庫 7棟によって固ま

れた広場を基本的に踏襲し意識した結果であろう o 2棟はこれまでの肥前国府関係の調査の中

では固庁跡の正殿に次ぐ規模の大型建物であり、しかも配置からみて同時期であることは間違

いない。 SD208との関係でいえば、時期はおそらく 8世紀後半-9世紀初の問に推定される

ものであろう O

これら大型長棟の出現は、それまで倉庫群一色であったこの地区の利用に何らかの行政機能

が加わったことを示しており、一定の変質を意味する O ただしそれが倉庫地区としての伝統的

な利用を完全に失うものでないことは SB261およびSB007の存在からも窺われるところであ

ろう。 SB261 . S B007はそれぞれ 4問X4問、 5間X3間の総柱構造で、規模そのものは S

B245など前代の倉庫建物と大差ないが、これだけ細かな総柱構造の本格的な倉庫は肥前国府

関連調査でも他の地区ではみつかっていないからである O このうち SB 261は南北軸方位N

1
0 

10'WでSB260およびSB247の正方位建物群と同時期と考えられる o S B007は昭和52年

度に肥前国府関係調査では初めて検出された大型建物で、実は当時、その構造が総柱であるこ

とからこの地区を正倉地区と推定して爾後の調査に期待を抱かせた、いわば記念的な遺構であ

る。国府期の官街は国庁跡を含めてその後一帯で広く確認され、この地区では確かに57・58年

度の調査で大型倉庫群が検出されたことは見てきたとおりである。ただし SB007の場合南北

軸方位はN3
0 

50'Wであるから正方位建物群に含めるにはやや違いが大きく、また離れてい

ることもあって、近接した時期であろうと推定するが、同時期に存在したかどうかは不明であ

るO この点は調査区南側の状況が明らかになることをまたざるをえない。その他、 S B239の

東脇には SX238柵がN1
0 

10'Wで南北に伸びており、あるいは正方位建物群の時期に広場を

意識してその南を限ったものかと推測する。

S B246とSB279はそれぞれ2問X2問、 3問X2問(推定)の正方位にちかい方位の建物で

ある O ただし柱穴は小規模で、 SB279は12世紀に下る SD018溝と重なっており、時期は SD

018溝以前であったとしても平安時代に下るとみられる O とうてい官術的な建物ではない。

最後に、土墳は 3基を数えるが、 SK235付近では実際は近接した時期に 2基以上が切り合

うようである O いずれも廃棄墳とみられ、とくに SK235は大型である。時期は正方位建物群

と同時期、あるいはそれ以降でも 9世紀の早いうちであろう。

(1) 溝

概要は既に述べたとおりで、ここでは断面図を示して補足する (Fig.45，P L43-45) 0 

まずSD205はd断面と e断面とで比較すると、地形の傾斜に合わせて溝底が北から南に緩

やかに下っており、自然な流水を可能とする。ただし両断面から明らかなように、これには改

-78一
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惣座遺跡

修の痕が認められる。すなわち断面で溝底が一段高くなっている東側の部分が最初のもので、

次期には西側に寄せてそれより溝底が10-20cm深く掘り直している。この改修は埋土上面の観

察では気づかなかったが、そうしてみると先に SD205の幅を約2.2mとしたのは実は改修前・

後を合わせた数値であって、少なくとも改修後でいえばそれよりはやや狭いことになる。 i誇底

の断面から復元すると当初の溝幅にしても 1mをこえることは必至であり、改修後のそれは検

出面の広いところで1.45mである。ただし改修後の溝の場合、改修時の幅はたしかにその程度

の規模であるが、埋土状況からみるとその後東壁が自然に崩れて講を埋め、結果的に溝自体は

東側に幅を拡げていったことが推定される。改修時の東壁が旧溝の埋土を切り込んでいること

を思えば当然で、あろう。なお、この改修が旧溝の西側に寄ってなされているのは SD206と何

らかの関わりがあるかとも考えるが、ただしそれでも直接的に継がるわけではない。

次に SD208をb断面、 C断面でみると、溝底のレベル差により 北から南への 自然の流水が

あったことは当然として、実はここでも当初の溝を利用した一部改修あるいは掘り直しの痕を

認めることができる。この SD208の場合は南側で幅2.3m前後、それが北側で途中約12mにわ

たって幅約3.3mに急に広くなる。この部分を b断面でみると、当初の溝は南側同様にほぼ一

定幅 2m強で直線的に掘られている。ところがその後、なぜか北側のこの付近のみ旧溝がある

程度埋没したあと、その東脇を子回するように約12mにわたってV字溝が掘られている。これ

は建物等との利用上の必要からであろうが、理由は不明である。そして最終段階では新 ・旧両

溝は一本に合わさって幅の広い溝になってしまうのである。 C断面も壁の傾斜が上位途中で変

わるのは b断面における最終段階の掘り直しと継がるものであろう 。したがって現在みる溝の

南側の幅2.3mにしても実は掘り直しの結果広くなったもので、当初の溝幅は1.7m程度である 。

S D208にしても SD205にしても奈良時代におけるこれら溝の特徴は、とく に当初の掘方を弥

生時代の環濠と比べれば明 らかなように、きわめて計画的に直線的で、なおかつ壁面が垂直に

ちかいくらいに急であるという点にある。

平安時代の溝SD018はa断面のみ示しておく O 埋土はやや明る い褐色士がつまり、改修等

が行なわれた形跡はない。溝底のレベルはあまり違わないが、やや西から東に向かつて下がっ

ている。

(2) 掘立柱建物跡

掘立柱建物跡13棟を検出した。時期別には奈良時代と推定されるもの11棟、平安時代と推定

されるもの 2棟がある。奈良時代の11棟はさらに大きな 2時期に分かれ、第 l期は倉庫 7棟、

第2期は倉庫 2棟および長棟とからなり、それぞれの時期に伴うとみられる柵が各 l列ずつあ

る。平安時代の 2棟は倉庫 I棟と長棟 I棟で、奈良時代のものと比べると格段に小規模で、ある。

以下、東側から順に各建物跡を図示し、簡単に説明を付す (Fig.46-59，P L 31-45)。
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S B295 

3問X3問

6.12m) 

桁2.55m(8.5尺)、梁2.04m(6.8尺)

N 8
0 

20'W 

南側柱列は l個以外は調査区外に出る。

柱穴掘形は基本的に隅丸方形だがやや

不揃いで大きさは一辺(径)O.6m-1.2 

mで、これと並ぶ SB240ほかと比べ

て全体に大きい。埋土は黒色土と黄色

土を版築状にたたき Lめる。柱根径は

平均約25cm。

S X238 

造

問

位

徴

構

柱

方

特

総柱南北棟 (7.65mX 

柵列 4間以上 (8.8m以上)

l間2.2m(7.3尺)

N 1
0 

20'W 

S B239の東脇に位置するが方位はほ

ぼ真北で別時期である。掘形はやや不

揃いながら基本的に小型の方形で一辺

約O.5m、北側はこれ以上続かず、南

側は 4聞から先が調査区外に隠れる。

柱根径ははっきりしないが径約20cmで、

ある。

構造

間

位

徴

柱

方

特
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4m O 
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S B239掘立柱建物跡.S X238柵 (泊)Fig .46 
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S 8240 

3問X3問総柱南北棟 (7.50mX5.97m) 

桁2.5m(8.3尺) 梁1.99m(6.6尺) 方位 N 8
0 

20'W 

柱穴掘形は全体に円形にちかくやや不揃いであるが、基本的には一辺1.3m前後の隅丸方

形。埋土は黒色土と黄色土を版築状にたたきしめる。柱根径は平均約40cmと大きい。

造

問

徴

構

柱

特

S B240掘立柱建物跡(同)
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S 8241 

3問X3問総柱南北棟 (7.48mX5.92m) 

桁2.49m (8.3尺)、梁1.97m (6.6尺) 方位 N 8' 20'W 

切合い、撹乱が著しい。柱穴は4隅のみ一辺1.3m前後の隅丸方形で他はそれよりや

や小型の一辺 1m前後の円形にちかい隅丸方形。埋土は黒色土と黄色土を版築状に

たたきしめる。柱根径は平均約40cmと大きい。
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特

S B241掘立柱建物跡 (泊)
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S 8242 

3問X3間総柱東西棟 (7.2mX5.55m) 

桁2目4m(8尺) 梁1.85m(6.1尺) 方位 N 8' 40'W 

北側は大きく撹乱を受けて不明だが建物群の並びからみて 3問 X 3問。柱穴掘形は

全体に不揃いであるが基本的には円形にちかい隅丸方形で、 一辺(径) l.lm-1.5m。

柱穴断面の断切りは行なわなかったが、黒色土と黄色土をたたきしめるものと思わ

れる O 柱根径は平均約40cmと大きい。
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S 8243 

構造 3問X3問総柱東西棟 (7.2mX5.4m) 

柱間桁2.4m (8尺) 梁1.8m (6尺)

方位 N 8
0 

40'W 

特徴東側と北側に大きな撹乱を受けているがSB242と並ぶ 3問X3問。南側柱列がS

B247柱穴と切り合っており、 撹乱のためやや問題は残るが SB247より古いとみ

られる。柱穴掘形はやや不整形な隅丸方形で、埋土は掘り下げなかったが版築状

であろう。柱根径は平均約40cmと大きい。

Fig.50 SB243掘立柱建物跡(泊)
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S 8244 

構造 3問X3問総柱東西棟 (7.74mX6.3m)

柱間桁2.71m(9尺) 梁2.1m(7尺)

方位 N 8
0 

40'W 

特徴全体に撹乱が著しく不明な部分は多いが、 SB245と並ぶ 3問X3問とみてよいで

あろう。東南隅柱がSB247と切り合っており、撹乱のためやや問題はあるが SB

247より古いとみられる O 柱穴掘形は一辺(径) 1. 2m~ 1. 5m ほどの円形にちかい

やや不揃いな隅丸方形で、埋土は版築状にたたきしめるものであろう。柱根径は

平均約40cmと大きい。

Fig .51 S B 244掘立柱建物跡(泊)

ワ
t

o凸



惣座遺跡

-T ? 

1
1
7
11
hリ
川
川
川

r
i
l
l-
-
H
J!

ー
斗

l
il
--
J
1
t
i
4

7

主三壬三百~コ江zt==316 官
5
.
8
B
 

4m O 

S 8245 

3問X3問総柱東西棟 (8.1m x6.6m) 

桁2.7m(9尺)梁2.2m(7.3尺)

N 8' 40'W 

北側は水路で、荒され、東側は SD 208~こ切られているが、 S B244と並ぶ 3問x3問で

あろう。柱穴掘形は円形にちかい隅丸方形で一辺(径)1.2m~ 1.6m。埋土は黒色土

と黄色土を版築状にたたきしめるo 柱は抜かれているためか不明瞭だが径約40cmほ
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構
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S B245掘fi.柱建物跡 (見;，)
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S 8261 

構造 4問X4問総柱南北棟 (8.60mX6.60m) 

柱間 桁2.15m(7.1尺) 梁1.65m(5.5尺) 方位 N1
0 

lO'W 

特徴弥生の竪穴住居群の上にあるが柱穴は明瞭に残っていた。掘形は一辺l.Om前後の方形で、

埋土は黒色土と黄色土を版築状にたたき しめる。北妻部柱穴断面でみると柱は先が尖り気

味のものを使用したらしい。径は平均約40cmで、ある。

Fig.53 S 8261抑立柱建物跡(泊)
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S 8007 

5問x3問総柱東西棟 (8.16mX5.64m) 

桁1.63m(5.4尺)梁1.88m(6.3尺)

N 3
0 

50'W 

調査区の西南隅に離れて位置し、弥生の竪穴住居の上にのる O 柱穴掘形はやや不整形

で大小のある一辺0.7m-l.lmの隅丸方形で、東側の柱穴が小型となる傾向がみられる O

全体として東側の同時期の建物群柱穴より 一回り小さい。埋土は黒色土を主に黄色土

を版築状に交える。柱根径は平均30cmである。

Fig.54 S B007掘立柱建物跡(同)
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S 8246 

矯造 2問X2間総柱東西棟 (6.3mX5.7m) 

柱間 桁2.1m(7尺) 梁1.9m(6.3尺)

方位 N 1
0 

OO'W 

特徴北側柱列がSB245を切る。建物は東西がわずかに長く、柱穴は掘形が一辺0.6

m前後の方形で小型、柱根径は約20cmにすぎない。

Fig .55 S B 246掘立柱建物跡 (焔)
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S 8247 

6問X3関東西棟 (18.09mX6.48m) 

桁3.Olm (10尺)梁2.16m(7.2尺)

N 0' 40'W 

S B247を切るとみられる。北側柱列は撹乱が著しいが 6間X3 

問とみてよいであろう 。掘形はやや不揃いな一辺1.2m前後の隅

丸方形で埋土は黒色土と黄色土を版築状に固める。柱根径は平

均約30叩である。
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S 8260 

6問X3問 南北棟(14.70mX 6.50m) 

桁2.45m(8.2尺)、梁2.17m(7.2尺)

N 0' 40'W 

S D208東脇に並行する。北側は別の構造不明な柱建物と切り合

うらしく、また南側は弥生の掘立柱建物を切る。柱穴掘形は一

辺l.lm前後の方形で埋土は黒色土を主に黄色土を交えて固める。

柱根径は平均約30cmである。
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S B247掘立柱建物跡(泊)Fig.57 
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東倶IJはこれ以上伸びないが、

西側jはなお数問伸びるかも

しれない。柱穴は径約0.6

mの小型円形で黒色土がつ

まる 。方位は SB242ほか

北辺に並ぶ倉庫建物群にほ

ぼ一致しており 、それに関

係する施設とみられる。
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構造 3問X2問

南北棟(推8.25mX 

4.95m) 

桁2.75m (9.2尺)

梁2.48m(8.3尺)

N 1
0 

40'W 

S D018と重なる。

南奏部は調査区外

となるが、この種

の小型柱穴建物に

多い 3問X2問で

あろう o 柱穴は径0.4

m前後の円形であ

る。

Fig.59 S B279掘立柱建物跡 (焔)

o 4m 
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(3) 土壌

S B260の東側で廃棄墳とみられる土壊 3基を検出した (Fig.60，P L46)。

S K232は2.3mX1.25mの東西に長い楕円形で、深さ約O.6m。壊底は平坦で、、壁はこれと稜

をなしてとくに南北側が急に立ち上がる。埋土は暗褐色土および黒褐色土を主に自然な堆積を
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S B279 

示し、若干の須恵器片が出土した。

S K235は平面約3.4mX2.9m、深さ約l.Omの不整円形を呈する大きな掘り込みで、北側は

S K234と切り合う O ただしこの SK235の場合、最初大型に掘り込まれたあと、埋没するまで

の途中に数回別の掘り込みがなされていることは、南側墳底の状況からわかる。 SK234も実

際はこの数回の掘り込みのうちの i固とすべきであろう。 SK235は壊底をみるかぎりでは S

K232同様東西に長く、南側が斜めに削り上がっている。埋土は黒色土および褐色土を主にレ

ンズ状の自然、な堆積を示している O

また同時期の出土遺物は須恵器片若干数と釘 1点にすぎず、したがって少なくとも土器の廃

棄を目的とした土墳ではない。時期はいずれも 8世紀後半と推定する。
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惣座遺跡

4羽遺田

しかも膨大である。時期別には、縄文時代は石器数点があ弥生後期の土器が圧倒的に多く、

るにすぎず、弥生時代では多量の土器のほか鉄器・石器 ・鏡等が豊富に出土した。古墳時代お

よび奈良・平安時代の遺物は奈良時代を中心に須恵器・土師器等がみられるが、 量は少ない。

なお、昭和52年度の調査になる調査区西端で、 SD019i豪を中心に多量に出土 した土器および

鉄器・小型イ方製鏡等については 『肥前国府跡u佐賀県教育委員会1978で採録しているので、

ここでは取りあげない。

縄文時 代

石器)
 

1
 

(
 

昭和52年度の調査では旧石器時代のナイフ型石器が出土したが、 57・58年度の調査では該期

l
 f
 

f
 

ζ:::>2 

一一一航幽一議-ぬA
鎚

ム

くこ二〉5 くこ>4 
くこ〉3 

5 cm O 

打製石器 (%)
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の石器は出土していない。

1~5 はいずれも検出面から出土した (Fig.61 ， P L70)。このうち 1およ び2の掻器は縄

文後期あるいは晩期に属すと推定する 。 3~5 の石鍛は縄文後期以降、弥生時代とすべき可能

性もあるが、打製石器としてこの項にとりあえず含めておく 。

1掻器は黒曜石製で長さ8.1cm、幅約1.6cm。断面三角形で、両縁に細かな二次調整により 刃部

をつくる。2掻器は黒曜石製で先端と基部を欠損する。尖頭器状に厚味があり、両縁に刃部を

つくる。

石鍛は 3が黒曜石製、 4. 5は安山岩製、 4はていねいな調整による小型品で基部の扶りが

やや深く、 4・5は浅い凹基である。

2 弥生時代

土器・石器 ・鉄器・鏡 ・玉類がみられる。

圧倒的に多量なのは土器で、とくに SD019からはおよそ環濠集落の形成から廃絶に至るま

での時期を中心とする生活用土器が膨大に出土し、場所によっては埋土の量とあまりかわらな

いほど密に土器片が詰まっていた。完形品もしくは完形ちかくに復元できたものだけでもその

数は500点以上にのぼる。ただしこの SD019の調査は埋土の掘り下げが調査の最終段階にあた

り、す ぐ脇では既に発注された盛土工事が急ピ ッチで進む危険な状況下で早急にとり行なわざ

るをえなかった。そのため、埋土掘り下げは遺物の包含量が著しい南辺環濠の西半部と東辺環

濠に限り、また層位による遺物の取り上げも概略上層と下層、あるいは上位と下位を分けるに

とどま った。遺物の出土量は SD019に次いで SD207、外濠改修後の東辺SD205が多い。竪

穴住居跡出土遺物は総量としては比較的多いが、遺構数に比べる とさほどの量ではない。削平

が著しかったことによるものであろう 。

土器は弥生後期、と くにその後半~終末の時期を中心とする。前・中期の土器は全く見当た

らなかった。前述のとおり大部分は SD019環濠出土の生活用土器で、当時の生活に用いられ

たあらゆる器種・器形を網羅するとい っても過言ではないであろう O 斐 ・査 ・鉢の類いが主体

でとくに器台 ・支脚の厚手小型品には無傷の完形で遺存するものが多い。また調査当時、注目

された遺物に幾何学的文様を描いた器台等がある。埋葬関係の土器は聾棺が遺構数で 3基分と

環濠埋土出土の数個体分、それに石蓋土墳墓の供献土器 I点があるにすぎない。そのほかに投

弾その他が数点ある。

鉄器は農工具類を中心に SD019環濠および竪穴住居跡などから比較的豊富に出土した。殆

どは破損して廃棄されたものであろうが、なかには多少の修理で再生可能と思われるものまで

含まれており、弥生後期終末頃の鉄器供給量は一般に予想される以上のものがあったのではな
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いかと思わせる程である。これには鋳造鉄斧の可能性のある l点が含まれており、舶載品であ

るかどうか問題となる。

石器は石包丁と砥石が主で、それに紡錘車が l点、環濠および竪穴住居跡から出土した。

鏡は竪穴住居跡の i棟から完形の小型イ方製鏡2面が遺棄されたような状態で出土した。弥生

時代の鏡にはとかく神性がつきまとって解釈されるが、このような出土状況はその用途に問題

を投げかけるものである O イ方製鏡はほかに SD019環濠からも破片が出土しており、また以前

昭和52年度の調査でも同i豪から完形の小型伺製鏡 1面と舶載鏡片 1点が出土している。

その他、玉類はガラス小玉、ガラス管玉、めのう丸玉が環濠および竪穴住居跡の埋土中から

出土した。ただし点数はあまり多くなく、一つの遺構からまとまった状態での出土ではない。

以下、石器・土器・鉄器・玉類の順に説明する。

(1) 石器

石包丁 9点・砥石 6点・紡錘車 1点・その他を図示する (Fig.62・63，P 1.70)。

6~14は石包丁である O すべて割れており、完形品はない。 6 ・ 7 は脊が直線の半月刃。石

材は灰色の砂岩で、それぞれ検出面およびSB267から出土した。 8も脊は直線であるが、側

端は方形気味で全体に調整の粗さが目立つ。立岩産のあづき色をした輝緑凝灰岩製である。 S

B267出土。 9は脊がやや湾曲する半月刃、石材は輝緑凝灰岩である o S D019出土。 10は脊が

やや湾曲する半月刃で調整は粗く、右端が欠損したあと紐孔を左に寄せて穿け直し再利用して

いる O 輝緑凝灰岩製で SD208埋土出土。 11は脊が湾曲する半月刃で、幅が広い。青灰色の変

成岩で SB293出土。 12は石鎌の再利用かと思われる。緑泥片岩製で SD217出土。 13は側端を

方形気味に粗く仕上げた直線刃で砂岩製。 SD019出土。 14は脊が直線で、紐孔は最初の穿孔

を途中で止めて仕直している。砂岩製で SD217出土。

15は紡錘車、径4.3cm、厚さO.6cm、口径O.5cm。両面および周縁とも平滑に研磨している O 蛇

紋岩製で SD019から出土した。 16は用途不明の円板状石製品。径約5.5cm、厚さ約1.6cm。多

孔性の火成岩で、検出面出土。すり石にあたるものか。

17~23は砥石である Oいずれも破損しており、大型と小型とがある o 17が粘板岩である以外

は砂岩を使用している。 17は長さ21.9cmで、すり減った使用面が部分的に遺存する。 4面使用。

S B291出土。 18はl面のみを使用し、粗い使用痕が斜めにはしる。長さ12.2cmo S D019出土。

19は14.2cmX 6.2cm、厚さ4.0cmの長方形で、主に l面のみ使用する。使用面上には長軸に沿って

幅約0.8cm、長さ約 9cmの浅い溝状研磨痕がある。 SD019出土。 20は元の形状は不明だが、台

形上辺以外のすべての面に使用痕がある o S D019出土。 21~23は小型の柱状研石。 21 は主に

平部片面使用でSB273出土。 22は3面使用で SB266出土。 23は断面三角形の 3面使用で SB

293から出土した。
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E 遺物

(2) 土器

出土した土器は極めて多量である O とくに外濠SD019からが多く出土量の大部分を占める。

内濠SD207は完掘できなかったが、断面試掘講の状況からみると SD019ほどではない。また

S D019東辺濠を改修した SD204からの土器出土量は比較的少ない。竪穴住居跡の場合、その

大部分が著しく削平を被っていたため数のわりには全体の出土量は少なく、ほかには斐棺数基

その他がある。

調査後の整理で実測した土器の個体数は約1，950点、そのうち完形および完形にちかくまで

復元しえたものだけでも500点をこえる。ここでは紙幅の都合上とうてい全てを網羅するわけ

にはいかないので、完形品を中心に、かっ土器編年上重要と思われる資料を図示しておく。た

だし全体の編年については「総括」の章でまとめることとし、ここでは器種ごとの分類を主に

概要を述べるにとどめる O

資料の図示方法はまず斐棺を挙げ、次に圧倒的に多量な環濠出土土器すなわち SD019およ

びSD204、SD207出土土器を一括してその中で器種ごとの分類を行なう O 最後に竪穴住居跡

等出土土器のうち器種の供伴関係が知られる比較的多量の出土をみた遺構を中心に、遺構ごと

の一括資料を図示する (Fig.64-97，P L47-69)。また個々の資料の説明はTab，3に述べると

ころである。 SD019およびSD204環濠出土土器については本来、遺構・層位を分けるべきで

あろうが、 SD019東辺のみ SD204と切り合いの先後関係があるといっても全体としては出土

する土器の時期はほぼ並行する。しかも「総括jで詳しく述べるように、 SD019南辺では埋

土上層と下層で土器の様相に一定の傾向はあるものの、おそらく濠の掘直しが行なわれた結果

の混合であろう、それが蔵然とした違いとして現われないばかりか土器形式の新古が明らかに

逆転している場合もあるので、上・下の差にそのまま依処するわけにはいかない。したがって

ここでは、とりあえず両濠の土器を一括しておき、 SD019東辺と SD204出土土器の先後関係

および層位等にみる土器の様相は「総括」で改めて補足するつもりである。なお、表の中で上

層と下層とを区分表記しているのは部分的には埋土層位の違いを示す地区もあるが、多くは土

層が不明確であるためあくまで埋土上半と下半を遺物取り上げの際に便宜上区分したにすぎな

いものであることを断わっておく O

さて、図示した土器を概観すると、まず斐棺は後期中頃~後期終末にかかる時期のものであ

るが、格別墓地を形成するほどの数ではないので集落との関係ではあまり問題にならない。環

濠出土土器では後期中頃~後期終末にわたる膨大な資料をえたが、その主体は後期後半~後期

終末にある。これは集落の形成・変選に関わるもので、後期後半に二重環濠が掘られ、その後

何らかの事情で SD019の東辺が改修されて SD204となり、後期終末まで機能したことを示す

ものである。後期中頃の土器はあっても量が少なく、他に後期前半まで遡る竪穴住居跡もある

ことからみて、おそらく環濠掘削問もない頃の流れ込みであろう。器種は斐・査・高士不・鉢・
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器台・支脚の 6種を基本とし、当時の生活に使用されたあらゆる器種・器形が出揃っている。

とくに主体を占めるのが聾と査であることは当然として、案外多いのが鉢である。しかも鉢の

場合は精製から粗製まで、あるいは大小きわめて多彩な内容をもっており、弥生時代の食生活

の中で人々が最も手にする機会の多い、いわば銘銘器としてあらゆる用途に形を変えていた実

態を窺わせる。また、器台と支脚はいずれも丈夫な作りであるためよく残存しており、完形品

の数でいえば護・壷をしのぐ。特殊な遺物としては大型器台の中に弧帝文に類した線刻文様を

描いたものが I点みられる。

竪穴住居跡ほか出土土器は既述のとおり器種の供伴関係と残存量が良好な遺構を選んで図示

している。時期は後期前半~後期終末、すなわち後期に限られる。全体に量が少なく器種の全

てがかかるわけではないが、環濠出土土器を中心に編年を考える際には器種の供伴関係の目安

になるものである。

a) 婆棺

遺構が明らかなのは24 ・ 25 ・ 26であって、他の27~31 は環濠埋土中から生活用土器と一緒に

廃棄された状況で出土したものである。なお、ここでは図示していないが、昭和52年度の調査

でも後期前半の三津式の特徴をもっ SJ 181斐棺墓を I基検出している。 (Fig.64・65，P L47)。

24・25はSJ 233蓋棺墓のそれぞれ上蓋と下斐である。ただし24は丸底の査を使用するのに

対し、 25はわずかに平底の名残りをとどめる査の口縁部を打ち欠いて使用している。いずれも

内面には厚く丹が塗られている。時期は後期終末の前半であろう。 SJ 233は環濠集落の中の

主要な掘立柱建物とみられる SB249と重複した位置関係にあり、その廃絶後であるとすれば

S B249は環濠が掘られた後期後半にあたる時期の建物と考えるのが適当であることを示す。

26はSJ 237斐棺墓で、やや不安定な平底を残す。三津式でも新しい段階のものであろう。

そのほかは27が後期後半の溝 SD204上層から l点のみ出土している。口縁がく字に折れて

頚部と胴部に各 I条の突帯をめぐらせ胴部の張りがつよい、といった特徴は三津式の系統に属

するものである。 28~31 はいずれも底部は丸底化して口縁部の屈曲が甘くなり、査系統の31 は

別として他 3点は胴部の張りを失なう O 器面調整にはタタキ面痕がみられ、後期終末にあたる。

b) S 0019・S0204出土土器

護 (Fig.66~7 1， P L48~52) 

口縁部は、程度の違いはかなり大きいが、基本的に共通してく字形に折れる。大別して胴高

が胴径より大きい長胴系A類、長胴系台付護B類、胴高が胴径以下のC類、そして庄内式の影

響を受けたとみられる C類の 4類に分け、さらに大型・中型・小型の別にそれぞれの中で 1. 

II.固に細分する O

(A類〉 特に長胴で大型の費を AI類、中型聾を AII類、小型聾を A皿類とする。

AI 類として32~39を挙げておく。最も大型の33では長さ 46cm をはかる。口縁部は屈曲が比
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較的明瞭で、 35は著しく伸びる。胴部は最大径が中位にある場合が多く。口径よりやや大きい

程度である。底部は33 ・ 34 ・ 36ではわずかに平底をとどめるが、 32 ・ 37~39は丸底化し、 35で

は尖り気味の丸底に焼成後の穿孔を施している。底部の違いは基本的に時期差によるものとみ

られ、丸底化したものにタタキ目を残す側が多い。大部分は大型のわりに器壁が薄く仕上げら

れている。

AII 類として40~54を挙げておく O ただしその中にはかなり大型で長胴化のきざしをみせる

44・45などがあり、また胴部が下膨れの53のや直口気味の54のような特徴あるものも含むが、

ここでは一括しておく。 46~49は中位あるいは中位やや上で張り、退化傾向ながら平底を残し

ており、この中では古相をとどめるものである。

AIII類として55~59を挙げる。 A類の中で占める割合はごく少ない。これにも 56のように平

底の名残りを残すものから、他の丸底化したものまであって、時期差がみられる。

(B類〉 台付斐のうち、中型を BI類、小型を BII類とする。出土量は少ない。

B 1類では61・64がある。ともに胴部は中位が張り低く開いた台部が付き、 64では口縁部の

端部がナデて内側にめくれる特徴をもっ。 2点ともタタキ目はみえない。

BII類では62・63・65・66がある O 口縁部および胴部の特徴は様々であるが、胴部が下膨れ

気味の66以外は台部がやや高い。 62以外は胴外面に一部タタキ目を残す。

(C類〉 短胴系聾のうち大型を C1類、小型を CII類とする。 CII類については実は査およ

び鉢との区別が困難な場合が多く、実際は明確な基準で分け難い。ただし、ここでは図示した

CII類程度の胴径をもっ、く字口縁のものを C1類との関係で聾に含めることにし、同程度の

法量でも直口のものは査、あるいは CII類より明らかに小型のものは形態に応じ壷または鉢と

して区別する。

C 1 類として67~70を挙げる。 69は胴径30cm をはかり大型である。このうち67 ・ 68は底部に

わずかながら平底の痕跡を残すが、 69・70は丸底化が著しい。また68は口縁部口唇を刻目で飾

り、 69とともに口縁下に三角突帯をめぐらす。いずれもハケ目調整を主とし、タタキ目はみえ

ず、 70は胴外面下半に粗くヘラミガキを施している。

CII 類として71~76を挙げる。胴部は球状にちかく丸味をもつものが多い中で、 72 ・ 73は胴

部とあまりかわらない器厚で平底の痕跡を残す。口頚部のしまり方は様々で、 71はとくにつよ

くしまって壷にちかく、また75は広口で口縁部は極端に短く鉢状である。 73・76は外面一部に

タタキ目を残してナデ仕上げである。

(D類 60は尖底状で胴部は上位がつよく張り、口縁部は明確に屈闘して外反する。調整は

胴部外面にハケ目のあとタタキ目を残し、口縁部と胴部内面はハケ目のあとナデて仕上げてい

る。胴部のとくにプロポーシヨンだけみれば庄内式といえるもので、その影響をつよく受けた

ものであろう O この I点以外は目にとまらず、量はごく少ないと思われる。
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Fig.66 S D019・SD204出土土器斐(兄)

108-



血 遺物

20cm 
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惣座遺跡

壷 (Fig.72~77 ， P L53~59) 

複合口縁査をA類、口縁部が屈曲ないしは直立気味のものを B類とし法量によって I. II . 

Eに分け、さらにそれぞれの中で形態的な a. b . c …に細分する。また、とくに小型の査を

C類とする。

(A類 77~90がある。口縁部は77のように袋状の名残りをとどめるものから85 ・ 86のよう

につよく屈曲し、 88・90では二重口縁状になる。頚部もこれに応じて直立外反から外反、さら

に短い直立へと変化し、底部も平底から丸底への一定の流れがある。これらを AI類とし後述

する竪穴住居跡出土の古相をとどめる小型品を AII類とする O

(B類) 91~125 ・ 128~134の中で、大小および器形の変化が実に多彩である。

B I類では胴部が球状にややつぶれて口縁部が大きく外反する Bla類 (91~93) 、胴部が

やや長く口縁部が屈曲外反する BI b類 (94 ・ 95 ・ 97~1∞)、口頭部が直立気味の B I~頁 (101 ・

102)の3類に細分する。 Bla類は口唇部を刻目で飾る傾向がつよく、 91は口縁部が明瞭に

折れるのに対し92・93はそれがやや甘い。 BIb類では94が口唇部刻目、胴部は中位やや上が

張り、底部は平底を痕跡程度残すものから丸底まで時期差をみせる。 BI c類は口頭部が直立

気味につよくしまり、 101が細身平底気味であるのに対し、 102は球胴丸底といった違いがある。

BII類では口縁部は屈曲外反する BII a類 (103・104) と、口縁部直立のBIIb類 (105) と

がある。前者が平底の名残りをとどめるのに対し、後者は丸底である。量は少ない。

Bill類はきわめて変化が大きく、査類の中では最も量が多い。細分すればキリがないが、こ

こでは以下の a~h の 8 類に分けておく。まず胴部が比較的深いもののうち口縁部が長伸し平

底のものを Billa類 (108) 、口縁部が屈曲外反するものを Billb類(1 07 ・ 113~116) 、口縁

部が直立気味のものを B 皿 c類 (106 ・ 109~112) とする o B illb . B皿c類は丸底球状胴部で、器

壁の薄いものが多い。次に胴部が比較的浅いものでは口縁部が屈曲外反する Billd類 (122~1

24)、口縁部が直立気味のBille類 (117~121)があり、いずれも丸底ないしは丸底気味で器

壁の薄いものが多い。 Billb類 (125)はBilld類に台が付いたものである。なお、 B皿d類お

よびB皿e類に類するが口径が胴径以上に聞く形態のものは鉢に含めて別に扱った。そのほか

にBill類では、 Billg類(133・134)は胴部が極端に低くつぶれ丸底で口頭部が広口直立する

精製品、 Billh類 (130~132) もこれに類した精製の長頚査である。

(C類 126~129を一括しておく o 126はやや平底の痕跡を残し口頭部が長く、 127は胴部が

やや浅い丸底で、丁度それぞれに対応するかのようにさらに小型の126と127がある。

以上のA類・ B類・ C類を通じて平底から丸底への変化は共通した一定の流れである O 形態

上とくに問題があるのはB皿類とした小型査類で、その多彩かっ多量な状況は後述する小型鉢

に似ており、法量の点で大型鉢BI類とは大きな隔たりがあることもあわせ考えると、本来貯

蔵器であるとはいえ、日用食器にちかいものまで多様な用途のものをも含むと思われる。
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E 遺 物

高杯 (Fig.78・79，P L60・61)

;杯底体部が大きく聞き、口縁部が屈曲または段をなして外反する系統をA類、口縁部が体部

と一体化し杯底部から急に屈曲して高く立ち上がるものを B類、台付鉢状に杯部が鉢形で低く

裾が開く脚部が付くものを C類、杯部は口縁が短かく直立して浅く脚部が高いものをD類、口

縁部が弥生中期的な鋤先状のものを E類とする。 A類と B類は法量の大小で I. IIに分ける 。

(A類) 必ずしも裁然、と区分できるものではないが、口径を目安に大型品をAI類、小型品

をAII類とする O 大型では口径27cmから40cmちかいものまであり、小型品は口径24cm前後の杯

の容量が小さい。弥生後期中頃~終末の高杯の主体を占める。

AI類 135~143 ・ 147~152を挙げておく。口縁部の形態の違いは基本的には時期差による

もので、 135は口縁部が底体部から屈曲して短かく立ってA類の初現的な形態にちかく、 137~

143ではそれが斜傾外反、さらに148~152では口縁部の長伸発達が著しく口縁部と体部との接

合部は稜から段に変化し、むしろ口縁部が体部に替わる様相をみせている。また、これに応じ

て脚部にも一定の変化があり、口縁部が直立あるいは斜傾する段階では脚裾部はやや高く内湾

気味に聞く場合が多いのに対し、口縁部が長伸するようになると脚裾部が低く外反気味に開く

傾向をつよく示すようになる。器面調整はハケ目およびナデに加えてヘラミガキを施するもの

が多く、全体に作りは丁寧である。ただし136は特殊で、体部が丸く深い特徴は鉢にちかい。

調整もタタ キ目を一部残し、作りはやや雑であるが、口縁部の特徴から AI類におく 。

AII類 144・145・153を挙げる。 144は口縁部が屈曲直立から端部外反、 145はそれが屈曲

して屈曲して斜傾外反、 145ではタタキ目が加わる。153は杯部が全体に丸味をもち、口縁部と

底体部との接合段はかすかで、ヘラH音文を施し丁寧な作りである。量は少ない。

(8類〉 量はごく少ないと思われる。大型と小型の各 l点があり、 BI類・ BII類とする 。

8 I類に154・155を挙げる。154は杯部口縁が外反気味に立ち上がるのに対し、 155は直線的

に伸く伸びる違いがあり脚部は筒状に立って裾が低く聞く 。

8II類の156は杯部の特徴は155にちかいが、脚部は基から直線的に聞き高い。

155・156は古墳前期の高杯に継がるものである。

(C類 157・158がある。一般に高杯に含められているが台付鉢としもよい形態である。体

部は浅く、 2点のうちでは157の方が口縁部と体部との稜が明瞭である。ヘラ暗文を施し、っ

くりはきわめて精良である。点数は少ない。

(D類 SB274竪穴住居跡出土の350(Fig.95)のI点がある。形態はかなり異なるが、 C

類同様にヘラ暗文などで、飾り、きわめて精良な作りである。点数は少ない。

(E類〉 のちに竪穴住居跡出土品で、取りあげる322(Fig. 92)などがある O 弥生中期の高杯

の特徴をそのままとどめ、 A類高杯が出現するまでの問、後期になっても中頃まで残存して使

用されている。ただし破片しか出土しておらず、点数も少ない。
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惣座遺跡

鉢・塙 (Fig.80~84. P L 62~65) 

器種は実にバラエティーに富む。大別して大型ないしは中型でやや浅い体部から口縁部が折

れずに立ち上がる A類、口縁部が屈曲する B類、 A類に似るが体部の深いC類、小型浅鉢のD

類、とくに小型で粗製のE類、ジョッキ型のF類がある。

(A類 159・160，162~167がある。その中での大・中・小の別に I . II .皿に分ける O

AI 類の159は口径36cm と格別大きく、小さな平底をつくる。中型では160 ・ 164~167 を A II a 

類とし、これに台が付く 197をAII b類とする。また小型の162・163をAill類とする。全体と

して直立ないしは内湾しながらも平底から丸底への変化がある。 Aill類は*li裂が多い。

(B類 168~189があり、その中での大・中・小の別に I . IIに分ける O

AI 類の168~177では口縁部が屈曲する特徴で一括するが、実際には口縁部・体部・底部そ

れぞれに違いがある。平底では168が大型で、 169はそれより口縁部の屈曲が甘くなる O または

177は底部が偏平で口縁部が急に立ち特異である。 AII類も同様に変化が大きいが、脚台をも

っ 187~189 を BIIb類、他を B II a類としてあえて一括しておく O

(C類 161 ・ 190~196 ・ 198 ・ 199を挙げ、大・中・小の別に I . II ・皿に分ける 。A類と

の違いは体部が深い点にあり、大型は少なく中型・小型が主体である。

C I類の161は大型とはいっても A類に比べてはその小型に当たる容量である o C II類は台

付の187~189 を C II b類、他は CII c類として一括する。192が平底である以外は丸底である 。

また、 196は口縁部がわずかに外反気味であるが、便宜上これに含めておく 。小型の C皿類と

して丸底の197・199がある。

(0類 200 ・ 201 ・ 203~214を挙げる 。 先の CII 類と親縁関係にあるが、それより体部が浅

く全体に小型である。大・小の別に I. IIに分ける。

o I 類は200 ・ 201 ・ 208~210で、そのうち体部がやや深い200 ・ 201 を o I a類、体部が杯状

に浅い208~210 を o I b類とする。 D類、に主体を占めるのは小型の DII 類の203~207 ・ 212~2

14で、単純な器形ながら口縁部や体部の特徴に変化はあるが一括する O

(E 類 215~227 を一括する。掌中に収まる程度の特小型品でしかも大部分が手担ね風の作

りであるため実に多彩で、極端にいえば I点ごとに個性がある O なおかつ出土点数が多い。あ

えて分類すれば粗製丸底気味の多い215~224 を E a類、尖底状に深い225・226をEb類、台付

きの227をEc類、尖底砲弾形の228・229をEd類に分けることができょう 。 このうちでは E

d類のみ全て作りが丁寧で、ヘラミガキを施した精良品を含む。

(F類) あえて分類名称を与えることもあるまいが、ジョッキ形地202をF類としておく O

201は口縁部と把手を欠失する。体部は下位でくびれ、底部は中央がやや上がり、把手は板

状である。薄手ではあるが指またはヘラでナデ仕上げられ堅く焼き締った良精品である O 佐賀

平野での類例は他に基山町干塔山遺跡の例がある。
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惣座遺跡

器台 (Fig.85~87 ， P L 65~67) 

弥生中期の筒形器台から発達した、長身で体部中位または上がくびれて裾が開く A類と、低

身で体部中位がくびれ口縁部と裾部が大きく聞き、 2段の長方形透しを穿ける B類とがある。

ただしB類は点数がごく少なく、 A類が殆ど全てである。筒状の為か、焼成黒斑は殆どない。

<A類〉 大型・中型・小型の別に 1. II ・皿に分け、さらにE・皿は細部の特徴から a. b . 

C …に細分する。 1.皿は稀で、主体をなすのは Eの中型である。

AI類の233は器高26cm、口径21cmの大型で、口縁部は体部上位からゆるく外反し口唇に刻

目を施し、体部は裾が外反気味に開く。

AII 類として234-258 ・ 260 ・ 261 のほか後述の竪穴出土の343 を含め、 a~e に分ける。 A

IIa類の230-231は弥生中期の筒形器台の名残りをとどめるもので、体部中位ないしは中位や

や上がくびれる。器高は16cm前後のやや小型で、ある。 AII b類は234-239・260のように体部

のくびれ位置が上に上がり、体部裾がやや外反する。器高は20cm前後が一般的で、口縁部はや

や小型で、特異な260が内面に稜をもっ以外は体部から急に外反して稜をなさない。 AII c類はA

IIb類に似るが、体部裾が直線的に伸びる240-246・253-258・261を挙げる O 口縁部は体部と

稜をなさず急に外反する240-244、内面に稜をなす245・246、外面で屈曲が明瞭になる253-2

58・261、といった違いがある。 AIId類も AII b類に似るが、体部裾が内湾気味の247-252を

挙げる。口縁部は251が内にかすかな稜をもつものの、他は稜をなさずに体部から急に外反す

る。他に特殊なものとして複合口縁の343(Fig.94) もAII e類としてA類に含める。

A皿類は器高13cm前後の小型品で、量は少ない、体部裾が外反する259をA皿a類、ここには

図示していないが体部が直線的に伸びるものをA皿b類とする。

以上のA類は弥生中期的な筒形器台から発達して全体に大型化するもので、その中に時期差

がある。概念的にはくびれ部位置の上昇、口縁部の外反から屈曲、体部裾の外反から直伸ない

しは内湾への変化とそれに伴う裾端部の平盟接地、調整面ではハケ目からタタキ目への変化を

読みとることができる。

<B類 262・263を挙げておく。口径は底一

径よりやや小さいと思われ口縁が平坦にちか

く聞く。 262の破片には鋭利なヘラにより右

の模式図のように円弧と直線を組み合わせた p

幾何学的な文様がある。一見直弧文を思わせ

るが上段 4方透しの一区画に限られるらしく

特に何らかの規範に基づくとは思われない。

北部九州に伝統的な文様要素を基調とするも

のであろう。
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惣座遺跡

支脚 (Fig.88・89，P L 68・69)

粗製が多く、器形は変化に富む。大別して上縁が水平もしくは水平にちかく回る A類、上縁

が斜傾して回る B類、やや特殊なものとして口縁部が複合口縁状のC類、棒状で大型のD類と

がある。上面有孔が一般的で、稀に無孔あるいは芯のつまったものがある O

(A類 264~277を挙げる o その中での変化は多彩であるが一応 a~f に細分しておく 。

Aa類283・284は上面の一端に鳴状突起をもっ。 Ab類265・266・268・269は上縁が張り出し、

かっ上面がレンズ状に凸面をなす。 Ac類267 ・ 270~274 は Ab類に似るが上面が平坦なものを

一括する。ただし典型的なタイプは267・270・271で、他はそれぞれ個性がつよい。 Ad類275

~277は筒状にちかいものを一括する 。 小型で雑な作りものが多く、実際は多様である 。 Ae類

279は芯がつまり、小型で、ある。

(B類〉 上縁が傾斜する 281 ・ 282~297を挙げる 。 その中で a~d の 4 類に細分する。

Ba類281 ・ 282~286は上面一端に明状突起をもっ。 287~296は上面が偏円形で傾斜上方の縁

が張り出し、そのうち上面凸形の290をBb類、他はBc類とする o Bc類のうちでは293が筒状、 2

95・296が無孔で特殊である。 Bd類294は傾斜上方縁に突出をみない。 Be類297は芯がつまった

小型の支脚である。

(C類 264は口縁が水平にまわる複合口縁状で、 屈曲張り出し部のどこでも支えられる O

(D類 280は大型棒状で安定感があり、斜め上方の先端が支点となる。

これら支脚の機態はAe類やBd類、 Be類のように小型のものは小型の煮沸器に用途が限られ

るが、他はあまり法量に差がない。ただ火熱の効率からいえば支点となる上縁の突出度が大き

い、あるいは鳴状のものの方が有利と思われる O

甑型土器 (Fig.90，P L 65) 

298~303は底部に穿孔がある以外は鉢とかわりない。 このうち口縁部がかすかに外反する 303

は焼成後穿孔の転用器であり、これを別とすれば焼成前穿孔の298~300のように口縁部が体部

からそのまま内湾して立ち上がるタイプが基本形であろう 。鉢CII a類にちかい 中型の深鉢状

のものが多い。この種の土器を甑とするのをためらう向きもあるが、参考資料として挙げた検

出面出土の304の場合は小さな平底に焼成前の穿孔が3個みられ、明らかな専用甑としてよい

であろう。ただし土器の形態は整形である O

その他の土器 (Fig.90，P L69) 

307・308はそれぞれ大型・小型の杓子。手担ね風の雑な作りである O いずれも曲がりが大き

く、同じ杓子と呼ぶにしても小型の308'まサジに当たるものであろう。 305・306は蛸壷形土器

であるが、 305は体部に l孔、 306は頂部穿孔で煤が付着 しており 用途ははっきりしない。 309

は小型壷の蓋であろう 。乳状つまみをもっ。310は土製勾玉。 ほかに図示していないが投弾が

数個出土している。
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惣座遺跡

c) S D207出土土器

環濠の内濠SD207出土土器をまとめて図示する (Fig.91)。廃棄量自体がSD019ほどでは

なく、また遺構の残りが浅かったことと完掘しなかったこともあって出土量は多くない。

311斐はやや長胴傾向で平底をわずかに残す。 312は台付整底部。 313・314は丸底気味小型査。

315は精製の特小型鉢。316高杯は口縁部が屈曲して短 く外反し脚部裾が内湾気味に開く。 317

器台は口縁部が折れ、体部は直線的に伸び、タタキ 目をそのまま残す。これらは後期後半から

終末までの時期を含むものである。

d)竪穴住居跡ほか出土土器

竪穴住居跡 ・土墳 ・石蓋土墳墓出土土器の うち、 器種の供伴関係がわかる ものを 中心に遺構

ごとに図示する (Fig.92~ 97) 。遺構全体の削平が著しいため、 遺構数のわりに量は少ない。

以下、編年上の詳しい位置付け等は「総括」にゆずり、要点のみ簡単に触れておく 。

S 8215出土品 (Fig.92)では長胴丸底の霊318にいずれも丸底化した大型壷319・小型査320・

浅鉢212が伴う 。

S 8218出土品 (Fig.92)では上面が平坦な鋤先状口縁の高杯322と複合口縁小型壷325に平

底聾323と平底小鉢326が伴う。この高杯322のタイプは SB219 (Fig.93)でも底部の丸底化が

始まる時期の査 ・鉢に伴うようであるが、仮に遺構埋没時の混入としても時期的には近接し少

なくとも後期中頃ま で残存することを示す ものであろう。 SB292 (Fig.95)では複合口縁査

のほか、口縁部の屈曲が不明瞭な高杯292、下膨れ気味胴部と思われる特異な聾256、口縁部屈

曲の甘い小型器台357を伴う 。

S 8222出土品 (Fig.94)は平底を残す斐328に甑 339、丸底化した浅鉢340、小鉢342、上げ

底の平底鉢341が供伴し、小型土器の丸底化が早 く進む様相を示している。

S 8225出土品 (Fig.94)の器台343は先に紹介したとお り口縁部が複合口縁状で体部が高く

裾が聞く。 SK236出土品 (Fig.94)の支脚344は上からみると瞬状突起が二又に別れる特異な

形態で、先の支脚の分類にあえて当てはめればAa類の変形とすることもできょう。

S 8269出土品 (Fig.95) は小型高杯348に中型深鉢347と口縁部の屈曲が明瞭な斐349が伴う 。

先に紹介した S8274出土品 (Fig.95)の高杯350は装飾性に富む精良品。他との供伴関係が明

らかでない。 S8288出土品 (Fig.95)では平底の中型!浅鉢に伴う小鉢は丸底である。

S 8281出土品 (Fig.96) は丸底化した各形態の鉢類と、杯部が丸味をもち脚裾部が低く開

く段階の高杯、および師型土器との組合わせである。 S8293出土品 (Fig.96)は斐365にみら

れるように今回取り上げた土器群では最も古いもので、小型謹366、鉢367・368を伴う 。

その他S8291・S8289出土品 (Fig.97)からは鉢と高杯の共伴関係が知られるが、高士不37

4は鋤先口縁の退化した形態を示し、これに平底の小型鉢375が伴う 。小壷378はSC180石蓋土

壌墓供献品で、本来蓋が付く丹塗磨研の精良品である。
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Tab.3 弥生土器一覧表

F登19録図番番号号 出土地点 器 種 法量∞1 形態 の特徴 調整の特徴・その他

64-24 斐棺
口径 32.3 口縁部はく字形に折れ胴部との境に 内外国ともハケ目、のち口縁部内面

8803031 
S ] 233 

上斐
胴径 38.5 三角突干名・がめぐる。口唇部と突帯に と胴外面下半ナデ。内聞に丹を塗布

器高 37.3 〈ラ刻自 o 胸部は球状丸底。 する。明茶褐色で砂粒含む。

-25 斐棺 胴径 33.6 
く字口縁部打欠き o 胴音11はやや尻す 内外面ともハケ目、のち胴部突帯以

8803035 
S ] 233 

下室(査)残高 35.2 
ぼみでわずかに平底をとどめる o ~員 下ナデ。内面に厚く丹を塗る。茶褐

部に三角突帯、胴部下位に台形突帯。 色で砂粒含む。

-26 月間後 59.0 
胴部目立欠失。底部は小さく不安定

内外而ともハケ目。褐色で黒斑があ

8805890 
S ] 237 費棺

残高 47.2 
な平底で、胴部やや下位に三角突'出

り、砂粒含む。
をめぐらせ刻目を施す。

65-27 S D019東
口径 45.2 口縁はく字に折れ、腕部中fすが張り、

内外而ともハケ目のあと口縁外国ナ
イシ !J同径 68.0 平底か、口唇刻目、口縁下に三角突

8900548 日書
残高 86.2 帯、胴下位に刻日台形突務。

デ。褐色で砂粒含む。

-28 S D019 
口径 54.4 口縁部はかすかに折れて口唇部主IJ目。胴

内外面ともハケ目、茶褐色で黒斑が

3F区上層
イシ 日間径 54.2 部は張りがなくレンズ状底部。口縁下と

8803047 
器高 77.0 胴部に主IJ目をもっ偏平突'箭3条。

あり、砂粒含む。

一30
口径 65.0 口縁部は稜をなさず急に外反、胴音11

内外面ハケ目。褐白色で軟質、砂粒
S D204 。 日間径 67.2 は下膨らみで口縁下 l条、胴部 3条

8800696 
残高 72.0 の偏平突帯をめぐらす。

含む。

-29 S D019 
口径 42.2 口縁部はく字に折れて聞き、胴部は

内外面ともハケ目のあと腕外面下端

2G区上層
。 胴径 37.6 張りがなく底部はレンズ状。口縁下

8802867 
器高 56.7 に台形突帯をめぐらせ主IJ目を施す。

ナデ。褐色で黒斑があり砂粒含む。

31 S D0l9 
口径 65.2 口縁部は大きく外反し胴部にかけ査状に

外百iタタキ目のあと十分ナデ、内面

4F区下層
イシ 胴径 59.7 ゆるく S字形。底音11はレンズ状。「ユ唇部

8900799 
残高 60.0 実IJ目、口縁下と胴部に三角突帯。

ナデ。明茶褐色で砂粒含む。

66-32 S D0l9 
口径 25.0 大型斐。口縁部はく字に折れ、胴部 内外面ハケ目のあと、口縁内面ナデ、

8802802 2G区下層
室 胴径 29.5 は長胴で張りが少なくわずかに平底 胴外商はミガキ風にヘラナデ、茶褐

残高 46.6 の名残りをとどめる。 色で砂粒少し含む。

-33 S D204 
口径 25.6 内外面ともハケ目のあと、胴外面下

上層
イシ 胴径 29.3 イシ 半板小口ナデ、他指ナデ。茶褐色で

8803033 
器高 43.3 思斑があり、砂粒含む。

-34 S D019 
口千圭 25.4 

内外llJlハケ目のあと胴内面下位ナデ。

2G区下層
。 胴径 25.9 。

8802875 
器高 40.4 

渇色で砂粒含む。

-35 
口径 22.5 大型護。口縁部はく字に折れて長く、 口縁部ナデ。胴部は17q面ハケ目、外

S D204 イシ 日間径 25.8 胴音11は中位径が最大となる長胴で;!L 面タタキ自のあと下半ナデ。褐色で
8801264 

器高 42.3 底音11に径3mmの焼成後穿孔 l俄。 砂粒多く含む。

67-36 S D019 
口径 22.2大型査。 仁l縁部はく字におれて、 1阿部は 口tま音Eハケ目、日間音日はハケ 自のあと

8803030 5F区下層
ろ， 胴径 25.0 中位やや上に最大径をおく長胴でわずか 内面下半ナデ、外面下半板小口タテ

器高 36.9 に平底の名残りをとどめる。 ナデ。茶筒色で微砂粒含む。

-37 S D019 
口往 22.6 口縁部ハケ日後ナデ。胴部は内面板小口

6F区上層
。 胴径 25.1 。 ナデのあと F半ナデ、外面Iタタキ目のあ

8712479 
器高 37.8 と下半ナデ。茶褐色で粗砂粒含む。

-38 S D019 
口fI 21.3 口縁部はく字に折れ、胴部は中位や 口縁音11と胴部内而ハケ目、胴外国は

2G区下層
。 胴径 24.7 ゃ tに最大径をおく長胴で底部はほ 下半3タタキ自のあとハケ目、さらに

8802829 
器高 34.6 ぽ丸底。 下端ヘラナデ。赤褐色で砂粒多。

-39 S D019 
口径 22.6 口縁音11と胴部内面ハケ日 O 日間外国は

2G区上層
ク !J同筏 25.9 イシ タタキ日後下半ハケ 目、さらに下端

8812488 
器高 39.6 ナデ。渇色で黒斑があり、砂粒含む。

ρ
O
 

A
斗
ム



田遺物

F登19録-同番番号号 出土地点 器 種 法量 cm 形態の特徴 調整の特徴・その他

68-40 S D019東
口径 20.7 やや大型の斐。口縁部はく字に折れ、 口縁部ハケ日後外ナデ。胴内面ハケ目後

斐 胴径 2l.7 胴部は最大径が中位やや上にあり平 内ナデ。胴外面タタキ日後ハケ目、下半
8900778 下層

器高 28.0 底の名残りをとどめる。 ナデ。茶褐色で砂粒多く含む。

41 S D019 
口径 25.6大型室。 口縁部はく字に折れ、胴部 内外面ハケ目のあと胴部内面下半と

4F区
イシ 胴径 25.6 は中位やや上に最大径をおき平底の 外面下端ナデ。 暗褐色で黒斑があり、

8900934 
器高 32.8 名残りをと どめる。 砂粒含む。

-42 S D004 
口径 22.8 大型斐。口縁部はややあまくく字に 内外面ハケ自のあと口縁部、胴内面

上層
イシ 胴径 23.6 折れ、胴部は中位やや上に最大径を および外面下半ナデ。褐色で黒斑が

8900541 
器高 33.7 おき平底の名残りをとどめる。 あり砂粒含む。

-43 S D019 
口径 20.5 大型斐。口縁部はく 字に折れ、胴部 内外面ともハケ目のあと口縁部と胴

8E区上層
イシ 胴径 23.4 は中位に最大径をおき長胴気味で平 内外下位ナデ。茶褐色で砂粒多く含

8803673 
器高 3l.4 底の名残りをとどめる。 む。

-44 S D019 
口径 20.1 大型費。口縁部はあまくく字に折れ 胴部外面上位にタタキ目を残し内外

8E区上層
。 胴径 23.0 て立ち、胴部は上位がやや張って下 面ハケ目、さらに胴内面下半ナデ。

8712478 
器高 34.0 半が急にすぼみ尖底状。 明褐色で黒斑、煤付着。砂粒含。

-45 S D019 
口f歪 19.5大型斐。口縁部はく字に折れ、胴部 胴外面上位タタキ目を残し内外面と

6F区
イシ 胴径 23.5 は上位が張って下半が急にすぼみ尖 もナデ。茶褐色で黒斑があり、粗砂

8712487 
器高 32.9 底状。 粒含む。

69-46 S D019東
口f歪 17.3中型受。口縁部はく字に折れてやや

内外面ハケ目のあと内面底付近ナデ。

下層
ペシ 胴径 18.6 外反。胴部は中位やや上に最大径を

茶褐色で黒斑があり、砂粒含む。8801229 
器高 22.7 おき平底。

-47 S D019 
口径 15.4 中型建。口縁部はく字に折れ、胴部 内外面ハケ目のあと胴内面下半ナデ、

6F区上層
イシ 胴径 16.5 は中位やや上に最大径をおき小さな 外面下半ヘラケズリ。褐色で黒斑あ

8711585 
器高 22.2 平底。 り、煤付着。粗砂粒多。

-48 
口径 17.6 中型棄。口縁部はく字に折れ、胴部 日縁および胴内面ナデ、胴外面にハ

S D019東 イシ 胴径 18.4 は長胴気味で下位がやや急にすぼみ ケ日を残す。内面黒色、外面目音褐色
8802907 

器高 26.3 平底。 で微砂粒多。

-49 S D019東
口径 19.6

中型斐。口縁部はく字に折れ、胴部 内外面ハケ目のあと胴外面下位ナデ。
イシ 胴径 20.8 

8900683 下層
器高 26.3 

は上位がやや張り不安定な平底。 茶褐色で粗砂粒多く含む。

-50 S D0l9東
口径 16.6 中型室。口縁はく字に折れてややあ

内外面ハケ目のあと口縁と胴外面下。 胴径 18.0 っし胴部は張りがなく長胴気味で
8802853 下層

器高 26.3 歪み、不安定な平底。
位ナデ。茶褐色で砂粒多く含む。

-51 S D019 
口径 14.6 

中型斐。口縁はく字に折れ、胴部は
内外面ハケ目のあと胴外面下半ナデ。

。 胴径 19.0 褐色で胴下半に煤付着。微砂粒多く
8802997 6F区下層

器高 28.9 
中位に最大径をおき長胴で尖底状。

含む。

-52 S D019 
口径 20.0 中型受。口縁部はやや甘くく字に折 口縁部ハケ日後ナデ。胴外面タタキ

5F区下層
ク 胴径 19.4 れ、 胴昔日は張りがなく長胴気味の尖 後ハケ、さらに下半ヘラケズリ、内

8803669 
器高 26.6 底状。器壁が厚い。 面ハケ目後ナデ。茶褐色で砂粒含。

-53 S D019 
口径 13.7 中型斐。 口縁部はやや甘くく字に折 口縁部ナデ。腕外面タタキ後下半へ

5F区上層
イシ 胴径 16.7 れて立ち、胴部は完全に下膨れの長 ラケズリとハケ目、ナデ、内面ハケ

8711508 
器高 25.9 胴丸底。器皇室が厚い。 目後ナデ。褐色で粗砂粒含。

-54 S D0l9 
口径 15.7 中型斐。口縁部は甘く折れて立ち、 内外面ハケ目のあと胴外面下半ナデ。

ク 胴径 18.1 胴部は張りがなく長胴気味で不安定 明褐色で黒斑があり、砂粒多く含む。
8712919 5E区上層

器高 25.4 な平底。粗製。

70-55 S D0l9 
口径 14.5小型斐。口縁部はく字におれて端部が簿 内外面ハケ目のあと胴内面下半と外

2G区上層
。 胴径 15.4 く、胴部は中位やや上に最大径をおき、 面下半ナデ。明茶褐色で黒斑があり、

8802847 
器高 18.1 底部に平底の名残りをととめる。 砂粒含む。
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惣座遺跡

FEi翠す|出土地点|器種|法量 cm 形態 の特徴 調整の特徴・その他

日I~…88012071 4 F区
受 胴径

器高

57|SDm| 
口径

871297212 G区中層
イシ l胴径

器高

5815D仰|
口径

87129971 3 F区上層
イシ |胴径

器高

-5915D仰|
仁l径

880291214 F区下層
。 I~阿

器高

60|SDm| 
口径

871247216F区上層
タ' I ~同径

器高

-6115Dml -8712989 1 2 G区上層 台付~胴径
器高

6215Dωl 
口径

880280712 G区上層
イ少 片岡径

器高

63|SDm| 
口径

871299813 F区上層
イシ iい!J胴残l胴同高

-64|sm| 
口径

8801232 上層
ク I~同径

器高

65|SDm| 
口径

871292112 G区中層
イシ |胴径

器高

-66 S D0l9 胴径

8712948 3F区中層
ク

残高

71 -67 S D019東 口径

8802854 下層
楚

器高

-68|S削 |
口径

880367015 F区下層
。

|胴径
器高

-69|SD叶 口径

88028491 2 G区
タ' |胴径

器高

一70|SDml
口径

871292312 G区中層
イシ [腕残高

-7115Dωl 
口径

8802910 1 4 F区下層
査 片岡径

器高
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16.11中型受。口縁部は胴部から明l僚に折

22.11れて外反し端部が薄く、胴部は中位

23.41やや上が張り、尖底状。

15.81台付中型姿。口縁部はく字に折れ、

19.01 ij阿部は中位径最大で長胴気味。台は

29.21低く開き、厚い。

13.51台付中型整。口縁部は不明瞭に折れ

14.41 て立ち、端部は波状に雑。胴部は張

24.21りがなく、台部はわりと高い。

16.4 1 

|台付小型斐。口縁部はく字に折れ、
15.11 

|胴部は上位に最大径をおく。
18.31 

口縁部ハケ日後ナデ。胴部は内面ハ

ケ目後ナデ、外面タタキ目後下半ハ

ケ目。明茶褐色で、煤付着、砂粒合。

内外面ハケ目のあと口縁と台ナデ。

茶褐色で砂粒合。

内外面ハケ自のあと胴外面下位ヘラ

ナデ。茶褐色で黒斑があり、砂粒多

く含む。

1同外面下半に一部タタキ目を残し、

内外面ハケ目のあと口縁ナデ。茶褐

色で砂粒含む。

17.61台付中型斐。口縁部はく字に折れて l

， 1 内外面ハケ目のあとでいねいなナデ。
20.01端部ややめくれ、胴部は中位が張っ|

1 =~:: "~; "..， ""..，..-， ，~.. '" -1褐色で黒斑があり砂粒含む。
25.01て低く開く台カミ付く。 1

16.81台付小型受。口縁部は短かくく字に|
1 ~ '.~ ， ;:::~ . ;: "='，:~' ~-~"":.;:._ '.， '. ' :-内外面ハケ目のあと胴外面下半ナデ。

16.61折れ、胴部は尻すぼみで張りがなく、|
I';:::~~'::::::-""' ._-. "" '" ~ "1茶褐色で粗砂粒多く含む。

24.21台はやや高い。 1

1 ，.， • ~，，~ "~~..，. __.. ~"~ _， 1胴部は外面タタキ目のあとナデ、内
14.51台付小型整。胴部は下膨れ気味で台|

:-::..: '. ::--:--" "".." ..' ， "..， -/'. '" -~ 1面ハケ日後ナデ。茶褐色で砂粒含む。
15.21は低〈開く。

l短胴大型整。口縁部はく字に折れて|内外面ハケ目のあと口縁と胴内面下
24.0 1 .:~. :.:::-:-" 

|やや外反し、胴部は中位が張って低|半および外面下半ナデ。茶褐色で砂22.01 . ...:..:..-.:::::-:....:: ..，. ， ，~， "，. -，~， 1 
|く不安定な平底。 1粒含む。

21.51短胴大型斐。口縁部はく字に折れ、胴部 |内外面ハケ目のあと口縁と胴外面下

27.21は上位が張って低く、平底の名残り。口 |半ナデ。茶褐色で黒斑があり、砂粒

23.51辱部に実Ij目、口縁下に三角突帯。 1含む。

25.71短胴大型築。口縁音11は稜をなさずく|
1 =:'::，:~~..~~= :':' ~"，，::: .'::::.~-内外面ハケ目。明茶褐色で黒斑があ

30.01字に折れ、胴部は上位が張って低く、|
1 ~_:'::'~;::，，，':~""'::::==.-.=;::'~:" 1り、砂粒含む。

24.51平底の名残り、口緑下に三角突帯。 1

26.01短胴大型受。口縁部はく字に折れ|
| 、|内外面ハケ自のあと胴外面下半ヘラ

27.51 g阿部は上位が張って低〈、底音11は平|
I ，~: :-:.:: '::-~ ':':. -，~. . ，~...，. • 1ナデ。階褐色で黒斑が砂粒含む。

21.61底の名残りをとどめる程度か。 1

17.11短服薬。口縁部はく字に折れて頚が |
1 '._'~'~~U" ~::::: :.:..: ，':' : ，.:: ."内外面ハケ自のあと口縁ナデ、胴外

22.31しまり、胴部は中位が張って平底の|""......' • .~ .. ，... -， ，~. -1 面下半ヘラナデ。褐色で微砂粒含む。
21.61名残り。，
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皿遺物

F登19録閃番番号号 出土地点 器 種 法量 cm 形態 の 特 徴 調整の特徴・その他

71 -72 S 0019東
口j歪 16.5

短月間翌E。口縁音11はく 字に折れ、)同部 内外面lハケ目。明褐色で黒斑があり、
斐 胴径 20.1 

8900771 下層
器高 17.3 

はー仁位が張って不安定な平底。 砂粒多く含む。

-73 S 0019 
lコf歪 15.9

短胴整。 仁l縁音11はく字に折れ、胴部
口縁ナデ。胴外国タタキ目後ナデ、

ク )J同径 19.5 内面ヘラナデ。褐色で砂粒多く含む。
8711587 7E区下層

器高 18.6 
は球状に張って不安定な平成。

-74 S 0019 
口11 19.4 

短胴斐。口縁音11はく字に折れ、胴部
内外商ハケ自のあと口縁と胴内面お

イシ 胴径 20.5 よび胴外面下半ナデ。 白褐色で黒斑
8714088 2G区

器高 18.3 
はややつぶれた球状で丸底。

があり、砂粒多く含む。

-75 S 0019 
口径 18.8短!間王室。口縁音11は短く外反気味に折 内外面ハケ目のあと口縁と胴外面下

5F区下層
イシ 胴径 20.4 れ、胸部は上位がやや張って平底の 半ナデ。外国赤褐色、内面 11音褐色で

8712944 
器高 16.8 名残り。器壁が厚い。 砂粒多く含む。

76 S 0019 
口径 18.5 

短胴翠。口縁部はく字に折れ、 H阿部
胴外国下半にタタキ目痕を残し、内

7G区上層
イシ )J同径 19.8 外面ハケ目のあと 口縁ナデ。茶褐色

8714087 
器高 17.4 

は下膨れ気味で丸底。
で黒斑があり、砂粒含む。

72-77 S 0019 
萱

口径 15.6 口縁部は袋状の名残りをとどめ、明 口頚部ハケ自のあと口縁および頚内

8900350 6F区下層 残高 4.6 瞭な稜をなさずに折れ。 面ナデ。茶褐色で微砂粒含む。

-78 S 0019 口径 6.4 
複合口縁の特殊小型査か。~Jî音11 に刻

口頚部の内外国ナデ。茶褐色で砂粒。 目突帯をめぐらせ、口頚音11に3段の
8712920 8E区 残高 2.9 

刺突列点文。
多く含む。

-79 S 0019東 口11 18.7 
複合口縁査。頚は直立したあと外反 内外而ハケ目のあと口縁と頚内面下

上層
イシ

残高 19.5 
し、口縁部はやや内湾気味に内傾し 半ナデ。茶褐色で黒斑があり、砂粒

8712491 
て折れる ~Jî胴問に三角突帯。 ?i ナU'o

-80 S 0019束
口径 20.0 複合口縁室。 ~Jî は直立から外反、口

内外商ハケ目のあと口縁内面と頚内

上層
。 JJ阿径 31.0 縁はおれて直に内傾。胴は中位やや

8803005 
器高 41.9 上で張り不安定な平底。 llJ1H同|羽突'f背。

商下半ナデ。褐色で砂粒含む。

-81 S 0019束
口径 13.1 複合口縁査。頚部は直立から外反、

内外面ハケ目のあとていねいなナデ。
イシ 刷径 26.4 胴部は上位が張り不安定な平底。相I

8804802 下層
器高 29，7 描文はg;J1HI~問 l 周、ßI'J肩位波状。

茶褐色で砂粒多く含む。

-82 S 0019東 胴径 28.9 
複合口縁査。互fi部はやや外反気味に

内外面ハケ目のあと頚内外面ナデ。
// 立ち、胴音11は上位がつよ〈張る。 E員

8802865 下層 残高 27.7 
胴問櫛描文、胴肩に4対の円形i芋文。

褐色で黒斑があり、砂粒多く含む。

-83 S 0019東
口径 14，0 複合口縁査。頚は直立から外反し、 内外国ハケ目のあと口縁ナデ、胴外

ク )J同径 23，0 口縁が折れて内傾。 H同は頚と不明瞭 面下位板小口ナデ。茶褐色で砂粒含
8803672 下層

器高 30，1 な稜をなし、最大筏中位で平底。 む。

-84 S 0019東
複合口縁室。頚は直立から外反、胴

下層
イシ 残高 14，2 はに1"位最大径か。櫛f前文はliiJiH同|旬 l 内外I師ハケ目。茶褐色で砂粒含む。

8803679 
!司、胴屑位 3方に同心円文。

73-85 S 0019 
口径 23.4 複合口縁室。頚外反、口縁は急に屈 内外国ハケ目のあと口縁と頚外面下

8E区下層
イシ 胴径 28.6 山内傾し、胴はヒ位が張る。 仁l縁屈 半から胴外而ナデ。茶褐色で果、斑が

8712918 
残高 28，8 山音11 に主IJ 目、 ~ñ胴問に実IJ 目 三角突帯。 あり、砂粒多く含む。

-86 S 0019 
口径 27.3 複合口縁査。 ~n外反、口縁は急に屈

内外国ハケ自のあと 口縁ナデ。茶褐

2G区下層
イシ 胴径 30.7 山内仮iし端部屈山外反。iII'lは中位が

色で黒斑があり、砂粒含む。8802810 
器高 34.9 張り丸底気味。 ~tO胴間三戸l突情。

-87 S 0204 
口径 23，7 複合口縁査。llJijj.反、仁l縁は!市山直立か

内外面ハケ目のあと全体にナデ。茶

上層
。 )J同径 29.1 ら端部屈l出外反、胴は'1'位やや上が張り

性j色で砂粒多く含む。8802916 
器高 37，0 丸底気味、wi胴1/服IJ目突布。
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惣座遺跡

F登Ig録一閃番番号号 出土地点 器種 法量 c泊 形 態 の特徴 調整の特徴・その他

73-88 S D019 
口径 20.8 複合口縁査。頚は直立から外反、 日縁部 内外面ハケ自のあと口縁ナデ、致lと

査 胴径 30.1 は屈曲直立から端外折。胴は尖底気味の 胴の外面かるくナデ。明褐色で砂粒
8802939 

器高 38.5 球状で頚網開と胴に刻目突帯。 少し含む。

-89 S D204 口径 31.6 頚部は短く直立から外反、口縁部は 口頚部は内外国ハケ目のあと口縁ナ
。

8801265 下層 残高 16.0 屈曲内傾して端部が外に折れる。 デ。茶褐色で砂粒多く含む。

-90 S D022 口径 18.0 
頚部は短かく三角突帯をめぐらせ、

内外商タタキ目のあとナデ。褐色で

2G区下層
ク

残高 8.3 
口縁部は屈曲して直立気味にやや内

8900432 
傾。器壁が厚い。

微砂粒含む。

74-91 S D019東
口1?E 22.0 

口縁部は大きく外反して開き口唇に
内外面ハケ目のあと口縁外面、胴内

イシ 胴径 28.0 面および胴外面の肩と下半ナデ。茶
8805886 下層

残高 27.2 
刻目。胴部は中位やや上が張り球状。

褐色で黒斑があり、砂粒含む。

92 S D204 
口径 19.0 口縁部はく字に外反し口唇に刻目。 内外面ハケ日のあと口縁と胴内面下

上層
。 胴径 29.3 胴部は中位が張り平底の名残りをと 半および外面下半ナデ。茶褐色で黒

8712490 
器高 31.7 どめる。 斑があり、砂粒含む。

93 S D019 
口径 20目4 口縁部はく字に外反して口唇に刻目。 内外面ハケ目のあと口縁ナデ、胴

3F区中層
。 胴径 25.9 胴部は中位やや上で張り丸底。主買胴 外面下半はケズリにちかいへラナデ。

8802860 
器高 29.6 !笥に三角突帯、突帯下にヘラ刻目。 褐色で砂粒含む。

-94 S D019東
口径 18.8 口縁部はく字に外反して口唇に刻目。 内外面ハケ自のあと口縁かるくナデ、

イシ 胴径 26.1 EEは細くしまる。胴部は中位やや上 胴外面下半ヘラナデ。褐色で砂粒含
8711381 上層

器高 31.6 が張り、平底の名残りをとどめる。 む。

-95 S D019東
口径 16.0 口縁部はく字に外反し頚部が細くし

内外面ハケ目のあと口縁ナデ、胴外
ク 胴径 29.5 まる。胴部は中位が張りやや長胴で

8802876 下層
器高 35.2 不安定な平底。

面かるくナデ。褐色で砂粒を含む。

-96 S D0l9東
口径 17.3 口縁部は不明瞭に折れて外反。胴部 内外面ハケ目のあと外面ナデ。茶褐

イシ 胴径 25.4 は中位やや上がつよく張り不安定な 色で黒斑があり、砂粒やや多く含む。
8900682 上層

器高 27.7 平底。

75-97 S D0l9東
口径 17.7 口縁部はく字に折れ外反、 ~jは細く

内外面ハケ目のあと口縁ナデ。褐色
。 胴径 27.1 しまり、胴部は長胴気味で中位やや

8803680 下層
器高 34.0 上が張り不安定な平底。

で黒斑があり、砂粒を含む。

-98 S D019 
口径 19.0 胴外面にタタキ目痕を残し、内外面

2G区中層
イシ 胴径 24.9 イシ ハケ目のあと口縁と胴外面下半ナデ。

8712941 
器高 29.9 褐色で砂粒含む。

-99 S D019 
口径 15.4 内外面ハケ目のあと口縁と胴外面下

6F区下層
。 胴径 24.2 。 半ナデ。茶褐色で黒斑があり砂粒含

8802871 
器高 29目I む。

-100 S D0l9 
口径 13.9 口縁部はく字に外反し頚部がつよく

内外面ハケ目のあと口縁と胴外面下

2G区下層
イシ 月間径 26.0 しまる。胴部は中位で最大径となり

半ナデ。白褐色で砂粒含む。8802806 
器高 33目l丸底。

-101 S DOl9 
口径 14.8 口縁部は折れて匿立気味、胴部は上 胴外面にタタキ目痕少し残る。内外

2G区上層
イシ 胴径 25.6 f立が張り長胴気味で、不安定な平底。 面ハケ目のあと胴内面下位と外面下

8712494 
器高 34.2 半ナデ。明褐色で粗砂粒含む。

-102 S D0l9 
口径 12.9 頚部はつよくしまり、口縁部は直立

内外面ハケ目のあと口縁と胴外面ナ

5F区下層
イシ 胴径 30.5 気味にやや外反。胸部は中位がつよ

8803037 
器高 34.2 く張りほぼ丸底。

デ。茶褐色で黒斑があり、砂粒含む。

76-103 S DOl9東
口径 11.3 口縁音11はく字に折れ頚音11がつよくし

内外面ハケ目のあと口縁と胴外面ナ
イシ 胴径 21.8 まる。胴部は中位が張り、不安定な

8712489 下層
器高 27.2 平底。

デか。白褐色で砂粒多く含む。

-150 



E 遺物

F登19録同番番号号 出土地点 器種 法量 cm 形態 の 特 徴 調整の特徴・その他

76 -104 口t歪 14.7口縁部は屈曲外反して長く伸び、頚 内外面ハケ目のあと胴外面ヘラナデ。

8802828 
S 0019 宜E 胴径 20.0 部がつよくしまる。胴部は中位やや 明褐色でで黒斑があり砂粒やや多く

器高 25.0 上が張り、平底の名残りをとどめる。 含む。

-105 S D019 
口径 13.8 

口縁部はほぼ直立、)JI~部は中位やや 内外面ハケ目のあと口縁部と胴外面

4F区下層
イシ 胴径 20.7 

上が張ってほぼ丸底。 かるくナデ。茶褐色で砂粒含む。8802908 
器高 23.5 

-106 S 0019 
口径 10.7

口縁部は内傾直行し、胴部は球状丸 内面ハケ目、外国タタキ目のあとナ

7E区
。 胴径 19.4 

底。 デ。明掲色で砂粒多く含む。8802809 
器高 19.5 

-107 S 0019 
口径 13.2 

ロ縁部はく字に折れて立ち、胴音11は
内外面ハケ目のあと 口縁ナデ、胴外

3F区
イシ 胴径 17.2 

"H.立が張り出し尖底状。
面下半をつよくへラナデ。明茶褐色

8712950 
器高 15.3 で微砂粒含む。

108 S D019東
口径 14.6 口縁部は屈曲外反して長く伸び、頚

内面ナデ、外商ハケ目のあと口縁と

下層
イシ 胴径 16.3 部がつよくしまる。胸部は中f立が張

胴下半ナデ。褐色で微砂粒含む。8900537 
器高 16.3 り出し小さな平底。

109 S 0019 
口径 12.6 

口縁者11はほぼ直立し、胴部は球状に 内外面ハケ自のあと 口縁と胴外面下

3F区
イシ 腕径 17.1 

位ナデ。明茶褐色で砂粒含む。8713000 
器高 17.3 

ちかく丸底。

110 S 0019 
口径 11.9 口縁外面タタキ目痕。内外面ハケ目

3G区
イシ 胴径 16.8 。 のあと胴外面下半ナデ。褐色で黒斑

8711568 
器高 18.0 があり砂紛争多く含む。

-111 S D0l9 
口径 9.6 胴外面下位タタキ目痕。口縁ハケ自のあ

2G区上層
イシ 胴径 15.5 イシ と外而ナデ、胴部ハケ目のあと内面と外

8712926 
器高 15.0 面下半ヘラナデ。茶褐色で砂粒多。

112 S D0l9 
口1f 12.8 

口縁部はほぼ直立し、胴部は上位が
口縁ハケ目、胴内面ナデ、外面タタ

3F区中層
イシ 胴径 16.2 

張って尖底状。
キのあと下半ヘラケズリ。暗褐色で

8801212 
器高 14.0 砂粒含む。

-113 S 0019 
口径 10.1 

口縁部はく字に折れて立ち、胴音11は
1同外商タタキ目痕。内外面ハケ目の

8G区
イシ 胴径 15.4 

球状にちかい丸底。
あと 口縁外面と胴内面ナデ、外面下

8712965 
器高 15.2 半ヘラナデ。 白褐色で微砂粒含む。

-114 S D019 
口径 13.2 

内外商ハケ自のあと胴外面下半ヘラ
イシ 胴径 16.7 イシ

8712437 6F区上層
器高 15.6 

ケズリ 。茶褐色で粗砂粒含む。

-115 S D019 
口径 11.7 

口縁部は不明瞭に折れて立ち、胴部 内外面ハケ目。茶褐色で黒斑があり、

2G区上層
。 胴径 12.9 

は五R状丸底。器壁が厚い。 砂粒含む。8712983 
器高 12.3 

-116 S D0l9 
口径 11.4 

口縁部はあまくく字に折れ、胴音11は 外面ハケ目、口縁部と内面ナデ。茶

4F区下層
イシ 胴径 13.6 

ややつぶれて丸底。 縄色で砂粒含む。8802911 
器高 11.5 

77-117 S 0019 
口径 15.3 

口縁部直立気味、胴部は上位が張り 胴外聞にハケ回目痕を残し内外面ナ

2G区
イシ JJ同径 22.0 

丸!氏。 デ。茶褐色で、黒斑があり砂粒含む。8712922 
~高 20 . 0

-118 S D0l9 
口f歪 15.7

口縁部はやや不明瞭に折れて直立気 内外firiハケ 目。茶褐色で黒斑があり

2G区中層
。 JJ同筏 19.4 

味。 I1阿部は偏球状丸底。 砂粒含む。8712930 
器高 15.2 

-119 S D019 
口f歪 11.6

口縁部直立、胸部は上位が張り、尖 内外fmハケ目のあと 口縁外商と胴内

3F区下層
。 JJ同径 16.0 

り気味の丸底。 I師ナデ。茶褐色で砂粒含む。8805888 
苦手高 13.1 
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惣座遺跡

F登19録-[li番l番号号 出土地点 器 種 法量 cm 形態 の特徴 調整の特徴・その他

77-120 S D0l9 
口径 11.9 

口縁音11直立、胴部は低く中位がつよ |内外面ハケ日のあと 口縁と胴外商lナ

8711597 2G区上層
宜E 胴径 17.7 

く張り出し丸底。 デ。明茶褐色で砂粒含む。
器高 13.0 

-121 S D019 
口f歪 11.1

口縁部はやや不明瞭に折れやや外反 内外面ハケ目のあと口縁ナデ。褐色

3G区
。 胴f至 14.2

し、胸部は中位やや上が張り丸底。 で黒斑があり、砂粒含む。8714112 
器高 12.4 

-122 S D0l9 
口径 13.6 

口縁音11 は短くく 字に折れ、 ij~J部は中 内外関ハケ目のあと口縁外面ナデ。

5F区上層
イシ 胴径 19.5 

位が張って偏球状丸底。 明茶褐色で黒斑があり、砂粒含む。8712945 
器高 15.1 

-123 S D019東 胴径 20.1 
口縁部はく字に折れ、胴部は"~'位が

1岡部は内外面ハケ目。茶褐色で砂粒

下層
。

残高 13.2 
つよく張って平底をとどめる。胴部

含む。8802857 
中位と下伎に焼成後穿孔2孔。

-124 S D204 
口径 12.6 

口縁部はく字に折れ、胴部は球状丸
口緑ハケ目のあと外面ナデ。 日|司外商

上層
。 胴径 16.0 ハケ目、内面ナデ。茶褐色で黒斑が

8802859 
器高 14.0 

底。
あり、砂粒含む。

-125 S D0l9 
口径 13.0 口縁部はく字に折れて外反。胴部は

内外i商ハケ目のあとナデ。褐色で砂

8712448 2G区中層
台付査 胴f歪 17.7 中位がつよく張り、台部は高く大き

粒含む。精製。
残高 18.4 く聞く。

-126 S D019束
口径 8.0 小型室。 口縁音11は直立気味にやや長

内外ilijハケ自のあと外面ナデ。明褐宜τじ 洞径 12.2 く、胴部は中fft.が突出状に張り平l氏
8900332 下層

器高 12.5 の名手長りをととめる。
色で砂粒多く含む。

-127 S D0l9 
口径 10.3

小型査。口縁部は折れて直立気味、
内外国ハケ目のあと口縁外面と胴内

2G区上層
イシ 胴径 12.3 

1同部は低く中位やや上が張り丸底。
面ナデ、胴外面下位へラナデ。明茶

8712984 
器高 9.5 褐色で砂粒含む。

-128 S D019東
口径 6.8 小型査。口縁部は直立気味にやや長

内面一部にハケ目を残し、内外面ナ
イシ 胴径 9.0 く、胸部は低くつぶれて中位が突出

8900333 下層
器高 6.8 状に張り丸底。

デ。褐色で黒斑があり砂粒含む。

-129 S D0l9 
口径 7.6 

小型壷。口縁苦11は不明瞭にく字に折 内外面ハケ 自のあと明茶褐色で砂粒
イシ 胴径 8.0 

8801219 3F区下層
器高 5.0 

れて立ち、胴苦rlは低くつぶれ丸底。 含む。

-130 S D0l9 
長頚登

口径 9.6 頚部は細くしまってから外反気味に 内面ハケ目のあとナデ、外面ヘラミ

8900684 5F区下層 残高 18.5 伸び、胴音11は上位が張る。 ガキ。茶褐色で微砂粒含む。精製。

-131 S D019 胴径 16.1 胴部は中位が突出状に張り平成の名
胴部は内面ナデ、外面ヘラミガキ。

7 E区
タ'

残高 9.1 残りをととめる。
茶褐色で黒斑があり、砂粒やや多く

8802808 
含む。

-132 SD0l9 胴径 16.2 胸部は低くつぶれて中位が突出状に
胴部は一部ハケ目を残し内面ナデ、

。
残高 5.5 

外面ヘラミガキ。茶褐色で砂粒含ま
8900781 7E・8E区 張る。

ない。 精製。

-133 S D019 
査

!J同径 17.7 
胴部は低くつぶれ F膨れ丸底。

内面ハケ目、外面ヘラミガキ。茶褐

8711582 5 F区 残高 8.0 色で砂粒含む O

134 S D019 Jl同径 17.6 胸部は低くつぶれ下膨れ丸底 O 致l部
内外面ハケ目のあと胴内面上半ナデ、

2G区中層
イシ

残高 9.3 直立しやや広口。
外聞は頚と胴下半ナデのあとへラ暗

8712985 
文。明褐色で砂粒含まず。精製。

78-135 S D019東
高杯

口径 32.7 杯部口縁は明瞭に折れて直立から端 杯部は内外I自lハケ日のあとナデ。褐

8900681 下層 杯高 11.0 部外反。 色で砂校多く含む。
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E 遺物

F登19録ー図番番号号 出土地点 器種 法量 cm 形態 の 特 徴 調整の特徴・その他

78-136 S D019 口径 28.0 不部はj染く、 仁l縁は不明瞭に折れて
外面一部にタタキ 目痕。内外面ハケ

8714111 3G区
高杯

杯高 12.0 外反。
目のあと杯体部内外商ナデ。茶褐色

で砂粒多く含む。

-137 S D019 口径 31.2杯苦rl口縁は体と稜をなして立ち tが 杯内外商ヘラミガキ。明悔色で砂粒

6F区下層
イシ

杯高8801225 9.3 り外反し端部がめくれる。 やや多く含む。

138 S D019 口径 33.0 J:;f;音11口縁は体と稜をなして立ち上が 杯内外商lハケ自のあと口縁ナデ。褐

5F区上層
。

杯高8714102 9.4 り外反。 色で砂粒含む。

-139 S D019 口径 39.0 均二音rl口縁は体と稜をな して立ち上が 杯部は口縁内外面ナデ、体内外商へ。
8900428 6F区上層 残高 6.8 り外反。 ラミガキ。明褐色で砂粒含む。

-140 口径 37.0 
杯音11は口縁内外面ヨコヘラミガキ、

S D019東 。 。 体音11タテヘラミガキ。赤褐色で砂粒
8900775 残高 9.4 

含む。

-141 
S D019東

口径 33.5 t不音11は深く、 口縁は体とかるく稜を 杯部内外面ナデ。茶褐色で砂粒含む。
ク

8900539 残高 11.6 なして立ち上がり外反。

-142 S D019 口径 30.6 勾;古11は口縁はややかるく体と殺をな 杯部は内外国ともナデか。明褐色で。
8900426 4F区下層 残高 6.5 して立ち上がり、やや外反。 砂粒多く含む。

-143 S D019 
口径 27.0均;部口t量は干妻をなして立ちヒがり外 杯部は口縁と体内面ナデ、体外国タテヘ

8E区下層
。 底径 16.5 反。裾が筒から不明瞭に屈曲してや ラミガキか。脚部外面タテヘラミガキ、

8900686 
器高 21.8 や内湾気味に開き 3方透し。 内面ハケ目後ナデ。茶褐色で砂粒多。

-144 S D0l9東 口径 22.8均二部は体が丸味をもち、口縁は体と
杯音11内外面ハケ日後ナデ。

下層
イシ

杯高 7.8 
胸部筒内外面ナデ。赤褐色で砂粒多

8801252 稜をなして直立したあと折れて外反。
く含む。

-145 S D0l9東 底径 22.8 
杯部は体が直線的に聞き口縁が不明 杯外面にタタキ目痕、脚外面にハケ

上層
。

杯高 6.5 
瞭に折れてやや外反。脚部は裾が不 目痕。杯脚とも内外商ナデ。褐色で

8804834 
明瞭に屈曲して内湾気味に開き高い。 砂粒多く含む。

-146 S D0l9 Jl'l;径 15.8脚部は裾が筒から不明瞭に屈曲して 胸部内外面ハケ自のあとナデ、筒内

6F区上層
イシ

脚高 14.5 内湾気味に開き高い。8712468 国へラケズ リ。茶筒色で砂粒含む。

79-147 S D019 口径 30.8 
土不音11口縁は体とかるく稜をなし外反 杯脚とも内外面ハケ目のあとナデ、

イシ {中長。脚部は筒から裾がそのまま弧 明茶褐色で砂粒を殆ど含まない。外
8802936 5F区下層 主{高 9.7

を描き聞き 3方透し。 而に丹塗り痕あり。

-148 S D019 口径 35.4 杯音11口縁は体と不明瞭な段をなして 杯音11は内外国ヘラミガキか。褐色で

4F区下層
。

残高 やや急に立ち上がる。 微砂粒含む。8900425 6.8 

-149 S D019 
口径 26.3 杯音11口縁は体と段をなして外反伸長。 杯昔日は内外面ハケ 日後体外面ヘラミガキ、

2G区上層
イシ J1.'i;径 13.2脚音11は筒から裾がそのまま弧を描き 他ナデ。脚部は内面l八ヶ目、外面タテヘラ

8712974 
器高 17.8 開き 3/5透し。 ミガキ。茶褐色で砂粒多。

-150 S D019 
口径 28.2 材、音11内外而タテヘラミガキ、抑音11は

8D区
イシ 底径 15.2 イシ 外面タテヘラミガキ、内面ハケ目。

8802995 
器高 18.6 明茶褐色で黒斑があり微砂粒含む。

-151 S D019 
口径 34.9 杯脚とも内外而ハケ目のあとナデ、

5E区上層
。 j長径 15.4 イシ l列茶筒色で砂粒を殆と含まない。外

8802935 
器高 23.1 聞に丹塗り痕あり。
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惣座遺跡

官品EF!出土地点 |器種|法量 cm 形態 の特徴 調整の特徴・その他

79ー 1521sD0191 ~.~ 1口径 34.71杯邦は体が浅く、口縁は体と段をな |内外面ハケ目のあとへラミガキか。
I v

n 
~V:"J I高 杯 | ・| 口 | 

87115891 3 G区 II""JII 杯高 9.01して外反伸長。 1明褐色で砂粒を殆ど含まない。

1「SDω|
|口径 25O|杯部は体が浅く、口縁は体とほほ一|吋一内外商ともハケ目のあとタテヘ

890078215 F区下層
。

杯高 6.9体化しながらもわずかに段をなす。 、ガキ。明褐色で砂ノ粒を殆ど含ま
ない。

円 SDO引 l口径 2お6.8杯音部目は体がi浅主く、 口縁は体と稜をな 杯柑叩部伽は冊ケ月山目肘のあとへラ暗

8802818 上層
ク 杯高 10.3 して急に立ち上がり外反伸長。 外面ハケ目のあと体タテヘラミカA キ。

褐色で砂粒含む。

-I「SDω|
|口径 14.6明日叩浅く 口縁はかるく段を欄とも叶山口縁外国ナデ

871247016 F区上層
イシ 底径 12.3 なし折れて直伸。脚部は裾が不明瞭筒外面ナデ、裾外国タテヘラミガキ。

器局 18.7 に屈曲して開き 3方透し。 明褐色で砂粒少し含む。

一門 SDωl
口f歪 14.1

880286816 F区上層
イシ

l底径 1l.5杯部口縁即不明-瞭 加 な し 直 欄 と も 内 外 国 ハ ケ 目 。 明 茶 褐 色 で

器高 14.9 伸。胸部は直線的L高く開く。 砂粒含む。

-157|SD叶 杯部は鉢形で浅い体から口縁が屈曲
杯脚ともハケ自のあと口縁内面ヘラ暗文

イシ 底径 12.7 、脚内面ナデ、他タテヘラミガキ。明茶
89007971 2 G区

器高 9.9 
直イ中。脚部は低く裾が大きく開く o

褐色で砂粒殆ど含まず。精製。

1引SD川 杯音iは鉢]f;で、浅い体から口縁が不 杯脚ともハケ目のあと杯内外商と脚

87115741 3 G区
。 底径 12.9 明瞭に折れて直{申。脚部は裾が大き 外面タテヘラミガキ。明茶褐色で砂

器高 1l.0 く開く。 粒殆ど含まず。精製。

80 1「SDω| 鉢
|口径 36.2特大型鉢。口縁部やや内湾、体部は 内外日目と口縁ナデ体叩

87141201 Z G区上層 器高 19.61 T半が急にすぼみ小さな平底。 下位ヘフナァ、底外面タタキ目後ナデ。
明褐色で黒斑かあり砂粒含む。

間 |SDml (口径幻
|内外面ハケ同と陣内面ナデ

871248317 E区下層
。

器高 12.6 休部上位内湾、平底。 体部外面下位ヘラナデ。茶褐色で黒

斑があり砂粒少し含む。

一円 SDml |口径 207| 
|体部外面にタタキ目痕。内外面ハケ

871410015 F区上層
タ' 器高 14.8 体部は深く、丸底。 自のあと口縁ナデ。褐色で黒斑があ

り、砂粒多く含む。

-1621 SD0l9 

880284412 G区上層
。 口径 18.91口縁部直立し、丸底。器壁が厚く粗|内面ハケ目、外面は体部タタキ目、

器高 9.41製。 1底部ヘラケズリ。茶褐色で砂粒含む。

口径 17.2 
内面ハケ自のあと下半ナデ、外面タ

871411612 G区上層
。

器高 9.8 
口縁部直立し、丸底。 タキ目のあと下半から底部ヘラケズ

リ。明褐色で黒斑があり、砂粒含む。

一則|SD019東 。 口径 26.5 大型鉢。口縁部やや|村湾し、口唇は 内外面ハケ目のあと外面ナデ。茶褐

8805885 下層 残高 12.1 ナデてめくれる。やや平底を残すか。 色で砂粒含むo

-m|SDmi 
|口径 28.2大型鉢。口縁部やや内湾し、体部は 内 面 ハ ケ 目 川 和 デ 外 面 は

871247116 F区上層
イシ 器高 13.51 T半が急にすぼみ丸底。 タタキ目のあと下半ハケ目、口縁ナ

デ。茶褐色で黒斑があり砂粒多。

-166|SD山 内外市ハケ目のあと口縁内面と体下

8805889 上層
。

器高 12.7 
大型鉢。 仁l縁部直立し、丸底。 半から底外面にかけナデ。茶褐色で

黒斑があり、砂粒含む。

-16715D仰 l 内外面ハケ目のあと下半ナデ。 11音褐

88028201 Z G区上層
イシ 器高 12.0 大型鉢。口縁邸内湾し、丸底。 色で黒斑があり、砂粒含む。
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田遺物

F笠19録ー図番番号号 出土地点 器 種 法量 cm 形態 の 特 徴 調整の特徴・その他

81 -168 S D0l9東
鉢

口径 24.8 大型鉢。 仁1縁部はく字に折れ、体部 内外面ハケ自のあと口縁と体外面下

8802855 下層 器高 17.3 は上位が張り小さな平底。 半ナデ。茶褐色で砂粒多く含む。

169 S D019東 。 口f歪 20.1 口縁部は体部からゆるく折れ端部や 内外面ハケ自のあとナデ。褐色で黒

8900536 上層 器高 17.8 や肥厚。体部は張りがなく平底。 斑があり、砂粒やや多く含む。

170 S D019東 。 口径 22.3 口縁部はく字に折れ、体音11は上位が 内外面ハケ目痕。褐色で砂粒を含む。

8802864 下層 器高 13.6 張り不安定な平底。 内外面に丹塗り痕か。

-171 S D019東 口径 20.0
口縁部はく字に折れて外反、体部は 内外国ハケ目のあと口縁と体底外面

イシ 上位がやや張り平底の名残りをとど ナデ。明褐色で黒斑があり砂粒少し
8712929 下層 器高 12.6 

める。 含む。

-172 SD019 口径 20.8 口縁部はく字に折れて外反、体部は 内外面ハケ日のあとナデ。明褐色で
タ'

器高 13.0 上位が張り丸底。 黒斑があり砂粒多く含む。8712962 3G区西トレ

-173 S D019 口径 11.3 
内外商ハケ自のあと口縁と底外面ナ

2G区上層
イシ

器高 12.1 
イシ デ。黄褐色で黒斑があり砂粒少し含

8712447 
む。

-174 S D019 。 口径 17.7 口縁部はく字におれて外反。体部は 内外面ハケ目のあと口縁と外面ナデ。

8802804 2G区 器高 11.5 浅く丸底。 明茶褐色で砂粒少し含む。

-175 S D019 口径 17.6 口縁部はやや不明瞭におれ外反気味
内外面ハケ自のあと内面と体底外面

イシ ヘラミガキ。黄褐色で砂粒多く含む。
8712954 3F区中層 器高 11.0 に立ち、胴部は低くつぶれ丸底。

内外面に丹塗痕。

-176 S D019 口径 21.6 口縁部はく字に折れて開き、体部は
外面タタキ目痕。内外面ハケ目のあ

。 と体外国下半から底外面ヘラケズリ。
8712431 2G区上層 残高 12.1 張りがなく丸底。

日音褐色で黒斑があり砂粒含む。

177 S D019 口径 24.0 口縁部は不明瞭に折れて立ち、体部
内外面ハケ目のあと口縁外面ナデ、

イシ 体外面から底外商ヘラケズリ。茶褐
8711569 3G区 器高 10.2 は下膨らみにつぶれ平底。

色で砂粒含む。

82-178 S D0l9東 口径 17.8 ロ縁部はく字に折れ、体音11はあまり 内外面iにハケ目痕。明褐色で黒斑が。
8803678 下層 器高 11.3 張らずに深く、不安定な小平底。 あり、砂粒多く含む。

-179 S D019東 口往 19.0 口縁部はく字に折れて外反。休部は
口縁ナデ、体部は内問ナデ、外国ハ

イシ ケ目のあと下半から底部ヘラケズリ。
8900535 上層 器高 13.2 やや深〈丸味をもち丸底。

褐色で黒斑、砂粒含む。

-180 S D019 仁l径 18.3 口縁部はやや不明l療に折れ、体部は 内外f(ifハケ目のあとナデ、体外商下

7 E区
イシ

器高 急にすぼみ丸!氏。 半ヘラケズリ。褐色で砂粒少し含む。8804853 8.7 

-181 S D204 口径 18.6 口縁部は短くく字に折れ、体部は急
外面タタキ目痕。内外国iハケ自のあ

。 と外面ナデ。茶褐色で黒J;lf.があり、
8803004 上層 器高 9.6 にすぼみ丸底。口縁が歪む。

{放砂粒含む。

-182 口f歪 16.6 口縁音11は体部から不明瞭に折れ薄く
内閣タタキ日後ナデ、外国ハケ目の

S D019 イシ あとこと底外取lナデ。褐色で黒斑が
8900418 器高 9.2 外反。丸底。

あり、砂粒含む。

-183 S D019 口径 15.8 口縁部はやや不明瞭に折れ、体部は
口縁部ナデ。 休部は内而ハケ目のあ

。 とナデ。外而タタキ目のあとナデ。
8712952 3F区中層 器高 8.0 張りがなく不安定な平底。

茶字国色で黒斑あり、砂粒少し含む。
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惣座遺跡

F登19録-s1番番号号 出土地点 器 種 法量 cm 形態 の特徴 調整の特徴・その他

82-184 S D019 口径 16.2 口縁部はく字に折れ、体部は丸味を
内外国ハケ目のあと体内外面ヘラミ

82-184 2G区上層
鉢

器高 8.3 もち丸底。
ガキ、口縁外面ナデ。褐色で砂粒少

し含む。

-185 S D204 口径 14.4 口縁部はく字に折れ外反し体部は浅 内外国ハケ目のあと口縁と体上位内

下層
。

器高 く丸底。 外面ナデ。褐色で砂粒少し含む。8712927 7.0 

186 S D019 口径 15.9 
内外面ハケ目のあと口縁と体内面ナ

5F区下層
。

器高
イシ デ、体外面ヘラナデ。明褐色で砂粒

8712968 6.0 
多く含む。

-187 S D019 
口径 16.0 鉢部は口縁がやや不明瞭に折れ、体 鉢音11内外面ナデか。台部は内面ハケ

3F区上層
イシ 底径 10.6 部は張りがなく、台部は低〈外に開 目、外面ナデか。茶褐色で砂粒多く

8712996 
器高 11.2 く。 含む。

-188 S D019 
台付鉢

口径 19.4 鉢部は口縁がく字に折れ、体上位が 内外面ハケ目のあと鉢部体外国ナデ。

8802869 6F区 鉢高 10.6 張る。台部はやや高く開く。 明茶褐色で砂粒多く含む。

-189 S D019 
口径 16.3 鉢音11は口縁がく字に折れて聞き、体 内外函ハケ目のあと口縁と台内外面

2G区上層
イシ 底径 10.5 部は張りがなく、台音11はやや高く関 ナデ。明褐色で黒斑があり砂粒多く

8711373 
器高 11.6 く。 含む。

83-190 S D0l9東 口径 13.2体部はやや深く上位直立し不安定な 内面ナデ、外面ハケ目のあと体下半
ク

83-190 下層 器高 10.1 平底。 ナデ。褐色で黒斑があり砂粒含む。

-191 S D019 口径 12.7 
内面ナデ、外面タタキ目のあとナデ。

5F区
イシ

器高 12.3 
体部は深く上位内湾し、丸底。 褐色で砂粒含む。内面から外面上位

8714098 
に有機物付着。

-192 S D019 口径 13.6 
体部は深く上位内湾し、平底。 内外市Iハケ自のあと口縁ナデ。

3F区封書
イシ

器高 12.8 8712992 

-193 S D0l9 口径 10.4 
内面ハケ目、外面タタキ目のあとハ

2G区上層
イシ

器高 9.7 
体部は深〈上位直立し、丸底。 ケ目、さらに下半ナデ。褐色で黒斑

8714115 
があり、砂粒含む。

-194 S D019 
鉢

口径 17.0 
体部は深く上位直立し、丸底。

内外面ハケ自のあと 口縁 と外面下半

8714113 2G区上層 器高 12.7 ナデ。褐色で黒斑があり砂粒含む。

195 S D019 口径 13.0 体部は下膨らみに深〈上位内湾し、
内外面ハケ自のあと外面下半ナデ、

8900677 2G区下層
台付鉢

残高 15.9 台付。
下半ヘラケズ 1)。褐色で砂粒少し含

む。

-196 S D019 口径 19.9 体部はやや深く、上位はナデてやや
内外面ハケ目のあとこと体下半から

8714112 2G区
鉢

器高 11.3 外反し、丸底。
底内外而ナデ。茶褐色で黒斑があり、

砂絵多く含む。

-197 S D019 
台付鉢

口径 17.8 体部は下膨らみで上位やや内湾し、 内外商ハケ目のあと 口縁と外国ナデ。

8711374 2G区上層 残高 13.9 台付。 茶褐色で黒斑があり砂粒少し含む。

-198 S D019 口径 14.0 
内外国ハケ自のあと雑なヘラミガキ、

8714091 2G区上層
鉢

器高 9.5 
体部は直線的に、外に聞き、メLI氏。 口縁ナデ。褐色で黒斑があり砂校含

む。

-199 S D019 口径 11.6 
休部は深く立ち上がり、丸l氏。

内外商ハケ目。褐色で祭政Iがあり砂

3F区上層
イシ

器高 9.5 8712993 粒含む。
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田遺物

F登19録閃番番号号 出土地点 器 種 法量 cm 形態 の 特 徴 調整の特徴・その他

83-200 S B019 
吉本

口径 17.6 
体音[1は内i脅して立ち上がり丸底。

内外lliiナデのあと内面下半ヘラミガ

8803011 器高 8.3 キ。褐色で粗砂粒含む。

-201 S D0l9 
イシ

仁[f歪 17.3 口縁部は体部から不明瞭に折れ薄く 内外面ハケ目のあと体外面ナデ。 H音

8712932 2G区上層 器高 8.4 外反、体音[1は浅く丸底。 褐色で砂粒少し含む。

-202 把手付tHi l広;f歪 10.7
ジョッキ型で口縁部と把手欠失。体 体内市lにハケ目を残し内而と体外面

S D019 部は下位がややくびれる筒状でやや ナデ、底外商ヘラナデ。茶褐色で黒
8712418 |残高 8.6 

上げ底。 斑があり砂粒含む。精製。

84-203 S D019束 口径 15.8 
内面ヘラナデ、外面タタキ目のあと

8804843 |層
鉢

器高 7.5 
体音[1はやや深くメLi氏。 ハケ目、さらに口縁部ナデ。茶褐色

で砂粒含む。

-204 S D019 仁l径 14.5
口縁と内面ナデ。外面ハケ目のあと

イシ 体音[1は浅く内湾し丸底。 体部ヘラミガキ、底部へラケズリ。
8711360 2G区上層 器高 6.2 

明褐色で砂粒含む。

-205 
S 0019 

口径 15.5 
6F区 。

器高
。 4シ

8712467 
東側上層

7.0 

-206 S D019 
イシ

口f壬 13.5
イシ

口縁と内聞ナデ、外部ハケ目。明褐

8711376 4F区下層 器高 5.4 色で砂粒含む。

-207 S D019 口径 12.9 
内面タタキ 目外面ハケ自のあと口縁

イシ イシ と底部ナデ。茶褐色で!:¥¥斑があり砂
8711596 5F区下層 器高 5.3 

粒少し含む。

-208 S D0l9 口径 12.8 
茶褐色で黒斑があり砂粒少し含む。

5F区中層
タ'

器高
イシ 内面ハケ目、外面ナデ。茶褐色で砂

8712947 5.4 
粒含む。

-209 S D0l9東 口径 16.9 
体部はとくに浅く開き、口縁部が薄

内外面ナデ。茶伺色で砂粒やや多く

下層
。

器高 5.6 
くやや外反。平底の名残りをとどめ

含む。8801268 
る。

-210 S D019 口径 17.6 
内面ハケ目。口縁ナデ。外面はタタ

イシ 体音[1はとくに浅く開き、丸底。 キ自のあと体部ナデ、底部ヘラケズ
8711328 4F区上層 器高 5.5 

リ。明褐色で砂粒含む。

-211 S D204 口径 16.1 
休部は内湾して聞き、浅く丸!氏。

口縁と内面ナデ。外商は体部ヘラケ

上層
。

持高 5.6 スリ、底部ナデ。赤褐色で砂粒含む。8904808 

-212 S D019 口径 11.5 体部は|勾汚してやや泌く >;Lち上が旬、 内外I両ハケ目のあとナデ。明褐色で

6F区上層
。

器高 砂粒合む。8712466 7.5 丸j氏。

-213 S D019東
イシ

口径 10.6
体部は内湾し、小さな平!氏。 内外l自|ナデ。11ft]褐色で砂粒含むo

8803040 下層 探高 5.3 

-214 S D019東 口径 9.2 
休部は内i'#Jして立ち上がり、平底。

内I両ハケ日後ナデ、 仁l縁と外面ナデ。
。

器高 IIJ]茶褐色で砂粒少し含む。8803043 上層 5.5 

-215 SD204 
イシ

O{歪 10.6小型鉢。休部|付湾、丸底。持壁が薄
十日オサエ。茶悩色で砂粒含む。

8900774 第lトレ下層 器高 6.0 し、。
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惣座遺跡

F登19録閑番番号号 出土地点 器種 法量 cm 形態 の特徴 調整の特徴・その他

84-216 S D019東
鉢

口径 9.8 小型鉢。体部内湾、丸底。口縁が著

8711382 下層 器高 5.4 しく波状で、器壁が厚い。
指オサエ。茶褐色で砂粒含む。

-217 S D019 口径 10.2 
小型鉢。体部内湾し尖底状。

指オサエ後ナデ。日音褐色で粗砂粒含。
8712440 6F区上層 器高 6.3 む。

218 SD019 口径 10.3 
小型鉢。体部は内湾して浅く、丸底。

指オサエ後ナデ。内面暗褐色。外面

8E区』音
イシ

器高 4.6 8712463 黄褐色で黒斑があり、砂粒含む。

219 S D0l9 口径 7.0 
小型鉢。体部は直線的に聞き、平底。 内外面ナデ。茶褐色で砂粒含む。

5F区下層
イシ

器高8712955 3.7 

-220 S D019 口径 7.5 小型鉢。体部は内湾し、不安定な平
指オサエ。 H音褐色で砂粒含む。

4F区
イシ

器高8714103 4.3 底、器壁が厚い。

-221 S D019 口径 6.5 小型鉢。体部は直立気味で平底。歪 内外面ハケ目。日音褐色で黒斑点があ。
8711366 2G区下層 器高 5.2 みが大きい。 り、砂粒少し含む。

-222 S D0l9 口径 7.2 小型鉢。体部は直線的に聞き、尖底 内外面ハケ自のあと指オサエ、ナデ。

4F区下層
。

器高8900344 4.7 状。 褐色で黒斑があり砂粒含む。

223 S D019 口径 5.8 
小型鉢。体部内湾、丸底。

指オサエ、ナデ。褐色で黒斑があり、

4F区下層
ク

器高8900343 3.4 砂粒含む。

-224 S D0l9 口径 8.0 小型鉢。体部は直線的に開き、尖底
指オサエ、ナデ。褐色で砂粒含む。

3F区上層
イシ

器高8900340 4.6 状。

-225 S D0l9 口径 8.4 内面ナデ、外面は上半タタキ目、下

6E区上層
。

器高
。

8804827 8.2 半と底部ナデ。褐色で微砂粒含む。

-226 S D019 口径 9目2体部は直線的に立ち上がり深〈、丸 指オサエ、ナデ。暗褐色で砂粒含む。

2G区下層
イシ

器高 底気味の平底。8712935 7.0 

-227 S D0l9 
口径 7.4 

小型台付鉢。体部は内湾し、台部は

8712462 8E区上層
台付鉢 底径 4目5

高くやや外に聞く。
指オサエ。H音褐色で砂粒含む。

器高 5.5 

-228 S D019東 口径 7.1 小型鉢。体部は内湾して立ち上がり
内面ナデのあと粗いヘラミガキ、外

鉢 面ハケ目のあと体下半ヘラミガキ 。
8802858 上層 器高 6.6 i菜く、尖底状。

赤褐色で砂粒少し含む。精製。

-229 S D019 口径 6.9 口縁と内面ナデ、外面ヘラミガキ。

5F区下層
イシ

器高
イ少

8712970 7.7 明茶褐色で砂粒を含む。精製。

85-230 S D019東
口径 13目2

内外面ハケ目のあとナデ。茶褐色で

8801188 下層
器台 底径 12.6 長身鼓形器台。中位やや上がしまる。

砂粒含む。
器高 16.9 

-231 S D019 
口径 12.0 

内面ナデ。外面タタキ目のあと口縁

8D区
イシ 底径 13.4 イシ

8900186 
|器高 15.7 

ナデ。茶褐色で砂粒含む。

O
O
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皿遺物

F登Ig録-閃番番号号 出土地点 器種 法量 cm 形態 の特徴 調整の特徴・その他

85-232 S 0019 
口径 9.2 

細身の筒形器台。中位やや上がしま 内外面ナデ。明茶褐色で砂粒多く含
器台 底径 12.6 

80区
器高 14.7 

る。 む。

-233 S D019 
口11: 20.8 大型器台。体部はあまりしまらず裾

内外面ハケ目のあと口縁ナデ。褐色
ク 底径 21.2 がやや開く o 仁l縁部は体部からゆる

8803024 6F区上層
器高 25.7 やかに外反し、口唇にヘラ刻目。

で黒斑があり砂粒含む。

-234 S D019東
口径 15.6口縁部は体部から急に外反し、口唇

内外面ハケ自のあと口縁ナデ。褐色

下層
。 底径 18.4 にヘラ刻目。体部は直線的に伸びる。

8900927 
器高 23.7 

で砂粒含む。

-235 S D019 
口径 14.3 

口縁音11は体音11から比較的ゆるやかに
外面裾にタタキ自痕。内外面ハケ目

7E区下層
ク 底径 15.4 のあと口縁ナデ。茶褐色で砂粒多く

8712485 
器高 18.4 

外反し口唇にヘラ刻目。
含む。

-236 S D0l9東
口径 14.7 

口縁部は体部から急に外反、休部は 内外面ハケ目。明褐色で砂粒多く含
イシ 底径 16.0 

8712500 下層
器高 20.8 

直線的に伸び端部が開く。 む。内面に赤色顔料付着か。

-237 S D0l9 
口径 15.9 

口縁音11は体部からゆるく外反し、体
内面ハケ目のあとナデ、外面タタキ

5F区下層
。 底径 17.5 日の口縁と裾ハケ目。日音;茶褐色で砂

8712951 
器高 19.1 

部は外反して裾が開く 。
粒含む。

-238 S D0l9 
口径 15.4 

口縁音11は体音11から急に外反し、体部
内面ナデ、外面は体部タタキ自のあ

2G区上層
イシ 底径 17.4 とハケ目、ナデ。褐色で砂粒少し含

8804831 
器高 21.1 

は裾がやや外反気味に開く。
む。

-239 S D0l9 
口径 12.1

口縁部は内にやや稜をなしてゆるく 内外面ハケ目のあと体部内面ナデ。

5F区下層
イシ 底径 14.8 

8806509 
器高 18.2 

外反し、体部は裾が外反気味に開く。 茶褐色で黒斑があり砂粒含む。

← 240 S D019東
口径 14.8 

口縁部は体部からゆるく外反し、体 内外面ハケ目のあと口縁ナデ。褐色
イシ 底径 14.4 

8801266 下層
器高 18.2 

部は直線的に伸びる。 で微砂粒多く含む。

86-241 S D0l9 
口径 20.6 内面ハケ目のあと体上位と口縁ナデ、

8F区中層
イシ 底径 20.0 イシ 外面タタキ自のあと体部ハケ目。茶

8803021 
器高 25.1 褐色で黒斑があり、砂粒含む。

-242 
S D019 口f歪 16.5

外面裾にタタキ目痕。内外面ハケ目
6F区 イシ 底径 18.6 。

8712434 
東側l下層 器高 23.1 

のあと内而ナデ。明褐色で砂粒含む。

-243 S D0l9 
口{歪 16.2口縁は体部からゆるく外反し、口唇 外面裾にタタキ目痕。内外面粗いハ

7F区下層
。 底径 20.2 にヘラ刻目。体部は直線的に伸びる。 ケ日のあと体部内面下半ナデ。茶褐

8801221 
器高 13.3 色で砂粒含む。

-244 S D0l9東
口径 12.8 口縁部は体部から急に外反し、口唇 内面ハケ目、外面はタタキ目のあと

イシ 底径 14.8 にヘラ刻目。体部はやや外反気味に 体部下半と口縁ハケ目。明茶褐色で
8803000 下層

器高 17.8 開く。 微砂粒多〈含む。

-245 S D019東
口径 16.3 口縁部は体音問、らj急に外反、体部は

内面は口縁ハケ目、体部ナデ。外商

下層
。 底径 16.8 直線的に聞き裾端部が内にめくれる。

はタタキ目後ナデ。褐色で砂粒含む。8900933 
器高 19.6 

-246 S D0l9東
口径 16.6 口縁部は内面で稜をなして直線的に 口縁内面ハケ目後ナデ、体内面ナデ。

ク 底径 16.5 折れ、体部は裾が外反気味に聞き端 外面はタタキ目のあとナデ。褐色で
8900932 下層

器高 19.2 部が内にめくれる。 砂粒含む。

-247 S D0l9 
口径 18.7 

口縁音11は体音11からゆるく外反し口唇 内面ハケ日後ナデ、外面タタキ目の

2G区下層
。 底径 18.9 

にヘラ刻目。体音11は裾が内湾気味。 あとハケ目、褐色で砂粒含む。8804861 
器高 22.0 

一一
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惣座遺跡

F登Ig録-閑番番号号 出土地点 器 種 法量 cm 形態 の特徴 調整の特徴・その他

86-248 S D019東
口径 13.7 

口縁部は体部からゆるく外反、イ本部 内外面ハケ目。明茶褐色で砂粒多く
器台 底径 15.9 

8802999 下層
器高 21.8 

は裾がやや内湾気味。 含む。

-249 S D019 
口径 14.2 

内外面ハケ目のあと口縁と体部内聞

7E区下層
ク 底径 14.9 。

8804856 
器高 21.2 

ナデ。茶褐色で砂粒多く含む。

-250 S D019 
口径 17.4

外i古l裾にタタキ目痕。 内外而粗いハ

6F区下層
イシ 底径 18目2 イシ

8712433 
器高 21.5 

ケ目。赤褐色で砂粒多く含む。

-251 S D019 
口径 13.9

口縁音11は体部からやや急に外反、体
内面ハケ目、外面はタタキ目のあと

下層
ク 底径 14.4 体部上位と口縁ナデ。褐色で砂粒や

8900679 
器高 18.0 

部は裾がやや内湾気味。
や多く含む。

-252 S D0l9 
口径 15.0 

口縁部はゆるく外反し、体昔日は裾が 内面は口縁ハケ目、体部ナデ。外面

7E区下層
イシ 底径 16.3 

薄くやや内湾気味。8712473 
器高 20.5 

タタキ日 o 褐色で砂粒含む。

87-253 S D019 
口径 16.5 

口縁部は内面に稜をなし直線的に折

5F区下層
イシ 底径 18.8 

れ、体部が直線的に伸びる。
内外国ハケ日 O 褐色で砂粒含む。

8804865 
器高 21.5 

-254 S D019 
口径 18.0 口縁部は外面に稜をなし直線的に折 口縁部ハケ日後外面ナデ。体部内面

6F区下層
イシ 底径 18.2 れ、体部は直線的に伸び、端部やや ハケ目、外国タタキ日後ハケ目。茶

8712980 
器高 19.8 内湾。 褐色で砂粒少し含む。

255 S D0l9東
口千歪 18.0 

口縁部は外国に稜をなし外反、体部
内面ハケ日後口縁ナデ。外面タタキ

。 底径 17.6 自のあと 口緑ノ、ヶ目、ナデ。茶褐色
8802994 上層

器高 21.0 
が直線的に伸びる。

で砂粒多く含む。

256 S D019 
口径 14.8 口縁部は不明瞭に折れて短く大きく

内外市ハケ自のあと口縁と体部内面

4F区下層
イシ 底径 15.4 開き、体部はやや外反気味に開き高

8804839 ナデ。掲色で砂粒多く含む。
器高 22.4 し、。

-257 S D019 
口径 12.4 

口縁部はく字に折れてやや外反、体
仁l緑と休部内閣ナデ。体音11外面タタ

5F区
イシ 底径 14.9 キ目のあと下半ハケ目、ナデ。茶褐

8712942 
器高 19.2 

部は直線的に伸び開きが少ない。
色で砂粒多く含む。

一258 S D019 
口径 12.1 

口縁部はく字に折れ、体部は直線的
|有国ハケ日後ナデ、外面タタキ自の

2G区中層
イシ jまf歪 12.6 あと体部上半ナデ。 H音褐色で砂粒少

8712971 
器高 18.8 

にイ中ぴ、る O

し含む。

259 S D019束
口径 7.2 小型器台。口縁部はく字に短かく折 内面ナデ。外商は口縁ハケ日後ナデ、

イシ 1:11;径 9.7 れて開き、体音11は裾が外反気味に関 体音11タタキ目後裾ナデ。茶褐色で微
8712497 下層

器高 12.8 き高い。 砂粒多く含む。

-260 S D019束
口径 10.6 口縁部は内面に体部と不明瞭な稜を

内外面ハケ目のあとナデ。褐色で砂
イシ 底径 13.8 なして外反。体部は裾が外反気味に

8900931 下層
器高 16.3 開く。

粒を含む。

-261 S D0l9東
口t歪 11.2

口縁部はく字にちかく体音11から急に 内面ハケ目のあと体部下半ナデ。外
。 底径 14.2 

8804854 上層
器高 17.3 

外反し、体部は外反気味に開く。 面タタキ目。褐色で砂粒少し含む。

-262 SD019 口径 21.4 
大型鼓形器台。〈びれ部に平行細線 内外面ハケ目のあと口縁ナデ、さら

8712417 3G区西トレ
特殊器台

残高 12.5 
2条を主Ijみ、長方形透しを上下 2段 に刻文し透しを切る。明茶褐色で砂

に4方穿け、上段に幾何学的刻文。 粒少し含む。

-263 S D019 底径 24.4 
大型鼓形11:f台。くびれ部に、櫛描文 内外而ハケ目のあとナデ、さらに櫛

8900942 8E区下層
器台

残高 14.0 
をめぐらし、長方形透しは上下 2段 描をめぐらし、透しを切る o 茶褐包

に4方穿けるか。 で砂粒含む。
一一一一一一一 一
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皿遺物

F登19録-同番番号号 出土地点 器 種 法量 cm 形態 の 特 徴 調整の特徴・その他

88-264 S D019 
支脚

底径 10.6 口縁部は袋状、体部は直線的に開き、 内而ナデツケ、体外面ハケ目後ナデ。

8802881 3E区 器高 11.0 端部は内にめくれる。 褐色で砂粒含む。

-265 S D019 
イシ

底径 10.3 七面はやや傾斜し、有孔凸形で一端 内面ハケ目後ナデツケ、体外面タタ

8711359 5F区下層 器高 10.3 がやや突出。休部は外反して開く。 キ日後ナデ。 H音褐色で砂粒含む。

-266 S D019東 底径 12.9 上面は有孔凸形で一端がやや突出。 内面ハケ自後ナデ、体外面タタキ目

上層
イシ

器高 11.6 体部は直線的に聞く。 後ナデ。茶褐色で砂粒含む。8803038 

267 S D204 。 底径 12目2上面は平坦でやや傾斜し有孔、一端 外面タタキ目のあと内外面ハケ目、

8803682 上層 器高 11.3 突出。体音11は直線的に聞く。 上面ナデ。茶褐色で砂粒含む。

-268 S D019 
イシ

底径 10.3 上面は有孔凸形で一端がやや突出。 内面は裾ハケ目、他ナデツケ。外面

8714106 5F区上層 器高 8.7 体部は裾が内湾気味に開く。 ナデ。褐色で黒斑があり砂粒含む。

269 S D019 底径 9.8 上面は有孔凸形で体部は外反して開
内面は下半ハケ目、上半ヘラナデ。

6F区上層
。

器高
体外面はタタキ目後ナデ。茶褐色で

8806502 9.5 く。
砂粒を含む。

-270 S D019東 底径 11.0 上面は有孔平担。体部は外反して開 内面ナデツケ、体外面タタキ。褐色

下層
イシ

器高 10.0 で砂粒含む。8900930 く。

271 S D019 底径 10.3 上面は有孔平坦。体部は直線的に開 内面は下半ハケ目、上半ナデ。体外

3F区下層
イシ

器高 面タタキ目。茶褐色で砂粒多く含む。8712956 8.8 く。

-272 S D0l9東 底径 12.2 上面は有孔平坦。体音11は外反気味に
内外面ナデツケ。日音褐色で砂粒含む。

下層
イシ

器高 8.6 8810899 開く。

-273 S D0l9東
イシ

底径 13.5 上面は有孔平坦。体部は裾がわずか 内面ナデツケ、外面タタキ目。赤褐

8804838 上層 器高 9.7 に開く。 色で砂粒含む。

-274 S D0l9 底径 11.1 上面は器台口縁状に開いて厚く有孔、 内外面ハケ目のあとナデ。褐色で粗

5F区封書
イシ

器高 体部は外反して大きく開く。 砂粒含む。8900690 9.8 

-275 S D019 底径 8.6 
器台状に台部が聞く。

内外面ナデ。外商黄褐色、内面黒色

6F区以音
イシ

器高 で、粗砂粒含む。8712422 7.6 

-267 S D019東 底径 8.0 上面は有孔平坦。体部は裾がわずか
内外面ナデ。褐色で砂粒含む。

5F区下層
。

器高8712957 7.4 に開く。

-277 S D019 底径 7.8 
筒形。体部は外反して開く。

内外面ナデツケ。褐色で砂粒少し含

7E区
。

器高 む。8804849 7.4 

-278 S D0l9 底径 9.4 筒形。口縁部は外にめくれ、休部は
内面裾ハケ目、他ナデツケ。外面白

8E区下層
イシ

器高 10.0 裾が外反o !G，f壁が厚く、成形雑。
褐色で黒斑、内面茶褐色で粗砂粒含

8712455 
む。

-279 S D019東 底径 8.6 ヒ面は平坦にちかく、体部は芯がつ
全面ナデ。茶褐色で砂粒含む。

下層
イシ

器高 まり中央ややへこむ。8900928 7.3 

p
h
u
 



惣座遺跡

Fig-図番号
出土地点 器 種 法量 cm 形態 の特徴 調整の特徴・その他登録番号

88-280 S D019 底径 10.0 
大型支柱状。先端は斜め上方に突出

全面指オサエ、ナデ。明茶褐色で呈

8803027 4F区下層
支脚

器高 14.4 
し、下位背面につまみ出し。底面は

斑があり、砂粒含む。
楕円形。

89-281 S D019 底径 10.6 上面は傾斜し、有孔、一端が障者状突 内面と上面ナデ、体外面タタキ目。

8E区上層
。

器高 11.4 出。体部は直線的に開く。 茶褐色で砂粒含む。8712973 

-282 S D019 。 底径 11.2 。
内面ヘラナデ、体外面と上面タタキ

8801196 5F区下層 器高 10.2 目。明褐色で砂粒多く含む。

-283 S D0l9 底径 10.0 上面は有孔凸形で一端が斜め上方に
内外面ナデ。茶褐色で砂粒含む。

2G区中層
ク

器高 11.3 時寄状突出。体部は直線的に開く。8712442 

-284 S D019 底径 8.4 
内面と上面ナデ、体外面ハケ日のあ

イシ イシ とナデ。黄褐色で黒斑があり、砂粒
8801193 5F区上層 器高 8.0 

含む。

-285 SD019 底径 8.0 上面は平坦で傾斜し無孔、一端が突 内面と上面ハケ日後ナデ、体外面タ

5F区下層
イシ

器高 出する。体部はやや外反気味に聞く。 タキ目。茶褐色で粗砂粒多く含む。8801195 8.3 

-286 S D0l9 底径 11.4 上面は平燈で傾斜し有孔、一端突出。 内面ナデ、外面と上面タタキ目。茶

8E区上層
。

器高 体部は直線的に開く。 褐色で砂粒やや多く含む。8712452 9.2 

287 S D0l9 底径 9.7 内面ハケ目後ナデ、外面と上面タタ

5F区下層
。

器高
。

キ目。暗褐色で粗砂粒多く含む。8801198 9.5 

-288 S D019東 底径 9.3 内面ナデ、外面と上面タタキ目。褐

下層
ク

器高
。

色で砂粒含む。8801190 9.7 

289 S D019東 底径 12.2 上面は斜めで有孔、 一端がわずかに
内面と上面ハケ目後ナデ、体外面タ

下層
。

器高 10.2 
タキ日後ナデ。褐色で黒斑があり、

8900340 突出。体部は直線的に聞く。
砂粒含む。

-290 S D019 底径 12.2 上面はやや傾斜し有孔凸形で一端が 内面ナデツケ、体外面タタキ日後ナ

6F区上層
イシ

器高 やや突出。体部は外反して開く。 デ。茶褐色で砂粒含む。8712435 9.4 

-291 S D019 底径 11.2 上面はほぼ平坦で傾斜し有孔、一端 内面と上面ナデ、体外面タタキ目。

3F区下層
イシ

器高 11.2 突出。休部は裾がやや外反。 茶褐色で黒斑があり、砂粒含む。8801214 

-292 S D019 底径 10.4 上面はほぼ平担で傾斜し有孔。体部 内面ハケ目、体外面と上面ナデ。赤

8E区下層
イシ

器高 は直線的に開く。 褐色で砂粒含む。8712456 8.9 

-293 S D019東 底径 11.5 上聞は凸形でやや傾斜し有孔。体部 内外面ヘラナデ。茶褐色で砂粒多く

下層
。

器高 10.0 は裾が外反。成形雑。 含む。8900929 

-294 
S 0204 

底径 9.5 上面は平坦で傾斜し無孔。体部は直 内外面ナデツケ。明茶褐色で砂粒や
イシ

器高 線的に聞く。 や多く含む。8804837 8.6 

-295 S 0019 底径 12.4 内面ハケ目、外面ハケ目、上面ナデ。

6E区
。

器高
。

内面黒褐色、外面茶褐色で砂粒含む。8802882 9.7 

つ臼ハh
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E 遺物

F登19録図番番号号 出土地点 器 種 法量 cm 形態の 特 徴 調整の特徴・その他

89-296 S D0l9東
支脚

底径 10.4 上面は平坦で傾斜し有孔。体部は直 内面と上面ナデ、体外面タタキ目。

8806504 下層 器高 10.6 線的に開く。 褐色で黒斑があり、砂粒多く含む。

297 S D0l9 底径 8.4 上阪は平坦で傾斜し体部は柱状でや
内外面ナデ。暗褐色で微砂粒含む。

2G区中層
イシ

器高 や上げ底。8712988 6.0 

90-298 S D019 
甑

口f歪 22.2鉢形。体部は内湾して立ち上がり、 内面ハケ目、外面は体部ナデ、底部

8714109 3G区 器高 13.3 丸底。底部孔径は不整楕円形。 ヘラケズリ。茶褐色で砂粒多く含む。

299 S D019東
ク

口径 16.7鉢形。休部は内湾して立ち上がり、 内外面ナデ。褐色で黒斑があり、砂

8802840 上層 器高 9.3 丸底。底部孔径1.4crn。 粒含む。

-300 S D019 口径 15.4 
鉢形。体部は内湾して立ち上がり、

イシ 底部はレンズ状に突出。底部孔径 内外面ナデ。茶褐色で砂粒含む。
8801205 4F区下層 器高 12.0 

O.6crn。

-301 S D019 。 口径 16.5 鉢形。体部は内湾して立ち上がり、 内外面ハケ目のあと!s;外面ナデ。褐

8714110 3G区 器高 11.3 丸底。底部孔径1.0crn。 色で黒斑があり砂粒含む。

-302 S D0l9 
イシ

口径 16.4 鉢形。体音1Iは内湾気味に立ち上がり、 外面底部付近タタキ目痕。内外面ハ

8803002 8F区上層 器高 12.7 丸底。底部孔径1.4crn。 ケ日のあと口t量ナデ。

303 口径 17.4 
鉢形。体部は直線的に開き、口縁部 内外面ナデおよびヘラナデ。底部孔

S D019東 イシ は不明瞭に折れる。底部は不安定な は焼成後穿孔。茶褐色で粗砂粒多く
8900099 器高 9.8 

平底。底部孔径O.8crn。 含む。

304 
検出面 イシ

胴径 18.3 菱形。胴部はあまり張らず、底部は小さ 内外面ハケ目。茶褐色で黒斑があり、

8804811 底径 5.0 な平底で径約l.Ocrnの孔を 3個穿ける。 砂粒多く含む。

-305 S D0l9東
不明

底径 7.9 釣鐘形。体部は直線的に開き、体上 内外面ナデ。茶褐色で微砂粒多く合

8802990 下層 器高 7.7 位に l干し穿ける。 む。内商にスス付着。

-306 S D0l9東
イシ 残高 5.0 

釣鐘形。体部は内湾して下がり、頂 内面ナデ、外面ハケ目。明茶褐色で

8802991 下層 部に紐通し状の l孔穿ける。 砂粒多く含む。外面にスス付着。

-307 S D019 
杓子 残長 15.3 粗製。

全面指オサエ、ナデ。明褐色で砂粒

8712990 2G区中層 含む。

-308 S D019 
残高 7.3 小型、粗製。

全面指オサエ、ナデ。褐色で砂粒含

5F区上層
イシ

8900348 む。

309 S D019 
蓋

口径 9.9 天井部はなだらかに傾斜し端部内湾、
内外面ナデ。明褐色で砂粒多く含む。

8711365 2G区上層 器高 3.5 乳状つまみ。

-310 S D019 
勾玉

長 3.3 
円弧形。 ナデ仕上げ。明茶褐色で微砂粒含む。

8802992 上層 干し径 0.2 

91-311 口径 28.1 口縁部はく字に折れやや外反。胴部 口緑と内面ハケ目のあとナデ、胴外

8802996 
S D207 護 胴径 27.6 は上位に最大径をおき長胴気味で、 面タタキ目のあと下位ナデ。明褐色

器高 35.5 不安定な平底。 で砂粒多く含む。
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惣座遺跡

F登Ig録-図番番号号 出土地点 器 種 法量 c四 形態 の特徴 調整の特徴・その他

91 -312 S D207 底径 12.7 
'1tl底部付近は内面ナデ、外面ハケ目。

8802934 3E区
台付斐

台高 3.2 
台は直線的に開く。 台部は内外面ナデ。黄褐色で砂粒含

む。

-313 口径 13.0 
口縁部は胴部からやや不明瞭に折れ 内外面ナデのあと胴外面下半ヘラケ

8802932 
S D207 鉢

器高 12.1 
外反、胴音11は張りがなく、平底の名 ズリ。褐色で黒斑があり、砂粒多く

残りをとどめる。 含む。

-314 S D207 
口径 8.8 口頭部はつよくしまり短〈直立、胴 1同内面ハケ目のあとナデおよびヘラ

8810896 8B区
z宜~ 胴径 14.2 部は球状で平底の名残りをとどめる。 ナデ。腕外而タタキ目のあとハケ目、

器高 15.4 さらにナデ。褐色で砂粒含む。

-315 S D207 口径 7.1 小型鉢。体部は内湾して深〈立ち上
内面ナデ、外面タテヘラミガキ。外

8802933 7B区
鉢

器高 9.3 がり、底部は指で押えて小さな平底。
面赤褐色、内面黒色で、砂粒含む。

精製。

-316 
口径 28.3杯部口縁は体と段をなして外反、脚 杯部内外面と脚部外面タテヘラミガ

8803020 
S D207 高杯 底径 17.6 部は裾がやや高く内湾気味に開き、 キ。脚部内面は筒ヘラケズリ、裾ハ

器高 24.0 4方透し。 ケ日 o 赤褐色で砂粒含む。

-317 
口径 13.7

口縁部は体部から急に外反し、体部 内面ハケ目五ナデ、外面タタキ目。
イシ 器台 底径 16.5 

褐色で砂粒多く含む。8802931 
器高 19.7 

は直線的に聞く。

92-318 口if 23.3 
口縁部はく字に折れ、胴音11は中位に 内外面ハケ目のあと口縁外面ナデ。

S B215 斐 胴径 25.3 
8802873 

器高 38.6 
最大径をおく長胴で丸底。 茶褐色で砂粒含む。

-319 
口径 17.1 口縁部は胴部とやや不明瞭な稜をな 内外面ハケ目のあと胴下半内外面ナ

。
宜E 胴径 26.2 してく字に折れ、口唇主IJ目。胴部は デ。明褐色で黒斑があり粒砂粒含む。

8711380 
器高 32.9 中位やや上が張り丸底。

-320 口径 9.3 
口縁部は胴部から不明瞭に折れて直

内面ナデ、外面ハケ自のあと胴外面。 鉢
器高

立気味。胴部はあまり張らず不安定
下佼ナデ。茶褐色で砂粒多く含む。8802815 8.2 

な平底。

-321 
S B212 

口径 16.8 休部は皿状に浅く内湾しながら開き、 内面ナデ、外面タタキ目のあとナデ。
イシ

器高 丸底。 明褐色で粗砂粒含む。8804809 5.6 

-322 
S K230 高杯

外口径28.5
平坦口縁。

杯部内外面へラミガキ。明褐色で砂

8910103 残高 5.0 粒多く含む。

-323 
斐

口if 23.8 口縁部はく字に折れ、胴部は長胴気 口縁と目同内而ナデ、胴外面ハケ目。
ク

残高 味か。 褐色で砂粒やや多く含む。8910104 3.4 

-324 底径 6.6 
平底。

内面ヘラナデ、外面ハケ目。褐色で
タ， イシ

残高 砂粒多く含む。8910106 9.5 

-325 
t 宜E

口径 7.9 頚部は直立から外反し、仁l縁部は不 口頚部内外国ナデ。褐色で砂粒少し

'" 残高8910107 5.0 明瞭な稜をなして折れ内傾。 含む。

-326 
口径 9.0 

小型鉢。休部はわずかに内湾して立
イン 鉢 底径 4.7 内外面ナデ。褐色で砂粒少し含む。

8910105 
器高 3目3

ち上がり、平底。

93-327 
S B219 高杯

口径 38.3 
平坦口縁。

内外而ナデか。明褐色で砂粒多く含

8910119 残高 5.0 む。
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血遺物

F登Ig録l苅番番号号 出土地点 器種 法量 cm 形態 の 特 徴 調整の特徴・その他

93-328 底径 21.0 
胸部内面ハケ日後ナデ、外面ハケ目

S B219 高杯
残高 6.1 

脚部は裾が内湾気味に開く。 後タテヘラミガキ。褐色で砂粒やや
8910114 

多く含む。

-329 胴径 19.9 
頚部はつよくしまり、仁l縁部は急に

イシ t 宜E
残高 12.0 

折れて外反。胴部は中位に最大径を 内外面ハケ目。縄色で砂粒含む。
8910115 

おく。頚音1Iに刺突文。

330 
鉢

口径 6.9 小型鉢。体部は内湾して立ち上がり、 内外面ナデ。褐色で砂粒を少し含む。
イシ

残高8910116 6.2 尖成状。

-331 
官:52: 頚径 33.0 

複合口縁査か。 I1阿部は肩が張り、~J{ 内外而ナデ。明茶褐色で砂粒多く含。
胴問に三角突待2条。8910118 む。

-332 
2本

仁l径 27.9大型鉢。体部は内湾して立ち上がり、 内外面ハケ自のあと口縁と体部外面。
苦手高 14.4 不安定な平底。 下位ナデ。褐色で砂粒やや多く含む。8910113 

333 
~ 

口径 9.9 無頚査。口縁部は上方に稜をもち、 内面ナデ、外面ハケ目後ナデ。褐色
イシ

胴径 14.6 8910117 胴部は中位やや上が張るか。 で砂粒少し含む。

-334 
鉢

口径 15.1 体部は内湾して開き、浅く丸底の名 内面ナデ、外面ハケ目後ナデ。褐色
イシ

器高8910112 6.3 F長りをととめる。 で砂粒含む。

-335 
口径 12.7 

口縁部はく字に折れ直立気味、胴部 内外面ハケ日後ナデ。茶褐色で黒斑

8802930 
S B262 査 胴径 18.3 

は球状で、丸底か。 があり、砂粒含む。
残高 14.3 

336 口径 13.8体音11は内湾して立ち上がり、口縁部
体音I1内雨ヘラナデ、他ハケ目のあと

。 鉢
器高 5.8 は不明瞭に短く折れて薄い。丸底。

体部外国下半ヘラナデ。茶褐色で砂
8803013 

粒含む。

-337 
S B222 

口径 10.6 休部は平!まから内湾して立ち上がり、 内外面指オサエ、ナデ。褐色で砂粒
イシ

器高 含む。8803014 5.0 i主し、。

94 -33E 
斐

胴径 26.0 
長胴気味で平底。

内外商ハケ目のあとナデ。褐色で砂。
残高 26.0 :校多く含む。8900692 

-339 
甑

口径 16.6 体部は内湾して立ち上がり深く、メL 内而ハケ目、外面タタキ目後ナデ。。
器高 13.2 底。底部孔径1.3cm。 黄褐色で砂粒多く含む。8802822 

-340 
鉢

口径 18.0体部は内湾して聞き、 nll状に浅い。 内外商ナデ。茶褐色で砂粒多く含む。
イシ

器高 歪む。8803025 6.2 

-341 口径 10.2 体部は内湾して立ち上がり深く、底 内外面ナデ。明褐色で黒斑があり、。 イシ

器高 部は指でオサエて上げ底状の平底。 砂粒含む。8802921 8.4 

-342 口径 5.5 
小型鉢。

内外面指オサエ、赤褐色で砂粒含む。
イシ 。

器高8802925 2.2 

-343 
口径 8.5 

口縁音11は複合状につぶれ、休部は裾
口縁と体音11内面ナデ、体部外面タテ

8900544 
S B225 器台 底径 15.5 

が外反して聞く。
ヘラナテーから裾部ナデ。明褐色で砂

器高 13.3 粒含む。
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惣座遺跡

F登Ig録-図番番号号 出土地点 器 種 法量 cm 形態 の 特 徴 調整の特徴・その他

94-344 S K236 
支脚

底径 7.0 上面片側で雁股状に 2本の噴状突起、 内面ナデ、外面ヘラナデ。明褐色で

8804814 埋土中 残高 11.1 後方に未貰通の刺突痕。 砂粒少し含む。

-345 
S B266 高杯

底径 11.1 
脚部は裾が低く聞き、 3方透し。

脚部は内面ナデ、外面ハケ目のあと

8802926 残高 8.0 タテヘラミガキ。褐色で微砂粒含む。

-346 底径 9.6 
胴下半内問ヘラナデのあと指ナデ、

8909832 
S B267 斐

残高 14.3 
大型斐か。平底。 内面ハケ目。明褐色で砂粒含む。外

面にスス付着。

95-347 口径 17.8 
内外面ハケ自のあと内面下半ナデ、

8909830 
S B269 鉢

残高 12.1 
体部は内湾して立ち上がり深い。 外面下半ヘラケズリ、さらにナデ。

茶褐色で砂粒含む。

-348 
イシ 高杯

口径 18.0杯部口縁は体部と段をなして外反長 均二部内外面ハケ目。茶褐色で砂粒含

8909831 残高 7.0 伸。 む。

-349 
き電

口径 24.0 口縁部はく字に折れ、胴部は上位に 内外面ハケ目のあと外面ナデ。茶褐
イシ

残高8909829 9.6 最大径をおく。 色で砂粒含む。

-350 
口径 18.4 杯部口縁は体部から折れ直立し端部 口縁ナデ、脚内面ヘラナデ、それ以

8711594 
S B274 高杯 底径 13.4 外反。主IJ目沈線とへラ H音文を描く。 外タテヘラミガキ。明茶褐色で黒斑

器高 15.8 脚部はやや高く開く 。 があり砂粒殆ど含まず。精製。

-351 
S B288 鉢

口径 15.6
体部は内湾して立ち上がり平底。

内面ナデ、外面ハケ自のあと口縁ナ

8803018 器高 8.3 デ。明茶褐色で砂粒含む。

-352 
イシ

口径 8.5 
小型鉢。体部は浅く丸底。 指オサエ。褐色で微砂粒含む。イシ

器高8803017 3.9 

-353 
S B292 高杯

口11: 26.2 
平坦口縁。丹塗。

内外面ヘラミガキ。褐色で砂粒多く

8910108 残高 3.3 含む。

-354 
ク

口径 26.0 杯部は底体にかけ丸く、口縁部でや 杯部口縁と体内面ナデ、体外面板小。
残高8909833 8.5 や外反。 口ナデ。茶褐色で砂粒含む。

-355 口径 12.5 
復合口縁査。頚部は直立から外反し、

口頚部内外商ハケ目のあとナデ。褐
ク 宝~

残高 5.8 
口縁部はやや不明瞭な稜をなして折

色で黒斑があり、砂粒多く含む。8910109 
れ内傾。

-356 口径 16.3 口縁部はく字に折れ、口頚問に三角 内面ナデ、外面ハケ目のあと口縁ナ
。 イシ

残高 10.0 突帯。胴部は下膨れか。特殊形態。8910111 デ。褐色で砂粒少し含む。

-357 
器台

口径 10.1 口縁音11はやや不明瞭に折れて短く開 口縁と体部内面ナデ、体部外面ハケ
。

残高 自のあとナデ。褐色で砂粒多〈含む。8910110 7.5 く。

96-358 口径 19.8 口縁者11はやや不明瞭に折れ、体部は
内面ハケ目。口縁外面タタキ目後ナ

。 鉢
器高 13.9 

デ、底体外面はハケ目のあと底ヘラ
8802920 あまり張らず丸底。

ケズリ。赤褐色で黒斑、砂粒含む。

-359 
S B281 官五

口径 24.6 やや大型の鉢形。体部は深く、尖底 内外聞ハケ目のあと口縁と底外面ナ

8802826 器高 15.8 状。底部孔径l.Ocmo テf。褐色で黒斑があり、砂粒含む。
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F登19録ー図番番号号 出土地点 器 種 法量 cm 形態の 特 徴 調整の特徴・その他

96-360 
S B281 鉢

口径 17.0 
体部はやや浅く、丸底。

内外面ハケ目のあと外面ナデ。褐色

8802821 器高 7.6 で黒斑があり砂粒含む。

-361 土不体部は浅く丸味をもち、口縁部は
杯体部内外面ハケ目のあと周縁ナデ、

イシ 高杯 残高 5.0 
内面に沈線をおいて大きく外反。

さらにヘラ時文。明赤褐色で微砂粒
8803006 

少し含む。精製。

-362 底径 13.5 脚部は柱状筒から裾が低く外反して
筒部外面タテナデ、裾は内面ハケ目、

イシ ク 外面タテヘラミガキ。明褐色で微砂
8802928 残高 13.7 開く。

粒含む。

-363 底径 10.6 杯体部は内湾して開き、脚部は裾が 脚内面ハケ目、他不明。黄褐色で砂
イシ イシ

残高8803023 8.4 不明瞭に屈曲して開く。 粒殆ど含まない。

-364 
鉢

口径 11.2 小型鉢。体部は湾曲して立ち上がり、 内外面指オサエ、ナデ。明褐色で砂
イシ

器高 丸底。8802922 5.3 粒含む。

-365 口径 30.8
口縁部は平坦にちかく屈曲し端部が

口縁と胴内面ナデ、胴外面ハケ目。

8909825 
S B293 斐

残高 7.0 
やや肥厚して丸味をもっo 胴部は上

褐色で砂粒含む。胴外面スス付着。
位が張る。

-366 
口径 19.6 口縁は不明瞭ながらく字に折れて短 内外面板ナデ状の粗いハケ目のあと

。
'" 胴径 17.7 く、胴部は中位が張って平底。口縁 口縁ナデ。明褐色で砂粒含む。胴外

8712928 
器高 16.6 波状の粗製。 面上位にスス付着。

-367 
鉢

口径 16.6 
体部は内湾して立ち上がる。

内面ナデ、外面ハケ目 o 褐色で砂粒
イシ

残高 6.4 含む。8909828 

-368 口径 9.6 体部は深く、大きく内湾して立ち仁 内外面ナデ。茶褐色で砂粒多く含む。
イシ ペシ

残高 10.8 8802812 がる。

-369 
古賀 底径 7.0 

平底。丹塗。
内面ナデ、外面赤褐色丹塗磨研。内

イ〉

残高 面明褐色で砂粒含む。8909827 3.5 

97-370 口径 23.6 口縁部は屈曲して大きく開く。体部
口縁と体部内面ナデ、体部外面ハケ

8802825 
S B291 鉢

器高 12.7 は張りがなく平底。
目。外面黒褐色、内面褐色で黒斑が

あり、砂粒含む。

-371 口径 15.8 
体部は内湾気味に、平底。

口縁と体部内面ナデ、体部外面ハケ
ク ク

器高 7.6 日o 褐色で砂粒含む。8802816 

-372 口径 16.4 
体は深く、口縁部やや外反し、不安

内外面ハケ白後ナデ。褐色で砂粒含
イシ イシ

器高 10.1 
定な平底。口縁が楕円形に大きく歪

8803022 
む。

む。粗製。

-373 
τ宜t:;: 残高 7.4 

胴部は中位が張り平底。口縁部は屈 胴部内面ナデ、外面ハケ目。外面黒
イシ

曲して大きく関くか。 色、内面褐色で砂粒含む。8802919 

-374 口径 25.6 杯体部は丸味をもち深く、口縁部は
杯体部内面ナデ、口緑上面ヘラミガ

8910101 
S B289 高杯

残高 7.9 平旦に屈曲して端部肥厚。
キ、均:体音11外面ハケ目。褐色で砂粒

合む。

-375 
鉢

口径 13.8 小型鉢。口縁音11は水平にちかく短〈 内外面ナデ。茶褐色で黒斑があり、
イシ

器高 砂粒やや多く含む。8910102 7.2 屈曲し、体部は張りがなく平底。
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惣座遺跡

F登19録図番番号号 出土地点 器種 法量 cm 形態 の特徴 調整の特徴・その他

口f室 17.7
やや大型の鉢。体部は内湾して立ち 内外面ハケ自のあと口緑部ナデ。外

97-376 S B010 鉢
残高 11.2 

上がり深く、口縁端部は上方に稜を 面茶褐色、内面灰褐色で微砂粒含む。

向ける。

-377 宣τ甘
底径 8.6 

平底。
内外国ハケ目のあと内面ナデ。茶褐

イシ

残高 色で砂粒含む。7.0 

-378 S C 180 
口径 10.5 口縁部は短くく字状に屈曲して薄く、 胴内面ナデ、口縁部と胴外面ヘラミ

東側供献
イシ 胴径 13.5 胴部は中位が張って平底。 ロ縁部に ガキ。口緑と胴外面に赤褐色丹塗り、

8909824 
器高 9.6 2対の菱紐孔。精製。 内面茶褐色で砂粒含む。
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田 遺物

(3) 鏡

S B219竪穴住居跡の床面上から379・380の2面、 SD019環濠埋土から381が出土した (Fi

g.98， P L 71) 0 S D019からは昭和52年度の調査でも小型イ方製鏡 I面と舶載鏡片 I点が出土し

ており 、既に『肥前国府跡 IJ佐賀県教育委員会1978で報告したところ である O

379は内行花文小型イ方製鏡で径7.5cm。鏡面はわずかに 1mm程度反るが、ほほ平Eにちかい。

縁の厚さO.35cm、残存重量41g。全体に黄緑色に鋭化 し、腐触が芯まで及んでいる 。銅質は錫

分が少ないと思われる。完形のまま検出したが脆 く、 取上げの際に破損し、現状では縁の大部

分が細片となって修復困難である。鏡背の文様構成は鉦をおいて径2.0cmの突線円圏、内区に

9花文 ・さらに幅O.9cmの粗い櫛歯文帯をおいて幅0.7cmの素文縁で、おわる。全体に鋳上が りが

わるく文様の描出は不鮮明である。鉦孔部の座端に小突起があるのは鉦孔中茎の押さ えである

とすれば、土製鋳型の使用を示す ものであろうか。なお、両面には住居跡の床に敷いてあ った

であろ うワラ状の植物痕が認められる。

、 ノ/ノ
¥¥、、~ 〆//
、¥、、 "--〆y

川 、一一戸 / /
、¥ /ノ

379 

、く工三二三三ーーェェィ-.::>' 381 

O 

「\一一~(と=====> 380 

登録番号

379 (8909148) S B291出土

380 (8909147)同上

381 (8909149) S D019出土

lOcm 

Fig.98 鏡 (1)

-169一



惣座遺跡

380も内行花文小型イ方製鏡で、径9.1cm、縁厚O.4cm、残存重要40g 。鏡面は中央付近がやや

へこんでいるのは二次的作用で変形したもので、もともと平坦であろう。両面とも濃緑色と暗

灰色のまだらに銃化し、主、まで腐触が及んでいる。銅質は錫分が少ないと思われる。銅質が脆

いため取上げの際に縁と文様帯の一部が細かく破損したが、元々完形品のまま検出した。鏡背

の文様構成は鉦をおいて径2.3cmの突線円圏、内区には小座をもっ突出度の小さい乳 9個が不

等間隔に一周し、それぞれの乳間に対応して10花文がめぐる。さらに外側に幅0.9cmの組い斜

行格子文帯があり、幅1.0cmの素縁で、おわる。全体に鋳上がりはあまり良くなく、文様の描出

はやや不鮮明である。 379と同じく両面に住居跡の床に敷いてあったであろうワラ状の植物痕

が認められる。

381は縁から櫛歯文帝にかけての一部のみ破片のまま出土した。 379に類する小型内行花文鏡

であろう。縁の幅1.0cmとして復元すれば鏡面径約8.0cmとなる。縁厚O.4cm、文様の描出は不鮮

明である。全面黒色に銃化して芯まで青緑色に腐触が進んでおり、銅質はあまり良くないと思

われる。

(4) 鉄器

斧・鎌・鍬・万子・のみ・飽・倣・その他がある (Fig.99~102， P L 71 ~74) 。

〔斧) 382~388を図示する O 刃部に有肩と無肩との違いがあり、いずれも袋部の折り返しは

離れて合わせ目をなさない弥生時代の鉄斧の特徴を示す。 382以外は手斧であろう O

382は無肩で長さ9.0cm、刃幅(復元)4.8cmで、刃部がとくに厚い O 刃部片側と袋部折り返し

片側を欠損する。全体に厚く錆に覆われている o S D019濠 6F区埋土上位出土。

383は刃部がわずかに肩をつくる。長さ8.6cm、刃幅(復元)4.5cm。刃部片側と袋折り返しの

一部を欠損する。小穴埋土中出土。

384は段の不明瞭な有肩で、長さ7.7cm、刃幅4.3cm。刃こぼれが認められるほか、使用時の

力で袋部が振れている。裏面にワラ状の植物痕がみられる。 SB218出土。

385は小型無肩で長さ6.4cm、刃幅3.3cm、袋部断面は稀に長方形にちかく、小型のわりには

刃部が厚い。全体に鋳化著しく、刃こぼれと袋部端の欠損がある。 SD019濠 2G区出土。

386は刃部が明瞭な肩をなさずにやや拡がる小型品。長さ6.3cm、刃部は両角が丸味をもち最

大幅3.6cmで、小型のわりには厚い。袋部片側を欠損する。奈良時代の土壊SK232埋土上から

出土したが、他にも弥生土器片が出土しており、混入であろう O

387も刃部が明瞭な肩をなさずに拡がる小型品、長さ6.1cm、刃幅3.1cm。袋部端がやや欠損

する以外はあまり大きな破損はない。 SB291出土。

388は有肩で刃部が長い特徴をもっ。長さ7.0cm、刃幅2.9cm、刃部は若干刃こぼれがあって

一方の角を欠き、袋部は片側を欠損する。また袋部にワラ状植物痕がある。 SB267出土。
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惣座遺跡

〔鋳造鉄斧・鍬) 389~398を図示する 。 このうち389は鉄斧に含められるかもしれないが、

類例の少ない鋤先状である。 390~398は両端を短く折り返した板状の鍬先で、そのうち396~3

98は小型である。

389は鉄塊同然に全体が誘に覆われているため、実測図はあくまで復元によるものである 。

それでも袋部はソケット状になることは明らかであり、鋳造品の可能性がつよい。形態は刃部

が袋部よりわずかに幅が拡がる。袋部は両面が段差をもって方形のくり込みをつくり、両側面

が袖状に立っと思われる。ただし袋部の袖片側を欠損する。法量は長さ7.8cm、刃幅は約8.6cm、

袋部幅8.2cm、袋部厚さ2.2cmに復元する。刃部が厚く、見た目にも重量!惑がある。残存部重量

290g 。復元によるこのような形態は銅製鋤先を思わせる。幅に対する長さおよび両面のくり

込みからみて鉄斧とすれば手斧的なものか。奈良時代の土媛SK235の埋土下層から出土した

が、弥生土器片も多く伴っており、混入とみてよいであろう。

390は長さ6.0cm、幅1l.3cmで、刃部に向かつて徐々に薄くなる。刃部片側から折り返し片側

にかけて欠失する。 SD019濠2G区出土。

391は折り返しの片側を欠失するが、長さ4.6cm、幅は約13cm程度となろう 。したがって幅の

わりには刃部が短い。厚く錆で覆われ、ふくれている。SB267出土。

392は刃部と身幅の約 3分の l程度を欠失する。復元すれば長さ約5.5cm、幅約12cm程度にな

るかと思われる。身の厚さは脊で、約O.3cmと比較的薄い。 394残欠と共に SB265出土。

393は身幅の約 2分の l程度が残存するものであろう 。残存部も折り返 しを欠失している 。

長さ5.0cmで、刃幅が脊幅よりかなり広く聞く特徴をもっ。395とも SD019濠 3G区出土。

396・397・398の3点は小型例製鏡2面を出土した SB219から出土した同一形式の鍬先で、

手鍬とでも呼ぶべき U字形刃部の小型品で、ある。 396でみると脊部両側には小さな舌状の折り

返しがあり、一部木質が付着する。刃部はやや不整形なU字形で刃こぼれがある。脊幅5.0cm、

長さ3.9cm。身厚O.2cmo 398は片側折り返 し部を欠失するがこれとほぼ類似し、長さ4.1cmo 397 

も同様な残欠である。

〔鎌〕 直刃鎌399~403 ・ 405 ・ 406、曲刃鎌404、それに手鎌407を図示する。

399は全体に錆で覆われふ くれているが、ほほ完形品と思われる。直刃で脊がわずかに湾曲

し、鋒がやや急にせばま って先端を斜めに切り落としている。基部は刃部に対し約98。の角度

で折り返して柄が付く 。ただし折り返し部分は一部欠損する。長さ20.7cm、幅は基部で、4.4cm

鋒部で、2.3cmで、ある。 SD019i豪6F区出土。

400は鋒方約 5分の 2程度を欠失する。全体に銃化著しくふくれている。脊は直線、刃部は

わずかに内湾気味で刃こぼれがある。残存長13.5cm、基音IlqJ)i;4.8cm。柄部の折り返しは欠失す

るが、脊部に対する角度は96 である。 SD019濠 5F区出土。

401は鋒方約 3分の l程度を欠失する。脊は直線、 刃部は研ぎ減 りによるものか内湾して鋒
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惣座遺跡

が急に狭くなる。残存長10.5cm、基部幅3.4cm。柄部の折り返しは短く一部欠損し、柄を結び

つけた樹皮らしい痕跡が残る。脊に対する角度はほぼ直角である。 SD019濠 2G区出土。

402は現在、途中で曲がり 2つに折れ、基部の折り返しを欠失する。復元すれば長さ22.6cm、

基部幅4.4cm、鋒幅2.0cmである。脊は鋒でやや内湾、刃部側も基部ちかくの2.4cmから先は内湾

気味で、先端を方形に切り落す。脊に対する折り返し角度89
0

0 S D019濠12C区出土。

403は鍬先状にもみえるが鎌としておく。基部は脊に対しほぼ直角に折り返し、鋒が斜めに

刃部をつくって切れ上がる。長さ10.Ocmo基部幅2.2cmoS D019濠 2G区出土。

404は1点のみ曲刃鎌が出土した。ただし検出面出土である点に問題はあるが、 一応弥生時

代としておく。柄茎と鋒を欠失しており、残存長8.6cm、刃幅2.5cm。両面には樹皮を巻いたか

とみられる繊維状痕跡が認められる。

405・406は基部折り返しの特徴をもたないが直刃鎌か。それぞれ SB215、SB273出土。

407はI点のみ SD019濠東辺から出土した手鎌で、残存長3.9cm、幅2.0cm。脊にはヨコに木目

がはしる木質が幅0.9cmで一部遺存する。

〔刀子) 408・409の2点がある。出土地点はやや離れるが同一個体の可能性もある o409は弥

生時代では類例の少ない鹿角装である。

408は2片に折損する。本来的には片関とみられ、茎と切鋒をやや欠質する O 復元すれば身

の長さ約14cm、幅は基部で1.8cm、鋒で'1.3cm、脊厚0.3cmoS D 019i豪4E区出土。 409の茎は長

さ7.5cm、幅1.0cm、厚さ0.6cm。これに鹿角の柄を装着する。柄の握りは下方の幅を狭く断面三

角形状に削っているoS D019濠 3F区出土。

〔のみ) 410が l点ある。刃部は断面やや台形で、下幅l.lcm、厚さ1.2cm。片刃で厚味がある。

袋穂は刃部からそのまま膨らみ、断面は長方形。残存部で、の最大幅は2.0cmで、柄の木質が遺

存する。袋穂の中央に縦の亀裂が走っているのは合わせ目と思われる。残存長11.6cm、そのう

ちの刃部長6.0cmoS D019濠 8D区出土。

〔錨) 411~414の 4 点を図示しておく。 1 点をのぞいて残欠である。古墳時代の施に見られ

るような板状茎の特徴をもつものは見あたらない。

411は両端を使用する。断面でみると中央は曲面を描くが両端刃部付近ではV字形となって

深い。全長l l. lcm、幅1.0cm、厚さ 0.lcm~0.15cm 、 S D019濠 8D区出土。

412は断面および柄とみられる木質の付着位置から、図上方が鋒であろう。残存長6.8cm、幅

は鋒の方がやや広くなり1.2cm、厚さ0.2cm。奈良時代の溝 SD208から出土したが混入であろ

う。 413残欠も断面および木質の遺存位置からみて図上方が鋒であろう。 SB215出土。 414残

欠も図上方が鋒にあたる。残存長5.9cm、幅1.0cm、厚さ 0.lcm~0.15cmo S J 233費棺墓で下蓋

外の墓域底から出土したが、副葬品とは思われない。

〔銭) 415~420の 6 点を図示しておく。それぞれ特徴をもつが、身と茎がやや不分明でL茎が
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Fig.102 鉄器4 万子・のみ・錨・鍛()1)

短いあるいは無茎といった点は弥生時代通有の形態である。

415は大型広身で、無茎であろう O 両面には鍛頭は挟みこんだ柄の木質痕が幅O.8cmで、先端ち

かくまで残る。残存長6.7cm、身幅3.0cm、厚さO.15cmo S D019濠 8D区出土。

416は菱形身からのそのまま幅がせばまって茎につって。残存長6.9cm、身幅2.8cmで厚味が

ある。SD019濠 8D区出土。 417もこれに類するがやや大型で、ある o S D019i豪3F区出土O

418は鋒が鋭く尖り身が板状に細長い。SD019濠3F区出土。
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E 遺物

419は身全体が丸味をもち、やや稜をなして細い茎が付く、長さ7.0、身I幅2.00 S D019濠 2

G区出土。420は茎幅が広く、身との境に段をもつかと思われる。茎には柄を結んだであろう樹

皮が一部遺存する O 残存長5.6cm、身幅1.7cmo S D019濠7E区出土。

その他421は用途不明の板状鉄片で、残存長4.2cm、厚さO.4cmoS B 222出土。

(鉄器遺物登録番号)

382-8712373 383-8909130 384-8909139 385-8712372 386-8714025 387-8909132 

388-8909133 389-8714026 390-8712366 391-8909131 392-8712395 393-8712371 

394-8712396 395-8712368 396-8712398 397-8712400 398-8712399 399-8714027 

400一8712381 401-8712375 402-8712386 403-8712367 404-8714031 405-8909135 

406-8909136 407-8714032 408-8712322 409-8712347 410-8712385 411-8712324 

412-8712384 413-8714012 414-8714028 415-8712383 416-8909128 417-8712321 

418-8712370 419-8909134 420-8712382 

(5) 玉類

ガラス製の小玉422~442 (422~433は青色、 434~442は紺色)が多く、他に緑色ガラス管玉

443と乳白色めのう丸玉444がある (Fig.103，P L 71)。

@ @ @ @ ⑥ @ o @ @ @ 

。 O o 白 <0 
。 Q 。。 O 

422 423 424 425 426 427 428 429 430 431 

@ ⑨ 。 @ @ @ @ @ @ @ 

C;:J 。。 D 。o <;:;:コ = 。 。
432 433 434 435 436 437 438 439 440 441 

⑥ t②ノ G 登録番号

422 423 424 443 ・・S0019 

⑪ 内 426・・ S B 268 427 428 430 ・・ SB289 

①叫
429... S B 282 434…S B269 

442 ¥:; I 
435... S B 281 436…S B266 

443 
438-440…S B288 444…S 0208 
441 442 431 432 433.検出国出土

O 5 cm 

Fig.103玉類 (%)
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3 古墳時代

土師器と鉄器が若干ある (Fig.104・105，P L 75)。

S DOll は調査区東南隅にある東西構で、今回の調査区内では唯一明確な古墳時代の遺構で

ある。ただし一部分しか調査していないので性格については必ずしも断定できないが、一応、

溝として扱っておく 。埋土ヰlから古式土師器が若干量出土している。

また SD019埋土lゃから は古墳時代に下るかと思われる鉄鉱が少量1':1:'1こL:した。SD019は弥生

後期終末まで続く環濠で、他にも弥生の鉄鉱等が出土しており、必ずしもそれらと別時期とは

言い切れないところはあるが、5JJj遺構の切り込み等の可能性を考え一応区別 しておく 。

今回の調査で出土した遺物をみると古墳時代でも布留式以降にいては SDOll以外ほとんど

皆無である。ただし、先に見た SD019出土土器の新しい段階にはわずかに庄内式の影響がみ

えることからも知られるように、既に先進地域では古墳が出現している時期に並行するであろ

うから、弥生時代の終時と共に集落そのものが廃絶したということにはならない。なお、 SD

019およびSD207の環濠からは古墳時代の須恵器は全く出土せず、おそらく古墳前期前半の う

ちには完全に埋没した状態にあったと考えられる。

(1) 土師器

S D201溝から 1':1:'1 土した446~450 を一括して挙げておく 。

440は小型章。口縁部は胴部から屈曲して立ち気味に伸び、胴部は最大径がやや上位にあり、

球状にちかいと思われる。内外面ともナデ、焼成不良のため黒褐色で、砂粒を多く 含む。口径

10.0cm、胴径10.8cmo 447は底部に焼成前穿孔を もち、鉢状の胤であろう。茶褐色で砂粒を多

Fig.104 古墳時代の土日iJj器(;"4')
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E 遺物

く含む。 447は口縁部が大きく聞いた、いわゆる小型丸底地。器壁は薄く、口縁部と胴部の境

外面に細かなハケ目を残し、ナデて仕上げている O 明褐色で砂粒を少し含む。口径1l.Ocm、胴

径8.0cm、器高8.1cm。

448は高杯の杯脚接合部付近。杯底部は丸底気味で体部は直線的に聞き、筒状の脚付に乗る。

内外面ともナデて仕上げており、明褐色で微砂粒を含む O 残高3.4cmo449は小型の高杯脚部で

筒部は細くしまってやや不明瞭に屈曲して裾が聞くようである。杯部は内面が平坦であり、体

部の立ち上がりはやや浅いかと思われる O 筒部外面にハケ目を残す。褐色で砂粒を含む。残高

8.0cmo 450は同じく小型の高i不脚部であるが、筒部は芯がつまり細身で、裾は明瞭な屈曲をも

たずに開く O 筒部外面にハケ日を残す。明褐色で微砂粒をわずかに含む O 残高8.1cmo

遺物登録番号は以下のとおりである O

445 -8802833 446 -8802836 447 -8802834 448 -882837 449 -8802838 

450 -8802839 

(2) 鉄器

451はSD 0l9濠 3F 区下位、 452~454は同溝 2G 区上位から出土した。いずれも細身長頚形

式の鉄倣である。ただし箆被と茎との段は451のみ残存するが、他は頭部の途中から茎を欠失

して不明である O 身は453のみ細長く伸びる。

遺物登録番号は以下のとおりである。

451-8712325 452-8712376 453-8712377 454-8712378 

《
同
川
川
同
日

453 

451 454 
452 0 lOcm 

Fig.105 鉄鍛 (Yz)
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惣座遺跡

4 奈良・ 平 安 時 代

溝および土壌から須恵器と土師器が若干出土した (Fig.106， P L 75・76)。少ないながらも

主体は須恵器で、土師器はごくわずかである。他には布目瓦片数点と、土器以外では SK234 

から釘片が l点出土したのみである o 遺物が最も多く出土したのは SK234で、 SD205および

S D208の溝 2条は調査が断面試掘溝だけで完掘しなかったこともあって量は少ない。ただし

試掘講の状況からすると、埋土中に包含される遺物の量はもともと少ないようである。

以下、須恵器と土師器について遺構ごとにまとめて概要をふれる。遺物一覧Tab.4。

(1 ) 須恵器・土師器

S D205溝からは須恵器455~458が出土した。 455蓋はつまみが無く天井部はややつぶれて口

縁端部が短く立つ。 456・457杯は高台が底部の内に入札体部は底部と稜をなしてやや浅く直

線的に伸びる。 458は底部がへラ切り離しのままの不安定な皿で、体部は短く聞き口縁部が外

反する。

S D208溝から須恵器459~461 が出土した。 459 ・ 460蓋はつまみとも天井部が偏平にちかく

つぶれる。 461杯は高台が底体部の境に付き、短く立つ。

S D207溝からは土師器杯462と瓦質土器463が出土した。462は口径が大きく 底部はヘラ切り

離し、 463は杯底部が丸味をもち、その接地面とほぼ同高の高台がめぐる。

S K232土墳からは須恵器蓋464が出土した。天井部は平坦で、口縁部が短く折れて立つ。

S K234土療からは465~474が出土した。そのうち474が土師器、他は全て須恵器である 。 器

種には須恵器杯蓋および身 ・皿・ 査、土師器鉢がみられる。

須恵器蓋465~466は天井部が全体に丸味をもち、口縁端部はただ垂直にちかく成形する。 46

5は破片天井部に墨書「田」があり、上にもう l字あったとすればこの地区で既に類例のある

「山田」かもしれない。 i山田」では肥前風土記にも登場する久池井周辺の古地名である。須

恵器杯のうち468~470は大小の差はあるが、高台は底部のやや内に入り体部が底部と稜をなし

て立ち上がる。 468は底外面には墨書があるが一部分のため読めない。高台をもたない須恵器

杯471は体部が底部と明瞭な稜をなして外反気味に立ち上がる。472は須恵器皿。473の須恵器

査は別々に出土した底部・胴部・口縁部を同一個体とみて、図上で復元したものである。した

がって法量等は必ずしも正確ではないが、参考資料として挙げておく。胴部肩と頚胴聞は突帯

で飾り、細頚に二段口縁が付く 。

鉢474のみ土師器で、平坦を思わせる底部から、体部は急に立ち上がって深い。

これらの須恵器・土師器の時期は太宰府周辺の編年に合わせ、およそ次のとおり推定する 。

S D205溝出土の一群は 8世紀前半に位置づけられ、これは SB239掘立柱建物跡ほかの約 9。

180-
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惣座遺跡

西傾する倉庫群 7棟の時期を示すものであろう。 SD208溝出土の一群は 8 世紀後半~9 世紀

初に位置づけられ、これは SB260掘立柱建物跡ほかの正方位建物群の時期を示すと思われる。

また、 SK232お よ びSK233土墳出土の一群も 8世紀後半を中心とするものであって、正方位

建物群と同時期がその廃絶直後の様相を示すものであろう。

S D018溝出土の 2点は12世紀前半頃と推定する。切り合わないまでもこれと重復する小型

柱穴の SB279掘立柱建物跡は、おそらくそれ以前であろう。

以上の遺物推定時期から総じていえば、今回の調査地区の遺構は 8 世紀前半~9 世紀初の主

に奈良時代で、 9世紀前半以降この地区の利用については不詳ながら、平安時代のうちに再び

建物が造られるが、もはやそれは官街的なものではない、といった変遷を辿ることができる。

Tab. 4 奈良・平安時代の須恵器・土師器一覧表

F笠19録一関番番号号 出土地点 器 種 法量 cm 形態 の特徴 調整の特徴・その他

106-455 S D205 須恵器 口径 12.6 
天井部は狭く平坦で、口縁端部は短 天井音11平旦而ヘラケズリ、他ナデ仕

8401949 下層 菱 器高 2.2 
く折れて直に立つ。つまみは付かな 上げ。器壁が厚い。外国時灰色、内
し、。 面日音褐色で砂粒やや多く含む。

-456 須恵器 底径 9.4 
休部は底音11と不明l僚ながら稜をなし

底外商ヘラ切離し後ナデ、他ナデ仕

8401950 
S D205 

勾: 残高 3.0 
て急に立ち上がる。高台は、やや内

上げ。灰色で砂粒やや多く含む。
に入って短く外に張る。

-457 S D205 
口径 17.0 休部は底音11と稜をなして直線的にや 底外岡ヘラ切離し後ナデ他ナデ、他

上層
。 底径 10.2 や浅く仲びる。高台はやや内に入っ ナデ仕上げ。明灰色で砂粒を殆ど含

8804810 
器高 5.2 て短〈外に張る。 まない。

-458 S D205 須恵器 口径 16.0 
底部は丸味があり不安定。休部は底 底外面ヘラ切離しのまま他ナデ仕上

8810894 上層 皿 器高 2.1 
部と稜をなして短く立ち、口縁部は げ。酸化により褐灰色で焼ぶくれあ

i時〈外反する。 り。砂粒は殆ど含まない。

-459 S D208 須恵器
残高 0.8 

天井部は平担で痕跡程度のつまみが 天井音11ヘラケズリ、他ナデ仕上げ。

8401946 6B区 蓋 付く H音灰色で砂粒をやや多く含む。

-460 S D208 口径 14.4 
天井部は平坦で低くつぶれ、口縁端

天井音11ヘラケズリ、他ナデ仕上げ。

6E区
イシ

残高 1.3 
部は丸くまるめる。つまみを欠失す

明灰色で砂粒を少し含む。8401947 
る。

-461 S D208 須恵器 !氏径 9.0 
高台は底体部墳にあって短く立つ。

ナデ仕上げ。明灰色で微砂粒を少し

8401945 6B区 杯 残高 2.4 含む。

-462 土師器 口径 16.8 
体制1は底音11と明瞭な稜をなさず。内 底外面ヘラ切離し後ナデ、他ナデ仕

S D018 湾気味に立ち上がって口縁端部が外 上げ。底外面に板目痕あり。明褐色
8803007 勾: 器高 3.7 

にめくれる。 で砂*;1.を殆ど含まない。

-463 瓦器 底径 6.6 
休部から底部にかけて丸l味をもち、 ナデ仕上げ。底外面に板目痕あり。

イシ

勾、 残高 3.2 
高台は底中央接地面とほぼ同高に低 外面H音灰色、内面l珂灰色で砂粒は殆

8401940 
くめぐる。 ど含まない。

-464 須恵器 口径 23.0 天井音11は偏平で、口縁部は稜をなし
天井部約2分の lヘラケズリ、他ナ

8401948 
S K232 

蓋 残高 1.8 て折れ短く直に立つ。
デ仕上げ。明灰色で砂粒をやや多〈

含む。
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F登19録閃番番号号 出土地点 器種 法量 cm 形態 の 特 徴 調整の特徴・その他

106-465 S K234 須恵器 口径 14.6 
天井部はわずかに平坦をつくり、体 天井部約 2分の lヘラケズリ、田ナ

8401939 上層 蓋 残高 2.2 
部は丸味をもって下り口縁端部が断 デ仕上げ。明灰色で微砂粒を少し含

面三角の稜をなす。墨書「田」あり。 む。

466 口径 14.8 
天井部から口縁部まで一体化して見

天井ぶ約4分の 3ヘラケズリ、他ナ
イシ イシ

器高 ιl 
る味をもち、口縁端ぶは断面三角形

8401933 
の稜をつくる。ヘラ記号あり。

デ仕上げ。明灰色で砂粒を含む。

-467 口径 15.0 
天井部はわずかに平坦をなし、休部 天井部約 2分の lヘラケズリ、他ナ

。 。
器高 3.9 

は丸H本をもってそのまま 口縁部につ デ仕上げ。灰色で砂粒をやや多く含
8401934 

づく。小さくやや雑なつまみが付く。 む。

-468 須恵器 底径 9.8 
体部は底部と稜をなして立ち上がり、

底外面ヘラ切離し後ナデ、他ナデ仕。 高台は体部ちかくにあって短く外に
8401938 杯 残高 3.0 

張る。底外面に墨書あり。
上げ。灰色で砂粒をやや多く含む O

-469 
口径 12.0 体部は底部と不明瞭な稜をなしてや

底外面へラ切離し後ナデ、他ナデイ士
イシ 。 祖無 6.4 や内湾気味に立ち上がり、高台は体

8401931 
器高 4.5 音11ちかくにあって短かく立つ。

上げ。陪灰色で微砂粒を少し含む。

-470 
口径 14.8 大型の杯。体部は底部と稜をなして

底外面ヘラ切離し後ナデ、他ナデ仕
ク 。 底径 8.4 直線的に立ち上がる。高台はやや内

上げ。褐灰色で砂粒を含む。8401932 
器高 5.5 に入って短く外に張る。

106 -471 須恵器
口径 13.7 

体部は底音11と不明瞭な稜をなして外 底外面ヘラ切離し後ナデ、他ナデ仕。 底径 8.0 
8401930 杯

器高 3.3 
反気味に開いて立ちあがる。 上げ、明灰色で微砂粒を少し含む。

-472 須恵器
口径 16.4 

体部は底部と明瞭な稜をなして短〈 底外商ヘラ切離し後ナデ、他ナデ行
イシ 底径 13.3 

8401926 皿
器高 1.7 

立ち上がる。 上げ。灰色で砂粒を少し含む。

-473 須恵器
口径 16.4 図ヒ復元。口縁部は細頚から外反し 胴部下半ヘラケズリ、低外面ヘラ切

ク
軍Aゴ

胴径 25.6 て2段に立つ。胴部は屑をもち突帯 離し後ナデ、胸部屑位内面に同心円
8401929 

器高 30.0 2条、高台は底体境にあって低い。 文を残しナデ仕上げ。外面灰色。

-474 土師器 口径 25.7 体部は平坦な底部から急に直線的に 体部は回転ナデ。明褐色で砂粒を含
イシ

鉢 器高 14.9 8802851 深〈立ち上がる。 む。
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久池井 B遺跡

遺跡名:久池井B遺跡(略号 KTT-B) 

所在地:佐賀郡大和町久池井四本杉
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久池井B遺跡

久池井B遺跡

I 遺跡の概要

本遺跡は惣座遺跡の東方約150mに位置する。調査区は I区 .II区・皿区に別れる。一帯は

現在、九州横断自動車道建設によって地形が一変してしまっており、 I区 .II区が佐賀大和第

Iインターチェンジ(国道263号線東側)、 E区が第 2インターチェンジ(同国道西側)にあ

たる。 I区.II区が昭和57年度調査、田区が昭和62年度・ 63年度で、しかもそれぞれ調査者が

異なるので、本来一つの遺跡ではあるが、遺構・遺物ともそれぞれ区を分けて説明することに

する。ただし皿区の場合は調査時点では惣座四本杉遺跡としたが、立地および遺構の関連性な

どからみると I区 .m区と同一視すべき遺跡であるので、今回改めて先に名称、のあった久池井

B遺跡に統ーしたものである。また、各調査区の遺構番号も惣座遺跡・惣座B遺跡に関連する

一連番号に打ち改め今回整理した結果、久池井B遺跡の中で調査時期の順に I区・ H区が300

番台、 E区が700番台の遺構番号を付すことになった。これは肥前国府跡確認調査以来もちい

て来た方法を踏襲するもので、これだと例えば国府関連の建物を示す場合でも遺跡をこえて重

複せずに名称、をあたえることができる。ただしこの方法はあくまで肥前回府跡の確認を主眼に

るノλ ー/ブ可二三i ¥¥ '.¥ o_ 

Fig. 107 久池井B遺跡発掘位置図(~剛)

-186 



I 遺跡の概要

当初の予想をこえた範囲に拡がった今日では、いずれ再考すべき必要を感じている。ともあれ、

当面はこの一連番号は現在確認されている国庁跡とその周辺官街地区、すなわち広義の惣座遺

跡(最近の調査ではその中で小字名を加えて区別することもある)と久池井B遺跡に限定して

用いておくことにする O

さて本書のはじめにも触れたように、久池井B遺跡が所在する台地は惣座遺跡とは別の台地

である (Fig.107) 0 これまで佐賀県および大和町が実施した調査結果を総合してみると、両

遺跡の聞には幅50m~lOOmほどで浅い凹地帯か南北に走っており、ここでは井戸・溝等はあ

るが建物が所在しない。この凹地帯は現在でも水田が主であって、両遺跡がのる台地が蜜柑閏

等に利用されているのと明らかに区別される O 現地形で、の比高差は約O.5mであり、おそらく国

府の時期においてもある程度湿地状態ではなかったと推定される O したがって両遺跡が並存し

た以上、その聞の通交には近接しながらも一定の不便があったと思われるが、見方を変えれば

久池井B遺跡、の場合、国庁跡ほか惣座遺跡内の周辺官街とは一定程度分割された機能をもっ建

物群であったと想定できるのである O

次に久池井B遺跡の地形だけをみると、この台地は嘉瀬川東岸の山麓部から低位段丘が南に

舌状に張り出したものであって、その末端は一旦途切れて先にバイパス関連調査を実施した地

区にまで伸びる。したがってバイパス関連調査では惣座遺跡B遺跡とした地区も実際は久池井

B遺跡の続きとみた方がよい。久池井B遺跡の範囲については調査区の北側および東側で試掘

を行ったが若干の溝・土墳が検出されただけで、建物跡はみつからなかった。大和町が圃場整

備関連で東側一帯を広く確認調査を実施した際も結果は同様であった。これらのことから見る

と久池井B遺跡はそれ自体が他と分断された一つのまとまりある遺跡であり、今回の I区・ II.

E区の調査をもって、ほぼその全体を完掘したといえよう。

各調査区で検出した遺構は殆ど奈良・平安時代で占められ、ほかには皿区で弥生前期の貯蔵

竪穴 3基、 E区で 7世紀の土墳墓 I基、また皿区で中世の溝数条がある程度である O 奈良・平

安時代の遺構は掘立柱建物跡が多く、 I区7棟、 H区8棟、皿区25棟を数える。中でも H区を

中心とする建物群は大型の 3棟が鍵型に整然、と配置されて北側に 5棟の倉庫をもち、さらに側

溝をもっ道が北に伸びて H区に大型の井戸を配する O 方位をほぼ真北に揃えており、 一つの完

結した機能をもっ遺構群とみられる o I区北側にも正方位にちかい建物群はあるが、規模は小

さい。皿区の建物群は方位から区分するとおよそ 3群に分かれ、おそらく時期差によると思わ

れるが複雑な配置をみせている O その他の遺構は溝・井戸・土墳墓があり、とくに田区で数が

多い。これらは建物群との時期ごとの関係およびその廃絶、あるいは地割り等の問題に重要な

関わりをもつものである。

具体的な様相は以下、調査区別に説明し、肥前回府跡の中での位置付けについては惣座遺跡

等と合わせて後に総括する際まとめて述べることにする O

内
/

O
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久池井B遺跡

I区 (Fig.108，PL77~83) 

地形は南に向かう緩やかな傾斜面で、水田耕作による段々がある。また調査区北側は約1.5

m高くなって再び緩傾斜が北に向かつて上がる O 全体に削平が著しく遺構の残りが浅い。

検出した遺構は掘立柱建物跡 7棟、井戸 I基、土域10基、 i茸6条である O

まず掘立柱建物跡は 7棟が調査区の北側に偏って位置し、 一部は切り合う。柱掘形はいずれ

も径30cm前後の円形で、建物自体も国府関連官街といえるような規模のものではない。構造は

S B314が 3問X2問で、 SB315も北側は高い盛土の農道があって検出できなかったが同じ構

造であろう。また SB309は柱穴が一部痕跡程度しか残存しなかったが、やはり 3問X2間と

推定する。この 3棟はいずれも南北棟であるとはいえ、 SB314がほほ、正方位であるのに対し

S B315はやや西に傾き、逆に SB309はやや束に傾くといったわず、かな速いがあり、規則的な

配置関係をもたなしい、、。 3問X2間で

数以上を占め、方位はまばらではあるが全期間を通じて最も 一般的とみられる O 春日遺跡でも

I棟を検出している。 2間X2問総柱の倉庫構造建物は SB212 . S B213・SB311の 3棟が

ある。いずれも方位を正方位に揃えており、隣接する SB314と関係する倉庫であろうか。た

だし SB312とSB313はほぼ同じ位置に建ち、柱穴の切合い関係から SB313→ S B312への建

替えが考えられる O また 2椋は SD322に切られている。 SB310は柱穴の全てがそろって検出

されたわけではないので問題は残るが 2問X1間としておく o S B 311と重なるが先後不明。

井戸は SE302が 1基ある。上面はかなり削平されているが約 3m四方の方形に掘り込んだ

あとさらに約 1m四方の方形で深く掘り下げており、肥前国府関連ではこれまで唯一の大型井

戸である。検出面から約 6mの深さにもかかわらず出水がなく、また埋土中に殆ど遺物が含ま

れないので実際使用されたかどうかは疑問である。この SE302の北側には SK301とした底面

平坦な浅い窪みがあり、関連施設の可能性がある o S E302はSK303に切られる O

溝は 6条あるうち SD304・SD305か位置関係からみて SE302に関連するであろう 。 また

S D307とSD308は約 4mの間隔をおいて並行しながら SE302からほぼ真南に向かつており、

おそらく I区の建物群と SE302井戸とを結ぶ通路の側溝であろうと考えられる o S D307の続

きは I区でも一部みられ、もう 1条並行する SD306は皿区の SD713に続L ている。これらの

溝は削平のため深さ 10cm~20cmほどしか残っていない。北側の S D323は南に傾いて東から西

に向かったあと南に折れる。深さ約50cmの断一面U字形で比較的よく残っていたが、それでも両

端は削平のため途中で消える。 SB312およびSB313を切るb

土嬢は SB314の束脇に SK316~ S K320が集中的に掘り込まれており、 SB314等に関連す

る廃棄墳と推定する。このうち SK320は削平されて深さ 5cmほどしか残存しなかったが、他

4基は埋土中から比較的多量の須恵器・ こ!こ(:ili器が出ニ!こした。西側の SK324~ S K326も小量で、
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I 遺跡の概要

はあるが須恵器・土師器が出土しており、廃棄壌であろう O

各遺構の時期は、 SK316・SK317とSK318・SK319が 8世紀後半である O ただし遺物の

組成からは前 2基の方が若干古い。また SK324~ S K326も8世紀後半である O 溝では SB312 

に切られる SD323が 8世紀中頃である。従って I区北辺の建物群はこれら廃棄墳をある時期

に伴うものとみて、 8世紀後半を中心とする頃と推定しておきたい。一方南側の井戸および溝

はSD306~ S D308が 8世紀中頃~後半の遺物を出土、 SK301も同時期である o S D305は8

世紀末~9 世紀中頃と推定する。従ってこれら溝等と関係するであろう S E302は 8世紀のう

ちには存在したことは確かであろうが、おそらく 9世紀中頃までのうちには廃棄されたのでは

ないかと推定する。この点は H区建物群の時期とも関係する問題である。

Tab. 5 久池井遺跡 I区遺構一覧表

遺構番号 種 引j 形 7'b1E 、 規 f民 日1 f府 考 旧番号

S K301 竪穴 方形か I辺約4.7 S K301 

S E302 ナ|二戸 方形 上掘2.9X2.7、井戸1.45x 1.35、深5以上 S K303に切られる S E302 

S K303 土横 円形 径1.35 S B302 

S D304 1誌 東西i詰 長19.2、 111面0.6~ 1.1 方位N91
0
40' E S D323 

S D305 イシ ク 長30.5、幅約0.6 方fiLN91
0
W S D311 

S D306 ク 南北溝 長74以上、幅約1.5 方位N1
0 
20' W S D304 

S D307 イシ イシ 長65以上、幅約1.6 ぞ〉 、SE302関連 S D329 

S D308 イシ イシ 長31以ヒ、幅約1.2 '" 、 イン S D330 

S B309 掘立柱建物 南北棟 ( 3間) X 2問 (6.75)X4.50 方位N50 00' E 

S B310 。 東西棟 I問X1問 3.23X2.00 方位N4
0 

10' E S B307 

S B311 イシ 南北棟(総柱) 2問X2問 3.36X2.88 方位N0
0 
40' W S B331 

S B312 。 ( // ) ク 3.67X3.45 方位N3
0

lO' E S B308 

S B313 イシ (ク) 。 3.45X3.45 方位N2
0 
40' E S B312 

S B314 ク 南北棟 3間X2問 7.05X4.50 方位N1
0 

10' E S B319 

S B315 ク イシ ( 3間) X 2間 (6.15)X4.18 方位N2
0 
40' W S B320 

S K316 士敬一 楕円形 4.3X2.2 須恵、~・土師器多し S K318 

S K317 ク イシ 2.3 X (1.1) 。 S K315 

S K318 。 不整方形 2.2X (2.2) ク S K313 

S K319 ク 不整円形 4.4 X (2.5) 。 S K314 

S K320 。 i持状 長3.6、幅約0.9 S K310 

S D321 溝 東西・南北講 長9、幅約0.4 西端で南に折れる S D332 

S D322 イシ 南北i斉 長3.5、幅約0.4 S D306 

S D323 。 東西i存 長51以上、 l陥約0.5 方位 N103
0 
20' W S D009 

S K324 土域 不整楕円形 1.2XO.9 S K324 

S K325 イシ イ〉 1.4 xO.9 S K325 

S K326 ク 。 1.8Xα S K326 
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久池井B遺跡

2 II区 (Fig.109，PL84~95) 

I区から続いて地形はわずかながら南に傾斜し、その南端で-s.台地が終わって約0.5mや

や急に下がる。掘立柱建物跡 8棟・溝 6条・井戸 l基・土嬢墓 4基・土嬢 7基を検出した。

掘立柱建物跡は調査区の南側で SB343・SB43・SB345の大型長棟3棟が鍵形に並びその

北側に SB334~ S B338の倉庫建物 5棟が鍵形に並ぶ。これらの建物跡は全て方位が真北で L

かも規則的な配置をもっ。また国道263号をこえて皿区でも SB345に並ぶ SB702があり、関

連する建物跡とみられる o II区の東側は圃場整備に伴う確認調査でも建物跡は見つかっておら

ず、南側も今回確認調査を行った結果では建物跡は存在しない。 したがって E区の建物跡8棟

と田区 SB702を加えた 9棟をもって、同時期に存在し完結した一群の建物跡とみでほぼ間違

いないであろう 。さらにその関連施設としては SD346溝がSB343・SB344の南面に掘られ、

S D339はSB334・SB335の南面に痕跡程度残っており倉庫群に伴うものと考えられる。

まず掘立柱建物跡をみると、一群の中では SB344が主殿にあたり、 SB343がその脇殿的な

性格をもつものであろう 。 SB344は身舎 6問X3問、南面に出 l聞の廟が付 く6閑X4聞の

東西棟で、身舎の梁中間に間仕切りをもっ。柱穴は身舎では間仕切り柱がやや小型の方形であ

る以外は一辺約1.0mの方形で柱根径約0.25m、廟の柱穴はやや不規則な小型の方形である。

S B343は5間X3問の東西棟で、柱掘形は SB344同様一辺約1.0mの方形、柱根径約0.25m

である。この 2棟は3，5mの間隔で東西に並び、 SB343とSB344身舎の共に梁問中央の東西

軸で列を揃えるが、桁行の柱聞が互いに等しいのに対し、梁聞の柱聞は SB343の方が小さい。

その為、同じ 3聞でありながら SB343とSB344身舎部分との位置関係は後者の方が北側・南

側とも柱列が l尺出ている。次に SB345は6問X3聞の南北棟で、出 1聞の東面府をもっ。

前 2棟との位置関係は身舎部分の東柱列がSB343の西柱列と一線に並ぶ。この SB345の柱掘

形は基本的に方形ではあるが、長方形や円形にちかい隅丸方形が多く、また大きさも不揃いで

あるなど前 2棟からみるとやや雑な感は否めない。この点は SB345が前 2棟に対して従属的

な性格の建物であることを示すかのようである。

一方、北側の SB334へ-S B338の 5棟はいずれも 2間X2聞のやや南北に長い総柱建物で倉

庫とみてよい。このうち SB334~ S B337の4棟が南面の柱列をほぼ一線に揃え、 S B338が

S B337の南に位置し、全体としてみると鍵形の配置をも っ。 5棟は主軌をほぼ真北におくが、

ただし正確には SB 334~ S B336の 3棟が互いに約12尺の間隔をおいて南側柱列を正しく揃え

主軸方位NO'lO'Wであるのに対し、 SB337はSB336と約19尺の間隔をあけ、しかも主軸方

位Nf10'Wでわずかな違いがあり SB338と西側・東側柱列とも正しく並ぶとい った若干の

違いがある。また 5棟は規模・柱掘形にも違いがみられ、とくに SB334・SB335と他 3棟と

の差が大きい。すなわち SB334・SB335の柱掘形は径0.5m前後の小型円形で柱根径約0.2m、

ワムハud



I 遺跡の概要

規模でも SB334が11尺X9尺、 SB335が10尺X9尺とほぼ同程度でいずれもさほど大型の建

物を想像させない。これに対し SB336は前 2棟と南面を揃えながらも 12.5尺X11尺で一回り

大きく、しかも柱穴は基本的に変則の布掘りである。この布掘りは SB336の束・北・南の各

辺にみられるが実は単一掘形との折衷形態であって、上半のみ布掘りでその下半が単一掘形と

なるものであることからいえば、西辺柱列は上面の布掘りが削平された結果とみてよいかもし

れない。掘形個々は円にちかい隅丸方形で一辺約0.8mと大型、柱根径約0.25mである 5棟

の中で特に規格的な関係をもつのがSB237とSB238である O 互いに4.3mの間隔をおき方位・

柱列を正しく揃えて南北に並び、 14間X12聞をはかる。柱掘形は SB337が南側柱列を上面布

掘り、他は基本的に一辺約0.9mの隅丸長方形で柱根径約0.25mであるが、これも 4周柱列が

もともと上面布掘りであった可能性がつよい。 SB338掘形はやや不揃いながら基本的に一辺

約0.9mの大型方形、柱根径約0.25mであり、 SB337とやや異なる O このように 5棟は規模・

構造など必ずしも一定せず、はたして同時に建てられたかどうかは明らかでないが、規則的な

配置からみて少なくともある時期に並存したことは確かであろう。

溝は SD346がSB343・SB344に伴いその前面に掘られ、 SB344府柱列からは約 3m南に

離れている O 長さ36.5m、東西両端で浅くなる U字溝で、中央で、残存幅1.6m、深さ0.7mをは

かる。西端がSB343の西側でほぼ終わるのに対し、東端は SB344の東側よりも約18m伸び、て

いる o S D339もSB334ほかの倉庫群に伴うものであろう。 SB335南側柱列から南に4.0mは

なれて痕跡程度わずかに残存する O その他の溝は SD329およびSD330がそれぞれ I区の SD

306とSD307に続くもので、 SE302井戸に通じる幅約 4mの通路の側溝にあたる。途切れな

がら浅く残存して SB334の西脇を通りさらに南に向かつており、やや方位を西に振るが、 S

E302井戸がE区の建物群と通路で連絡されたその付属施設であることを示すものと考える。

S D331は斜行して SB335を切るようであり、 SD328と継がるかもしれない。幅1.0mで残り

が浅し、。

井戸は SB343の廃絶後、その南側柱列に近接して SE347が掘られている。径1.2mの円形

素掘りの井戸である。

土墳墓は E区の東南隅で SP 350~ S P 353の4基を検出した。ただし SP 350のみ主軸が東

西方向で 7世紀前半、他 3基は南北方向で10世紀中頃以降であるから、 一見同一墓域を形成す

るかのようにみえるが、その聞には 2世紀間ほどの空白がある。 4基は SB344ほか建物群の

まさに南庭に位置するものであって、墓という性格上建物群と同時期に存在したとは考えにく

い。このような土墳墓は10世紀以降になると皿区でも分散的に多く造られている。

その他、土墳は 7基以上を検出したが、削平のため残存が浅く、時期・性格等の詳細は不明

である O そのうち SK332・SK333は土墳墓の可能性もある。

出土遺物は土墳墓の副葬品が若干ある以外、各遺構埋土中出土が少量で、全体に少ない。
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久池井B遺跡

推定される各遺構の時期は SB335を切る SD331が10世紀前半、 SB344ほかに伴う SD346 

の埋没時期が 9 世紀末~1O世紀初、 S E 347j){1O世紀前半である O また土壊墓は SP350が 7世

紀前半、 SP352が11世紀前半、 SP353が10世紀中頃~後半である。従って 8棟の一群建物が

墓地と共存しえないとすれば、その時期はまず 7 世紀後半~10世紀前半の大枠が設定される。

さらに SE347およびSD331の示す年代から 10世紀前半までのうちには廃絶していたことは確

かであり、おそらく SD346が埋没した 9世紀末頃がその下限であろう o 1区 SE302とも合わ

せて考え、 SB344ほか 8棟の時期は 8世紀後半を中心とするものと推定しておく。

Tab. 6 久iih井B遺跡H区遺構一覧表

遺構番号 種 日リ 7彩 宵t~、 規 模 m f鵡 考 旧番号

S D328 W，' 東西i高 長18以上、幅約0.8 方f立N96'W S D341 

S D329 ク 南北津i 幅約0.8 S D306に続く S D342 

S D330 イシ ク 幅約0.9 S D307に続く S D343 

S D331 イシ 斜行I荷 長25以上、 l幅約1.0 S D345 

S K332 土機 隅丸長方形 0.75 X 0.45 S K348 

S K333 イシ 。 0.8 XO.55 S K347 

S B334 掘立柱建物 南北棟(総柱) 2閃 X2問 3.28X2.86 方位N0' 10' W S B351 

S B335 イシ ('-') イシ 3.00X2.67 イシ 、SD331が切る S B352 

S B336 イシ (ク) イシ 3.76X3.23 イシ 、 布掘 S B353 

S B337 ク (ク) ク 4.14X3.35 方位Nl' 10' W、布掘 S B354 

S B338 イシ ('-') イシ 4.08X3.28 。 S B355 

S D339 i持 東西i者 幅約0.4 方位N91' E S D346 

S K340 土機 問丸長方形 2.5 X 1.4 S K349 

S K341 イシ 。 1.2XO.9 S K350 

S D342 i持 斜行i荷 'P品約0.3 S D356 

S B343 掘立柱建物 東西棟 5問X3問 10.42 X 5.48 方位Nl' 20' E S B357 

S B344 イシ 東西棟(南閥) 6問X4問 12.50X7.45 方i立N0' 40' E 、南府、講 S B358 

S B345 。 南北棟(東廟) 6問X3問 12.12 X 6.14 方位Nl' 20' E 、東附 S B367 

S D346 油z 東西i持 長36.5、幅約1.6 方位N91'20' E S D360 

S E347 ヂ|戸 ILJ形 f辛1.2 S B343に後出 S E359 

S K348 土城 ifli状 長4.0、幅0.3~1.5 S K364 

S K349 。 。 長2.3、幅約1.0 S K365 

S P350 土墳墓 問丸長方形 1.85 X 0.6 頭{立N85' E 須忠告住杯身 2・葦 2 S P369 

S P351 ク 長方形 2.25 X 0.8 頭位Nl' W S P374 

S P352 イシ 隅丸長方形 2.05XO.65 頭f立N10' E 土mn器材;1 S P372 

S P353 イシ 長方形 2.0XO.8 頭fil.N17' E ゴm!i{，iflO、鏡片 l、紡錘車 l S P370 

S K354 土験 滅状 長2.3、1幅約0.7 S K373 

S D355 消 円形周波i状 1幅約1.1 S D376 

S K356 。 消i状 長2.7、幅約0.9 S K375 
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I 遺跡、の概要

3. 皿区 (Fig.110， P Ll03~ 114) 

皿区において最も古く位置付けられる遺物は、遺構検出の際、包含層中に混入していた縄文

早期の押型文土器片である O 表面がかなり摩滅しており、周辺部もしくは当該地区から北方に

おける縄文期の人々の活動を窺わせる。また小穴内から打製石斧が I点出土しているが、縄文

期の遺物としても他に関連する遺構がないことから、混入の可能性もある。いずれにせよ、縄

文期においては、未だ遺跡としての内容に乏しい。

皿区における人々の生活の痕跡を示す最初の確実な遺構は、弥生前期中頃の土器を出土した

長方形プランの土墳 3基である。土壊内には上方から流れ混んだ状態で聾・高杯等が出土して

おり、遺構埋没時における流入と解される。このうち SK744とSK746では出土土器の接合関

係が認められることから、同時期に存在したことが想定できる O 遺構の性格については、貯蔵

穴の可能性が高い。ただし貯蔵穴と解した場合、近辺に集落の存在を考えざるを得ないが、当

該遺跡内においてはこれに対応する住居群の確認はできていない。したがって、この 3基の土

墳については周辺遺跡を含めて位置付けが必要であり、その点では南側の惣座B遺跡との関係

がとくに問題になろうかと考える。弥生前期の長方形貯蔵穴の類例は、近辺では久池井C遺跡・

久池井六本杉遺跡でも検出されている O

皿区の遺構を最も特徴づけるのは奈良・平安時代の掘立柱建物および溝等の多さである。全

体の分布は調査区北側に掘立柱建物群が多く密集し、溝と切り合う。井戸は低湿地にちかい調

査区南辺に偏在、土墳および土墳墓はまばらながら、ほぼ全域にわたっている o III区の南西約

200mの位置には肥前回庁跡が確認されており、とくに掘立柱建物の多くはこの国庁と関連す

る官街を含むものであろう O その点では I区の建物群と基本的に同様でらあるが、ただし I区に

比べると全体に配置の規格性に乏しく、若干性格を異にするように思われる (Tab.7) 0 

まず、奈良時代の遺構では掘立柱建物跡25棟のほか土嬢・溝・井戸等がある O

掘立柱建物跡の場合、時期については柱穴掘形埋め土および柱根内出土土器からある程度推

定できるが、あくまで建物建築時期から廃絶時期に至る聞に非常に近接した時期を示すにすぎ

ないと解した方がよく、また、なによりも出土量が少ないため、それだけでは具体的な時期決

定がなかなか困難である。そこで一つの目安として、建物配置の規格性という観点から、建物

南北軸の角度の振れにより群構成を考えてみることにする。全体方位図は後に総括Fig.220で、

示す。 当該調査区の掘立柱建物群は南北軸方位の振れから、およそ次の 3群に大別される。

a群 15
0 

~ 17。前後西傾するもの S B765・761・773・774

b群 5 0 ~10。前後西傾するもの S B701.704.722・725・739.748・760・763・765・772

C群 o 0 ~ 2。商傾するもの S B702・703・714・733・740・749

a群に属する 4棟は調査区の北側に集中する傾向を示しており、このうち SB773 . S B774 
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久池井B遺跡

は3間X2聞の東西棟で南面をほぼ直線上に揃えて東西に並ぶ。そしてこの 2棟にほぼ直交す

るように 5間X2聞の SB761南北棟があり、さらに南に 3問X2聞の総柱南北棟SB756が建っ

ている。建物群の中ではこれら 4棟だけが座標北から大きく西に振れており、埋土状況にみる

共通性、消極的な根拠ではあるが柱穴内出土土器の示す時期などと合わせ、完結した一つの群

とみることもできる。ただし厳密な意味ではあくまで方位から把えた群であり、同時に存在し

たかどうかは必ずしも明らかでない。時期は SB773柱穴出土土器が8世紀初頭~前半である

ことから、消極的ながらこの間に廃絶期を考える o

b群に属する建物は皿区内で最も多く、ほぼ全域に分散しながらもやや北側に偏在する傾向

を示す。この b群の方位の振れは国庁跡の中軸線方位にほぼ等しい。群としては北側の SB762・

S B765・SB772がまとまりをもつものの他は散在的である。 SB762ほか 3棟の場合、 SB7 

63とSB765が大型長棟で、前者は東面府の 5間X3関東西棟、後者は 5問X3間南北棟で互

いに東面を揃えて並ぶが、同時存在というには軒が接近しすぎており、おそらく近接した時期

に前後して造られたものであろうと考える。 SB722とSB725は重複した位置関係にあって前

後関係は不明だが、方位がほぼ一致することから、これも互いに近接した時期と考える。いず

れも周囲に雨落講をもっており、 SB722には SD723・SD724、SB725には SD726'SD

728が付随する。また調査区東南部の SB701・SB704については H区の建物群にちかく、 S

D713以西の大部分の建物群と一定の空白地帯をもつようであるが、微妙な方位の違い、配置

の規格性、掘形規模等からみて、同一視するわけにはゆかないであろう。

b群の時期については SB763の西側にある SK761・SKから出土した多量の廃棄土器を参

考にし得る o SD764'SK781は本来連続した溝状の遺構で、 SB763の脇にあって方位をほ

ぼ一致させることから、これに伴うと考えてさしっかえなく、 SB763の存在期間もしくは廃

絶時期の一端を示す。出土した土器の年代は 8世紀前半~中頃である。また切合い関係では S

B765は、下っても 8世紀末とみられる SD753に切られている。したがって、時期幅を特定で

きないまでも、 b群は 8世紀のうちにあって、おそらく中頃を中心とするものであろうと考え

ておく。なお、 SK764出土土器のうちに、やや離れて位置する SK759. S K775との接合関

係をもつものがあることが注意される。

C群に属する建物群は一転して調査区の南側に分布する傾向をみせる。とはいっても、各棟

は分散的で、少なくとも規格的な配置は認めがたい。 C群に属する 6棟は 3間X2聞の構造を

主とするが、西辺に離れて位置する SB740だけは東面府の 5問X3間南北棟で大型、さらに

東脇に SD742岡落溝と府内に特殊な SD741溝をもっており、その機能が注目される。廟内に

溝をもっ類例は吉野ケ里遺跡でも奈良期の建物がある。これら C群は方位が正南北にちかい点

において、 H区の建物群との関係が問題になる一群である。

ところで、これらの建物群の区画を考えるうえで注意を要する溝が4条検出されている。す
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I 遺跡の概要

なわち東西溝 SD753・SD782と南北溝 SD712・SD713がそれで、いずれも C群建物群と同

様に正方位にちかく、東西・南北の走向が延長線上でほぼ直交する。さらに調査区北側の SD

753および南端の SD782の東西溝 2条は心々距離でほぼ 111汀にあたる 108mを測り、当時の地

割りに関係が深いとみられる。溝の時期は、 SD753・SD7827デ埋土状況および出土遺物から

みて奈良期のうちにとどまり、なおかつ同時に存在したと考えられる。 SD712・SD713もこ

れと同様でーある。このうち SD712とSD713はおそらく幅約 2mの道を挟んでの側溝であろう。

延長は北側で E区さらに I区へと続いている O また SD753とは現在の国道263号線下でT字形

で交わる可能性があり、 SD753の続きは H区では見つかっていない。

C群の建物のうち西側の SB714・SB 733 . S B 740・SB749はたしかに分散的ではあるが、

これらの溝に北辺と東辺を限られ範囲に収まるものであり、 i存が地割りに基づく実際的な区画

として機能した可能性は十分考えられる O その場合、 SD713から東側の SB702およびSD70 

3は、規模の点などに問題はあるが、あるいは E区の建物群と密接な関係をもつものかもしれ

ない。とくに SB702はH区の SB345の南に並ぶ南北棟である点が注意される。

C群の時期については、 SB740に伴う SD741から出土した土器が8世紀後半である O その

ほかの建物個々の存続・廃絶時期については不明確であるが、先の区画溝埋土中からは少なく

とも 9世紀に下るような資料は出土していない。したがって、あくまで可能性の問題として、

b群の廃絶時期は先述したように SD753とSB765の切合い関係からほぼ 8世紀中頃を前後す

る時期に求められ、これに対し、 C群の廃絶時期は 8世紀後半もしくはやや下って 8世紀末頃

と考えられる。

その他、上記 3群のいずれにも属さない建物として、これまでとは逆に南北軸が東に2' ~3。

振れる SB732・SB735. S B729、あるいは a群と b群との中間の SB757・SB762がある O

このうち西傾する SB762は5問X3間の大型棟で柱穴掘形は田区の中で最も大きく、あえて

含めようとすればa群である。 SB763とは7.8m離れて位置し、方位が2。違うとはいえ、北

面柱列の並びが一線上にちかい。その束にある 2問X2聞の総柱建物 SB757はSB762に伴う

同時期の倉庫棟と推定する O また束傾する 3棟はいずれも 3間X2聞の比較的小型の建物で、

方位・規模とも I区北側の建物群の在り方に似る O 群としては本来 C群にちかいものであろう。

さらに、溝 SD721は調査区の北辺でがJ7。南に傾いて東西に走ったのち、鈍角約110
0

に折れ

て建物群の大半を囲うように弧を描いて南に下る。埋土出土土器および埋土状況からは奈良期

に収まると推定され、北辺の走向方位からみておそらく b群建物群にちかい時期の区画溝であ

ろうと考えたい。SD780も約 6mの間隔をおいてこの北辺に並行しており、同時期のもので

あろう O なお、 SD721と他の遺構との切合い関係は次のとおりである。

SB761 )SD721 J 

S B765 ~→ S D713---.J S P766 

ハ叫
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久池井B遺跡

井戸はいずれも円形素掘りで、上端径1.0m~ 1.5m前後のものが多い。土墳は大部分が整地

などの際のいわゆる廃棄墳とみられ、大型の円形または楕円形を基本としながらも全体に不整

形なものが多い。分布はまばらである。

遺物は須恵器・土師器が殆どで、ほかには鉄器が若干、特殊な遺物として調査区北側の小穴

から出土した石持 l点がある O 圧倒的に大部分は土墳からの出土で、ある。

次に平安時代の遺構についてみると、先の奈良期の状況と一変して全て墓域としての土地利

用がなされるようになり、ほぼ調査区全域に散在しながら 7基の土墳墓が営まれている。出土

した副葬土器から全ての土墳墓が、 9 世紀末頃~1O世紀初頭に造墓されていることがわかる。

しかし墓墳長軸方向は、まとまりがなく様々な方向を取っている。このことが先述した時期内

における微差を示しているのか、当時の埋葬観念から同一方向への意識ならびに規制がはたら

いていなかったのかについては問題が残る O しかし少なくとも当該期には先述した建物群は全

て廃絶していた状況だけは看取できょう。また厚葬墓の存在は見られず、全体的に副葬土器群

の質からみて調査区内における何らかの偏在傾向も認めがたい。その様な中において、土墳墓

S P771はやや特異で、二tmn器.t不に伴って円形素文鏡片が出土しており、出土状況から棺上

副葬の状況を示していたものと考える O この様な鏡片副葬事例は同遺跡E区および佐賀市泉三

本栗遺跡土壌墓SP001でも知られており、今のところ佐賀平野北部の特に国府周辺にのみみ

られる一つの特色である。

最後に、調査区南部において小規模ながら散在する状況で中世の時期に埋没したと考えられ

る講を数条検出しており、特に調査区南端部分に中世末期の曲折する溝が I条検出できた。こ

の溝は、先述した奈良期の溝SD782を切る状況で検出され、東西・南北にほほ直角に曲折す

る形状を示している O 溝内の埋土状況は砂質土が堆積し、この砂質土に包含される形で溝全域

から土器が出土している。出土した土器破片が非常に大型であることから、近接した所より投

棄された土器群ではないかと考えられる。出土した土器群は、日常雑器的性格が非常に強い。

時期は16世紀後半~末頃の埋没と考えられる。きわめて明瞭に直角に曲折する形状を示すこと

から、溝に固まれるであろう西側に何らかの施設を想定できるが、調査区内においては小ピッ

トの検出を見ただけで、施設を確証できるだけの積極的な遺構は検出できなかった。周辺の地

形からこの部分は低い地形を示しており、単なる入排水のための施設である可能性も考られる。

〈参考文献〉

佐賀県教育委員会『肥前国府跡IIIj 1985 

佐賀市教育委員会 f泉三本栗遺跡J1982 
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I 遺跡の概要

Tab. 7 久池井B遺跡皿区奈良・平安時代遺構一覧表

遺構番号 種 日Ij 7F; M也hE 、 規 模 m f荷 考 旧番号

S B701 掘立柱建物 南北棟 ( 4問) X 2問 7.54 x4.68 方位N4
0 
40' W S B050 

S B702 イン ぞシ 5問 X3間 9.40X4.92 方位N0
0 

10' E S B048 

S B703 '" 
。 ( 3問) X 2問 5.72X3.58 方位N3

0 
W S B024 

S B704 イシ 東西棟 ( 3問) X 2問 (6.3)X4.40 方位N7
0 
W S B025 

S K708 土城 円形 2.0 X 1.6 S K026 

S K709 イシ ク 1.6X1.5 S K027 

S K710 I品 東西i荷 長16以上、幅0.4~1.1 方位N20
0

10' W 

S D711 // 。 長 6、幅約0.7 方位N15
0

10' W S D020 

S D712 イシ 南北消 長 12.5以上、幅0.4~1.2 方位N2
0 
20' W 

S D713 ク 。 長59以上、幅約0.8 // 

S B714 掘立柱建物 南北棟 3問 X2間 5.58X3.95 方位N0
0 
20' W S B049 

S B715 ヂ|戸 円形 1.0XO.85 S E034 

S E716 // 。 1.4 X 1.3 S EOOl 

S K717 土験 イシ 0.85XO.6 S K012 

S K718 イシ ク 1.0XO.75 S K013 

S E719 井戸 イシ 2.95X1.8 S E002 

S D720 i荷 斜行i誇 長15、幅約0.7 S K014 

S D721 イシ 東西・南北溝 長140以仁、幅約 l 北辺方位N6
0 

10' W S D004 

S B722 掘立柱建物 東西棟 4間X2問 9.55 X 5.04 方位N6
0 
W S B023 

S D723 i持 東西i詩 長5.7、幅約0.5 S B722に伴う

S D724 イシ 南北溝 長2.6、幅約0.6 。

S B725 掘立柱建物 東西棟 4問X2問 6.89X4.85 方位N50 40' W S B043 

S D726 i持 東西・商北i品 長6.7、幅(北)約1.4(西)約0.4 S B725に伴う、西北隅折 S D005 

S K727 土域 i剤犬 S D726とつながる S K016 

S D728 i誇 東西i荷 長5.4、幅0.4~1.7 S B725に伴う S K015 

S B729 掘立柱建物 南北棟 3問X2問 5.16X3.86 方位N6
0 
24' E S B021 

S E730 井戸 円形 1.2X1.3 S E003 

S P731 土城墓 長方形 1.95XO.6 土日ili器2副葬 S K033 

S B732 掘立柱建物 南北棟 3問X2問 5.15X3.81 方位N3
0 

E S B051 

S B733 イシ 東西棟 3問X2問 5.08 X4.12 方位N1
0 
40' W S B052 

S K734 土綴 不整楕円形 4.25 X3.1 S K018 

S P735 土綴墓 長方形 1.9XO.55 土師器削葬 S K032 

S B736 掘立柱建物 東西棟 3問X2問 4.23X3.36 方位N2
0 
40' E S B045 

S K737 土敏 不整楕円形 S K019 

S P738 土墳墓 長方形 1.8XO.8 土日i!i持 l副葬 S K031 

S B739 掘立柱建物 東西棟(総柱) 2問X2問 3.16X2.79 方位N6
0 
20' W S BOll 

S B740 。 南北棟(束府) 5問X3問 9.02X6.79 方位 N1
0 
20' E 、清 2付設 S B047 

S D741 i荷 南北i荷 長8.5、幅約0.8 S B740に伴う S D009 

S D742 イシ 。 長6.9、幅約0.8 イシ S DOI0 

S P743 土政主主 長方形 1.7XO.6 土自i!i器副葬 S K038 

S P747 。 イシ 2.2XO.65 S K039 

q
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久池井B遺跡

遺構番号 種 日リ 青三 ム'同bトEペ、 規 模 m f蒲 考 旧番号

S B748 掘立柱建物 東西棟 3問X2問 6.08X3.92 方位N7
0 
W S B053 

S B749 タ' 南北棟 3問X2問 6.72X4.80 方位N1
0 
50' W S B054 

S K750 土墳 楕円形 3.0X2.1 S K037 

S D751 i誇 南北i斧 長10、111国約0.8 方位N2
0 

E S D209 

S K752 土綴 I持状 S K160 

S D753 i持 東西溝 長64以上、幅約0.7 方位N1
0 
40' W S D132 

S E754 井戸 円形 1.5X1.5 S E040 

S E755 イシ イシ 1.3 X 1.25 S E145 

S B756 掘立柱建物 南北棟(総柱) 3問X2間 5.63X4.80 方位N14
0
40' W S B162 

S B757 。 (ク) 2問X2問 3.38X3.34 方位N10
0
40' W S B140 

S K758 土旗 i削犬 S K182 

S K759 。 不整方形 4.7X3.6 S K059 

S B760 掘立柱建物 南北棟 3間X2問 5.40X4.20 方位N6
0 
W S B063 

S B761 タ' イシ 5問X2問 9.04X4.48 方位N15
0
30' W S B062 

S B762 イシ イシ 5問X3問 8.30X4.93 方位N11
0 
50' W S B 161 

S B763 イシ ク 。 9.65X5.12 方位N8
0 
40' W S B 111 

S D764 i荷 南北i持 長11、幅約1.8 S B763に伴う S K133 

S K765 掘立柱建物 東面府東西線 5問X3問 10.88X5.58 方位N7
0 
10' W S B104 

S P766 土横墓 長方形 2.2X1.0 土師器品IJ葬 S P 173 

S P767 タ' イシ 1.65 XO.5 イシ S P 139 

S K768 土壊 楕円形 1.6 X 1.15 S X149 

S K769 。 不整楕円形 0.7XO.35 S X203 

S K770 イシ 楕円形 0.9XO.6 S P 144 

S P771 土墳墓 長方形 1.3X0.45 土師撚 5・鏡片 I副葬 S P 142 

S B772 掘立柱建物 南北棟 3問X2閑 6.91 X4.46 方位N6
0 
40' W S B113 

S B773 イシ 東西棟 イシ 6.60X4.55 方位N17
0
W S B061 

S B774 。 ク イシ 6.45X4.80 タ， S B058 

S K775 土域 楕円形 4.8X2.5 S K1l6 

S K776 イシ イラ 3.6X2.5 S K115 

S K777 。 イシ 2.1X1.4 S K1l4 

S D778 i薄 東西i持 長8.5、幅約0.4 方位N50 10' E S D059 

S D779 イシ ク 長4、幅約0.4 方位N8
0 
40' W S D056 

S D780 イシ イ少 長13以上、幅約0.6 方位N6
0 

10' W 

S K781 ノl、穴 円形 S K134 

P782 タ'
。 P01 

P783 イ〉 。 Pll 

P784 イシ 。 P 131 

P785 。 イシ P 183 

P786 タ' イシ P 167 

S D787 i梓 曲折潜 巾世 S D214 

S D788 。 東西i詳
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II 章構(I区)

E 遺構

旧石器・縄文時代については石器が若干出土しているものの遺構の存在は明らかでない。弥

生時代では皿区で、貯蔵土墳が3基検出されたにとどまる。主体を占めるのは奈良・平安時代の

建物跡で、 I区~血区あわせて15棟を検出した。その他同時期では溝・井戸・土墳等が多数あ

るほか、 H区と E区で土壌墓 4基がある O 中世の遺構は皿区南端で溝数条を検出しにとどまる O

以下、調査区ごとに時代を分けて順に説明する O

(1区の遺構〉

掘立柱建物跡 7棟・溝 7条・井戸 1基・土壊 9基を検出した。時期は 7世紀に遡る土墳墓 I

基以外は奈良・平安時代に限られる O 全体に削平が著しい。

奈良・平安時代

(1) 掘立柱建物跡 (Fig.111~ 113， PL80.8l) 

調査区の北側で 3間X2問とみられる南北棟 3棟、 2間X2聞の倉庫構造の総柱建物 3棟、

2間X1間 l棟がある O 切り合いがみられるので 2時期以上あることは確かであるが、柱掘形

はいずれも小形円形で、おおむね正方位建物群に含められるなど共通点が多い。

θ 
S 8309 。 構造推 3問X2問 南 北 棟

(6.75m X4.5m) 

柱 間 桁 推2.25m(推7.5尺)

。 梁2.25m(7.5尺)

方位 N 50 O'E 

G二三D
特徴 柱穴は痕跡程度しか残存せ

ず、構造・規模については

あくまで推定であるが、 S

B314に類する建物とみてい

る。柱根径は約20cm前後か。

一群の建物のうちでは東端

L f 16.80m 
に位置する。

O 4m 

F ig . III S B 309掘立柱建物跡(同)

205 



S 8310 

1 X 1問

(2.23m X2.0m) 

桁7.4尺、 梁6.7尺

N 4
0 

10' E東西棟

東北隅柱穴不明で構造

等は推定。掘形径約50cm、

柱根径約20cm。

情造

問

位

徴

柱

方

特

S 8311 

2 X 2問

(3.36m X 2.88m) 

1.68m (5.6尺)

梁1.44m (4.8尺)

N 0
0 

40'W南北棟

総柱。掘形径約40cm、柱

根径約20cmo S B310と

重なるが時期の先後不

明。

構造

柱問

方位

特徴

g
o
o
-
h
H
 

久i也井B遺跡

'---.，..F'竺

17.00m =qp 

g
o
o
-
口

2 X 2問

(3.45m X3.45m) 

1.15m (3.8尺)

N 2
0 

40' E 

総柱。掘形径約40cm、柱

根径約20cmo S B 312と

重なるが時期の先後不

明の建替え。

S 8312 

2 X 2問

(3.67m X3.45m) 

桁1.84m (6.1尺)

梁l.73m (5.8尺)

N 3
0 

10' E南北棟

総柱。据形径約40cm、柱

根径約20cmo S D323を

切る。

S 8313 

構造

構造

柱間

方位

特徴

間

位

徴

柱

方

特

17.00m 

o 4m 

(泊)S B31O-S B313掘立柱建物跡

-206 

Fig. 112 
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H 遺構(I区)

S 8314 

構造 3 X 2問

南北棟 (7.05mX4.50m) 

柱間桁2.35m(7.8尺)

梁2.25m (7.5尺)

方位 N l' 10' E 

特徴本遺跡における小規模な柱建物と

しては最も一般的な構造にあたる。

掘形は円形で、径約40cm~45cm、柱

根径約20cm。柱穴埋土は主に黒色

土が詰まる O

17.00m S 8315 

構造推定 3X 2問

南北棟 (6.15mX4.18m) 

柱間桁2.05(6.8尺)、梁l.39m (4.6尺)

方位 N 2' 40'W南北棟

特徴 S B314の西脇に位置する。北側

が盛土した農道下に入るため調査

できなかったが、上記のとおり 3

X 2聞の南北棟と推定する O 掘形

は円形で径約40cm~45cm、柱根径

約20cm。柱穴埋土は黒色土。自Ij平

のため浅く残存する。

tv= 'S::ZF: 17.00 m 0 
、~ rJ ~ 

4m 

Fig. 113 S B314・SB315掘立柱建物跡(泊)
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久池井B遺跡

(2) 井戸 (Fig.1l4，PL.82) 

S E302を1基検出した。肥前回府関係ではこれまでのところ唯一の大型方形井戸である。

南側に側溝をもっ幅約 4mの通路が付設されており、 I区建物群と密接な関係が推定される。

二段掘りで、上段は l辺約10尺、下段は l辺約 5尺。上段は黒色土が詰まり、井戸枠などの痕

跡は認められなかった。また下段は4.5m (上段検出面から5.4m)掘り下げたあたりで、土質が

ヨーー-

日

14.00m 

際まじり
黄褐色粘王ご S E 302 

灰色砂 構造二段掘り大型方形井戸

灰色粘土一一 規模上段東西×南北2.9mX2.7m 深さ約O.9m

黄褐色粘土 下段東西×南北1.45mX 1.35m 深さ 5m以上

その他 S K313に切られる。方位はほぼ真北で、南側

に側溝をもっ幅約 4mの道が I区に通じる。

O 4m 

Fig. 114 S E302井戸(治)
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遺構(I区)H 

粘土層から砂磯層に変わり、壁面が不明瞭となる。また既に底に達 している と思われるが、底

もはっきり 確認で きず、危険な為それ以上掘り下げることは止めた。 砂磯層がi帯水層にあたる

とみて相当の湧水を予想したが調査中は全くその徴候はなく、またその後まとまった降水があっ

ても一向に滞水しなかった。下段埋土は上約%に黒色土、下約%に粘土が詰まり、出土遺物は

したがって実際に使用それた形跡は極め上位で須恵器霊片がわずかに出土しただけであっ た。

てうすく 、素掘 りのまま中断した可能性も考えら れる。

S D304・SD305が井戸を意識した配置をとってお関連施設としては先の南側通路のほか、

その可能性がある。また SK301は形状不明確で浅く残存していたが、位置がSE302の北り、

S K303は円形の土墳で SE3 側であるため、関連する敷石構造等を推定するには疑問がある。

02を切ると思われる。時期は 8t1t紀後半と推定する。

土墳 (Fig.1l5・116.PL83) (3) 

調査区の北端で5基、また西端で 3基以上がそれぞれまとま って掘り込まれていた。いずれ

も廃棄棋にあたるものであろう 。その他散布的に土墳状の椀り込みがみられるが、残存が浅く

S K325 
S K326 

ζ 介
g
B
.2
 二二;;r-一 一ー 一一一一--../-一一一一

16.50m 

2m O 
旨ーー‘

(泊)S K 324~ S K 326こL~j，(

209 

F ig. 115 
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E 遺構 (II区)

遺構と設定しがたい。

北端の 5基のうち、 SK316とSK317はほぼ同時期とみられる o S K316は4.3mX 2.2mの

楕円形で墳底に炭化物の混じった灰褐色土が約20cm堆積L、その上に約20cmの焼土層があった。

遺物は須恵器・土自jji器・土錘が比較的多量にこの炭化物層と焼土層から出土 Lた。ただしその

出土状況をみるかぎりでは土器等が一括廃棄されたというよりは焼土・灰に混じって土器片が

投げ込まれたといった状況にちかい。この点は他の土壌の遺物出土状況も同様で、ある。 SK317 

は2.3mX約1.1mの楕円形土墳で須恵器・土自jji器・土錘が若干出土した。 SK318とSK319は

前者から後者への先後関係が推定されるが、これもほぼ同時期とみてよいであろう o S K 318 

は推定約2.2mX2.2mの不整方形で、浅く残存していたが、須恵器・土師器を比較的多量に出土

した。 SK319は北側は不明ながら推定約2.4mX2.5mの不整円形土墳である。 SK316同様に

鍋底状に掘り込み、須恵器・土自li器が比較的多量に出土した。 SK320はこれら 4基の東脇に

あって3.6mXO.9mと南北に長い。残存も深さ約lOcmで、浅く、問題はあるが一群の土墳に含め

ておく。これら土墳群は SB314ほか北端の掘立柱建物群と関係するものであろう。時期は 8

世紀後半と推定する O

一方西端には SK324-S K326の不整楕円形二1'.墳 3基が連続して掘り込まれている。切り合

いでは SK326→ S K325と思われる。いずれも不整形なうえ墳底が複雑な凹凸をなしており実

際には 3回以上の掘り込みによるものかもしれない。 SK324とSK325のそれぞれ境底ちかく

から土師器片が若干出土した。付近には建物群等は見当たらず、これらの西側は地形がやや下

がって湿地状となる O 時期は 8世紀後半と推定する O

{rr区の遺構〉

掘立柱建物跡 8棟・溝 7条・井戸 l基・ 二|二境墓 4基・ こ|二墳 8基を検出した。いずれも奈良・

平安時代に限られる。建物跡 8棟は長棟の 3棟と倉庫 5棟が全体として規則的な配置をとり、

I区の SE302井戸と共に完結した一群を形成している O 土旗墓は東南隅にかたまる。また土

墳はいずれも残りが浅く、土墳墓が含まれる可能性もあるが、性格は不明である。

奈良・平安時代

(1) 掘立柱建物跡 (Fig.1l7-119，PL85-92) 

S B343-S B345の大型建物 3棟が鍵形に並びSD346溝を伴い、その北側後方には SB334 

-S B338の総柱倉庫 5棟が大型建物 3棟とは逆の鍵形に配置されて、これも SD339講を伴う。

これら建物群は子細な構造の違いはあるがほぼ正方位に合わせて同時期に存在したとみられ、

溝出土土器および別時期の SE348井戸および、土墳墓との関係から時期は 8世紀後半~を中心

とするものと推定する O
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久池井B遺跡

S B343 

構造 5問X3間東西棟 (10.42mX 5.48m) 

柱間桁2.08m (6.9尺)、梁1.83(6.1尺)

方位 Nf 20'E 

特徴 S B344の身舎部分と東西中心軸を揃えて並ぶ。ただし SB 344身舎より梁間が小さ

いため南側・北側柱列ともそれより約 l尺づっ内に入る。柱穴掘形は小型ながら全

体に整った方形で一辺約 1m~1. 2m、柱根径は平均約25cmで、ある O 柱穴埋土はは黒

色を主に黄色粘土を混じえる。南面に SE347井戸が接するが、時期は SB343の廃

絶後とみられる O

S B344 

構造 6問X4問東西棟 (12.50mX7.50m) 身舎部 6問X3問(l2.50mX5.95m) 

南面刷出 l問(l.50m)

柱間身舎一桁2.08m、梁 (6.6尺) 府-tH1.50m(5尺)

方位 Nf 40' E 

特徴 E区建物群の主殿にあたるとみられる O 柱穴掘形および柱根径等は恭本的に SB343 

と同様であるが、ただし間仕切と腐の掘形は一辺0.5m前後のやや不整形な小型方形

である。西側は水路に一部切られている。

なお、この SB344とSB343の付属施設として両建物の南側前面に SD346溝がある。

方位は南縁でN9f20' Eであるから建物 2棟の並びと並行する。西端は SB343か

ら1.5m西に出、東端は SB344から6.6m出て終わり、長さは36.5mをはかる。西か

ら両端から中央に向かつて深くなり、上面はかなり削平されていると思われるが、

S B344西側前前付近で幅約1.6m、深さ約0.7m残存する。前面に波橋の存在が想定

されるが、柱穴等は確認できない。

S B345 

構造 6問X3問南北棟(l2.12mX6.14m) 身舎部 6問X2問(l2.12mX3.97m) 

東面府出 I問 (2.17m)

柱間身舎一桁2.02m(6.7尺)、梁2.15m・1.82m(7.1尺・ 6.1尺) 府出2.17m(7.2尺)

方位 Nf 20'E 

特徴 身舎部東側柱列を SB343西側柱列に揃えて並ぶ。柱穴掘形は基本的に方形であるが、

上記2棟に比べると不揃いかっ不整形で一辺0.8m前後とやや小型、柱根径は平均約

20cmで、ある。柱穴埋土は黒色土を主に黄色粘土を混じえる。柱問は身舎部 2問の梁

問が異なり変則的であるなど、上記 2棟の付属的な関係の建物を思わせる O 東側に

も柱穴 2個があるが、性格は不明である。
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久池井B遺跡

S 8334 

構造 2問X2問 (3.28mX2.86m)総柱柱間南北1.64m (5.5尺)、東西1.43m (4.8尺)

方位 Nf lO'W 

特徴 S B335・SB336と全面の南側柱列を揃える。柱穴掘形は径O.5m前後の不揃いな不整円

形、柱根径は平均約20cm。柱穴埋土は黒色土を主に黄色土が混じる。

S 8335 

構造 2問X2問 (3.00mX2.86m)総柱 柱間南北1.50m (5尺)、東西1.43m (4.8尺)

方位 Nf lO'W 

特徴 S B334より南北長が短い以外、柱穴等の特徴はこれに同じく全体に雑な感がある。

S D331に切られる。前面に SD339が幅約O.8mで痕跡程度残存する。

S 8336 

構造 2問X2問 (3目76mX3目23m)総柱 柱問南北1.88m (6.3尺)、東西1.62m (5.4尺)

方位 Nf lO'W 

特徴柱穴は四辺とも本来上半を布掘状に掘ったあと下半は個別に径O.8m前後の円形に掘り込

んだと思われるが、削平のため西側柱列は布掘りが切られている O 柱根径は平均約25cm。

柱穴埋土は黒色土を主としながら黄色土を交互に埋めている。

S 8337 

椅造 2問X2問 (4.14mX 3.35m)総柱柱問南北2.07m(6.9尺)、東西1.68m(5.6尺)

方位 Nf lO'W 

特徴 S B338とほぼ同規模で南北に並ぶ。柱穴掘形は南側柱列に変則的な上半布掘りで残る。

上面がかなり削平されてはいるが、本来は四辺とも SB366同様にこのような掘で与はなかっ

たかと推定する。下半の個々の柱穴掘形は基本的に一辺O.9m前後の隅丸方形とみられ、

柱根径は平均約25cm。柱穴埋土は北側柱列で観察する限りて、は黒色土を主に個々の柱の

基部を固めたあと上半布掘部では西から東に向かつて順次埋め固めている O

S 8338 

構造 2問X2問 (4.08mX3.28m)総柱柱間南北2.04m(6.8尺)、東西1. 64m (5.5尺)

方位 Nf lO'W 

特徴柱穴掘形は基本的に l辺O.9m前後の方形で、あるが小型あるいは円形にちかい掘形がみら

れるなど不揃いである O 柱根径は平均約25cm、柱穴埋土は黒色土を主に黄色粘土を交互

に混じえる。柱穴掘り込みに深浅があるため西側柱列の中問柱穴は痕跡程度しか残って

いない。なお SB337との中間に径約1.5mの円形土績があるが、両建物に関係するかど

うか不明で、ある。
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E 遺構 (II区)

(2) 井戸 (Fig.120，PL.93) 

S B343の南側で井戸とみられる SE347のl基を検出した。埋土中出土の土師器は10世紀前

半であり、 SB347ほか一群の建物とは共存しえず、その廃絶後に掘り込まれたものである。

S E 347井戸

構造円形素掘り

規模上面で径1.2m、深さは媛底

が東側でやや下がり検出面

からの最深1.85m。

その他類似する円形井戸は皿区

で多数みつかっている。た

だし SE347付近は微高地

でしかも今日地下水脈が深

いことを思うと、この程度

の掘り込みで湧水が得られ

15.00m たかどうか、井戸とするに

疑念がわかないでもない。

14.00m 

O 2m 

Fig. 120 S E347井戸(泊)

(3) 土壌墓 (Fig.121・122，PL.94・95)

調査区の東南隅で 4基を検出した。その他付近にi棒状の土壊等 3基以上があり、土墳墓の可

能性もあるが掘形が不整形であるなど墓と認定できない。ちょうど微高地の南端部にあたり、

これより南側はやや急に一段地形が下がる。

4基のうちには副葬品の出土状況から木棺墓の可能性をもつものもあるが、棺釘は検出され

ず木棺とする明徴がないのでここでは土嬢墓としておく 。ただし SP350は7世紀前半に遡る

が、便宜上この項で説明する。他は SP352が11世紀前半、 SP353が10世紀中頃~後半と推定

する。頭位は SP350が西、他 3基は北または商とみられる。 したがって一見同一墓地を形成

してはいるが2時期に分かれるものであり、墓と官術的な建物との並存が考えにくい以上、 S

B344ほか一群の建物はその空白期間内、すなわち 7 世紀後半~1O世紀前半の大枠の中に収ま

ることになる。 9~ 10世紀の土墳墓は皿区でも分散的に多くみつかっ ている。
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S P 350 

形態隅丸長方形

規模長1.85m、幅0.6m、深0.7m

特徴土壌は四壁ともやや急に掘り込み旗

底は平坦に仕上げている。幅が一様

なため頭位は明らかでないが副葬

品が西に偏っていることから一応

西としておく。

副葬品軟質の須恵、器杯2組が蓋と身を別々

にし、口縁部を績の内側に向けた状

態で南壁際から出土した。この出土

状況からすると 4点は木棺が埋め

られる際に棺外副葬品として墓墳

との隙問に入れられたことも考え

られ、木棺が使用された可能性がつ

よい。

S P 351 

形態長方形

規模長2.25m、幅0.8m、深0.6m

特徴 四壁は急に掘り込み、横底はほぼ平

坦である。幅が北側に向かつてやや

広くなることから頭位は北と推定

する O 東北隅を別の小土壊に切られ

ている。

副葬品なし

o 1m 

-一一一
F ig. 121 S P 350・SP351土墳墓(泊)
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遺構 (II区)

S P353 

形態長方形

規模長2.0m、幅0.8m、深0.6m

特徴四壁は直にちかく掘り込まれ、壌底

はほぼ平坦である。西壁は一部別の

土壊に切られる。頭位は他の 2基に

合わせ一応北としておく。

副葬品土師器杯 7点、同皿 2点、黒色椀

l点と素文鏡片 l点、鉄製紡錘車 l

点が出土した。このうち素文鏡片は

はさらに細片に割れ重なった状態で

南側境底ちかくから、また紡錘車も

同じ付近から 2片に折れて出土した。

また土師器類は横底では南側に坑l

点、北側では83・81・80・84の杯 4

点が分散しそのうち84は伏せてあっ

た。壊底より約30cm浮いて北側に82・

85の杯 2点と88皿 l点がいずれも伏

せてあり、その他南側に杯87と北側

に皿89が浮いて出土した。木棺使用

の可能性もあり、 82等は棺上副葬か。

E 

隅丸長方形

長2.05m、幅0.65m、深O.4m

四壁は下位で斜めに立ち上がり、墳

底は平坦ながら北側に向かつてやや

上がる。頭位は北と推定する。

副葬品頭位とみられる北壁際で土師器杯

I点が口縁部を墳の内側に向けて出

土した。木棺使用の可能性もあり、

その場合は棺外副葬品にあたるもの

であろう。
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久池井B遺跡

〈田区の遺構〉

弥生時代では貯蔵穴とみられる土墳 3基がある。奈良・平安時代の遺構は主に掘立柱建物跡、

E区に比べると全体に規格性が乏しく、また小規模なものが多い。他に溝19

条・土塘17基・土壌墓 8基等がある。中世では明確な建物跡は認められず、溝 4条を検出した。

で25棟を数える。

弥生時代

土壌 (Fig.123・124，P L 105) )
 

1
 

(
 

調査区の西側で比較的まとまって 3基を検出した。分布は西側になお数基拡がっていた可能

E区ではこの 3性もあるが、削平により不明である。弥生時代の遺構は前期のみにかぎらず、

基以外に知られていない。位置からみると皿区の東側に同時期の居住地区が想定されることに

地形上何ら支障ないと思われるが、実際は該期の遺構はは存在せず、あるいは削平されてしまっ

このような様相は隣接する東側の 1. II区でも同様である。たものであろうか。
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S K744 

隅丸長方形

長2.15m、幅1.15m、深O.5m

壊底はほぼ平坦で、壁が垂直にちかく急に立ち上がる。長

方形とはいえ、やや平行四辺形に否む。黒色土がつまり、

土器が若干出土した。

Fig. 123 

ヮ“つω
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S K744土墳 (泊)
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形
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特



遺構 (田区)H 

S K745 

-一y 5 

ロ.M
私
J

晶、

隅丸長方形 規模長1.8m、幅l.Om、深O.5m

壊底は平坦、壁は長辺側でほぼ垂直だが短辺側はやや斜めに立つ。

埋土は自然な堆積を示し、北側で墳底から約20cm浮いて土器出土。

形態

特徴

S K 745 

li[j1i I3 

15.00m 

t一

二一一一一一 一~- -- L一一一

ロ

S K746 

1m 

-ーー;;;;;;j

隅丸長方形 規模長2.1m、幅1.35m、深O.55m

他 2基に比べて幅が広い。旗底はほぼ平坦ながら東側がやや下が

り、壁はやや斜めに立つ。黒色土がつまり、土器が若干出土した。

形態

特徴

S K746 

S K745・SK746土旗 (泊)
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久池井B遺跡

3基は長さの点では 2m前後であまり大きな違いがない。ただし幅は SK744とSK745が長

軸の約半分であるのに対し、 SK746はそれよりやや広めて比率は約 3分の 2である。周辺に

おけるこの種の土壌あるいは竪穴には平面形の縦横比率が約 2 1と約 3 2のタイプがある

らしく、例えば久池井C遺跡の竪穴 2基のうち SB 0 1 は4.16mX2.21mと前者であり、 SB

14は3.12mX1.92mと後者である。久池井C遺跡の 2基は規模が大きく、上屋をもっ貯蔵竪穴

と推定されるが、掘形比率に対する意識としてはこれら E区の土壌に共通するものが認められ

る。

長軸方位は SK744とSK746が東西方向、 SK745は南北方向で、一定しない。遺構埋土は

主に黒色土がつまり、 SK745の場合レンズ状の自然な堆積が認められた。出土遺物は多くな

いが、 SK745から聾、 SK746から蓋・高坪が出土している。いずれも埋土中の出土ではある

が土境の時期を示すものであろう。時期は前期中頃から前期後半にかかる頃である。

なお、この種の弥生前期の土墳は久池井周辺で最近とみに調査例が多く、先の久池井C遺跡

のほか、惣座六本杉遺跡でも数基を昭和63年度に大和町教育委員会が調査している。いずれも

近辺に竪穴住居跡などの居住施設の存在は不明である。

2 奈良・ 平 安 時 代

(1) 掘立柱建物跡 (Fig.125~140， P L 106へ -111)

25棟を検出した。構造は 3間X2聞のものが14棟で半数以上を占める。他には 5間X3聞が

5棟、 5間X2聞が l棟、 4間X2聞が l棟、 3間X2間総柱が 1棟、 2問X2間総柱がH東

などがある。柱穴掘形は桁行 5聞の建物跡一部以外は小型である。方位は南側では正方位にち

かいものが多く、逆に北側では西傾するものが多い。周囲に講をもつものが4棟あり、そのう

ち1棟は廟の内に入ってもう 1条講をもっ。全体に配置は規格性に乏しい。時期は 8世紀を主

とする。

S 8701 

構造 4問(?) X 2問 (7.54mX4.68m) 

南北棟

柱間桁2.51m 梁2.34m

方位 N4
0 

40'W 

特徴上面削平のため残存状況は良くない。

柱掘形は円形ないしは方形を呈する。

S B702と切り合うが前後関係は不明。

埋土は黒褐色~暗褐色土を呈し、柱痕

跡は直径10cm~15cmを浪IJる。

S 8702 

構造 5問X2問 (9.40mX4.92m)南北棟

柱間桁1.88m 梁1.64m

方位 NO
O 

10' E 

特徴上面削平のため残存状況は良くない。

柱掘形は円形ないし楕円形を呈する。

遺構埋土は黒褐色土または暗褐色土

で柱痕跡は直径10cm~15cm を測る。 S

B702と切り合うが前後関係は不明。
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久池井B遺跡

S 8714 

3問X2問 (5.58mX3.95 

m)南北棟

桁1.86m 梁1.98m

NO
O 

20'W 

柱掘形は不製方形で掘方

i奈さはO.3m-O.6m

構造

間

位

徴

柱

方

特

4m O 

=u QJT D三13

H
ω
.
h
F
O
日

Fig. 126 S B714掘立柱建物跡 (Ysn) 

4問X2問 (9.55mX5.04m)東西棟 柱 間 桁2.39m 梁2.53m 方位 N6
0

W 

柱掘形はほぼ円形を呈し、深さ0.4m-O.7mを潰IJる。建物南半部はやや削平を受ける。建

物に北隣する SD723西隣する SD724は本遺構に付属するものと思われる。 SB725・S

B729と重複関係にあるが、柱そのものの切り合いはなく前後関係は不明である。また、

S D726との切り合いにおいてもその前後関係は不明でLある。

S 8722 

精進

特徴

S 8725 

4問X2問(6.89mX4.85m)東西棟柱問桁1.88m1.57m梁2.43m 方位 N5
0

40'W 

柱掘形はほぼ円形を呈し、深さO.3m-O.5mを測る。全体的に削平を受けている。本遺構

の北及び西に走る SD726' S D728は位置的にみて本遺構に伴うものと思われる。 SB

722. S B729と重複関係にあるが、その前後関係は不明であつった。

檎造

特徴

S 8729 

3問X2問 (5.16mX 3.86m)南北棟 柱問桁3.72m 梁1.93m 方位 N6
0

24' E 

柱掘形は円形ないしは不整円形を呈する。全体的に削平を受けており、掘形深さはO.lm

-O.4mと浅い。 SB722 . S B725及びSD726と重複関係にあるが、その前後関係は不明

であった。
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遺構(田区)E 

S 8703 

3問X2問(5.72mX3.58 

m)南北棟

桁1.91m 梁1.79m

N3
0 

W 

柱掘形は円形ないしは方

形を呈し、掘形深さは0.1

m-0.5mをiMる。建物南

東側は中世の溝に切られ

る。

構造

間

位

徴

柱

方

特

手
主五Z三大三

S 8704 

3 (?)問X2問 (6.3mX4. 

40m)東西棟

桁2.1m 梁2.2m

N7
0 

W 

柱掘形は円形ないしは不

整方形を呈し、掘形深さ

は0.4m-0.6mを測る。建

物東部が調交区外にある

ため全体の規格は不明で

ある 。他の建物との重複

関係はない。

構造

間

位

徴

柱

方

特o 

。@ 

三iIJ ーしレ' 11ム玉川m

エ.0OB

4m 

Fig. 128 S B703・SB704掘立柱建物跡(泊)
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久池井B遺跡

3問X2問(5.15mX3.81

m)南北棟

桁1.72m 梁1.91m

N3
0 

E 

柱掘形は円形ないしは不

整方形を皇し、掘形深さ

は0.2m~0.5m を測る。イ也

の建物との重複関係はな

S 8732 

構造

し、。

間

位

徴

柱

方

特

旬。
。。
@~ 

Q 
ゎ

ゴ斗 トヘJ仁「一←〕- 2

S 8733 

3問X2問 (5.08mX4.12 

m)東西棟

桁1.69m 梁2.06m

N 1
0 

40' W 

柱掘形は円形ないしは不

整方形を呈し、掘形深さ

は0 .4m~0.7m を浪IJ る。柱

掘形は比較的大きい。他

の遺構との重複関係はな

いが、建物西側に SK734 

が存在する。埋土は黒褐

色土で柱痕跡は確認でき

なかった。

構造

問

位

徴

柱

方

特

。
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ヨf二りこ二~5-二斗五14 伽
エ・
8
B
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S B732・SB733掘立柱建物跡(泊)Fig. 129 



遺構 (田区)

3問x2問 (4.23mX3.36m) 

東西棟

桁1.41m 梁1.68m

N2
0 

40' E 

柱掘形は不整円形を呈し、掘形

j奈さはO.lm-O.4mをiRiJる 。梁

行は東で 3問、西で 2問と変則

的な柱穴の配列とな っている。

柱穴はやや小さめである。他の

遺構との重複関係はない。

E 

S 8736 

構造

間

位

徴

柱

方

特

E
.
0
0
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S 8739 

2問X2問 (3.16mX 2. 79m) 

総柱東西棟

桁1.58m 梁1.395m

N7
0 

20'W 

柱掘形は円形ない し不整方形を

呈し、掘形深さは0.2m-0.4m

で、上面が削平を受けているた

め比較的浅い。本調査区におい

て総柱の建物は SB756・SB

757と本建物の 3棟だけである

が、その中でも最も規模の小さ

い建物である。他の遺構との重

複関係はない。

構造

間

位

徴

柱

方

特

E
S
.
ヨ

竺乙ムーーへ1.1二二ιーにJ-14.60m

4m 
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S B736・SB739掘立柱建物跡 (泊)
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S 8740 

4誇造 5問X3問 (9.02mX 6. 79m)東面府南北棟

方位 N 1
0 

20' E 

特徴柱掘形ないしは方形を呈し、掘形深さは0.4m~0.7m を測る。腐をもっ建物はこの 1 棟だけで

ある。廟の柱筋の両側に SD741・SD742が存在する。いずれの溝も桁行に並行に走ってい

ることから、本建物に伴うものと思われる。身舎の東倶ij桁行では 2つの柱穴が切り合って存

在する。建て替えか。

1.97 梁2.41m桁1.804m柱間

Fig. 131 S B740掘立柱建物跡(焔)
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遺構(皿区)

2問X2問 (3.38mX 3.34m) 

総柱南北棟

桁1.69m 梁1.67m

N10
0 

40'W 

柱掘形は方形に近い。掘形深さ

はO.3m ~0.4m を測る 。 柱掘方

内部に小礁をもつものがあり、

礁を柱の周囲に配置して安定

を図ったものと恩われる。2問

X2問の建物は他にSB739が

ある。他の遺構との重複・切り

合い関係はない。遺物から 8世

紀前半の所産と考えられる。

E 

S 8757 

構造

間

位

徴

柱

方

特

goo-巳

空昌
ー」トー→d 二==こに15.00m

3問X2問

南北棟

桁1.8m

N6
0 W 

柱掘形はほぼ円形を呈し、掘形

深さはO.3m ~O. 5m を ifl lJ る 。 他

の遺構との切り合い ・重複関

係はない。

(5.40m X4.20m) 

S 8760 

構造

梁2.1m問

位

徴

柱

方
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久池井B遺跡
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S 8748 

3問X2問 (6.08mX3.92m) 

東西棟

桁1.52m

N7
0 

W 

柱掘形は円形ないしは不整方形

を呈し、掘形方深さはO.2m

~O.5m を測る 。 埋土は暗褐色

~黒褐色土である。西側梁筋中

央及び北側桁行中央の柱穴を

欠失する。他遺構との切り合い・

重複関係はない。

梁1.96m

情造

問

位

徴

柱

方
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遺構 (III区)E 
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S 8756 

構造 3問X2問 (5.63mX4.8m)総柱南北

棟

桁1.88m 梁2.4m

N14
0 

40'W 

柱掘形は円形ないしは不整方形を呈し、

掘形深さはO.3m~O.6m を測る o 理土

は日音褐色土で、柱痕跡は直系15cm~20

cmを測る。柱掘方は比較的しっかりし

ている。このタイプの建物しこの l棟

のみである。他遺構との切り合い・重

複関係はない。

S B756 掘立柱建物跡(~))

間

位

徴

柱

方

特

に

υ
ハペ
υ

つ，“

S 8749 

構造 3問X2問 (6.72mX4.8m)南北棟

柱問桁2.24m 梁2.4m

方位 Nf 50'W 

特徴柱掘形は円形ないしは不整方形を呈し、

掘形深さはO.lm~O.4m を測る。埋土

は暗褐色~黒褐色である O コーナーの

柱穴は比較的深く、それ以外は浅い。

他遺構との切り合い・重複関係はない。

Fig. 134 



久池井B遺跡

g 

寸ート~ート------\ 什---y~15.00m-1

S 8762 

4喬造 5問X3問 (8.30mX 

4.93m)南北棟

柱間桁1.66m 梁1.64m

方位 N1l" 50'W 

特徴柱掘形は不整方形を

呈し、掘形深さは00.4

m-0.5mを測る。直

径20cm-30cmの柱痕

跡が確認されており、

柱埋土は暗褐色を 呈

する。また、掘形内

に小礁を有するもの

があ る。他の遺構と

の切り合い・重複関

係はない。

4m 

F ig. 135 S B 762掘立柱建物跡(地)

S 8765 

構造 5問X3問 (1O.88mX5.58m) 東面府東西棟

柱問 桁2.14mX 4問+2.32m 梁1.86m

方位 N7
0 

lO'W 

特徴 柱掘形は不整方形 ・不整円形あるいは楕円形を呈し、掘形深さは0.5m-0.8mを測る。埋土は

日音褐色~暗茶褐色土である。SD753と切り合っており、本遺構が講に切られている。また、

建物中央に SP766が存在する。本遺構に南隣してSB763・SD764が、北側には SB772が

存在する。
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久池井B遺跡

S 8761 

5問XZ問 (9.04mX4 

48m)南北棟

桁1.66mX 4 +Z.40m 

梁Z.Z4m

N 15' 30'W 

柱掘形は不整方形ある

いは不整円形を呈し、掘

青5深さはO.3m~0.4 m を

iP'IJる。 SD004と切り合

い関係にあり、本遺構

が溝に切られている O

構造

柱問

方位

特徴

O 

S 8761 

-----u:J 

5
.
0
O
B
 

回----工三三15∞m

4m 
-ー面面ー

S B761掘立柱建物跡(焔)

5問X3問 (9.65mX5.1Zm)南北棟

桁1.70m 梁1.93m

N8' 40'W 

柱掘形は不整方形あるいは不整円形を呈し、掘形深さはO.5m~O.8m を測る。埋土は暗褐色~

暗茶褐色で、柱痕跡、は直径15cm~ZOcm を視Ijる。西側に S D764が存在し、本遺構に伴うものと

考える。北隣して SB765が存在する。
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Fig. 137 
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S B772 

構造 3問X2問 (6.91X4.46m) 

南北棟

⑮θ ) 
柱間桁2.303m 梁2.23m

方位 N6
0 

40'W 

@ 
G 特徴柱掘方形は不整方形を呈し、

掘方深さはO.3~O.6m を測る O

埋土はH音褐色~日音茶褐色土

で、柱痕跡は直径15~20cm を

G 。間
測る。建物北半部がやや削。 平を受ける。柱穴の一部が

@ S P771に切られている O

久池井B遺跡

三玉16i
ミ寸よ=一一以

O 4m 

F ig. 139 S B 772掘立柱建物跡(泊)

ー孟副

S B773 S B774 

構造 3問X2問 (6.60X4.55m)東西棟

柱間桁2.20m 梁2.28m

方位 N17
0 

W 

特徴柱掘方形は不整方形を呈 し、掘方の深

さは約O.3mを測る O 東隣して SB 774 

が存在する。埋土は黒色~暗褐色土で

ある。

構造 3問X2問 (6.45X 4.80ml東西棟

柱 間 桁2.15m 梁2.40m

方位 N17
0 

W 

特徴柱掘方形は不整円形あるいは不整方形

を呈し、掘方深さは約O.3~O . 5m を iHIJ

る。埋土は黒色土~暗褐色土で柱痕跡

は直径10~15cmを測る O 西隣して SB

773が存在する。
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E 遺構 (田区)
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F ig . 140 S B 773・SB774掘立柱建物跡 (焔)
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久池井B遺跡

( 2 ) 井戸 (Fig.141 ~ 143 ， P Ll11 ・112)

6基を検出した。いずれも円形素掘りで、規模は SE719のみ径 3mちかい大型、他は 1m

~ 1. 5m程度である。分布は南辺部のほほ l ケ所に集中しており、長期間にわたり井戸掘削の

ための土地利用がなされた地区であったことが知られる。

S E 716 

13.50π1 

S E 719 

形態円形

規模 2.95x 1.8 深さ2.4m

特徴 素掘りの井戸で、埋土は黒褐

色ないしは黒色を呈する 。

床面付近から比較的大きな

礁が検出されている。 9世

紀後半~10世紀初頭の遺物

が出土している。

O 

S E 716 

形態円形

4 ‘規模 1.4X1.3m 深さ1.0m

特徴 素掘りの井戸で、埋土は黒褐色ないしは黒色を呈

する。床面付近から布目瓦がまとま って出土して

いる。

S E 719 

グ〆

13.00m 

想~
2m 

Fig. 141 S E716・SE719井戸(泊)
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S E 730 

形態円形

規模1.2X1.3m 深さ1.65m

特徴素掘りの井戸で、埋土は黒褐色ないしは黒

色を呈する。床面はほぼ平坦になっている O

g
B
.
2
 

S E715 

形態 円 形

規模1.0XO.85m 深さ1.15m

特徴素掘りの井戸である。

O - 2m 
ーーーーー;;;J

Fig. 142 S E730・SE715井戸(泊)
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久池井B遺跡

、、

14.50m 

S E 754 

形態円形

規模1.5X1.5m 深さ2.15m

特徴素掘りの井戸である。埋土は黒褐色ないし

は黒色を呈する O

14.50m 

S E 755 

形態円形

規模 1.3X1.25m 深さ1.4m

特徴素掘りの井戸である。埋土は黒褐色ないし

は黒色を呈する。

=-ν
刈

画
一
戸

-
井

面

「

D

一
固
に
J

一・
η
i

o
-
E
 

円

b
A川
T

F

ヘυ
均

ipu s
 

q
U
 

4
 

σ
b
 

F
 

2m 

-244-



遺構 (m区)E 

土墳墓 (Fig.144~147 ， P Ll13・114)(3) 

8基を検出した。分布は調査区の束辺部を除く全域にわたる。ただし分散的で明瞭な墓域は

この地区認めがたい。時期は 9 世紀末~10世紀にかけてで、掘立柱建物と重なるものがあり、

の建物跡等が廃絶したあとの造営であることがわかる O 構造は細長い長方形を原則とするが、

S P766のみ幅が広く大型である。小型の SP771以外は成人墓であろう O 木棺墓を含む可能性

もあるが、明微がないので、土墳墓としておく O 一般的に土師器を副葬ないしは供献しており、

S P771からは素丈鏡片が出土した。

J 

14.00 
m 

1m 

区・
0
O
B壬ぞみ=14

S P 735 

形態不整長方形

規模 1.9XO.55m 菜さO.4m

特徴残存状況は比較的良い。断面形は逆台形

を呈する。遺構底面はほぼ平tBであるが、

やや南へ落ちている。埋土は黒褐色であ

るO 遺構南部において完形の土Sili器がま

とまって出二↑二している。

S P731 

形態不整長方形

主見4莫 1.95XO.6m 架さ0.15m

特徴上面は削平を受けており、かなり浅くなっ

ている。遺構底面は東半部はほぼ平坦で

あるが西半部は落ち込んでいる。埋土は

黒褐色を呈する。遺構北西部から完形の

土師器が2個体出土している。

S P731・SP735土墳墓(~))
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Fig. 144 



S P738 

不整長方形

1.8XO.8m 深さO.15m

上面は削平を受けており、かなり浅

くなっている。遺構南半部は小穴と

切り合っている O 断面は逆台形を呈

し、中央部がやや窪んでいる。埋土

は黒褐色である O 遺構中央から完形

の土師器が l個体出土している O
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S P743 

不整長方形

1.7XO.6m 深さO.4m

残存状況は比較的良い。断面形はU

字状を呈する O 遺構底面はやや起伏

があるもののほぼ平担である O 遺構

東端部にある落ち込みが遺構に伴う

ものかどうかは不明である。埋土は

3層に分層可能であり、黒褐色を基

本とする O 木棺の痕跡等は見られな

かった。 j宣構西音防、ら完形の土師器

が出土している。
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H 遺構 (田区)

S P 747 

形 態 隅 丸長方形

規模 2.2XO.65m 深さO.25m

特徴上面は削平を受けており、やや浅くなっ

ている。断面は扇平なU字状を呈する。

遺構底面はほぼ平坦をなす。埋土は黒

褐色である。完形の土器は出土し てい

ない。

S P771 

形 態 隅 丸長方形

規模1.3X0.45m 深さO.15m

特徴 上面が自IJ平を受けており かなり浅くなっ

ている。断面扇平な U字状をな し、 遺

構中央部がやや窪んでいる。埋土は黒

褐色である。出土造物と しては、遺構

中央部で完形の土師器 5個体が床面直

上より 出土しているほか、鋭)~ーがや や

浮いた状態で出土しており注目 される。

Fig. 146 S P747 . S P771土境基 (凶)
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S P766 

形態隅丸長方形

規模 2.2Xl.Om 深さO.55m

特徴 検出した土域墓のなかでは最も規模の大きいもの

である。断面形は逆台形であるが、 遺構壁面はほ

ぼ真っすぐに立ち上がる。 i宜構底面はほぼ平坦で

ある。中央部で土師器が床面直上より 出土してい

る。

呈~主二三

4・圃・E

S P767 

形態 不整長方形

共見4莫 1.65m XO.5m 奈さO.15m

特徴削平を受けており 、かなり浅くな っている。断面

形は逆台形状をなし、遺構中央はやや窪んでいる。

他の遺構と切り合いがある よう だが、その前後関

係は不明であった。i宜矯西部で土自ili器が浮いた状

態で出土している。

S P767 

1m 

-ーーー

O 
E孟孟

S P766・SP767土城墓 (/:i;，) 
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遺構(田区)E 

(Fig.148~152) (4 )土 墳

大小合わせて 「風倒木痕」など遺構と認め基を検出した。そのほかにも掘込みは多いが、

がたいものは除外した。また、講と判別しにくいものも存在する。大部分はいわゆる廃棄壌で、

須恵器 ・土師器の殆どはこれら土墳から出土 したも のである。

S K709 S K708 
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S K708 形態 楕 円 形 規模l.06mX1.5m

深さO.24m 特徴断固形は偏平な U字状を呈

する。遺構底面はほぼ平坦をなす。埋土は黒褐

色土である。8世紀前半の遺物が出土している。

S K 709 形態 楕円形 規模 2.0mX1.6m

i采さ O目38m 特徴断面形は偏平な逆台形状

を呈する。遺構底面はほぼ平坦をなす。 8世紀

前半の造物が出土している。

350mベ 一二二三ご

S K718 S K717 

己イ

S K718 形態 不整楕円形規模l.OmXO. 75 

m 奈さO.24m 特徴断面形は偏平な逆台形

状を呈する。 遺構成面はほぼ平坦をなす。埋土

は黒褐色土である。遺構北部で他泣構と切り 合

うが、前後関係は不明。

S K 717 形態 楕円形 規模 O.85mXO.6m 

深さO.2m 特徴 断面形は偏平な逆台形状を

呈する。遺構成面はほぼ平坦をなす。埋土は黒

褐色土である。

2m O 

S K708・SK709・SK717・SK718土城(泊)
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Fig. 148 
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S K734 

ラL二三 14.50m

S K734 

形態不整楕円形

規模 4.25mX 3.01m 深さO.7m

特徴断面形は偏平な逆台形状を呈し、

遺構底面は起伏が激しい。遺構

南部に平坦面をもち、二段掘り

の様相を呈している。 8世紀前

半~中頃の遺物が出土してい

る。

E
g
B
 

S K750 

形態楕円形

規模 3.0mX2.1m、深さO.8m

特徴断面形は逆台形状を呈する。遺

構底面はやや起伏をもっ O 埋土

は黒色~黒褐色土で、ある O

S K750 
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遺構(皿灰)

S K 768 

形態 不整長方形

規模 1.6m X 1.15m itfiさ0.14m

特徴 自IJ平のためか非常に浅い。壁面は真っ

すぐに立上がり、遺構北部以外は践

に沿って溝状の掘り込みをめぐらし

ている。

H 

S K759 

形態 不整長方形

規模 4.7mX3.6m 深さ0.4m

特徴 遺構北部と南部に平胆|面をもち、 ニ

段掘りになっている。遺構成面はほ

ぼ平坦である。 8世紀前半~斗I頃の

造物が出土している。

S K768 

5
0
0
B
 

S K 759 

g
o
o
-2
 一一二云ι言15.0。三三三乙
2m O 

S K768・SK759土験 (同1)

噌

E
A

に
iv

ワ
ω

150 Fig. 



S K769 

不整楕円形

O.7m XO.35m 深さO.18m

断面形は逆台形状を呈する。

埋土は暗茶褐色土である 0

9 世紀末~10世紀初頭の完

形の土器を出土している。
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S K 769 

S K770 

隅丸方形

O.9mXO.6m 深さO.4m

二段掘りになっており、遺構

の東西に平坦面をもっ。遺

構底面は中央がやや窪んで

いる 。遺構底面から完形の

土器を出土している 。 8世

紀後半か。土墳墓である可

能性もある O
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S K 777 

楕円形

2.1m X1.4m 深さO.36m

遺構西部に平坦面をもち、 二

段掘り込みになっている。

遺構底面はほぼ平坦をなす。

8世紀前半~中頃の遺物が

出土 している。
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遺構(凹区)E 

S K775 

E
C
C
山
「

ヨ

S K775 

形態 楕円形

規模 4.8mX2.5m 深さ0.48m

特徴 断面形は レンズ状をなす。遺

構底面は中央部がやや窪む。

8世紀前半~中頃の良好な

遺物が出土している。 SK756 

の造物と接合関係をもっ。

S K776 

形態 楕円形

規模 3.6mX2.5m 

特徴 比較的浅い遺構である。断面

形はかなり偏平な逆台形状

を呈する。遺構底面はほぼ

平担である。 8世紀前半~

中頃の遺物が出土している。
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久池井B遺跡

(5) 溝

全体の配置および建物群等との関係については遺跡の概要で触れたところであるが、ここで

は若干繰り返しになることを承知で、とくに主要な溝に関して断面図を示しながら補足説明を

しておく (Fig.153)。

まずSD721は調査区中央を割って南から緩やかな弧を描きながら北へ向い、調査区北端で

約110
0

の鈍角に折れて約7
0

南に傾く東西方向の直線溝となる。北端部の傾斜からいえばb群

とした50 ~10。前後西傾する建物群との関係がつょいとみられ、またその北端に約 6mの間

隔をおいて並走する SD780とも密接な関係が推定される O 時期は出土遺物から特定は困難で

あるが奈良時代のうちに収まるものである。溝の構造は基本的に底面が平坦で、両壁はやや急

に掘り下げている。規模は検出面で幅約 1m、深さ約O.4m。長さは北辺で'20m以上、南北辺

は全体としては120m長の弧状を呈するが、部分的にみればその北半は直線的で、南半も一旦

直線気味に下ったのち、再度緩く屈曲する特徴をもっている。また溝の傾斜は溝底のレベルで

みると北から南へ比較的ゆるやかに下り、埋土は黒色土あるいは黒褐色土が主体となって自然

な堆積状況を示していた。切り合い関係では正東西溝SD753を切り、また西傾する掘立柱建

物SB761をも切る。

S D713は調査区東部にあたる南北溝である。調査区内での検出長は60mにすぎないが、そ

の延長は断続的ながら I区 .11区でも認められ、これらを結んだ長さは南北一直線に200m以

上となる。並行して SD712があり、おそらく両溝は幅約 2mの道を扶んだ側溝にあたるもの

であろう o S D713の方位はNO
O

20'Wであるから、ほほ真北といえるものであり、掘立柱建

物群では C群としたグループと密接な関係をもっと思われる。時期は特定困難であるが奈良時

S D753 

S 
f 15.50m 

N 

S D713土層
l 暗褐色土
2 黒色土

3 黒褐色土

4 黄色土混黒褐色土

5 黄褐色土
S D753土層
l 茶黒色土

2 黒茶色土
3 茶色土
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S D721土層

l黒色土

2黒褐色土

3黄褐色土

4黄色土混黒褐色土

5褐色土
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Fig. 153 皿区奈良・平安時代講 (Ys;il) (拍)

phυ 

P

、υ
ワ臼



久池井B遺跡

代のうちにあることは確かで、他の正方位をとる遺構との関係からおそらく 8世紀後半であろ

うと推定する。溝の構造は基本的に底面は平坦で、両壁ともやや急に掘り下げている。規模は

検出面で、幅約O.8m、深さ約O.4m。北から南に向かつてやや急に下る。埋土は黒色土あるいは

黒褐色土を主として自然な堆積状況を示し、とくに掘り直されたような形跡もない。なお、途

中切り合いをなす SD710との先後関係は、出土遺物からみて SD713の方が古いと判断される。

S D753はSD713と延長線上でほぼ正確に直行する東西溝で、同時期の区画講とみて誤りな

いであろう。調査区内で、の検出長は約65m、H区でその続きが認められないところをみると現

在国道263号線下にあたり確めようもないが、 SD713に突き 当っ て終るようである。構造、埋

土状況等はSD713と同じ。規模は検出面で、幅約O.8m、深さ約O.3m。溝の傾斜は溝底のレベ

ルで比較すると西から東に向かつて下がる O したがって SD753がSD713に突き当るとすれば、

流水も SD713に集ま って南に流下する ことになる。また、この SD753は調査区南端でわずか

に検出した SD782とほぼ l町すなわち108mの間隔をも っており、これらの溝が条里の坪境と

関係が深い、いわゆる埋没条里にあたるものである可能性を示している。切り合い関係ではS

D753はSD721に切られ、西傾する掘立柱建物群SB762 . S B763を切り、さらに平安時代の

土域墓SP766に切られる、といった関係にある。

以上のように、溝はほぼ奈良時代のうちに限定され、国府全体の地割りと密接な関係をもっ

ていたと考えられる。とくに建物群との関係では、調査区北側に多い西傾建物群のあとに調査

区南側を中心に正方位建物群が造られる時期に、それらを囲うように SD713 . S D753がおそ

らく条里に沿った区画溝として出現している点が注目される。いずれも小溝であることもあっ

て、平安時代に土墳墓が造られる時期には多くは埋没してしまっていたと推定される。

2 中世

(1)溝

台地が下りかけて低地部にちかい調査区南端で SD706・SD707・SD710・SD783など溝

4条を検出した。このうち SD783以外は小溝で残りが浅い。

S D783は調査区南端部で検出した。全体の形状は不明ながら一定範囲を方形に区画するそ

の東北隅に当るらしく、検出部分はほぼ正確に直角に曲がる。これに固まれる西南側は台地が

一旦終って低地に下るとみ られるので建物の存在は考えにくく 、i詳の性格が何を意図 したもの

かについては全く不明で、ある。構造は底面が平坦をなし、部分的に二段掘りになっている。規

模は検出面で、東辺溝は幅約2.5mと広く、深さ約O.4m、北辺溝は削平で浅くなり幅は不確か

であるが、元々2.5m程度で、あろう。時期は出土遺物からみて室町期、 16世紀中頃~後半か。
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皿遺物

主に奈良・平安時代の遺物、とくに須恵器・土師器で、占められる。そのほか旧石器・縄文時

代では I区~皿区で石器が若干採集されている。また弥生時代および中世の土器等がE区で出

土しているが量は少ない。以下、便宜上 I区 .II区と皿区とを分けて説明する。

(I区 'II区の遺物〉

旧石器・縄文時代ではサヌカイトおよび黒曜石の剥片が若干ある。石鍛はここでは図示しな

いが縄文~弥生時代にかかる黒曜石製で凹基式のもの 7点がある。これら石器類はいずれも遺

構検出面での採集品であって遺構は不明である。また I区 .II区では縄文・弥生時代の土器は

出土せず、南側の惣座B遺跡に隣接し同じ様な立地条件であるにもかかわらず、古墳時代以前

は殆ど居住地区としての利用ははかられていなかったらしい。

奈良・平安時代では須恵器・土師器が多く、とくに I区北辺の SK316~ S K319土壌と H区

の土旗墓から比較的まとまって出土した。そのほか SK316ほかから土錘、鉄拝 (SK316) が

出土、また I区 .II区の検出面で布目瓦片を数点採集したが、細片少量であって建物を瓦葺き

と推定させるほどのものではない。特殊な遺物として SP353土壌墓出土の素文鏡片および鉄

製紡錘車がある O 須恵器・土師器については土壌等からまとまって出土したものは一括して図

示し、資料個々の説明はTab，8一覧表による。実年代の比定は下記文献等、主に大宰府跡周

辺で用いられている編年を参考にした。

参考文献・横田賢次郎・森田勉「太宰府出土の土師器に関する覚え書きJ (r九州歴史資料館研

究論集 2J ) 

・九州歴史資料館 『太宰府史跡J各年度概報

-前川威洋ほか 『福岡南バイパス埋蔵文化財調査報告書第 6集J福岡県教育委員会1977

・七回忠昭ほか「肥前国府跡皿』佐賀県教育委員会1985

・川述昭人・森田勉ほか 『牛頚窯群IIJ福岡県教育委員会1989

奈良・平 安 時 代

(1 ) 須恵器・土師器

S K318・SK319 (Fig.154・155，P L96・97) 須恵器は杯蓋 1~5 、杯身 6 ~12、皿10

~15、小鉢16、大鉢 9 ・ 20、査17 ・ 18がある O 勾:類をみると蓋は天井が低く口縁端部を断面三

角形に仕上げるものが多く、身は高台がやや底部の内に入りながらも底部と体部の境に稜がつ

く傾向をみせている。杯蓋 1や蓋17など 8世紀後半に下るかとみられるものを一部含むが、 8
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，
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Fig. 155 S K318・SK319 出土土器2 土日!日器 (μ)

世紀中頃に主体をおく 。軟質で変形した焼成に難のあるものが多い。土師器は殆ど杯類で占め

られ、須恵器を倣ねた杯蓋2 1 ・杯身22のほか、杯23~32、皿33~36、高杯37、斐38 ・ 39がある 。

杯は体部が比較的浅く内湾気味に立ち上がるものを多 く含み、 31のみ内面に丹が塗 られている。

底部外国はヘラ切り離しのあと比較的ていねいにナデて仕上げられている。全体として 8世紀

後半に主体をおくとみられる。 SK318とSK319はほぼ同時期としてよ い土績であり、これら

の一群の様相は 8世紀後半頃になると土師器の使用量が須恵器にとって替りつつあ ったことを

示すものといえよう 。
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Fig. 156 S K316・SK317土験出土土器 l 須恵器 (μ)

S K316・SK317 (Fig.156・157，P L98・99) 須恵器・土帥器とも杯類が多い。須恵器

では杯蓋40~42、杯身45~52、皿54~56、査蓋44、小査53、鉢57があり、大部分は土師器質に

ちかく軟質である。底部外面はへラ切離し後比較的ていねいにナデ仕上げている O 杯蓋42・43

や査蓋44など 8世紀前半に位置づけられるかとみられるものも含むが主体は 8世紀中頃におく。

土師器では杯58~70、壷71 、整72~74がある。杯には体部が内湾気味に立ち上がるものと直線

的にやや浅く立ち上がるものとがあり、先の SK318・SK319とは逆に後者が主体を占めるよ

うである。土墳の時期としては SK318・SK319と同じく 8世紀後半に置かれ土師器が須恵器
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Fig. 157 S K316 . S K317 土壌出土土器2 土師器 (74') 

ものといえよう。

と量的にしのぎつつあるが、遺物の組成としては SK318・SK319よりも若干古い要素を含む

土域墓 (Fig.158、PL 100) 75-78はSP350土境基副葬の須恵器杯。出土状況は離れて

いたが、法量からみて75と76、77と78がそれぞれ葦 ・身のセッ トである。天井部および底部は

殆どへラ切離しのまま雑なっくりで、身は口縁部に短かい立ち上がりをもっ。いずれも軟質で

あり、時期は杯が最も小型化する 7世紀前半で唯一奈良時代を遡るが、便宜上ここで示してお

く。79はSP352土嫌墓副葬の土師器杯。次の SP353と近接した時期の土墳墓と みら れ11世紀
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Fig. 158 土域墓出土須恵器・土師器(>1)

前半に下ると推定する。 80~90は S P 353土墳墓出土の土師器で、杯はやや染めの80・81の 2

点、浅い82~85の 4 点、その他 2 点、皿は高台付の88 ・ 89が 2 点、 90は高台付黒色椀である O

全部で11点あり、 82 ・ 84 ・ 85 ・ 87~89はやや浮いた状態で、他は墳底から副葬品といえる状態

で出土した。地90などの特徴から10世紀中頃~後半に位置づけられる一群である。

その他 (Fig.159・160、PL 101・90-100はSK303土嬢.S E302井戸出土の 8世紀 「大」

があり同じく 「大」の字の資料は国庁域からも出土している。 101~104は S D323溝出土の土
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Fig. 159 溝・土嬢出土須恵器および土師器 1(冗)

師器で官1~ ・均二・小壷・高杯がみられ、 8 世紀中頃かと推定する。 105 ・ 106は I 区西端の S K32 

5およびSK326土媛出土の土師器高杯と須恵器杯で 8世紀後半に位置する o 107はSD305出土

の土師器杯で 8 世紀末~9 世紀中頃か。 108~1 1Oは I 区 S E302井戸に伴う SD306~ S D308 

溝から出土した土師器杯で 8世紀中頃~後半にかかるものと推定する O また111須恵器杯蓋は

I区SD307から続く H区の SD330から出土しており、口縁端が短かく折れる特徴に古い要素

をもつが天井部が低く 8世紀中頃に位置づけられよう o 112の土師器亙は H区SB335建物を切
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Fig. 160 溝土壌出土須恵器および土師器 2(冗)

る SD331溝からの出土で10世紀前半。 I区 SB344ほか建物前面の SD346溝からは113・114

の土師器皿あるいは杯および115須恵器高杯が出土している。 113は高台の短かい初期の高台付

皿とすれば 9 世紀末~10世紀初に位置づけられょうか。 115は杯部 ・ 脚部とも端部の段は消失

しており、やや軟質である。これら 3点は SB344ほか建物の廃絶時期にちかいものであろう。

116黒色扇は SB343建物の南側に接する SE347井戸からの出土で、 丸い杯に内湾気味の高台

が付き、 10世紀前半までに SB344ほかが既に廃絶していたことを示す。

Tab. 8 1 . II区須恵器・土師器一覧表

F登19録ー図番番号号 出土地点 器 種 法 量 cm 育長 A同uBEペ、 の 特 徴 調整の特徴・その他

154 -1 須恵器 口径 17.4 大型の均二蓋。天井部は丸味をもち高
天井部ヘラケズリ O 白褐色で軟質。

S K319 く、太いつまみが付く。口縁端部は
8402416 杯蓋 器高 4.3 ナデて内側に稜をもっ。

全体に焼成歪みあり。

-2 口径 16.1 
大型の均二蓋。天井部は低〈つまみを

ク 。 もつ。口縁端部はナデて断面三角形 天井音11へラケズリ。白褐色で軟質。
8402107 器高 2.8 の稜をつくる。

-3 口径 13.8 天井部はひ くく小さなつまみをもっ。
イシ イシ

器高 2.6 
口縁端部はナデて断面三角形の稜を 天井部ヘラケズリ。明灰色。

8401400 つくる。

-4 口径 13.8 天井部はやや高く、つまみが付く。
天井部ヘラケズリ。明灰色で砂粒や。 。

器高 3.2 
口縁端部はナデて内側に稜をもっ。

や多く含む。8402114 内面にヘラ記号あり。

5 口径 13.8 天井音11は低く、つまみが付く。口縁
イシ イシ

器高 2.5 
端部はナデて断面三角形の稜をつく 天井部ヘラケズリ。明灰色。

840213 
る。内面にへラ記号あり。

-6 須恵器 口径 15.0 高台はやや外に張り、体部はゆるや 底外商ヘラ切離し後ナデ。白褐色で。
8402413 均: 器高 5.0 かに立ち上がって直線的に伸び深い。 軟質。
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F登19録ー図番番号号 出土地点 器 種 法量 cm 形 宵'bE、 の 特 徴 調整の特徴・その他

154 -7 須恵器 口径 12.8 
高台はやや内に入って直に立つ。体

8402412 S K319 
杯 器高 3.9 

部は底部と稜をなして立ち上がり、 底外面ヘラ切離し後ナデ。灰色。

口縁部でやや外反。

-8 口径 12.6 
高台はやや内に入って立ち、体部は

底外面にヘラ切離し後ナデ。黄灰色
S K318 イシ

器高 5.1 
底部と稜をなして立ち上がって直に

で軟質、微砂粒を多く含む。8401373 
伸び深い。

-9 口1?E 12.6 
高台はやや外に張り、体部は底部と

底外面にヘラ切離し後ナテ。灰白色
ク イシ 不明瞭な稜をなして立ち上がり直線

8401372 器高 4.4 的に伸びる。
で軟質。

-10 
S K319 

口径 12.7 体部は底部と稜をなして立ち上がり 底外面ヘラ切離し後ナデ。白褐色で。
器高 直線的に伸びて深い。 微砂粒多く含む。8402101 4.7 

-11 口径 13.0 体部は底部から急に立ち上がって直 底外面にヘラ切離し後ナデ。赤褐色
タ， イシ

8402109 器高 4.0 線的に伸びる。 の「赤焼」須恵器。

-12 口径 6.4 
体部は浅く内湾気味に立ち上がる。 底外面ヘラ切離し後ナデ。灰色。。 イシ

840416 器高 3.4 

-13 須恵器 口径 15.0 体部は底部から不明瞭に折れて立ち 底外面ヘラ切離し後ナデ。黄灰色で。
皿 器高 上がり、口縁部端部やや外反。 軟質。8402406 2.0 

-14 口径 17.2 底外面ヘラ切離し後ナデ。白灰色で。 。
器高

。
やや軟質。8402118 2.2 

-15 口径 16.8 体部は底部とかるく稜をなして直に
底外面ヘラ切離し後ナデ。灰色。イシ 。

器高 1.8 短かく立ち上がる。8402407 

-16 須恵器 口径 7.8 
小型の鉢。凸面状の不安定な底部か

底外面静止ヘラケズリ、体部外面上
イシ

鉢 器高
ら体部は稜をなして直に深〈立ち上

半回転ヘラケズリ、他ナデ。灰色。8402409 4.8 がる。

-17 須恵器
短頚査の胴部下半。高台は底部のや

底外面と胴部の底部付近ヘラケズリ。
イシ

壷
底径 11.4 や内に入り低く、胴部は稜をなして

明灰褐色で軟質。8401399 直線的に立ち上がる。

-18 口径 9.1 
細頚の長胴二耳壷。胴部は肩が張り沈線 2胴部は外面タタキ目、内面同心円文

イシ イ〉

胴径 22.0 
条をめぐらせ板状穿孔の耳を貼付。頚部は の上からかるくナデ、口縁部ナデ。

8402119 
外反し、 口縁部は沈線をおき折れて立つ。 内面灰色、外面は酸化により褐灰色。

-19 須恵器 口径 32.6 片口の大型鉢。体部は底部と稜をな
体部外面下半から底外面にかけてへ

イシ

鉢 器高 12.5 'して直に開く。
ラケズリ。明灰色で砂粒をやや多く

8402115 含む。

-20 
口径 7.8 体部は直線的に急に立ち上がり深い。 内外商ともナデ。灰色。イシ 。

8402418 

115 -21 土師器 口径 17.2 大型の杯葦。天井部はやや低くつま 内外面ともナデ仕上げ。明黄褐色で
ペシ

8402417 杯葦 器高 3.4 みをもち、口縁端部は短〈内傾する。 砂粒を含む。

-22 土師器 口径 15.6 体部が深い大型杯。高台やや高 く直 低外面ヘラ切離し後ナデ。明黄褐色。
杯身 器高 に立つ。 で砂粒を含む。8402414 6.8 

-23 土師器 口径 15.8 
大型の杯。体部は浅く、底部から不

底外面は静止へラケズリ後ナデか。
イシ

土不 器高 3.2 
明瞭な稜をなして内湾気味に立ち上

明褐色で砂粒を含む。8401391 がる。

-24 口径 15.6 大型の杯。体部はやや深く、外に開 底外面ヘラ切離し後ナデ。明褐色で
イシ ク

器高 き内湾して立ち上がる。 砂粒やや多く含む。8401392 3.6 

-25 口径 16.2 大型の杯。底部は小さ〈、体部はj架 底外面ヘラ切離し後ナデ。明褐色で。 。
器高 く内湾気味に立ち上がる。 砂粒を含む。8402108 4.8 
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Fig図番号
出土地点 器種 法 量 cm 形 宵，~旨、 の 特 徴 調整の特徴・その他登録番号

155 -26 
S K319 

土師器 口径 13.5 器壁が薄く、体部は底部と稜をなし 底外面ヘラ切離し後ナデ、明茶褐色

8402117 杯 器高 3.5 て直線的に立ち上がる。 で微砂粒を含む。

-27 口径 12.0 体部は底音1¥と稜をなして直線的に立 底外面ヘラ切離し後ナデ。明褐色で
ク イシ

器高 砂粒を含む。8402102 3.2 ち上る。

-28 口径 11.5 体部は底部と稜をなして直線的に立 底外面ヘラ切離し痕。権褐色で砂粒
イシ 。

器高 ち上がる。 を多く含む。8401395 3.4 

-29 口径 12.2 
底部は小さく、体部は不明瞭な稜を

底外面へラ切離し後ナデ。明褐色で
イシ イシ

器高 3.4 
なして外に開きながら内湾気味に立

砂粒を含む。8402106 
ち上がる。

-30 口径 12.3 
イ〉

底外面ヘラ切離し後ナデ。 明褐色で
イシ イシ

器高 微砂粒を含む。8402103 3.4 

-31 口径 13.2 体部は底部と稜をなさずに立ち上が
底外面へ7切離し後ナデ。 内面は赤

イシ 。
器高 3.3 

褐色の丹塗磨研。胎土は明褐色で砂
8401393 る。

粒を殆と含まない。

-32 
イシ

口径 10.6 小型の杯。底部は小さく、体部は不 底外面ヘラ切離し後ナデ。明褐色で
イシ

器高 明瞭な稜をなし内湾して立ち上がる。 砂粒含む。8402408 3.5 

-33 
皿

口径 17.6 体部は底部と不明瞭な稜をなして短 底外面ヘラ切離し後ナデ。明褐色で
。

器高 く外反気味に立ち上がる。 砂粒を含む。8401390 2.2 

-34 
イシ

土師器 口径 17.6 体部は底部と不明瞭な稜をなして短 底外面ヘラ切離し後ナデ。明褐色で

8401388 皿 器高 2.2 く直に立ち上がる。 微砂粒を含む。

-35 口径 16.6 
イシ 。。 。

器高8401389 2.3 

-36 口 径 約18
イシ 。イシ ペシ

器高8401387 2.0 

37 土師器
残高 11.4 

高杯胸部、中空筒状に高く上位でし 内外面ナデ。明褐色で砂粒を殆ど含
ク

高杯8712907 まる。 まない。

-38 土師器
口 径 約20

月岡部はやや張り、口縁部は折れ気味 胴部内面指ナデ、外商タテハケ目後
イ〉

斐 に外反。 ナデ。明褐色で微砂粒多く含む。8402403 

-39 
口 径 約24

胴部は張らず、口縁部は折れずに外 胴都内面指ナデ。明褐色で微砂粒多
イシ イシ

く含む。8202419 反し上面平坦。

156 -40 
S K317 

須恵器 口径 16.6 大型の杯蓋。天井部は平坦でつまみ 天井部から体外面 2分の iヘラケズ

8401922 杯蓋 器高 3.9 が付き、口縁端は厚く角ばる。 リO 明黄灰色でや軟質。

-41 口径 17.4 
大型の杯叢で、つまみ欠失。 天井部から

イシ イシ

杯高 2.6 
体部にかけて丸味をもち、口縁体部が断面 天井部ヘラケズリ。灰色。

8401921 
三角形の稜をつくる。ヘラ記号あり。

-42 口径 13.4 
つまみが付き、天井部から体部にか

S K316 ク

器高 3.6 
け丸味をもち、口縁端部が断面三角 天井部ヘラケズ リ。灰色。

8401377 
形の稜をつくる。

43 口径 13.4 
つまみ欠失。天井部から体部にかけ

天井部ヘラケズリ。明灰色で焼け査
S K317 イシ

杯高 1.8 
て丸味をもち、口端部が断面三角形

8402126 
の稜をつくる。

み。

ハ
h
v
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田遺物

F登19録図番番号号 出土地点 器種 法量 cm % ，肯utE、 の 特 徴 調整の特徴・その他

156 -44 
S K317 

須恵器 口11 12.8 天井部は平坦で、体部が直に下旬、 天井部ヘラケズリ、体部ナデ。 明灰

8402104 壷蓋 器高 3.2 口唇部に稜をつくる。 色。

45 須恵器 口径 15.2 
高台はやや内に入り 、体部は底部と

底外面ナテ市:上げ。灰白色で微砂粒

8401374 
S K316 

杯 器高 4.9 
不明瞭な稜をもって直線的に立ち上

を多く含む。
カぎる。

-46 
S K317 

口径 13.0 高台はやや内に入り、体部が直線的 底外面ヘラ切離し後ナデ。 灰色でや。
器高8401918 5.0 に立ち上がる。底内面にヘラ記号。 や軟質。

-47 
S K316 

口径 12.2 高台は底体屈曲部に付き、体部が直
底外面ナデ仕上げ。灰白色で軟質。。

器高 4.5 8401375 線的に伸びる。

-48 
S K317 

口径 12.3 底外面へラ切離し後ナデ。白灰色で
ク

器高
イシ

8402122 4.4 軟質。

-49 口径 13.0 体部は底部とやや不明瞭な稜をなし 底外面ヘラ切離し後ナデ。白灰色で
イ〉 イシ

器高8402120 4.3 て直線的に立ち上がる。 軟質。

-50 口径 13.5 体部は底部とやや不明瞭な稜をなし 底外面ヘラ切離し後ナデ。白灰色で。 イシ

器高8402121 4.3 て立ち上がり 口縁部でやや外反する。 軟質、 砂粒やや多く 含む。

-51 
残高 3.1 

器面荒れて調整不明瞭。明灰色で軟
ろ， 。 イシ

8402123 質。

-52 口径 11.8 底外面ヘラ切離し後ナデ。赤褐色の
イシ イシ

器高
イシ

「赤焼」須恵器。8401916 3.9 

-53 須恵、器 口径 9.0 
高台は形式的に付いて小さく、体部

。
軍'ii 器高

は直線的に立ち上がって肩をつくり、 底外面ヘラ切離し後ナデ。灰色。
8401919 7.7 

口縁部が短く立つ。

-54 須恵器 口径 16.6 体部は底部から屈曲して短く立ち上
底外面ヘラ切離し後ナデ。灰色。イシ

器高 1.8 がり、口縁部で外反。8401912 皿

-55 口径 17.0 体部は底音防〉ら屈曲して直線的に短 底外面ヘラ切離し後ナデ。内面明灰。 イシ

器高 色、外面明灰褐色で軟質。8401913 2.1 く立ち上がる。

一56 口径 16.8 底外面切離し後ナデ。板目痕あり。
イシ イシ

器高
。

8402125 2.2 明灰色で軟質。

-57 須恵器 口径 23.6 
大型の深鉢。底部は丸味をもち不安

底外面から胴外面下半を静止ヘラケ
イシ

鉢 器高 13.9 
定。体部は不明瞭な稜をなし直線的

8402124 
に立ち上がる。

ズリ後ナデか。灰白色で軟質。

157 -58 土師器 口径 16.3 
大型杯。底部は丸味をも って不安定。

底外面ヘラ切離し後ナデか。明茶褐
イシ 体部は稜が不明瞭なまま内湾気味に

8402133 杯 器高 4.8 
立ち上がる。

色で微砂粒を含む。

59 口径 12.0 体部は底部との稜が不明瞭なまま内 底外面ヘラ切離 しナデ。明褐色で砂。 イシ

器高8402135 3.8 湾気味に立ち上がる。 粒を含む。

-60 口径 14.3 体部は浅く、底部と不明瞭な稜をな 底外面へラ切離し後ナデ。茶褐色で
イ〉 。

器高8402134 2.8 して直線的に伸びる。 微砂粒を含む。

-61 口径 13.6 体部は底部と稜をなして直線的に立 底外面にヘラ切離し後ナデ。明茶褐
イシ '" 器高 色で砂粒やや多く含む。8402129 4.3 ちヒがる。

円
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久池井B遺跡

草 野 | 出 土 地点l器種|法量 ω| 形態の特徴 調整の特徴・その他

157 -621 ~ TT^ ，~ 1土師器|口径 13.3 I体部は底部と稜をなして直線的に立 |底外面ヘラ切離し後ナデ。明褐色でI S K3171~~:"" I <T"'''-'~'" '' -'~ ~ -- -=" "'"，"- "~ I 
84021281 ~ HV>O  I 杯 |器高 3.4 1ち上がる。 1砂粒を殆ど含まない。

-63 
8402132 

イシイシ
口径 12.4 
器高 3.4 

底外面ナデ仕上げ。明褐色で砂粒を

含む。
ペシ

-64 
8402136 

イシ
口径 13.2 1体部は底部とやや不明瞭な稜をなし 1器面荒れて調整不明。明褐色で砂粒

器高 3.71て直線的に立ち上がる。 1を含む。
ク

イシ
-65 

8401915 
ク

ワ

臼

ヴ

d

つ
白
内
べ
υ

径

官

同

口
器

底外面にヘラ切離し後ナデ。茶褐色

で微砂粒を含む。
イ〉

イシ
-66 

8402136 
。 口径 12.4 

器高 3.5 
底外面ヘラ切離し後ナデ。白褐色で

砂粒を殆ど含まない。
イシ

。 土師器|口径 16.3 I体部は底部と稜をなして短く直線的|底外面ヘラ切離し後ナデ。明茶褐色

皿 i 器高 2.3 1に立ち上がる。 1で微砂粒を含む。

-67 
8402137 

イシ
-68 

8402139 
イシ

口径 17.2 
器高 1.9 

底外面切離し後ナデ。白褐色で砂粒

を含む。
ク

イシ
69 

8402138 
イシ

口径 16.5 1体部は底部とやや不明瞭な稜をなし 11ま外面切離し後ナデ。明茶褐色で砂

器高 2.21て立ち上がり、 口縁端部やや外反。 1粒を含む。

。70 
8401914 

イシ
口径 18.0 
器高 2.1 

イシイシ

1， "~ DDI I 'W.， ~ _"~~"_ ". ~~"". _ ~ ~ _IJ表音問、ら体部下半にかけ外面へラケ
-711 ~ TT̂ ， ^  1土師器 'or.::lI:V ，. n I小型壷の胴部下半。底部は不安定で|1 S K3161 ~::~" 1胴径 14.2 I:，-:';::;.':~':~ '0 ，~'"'---， ~~ -1ズリ後ナデか。内面ハケ日後ナデ。

84013781 ~ HV.V  1 軍 1 "'''~ ...v 1体部は急に立ち上がる。 11 = 1 1 'T'" ，"-'~"-~ J~"_ 0 明赤褐色で砂粒多く含む。

72 1 ~ TT  ̂ ' ~ 1土師器1~ /.V ^^ n I胴部は張りがなく、口縁部は折れて|胴部内面〈ラケズリ、他ナデ。 白褐I S K3171 曜 i口径 22.8 1 /j:'~~~'~::;; ，，， -.，.， '¥ '¥ 1-"rq.I-J I~'''''' j/l ".... '" I 
84019231 ~ HV.'  1 斐 1 ~ ，~ vv.v 1大きく聞く色で微砂粒多く含む。

q
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u
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のバ
U

イシ ク |口f歪 25.8 1口縁部はやや肥厚して急に外反。
胴部内面ヘラケズリ、他ナデ。明褐

色で微砂粒多く含む。

-74 
8401925 

ク
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。
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口イシ

158 -751 ~ ~n~n 1須恵器|口径 9.61天井部は丸味をもち、体部は稜をな|天井部ヘラ切離し後かるくナデ。暗I S P 350 I '''，'.:..~.;:" I I ' .. ":.::'::"_"'" ~ V J' <T "，..-，~ ~ -I 
8401357 1 ~ ， VVV  1杯蓋|器高 3.01さず下がる。 1灰色で砂粒やや多く含む。焼け歪む。

-76 
8401358 

イシ

1 ........../."'7 ，..，...... I体部は底部から不明瞭な稜をなして l
須恵器|口径 8.2 I :'I-J~H~J~~~~H" ~ ~.~~~: -~ ":x-~" '，: >~ ..底外商ヘラ切離し後かるくナデ。灰

立ち上がり、 口縁部立ち上がりはつ|
杯身|器高 2.5 1 -:-.: ::: :~ ' ~:':~~J~ ~=-:;~" 1 '<>- - I色で砂粒やや多く含む。焼け歪む。

| lよく内傾。 底外面にヘラ記号。 I

須恵器|口径 10.21天井部は高く、体部は丸味をなして|天井部は〈ラ切離し後かるくナデ。

杯蓋|器高 3.7 I下がる。 天井部にへラ記号。 1明灰褐色で軟質。

巧

j
p
n
v

巧
d
e
p
h
d

一

円

ぺ

υ

一

'
E
A

ハU
A
せ。。

。

イシ
須恵器|口径

杯身|器高

1体部は底部から不明瞭な稜をなして l

9.2 1 ="~..~ '~:~:... ..::.， ~ ~~= ~ .:-:.. ~ .~ : 1底外面ヘラ切離し後かるくナデ。明
1立ち上がり 、口縁部立ち七がりはつ l

3.1 1-:-:::::::.:' ' :.... : :: ~:. ~- .:~-:，~.: ，.--1灰褐色で軟質。
l よく内傾。底外面にヘラ記号。，

-78 
8401355 

158 -791 ~ ~ n~n 1土師器|口径 12.8 1体部は底部と稜をなし内湾気味に立|底外面ヘラ切離し後ナデ。明褐色でI S P3521 ~ ~:"" I 'T"'''-'~'"''-'~~ --. "，，~ ， . .， ..- ~ I 
84013691 ~ A vvv  1 杯 |器高 3.6 1ち上がる。 1砂粒を殆ど含まない。

。凸
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皿遺物

F登19録一区番l番号号 出土地点 器種 法量仰 形 ，宵~~、 の 特 徴 調整の特徴・その他

158-80 
S P351 

土師器 口径 11.7 体部は底部と不明瞭な稜をなして内 底外面ヘラ切離し後ナデ。明褐色で

8401363 杯 器高 3.3 湾気味に立ち上がる。 微砂粒を含む。

81 口径 11.8 底外面ヘラ切離し後ナデ。明褐色で
。 イシ

器高
。

8401362 3.8 微砂粒を含む。板目痕あり。

-82 口径 11.6 体部は底部と明瞭な稜をなさず浅く 底外面ヘラ切離し後ナデ。明褐色で
イシ 。

器高8401359 2.5 立ち上がる。 微砂粒を含む。

-83 口径 12.2 底外面ヘラ切離し後ナデ。明褐色で
。 イシ

器高
イシ

8401360 2.3 微砂粒を含む。板目痕あり。

-84 口径 11.2 体部は底部と稜をなさず内湾気味に 底外面ヘラ切離し後ナデ。明褐色で
イシ 。

器高 浅く立ち上がる O 微砂粒を含む。8401364 2.0 

-85 口径 11.0 
イシ ク

器高
。 イ少

8401361 2.5 

-86 
底径 6.6 

勾:底部。体部は底部とかるい稜をな
イシ イシ イシ

8412567 して立ち上がる。

87 
底径 6.5 

底外面ヘラ切離し後ナデ。明褐色で
イシ イシ

微砂粒を含む。板目痕あり 。8401365 

-88 土師器 口径 7.2 杯部は浅く立ち上がりをなさず、高 底外面ナデ仕上げ。明褐色で砂粒を
。

皿 器高 台は高くやや外に張る。 殆ど含まない。8301366 2.4 

-89 口径 7.4 
イシ イシ

器高
イシ イシ

8401367 2.3 

90 土師器 口径 15.0 
底部は丸味をもって深く立ち上がり、

底外面ナデ仕上げ。体部内外面ヨコ
ク

士~IÍ 器高 6.5 
口縁端部はナデて外反。高台は底部

ヘラミガキで暗褐色の「黒色土器」。8401368 
の内に入ってつよく外に張る。

159-91 
S K303 

須恵器 口径 14.6 天井部は低くつまみをもち、口縁端
天井部ヘラケズリ 。灰色。

8401906 杯蓋 器高 2.5 部は断面三角形の稜をもっ。

-92 口径 14.2 天井部は低くつぶれつまみをもち、
イシ ク

器高
。

8401907 1.9 口縁端部は内に鈍い稜をつくる。

-93 土師器 口径 15.2 天井部は低く平坦で太いつまみが付
内外面ともナデ仕上げ。明黄褐色。。

杯蓋 器高 2.5 8401908 き、口縁端部は短く折れて立つ。

-94 須恵器 口径 16.4 
高台は内に入って立ち、体部は底部

。
勾: 器高 3.6 

と稜をなして急に直線的に立ち上が 底外部ヘラ切離し後ナデ。灰色。
8401903 

る。

-95 口径 15.6 
高台はやや内に入って立ち、体部は

ク イ〉

器高 4.0 
底部と稜をなして直線的に立ち上が イシ

8401904 
る。

-96 口径 14.0 体部は底部と不明瞭な稜をなして立
底外面ヘラ切離し後ナデ。灰色。イシ 。

器高 3.1 ち上がり、口縁部やや外反。8401901 

-97 口径 17.2 
大型の杯。高台はやや内に入って立ち、体

底外面ヘラ切離し後ナデ。灰色で砂
。 イシ

器高 5.9 
部は底部と明瞭な稜をなさず立ち上がり直

粒やや多く含む。8401911 
線的に伸びる。底外面にヘラ書 「大j。

日刈
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久池井B遺跡

F登19録ー図番番号号 出土地点 器 種 法 量 cm 形 宵'也E、 の 特 徴 調整の特徴・その他

159 -98 
S E302 

須恵器
胴径 16.0 胴肩部がつよく張る。 胴部肩位をナデ。灰色。

8412560 軍古

-99 
S K303 

須恵器
底径 11.2 

高杯脚部。裾部は端部が平坦にちか
脚部内外面ともナデ。明灰色で軟質。

8401909 高杯 く聞く。

-100 須恵器
口径 19.8 

大型受。口縁部は球状を恩わせる胴 口縁部ナデ。胴都内外面ともタタキ
ク

饗 部から急に外反。 目を残す。外面黄灰色、内面黒灰色。8712563 

-101 
S D323 

土師器
残高 13.6 甑口縁部。

内外面ともナデ。明褐色で砂粒を含

8712903 f祇 まない。

-102 土師器 口径 14.0 底部は不安定で、体部は稜をなさず 底外面静止ヘラケズリ。明褐色で微
イシ

皿 器高 短く直に立つ。 砂粒を殆ど含まない。8401380 2.8 

-103 土師器 口径 12.8 
小型広口壷。体部は丸底でやや偏平、 底外面付近ヘフケズリ後ナデか。目同

イシ

壷 器高 8.1 
ロ縁部は体部と稜をなさず反転して 部中位以外は器壁が薄い。明褐色で

8401379 
大きく外反。 砂粒を殆ど含まない。

104 土師器
残高 5.3 脚部は低く裾が開く。

脚部は内外面ともナデ。器壁が厚い。
イシ

高杯 明褐色。8712905 

-105 
S K325 残高 9.1 高杯脚部。脚筒部は細長く伸びる。

筒部外面ナデ、内面ヘラケズリ。明
イシ

茶褐色で砂粒を殆ど含まない。8712908 

-106 
S K326 

須恵器
底径 9.6 

高台はやや内に入り、体部は底部と 底外面ヘラ切離し後ナデ。灰色でや

8712555 巧: 不明瞭な稜をなして立ち上がる。 や軟質。

-107 
S D305 

土師器 口径 12.0 体部は底部とかるい稜をなして直線 底外面ナデ仕上げ。器壁が薄い。明

8401381 杯 器高 3.2 的に立ち上がる。 褐色で微砂粒を含む。

160-10~ 
S D306 

土師器 口径 15.5 体部は底部と稜をなさずに短く立ち 底外面ヘラケズリ後ナデか。明褐色

8412568 皿 器高 2.0 上がり、口縁端部をまるめる。 で微砂粒を含む。

-109 
S D307 

須恵、器 口径 12.4 体部は底部から稜をなして直線的に 底外面ヘラ切離し後ナデ。白褐色で

8401382 杯 器高 3.9 立ち上がる。 軟質。

110 
S D308 

口径約16体部は底部と不明瞭な稜をなして浅 体部はナデて外商下半はカキ目風に
ク

器高 仕上げる。灰色で砂粒やや多く含む。8401383 3.4 く直線的に立ち上がる。

-111 
S D330 

須恵器 口1f 14.6 天井部は低くつぶれてつまみが付き、 天井部はヘラケズリ。天井部のみ紫

8401385 杯蓋 器高 2.5 口縁部は短く折れて立つ。 灰色、他明灰色。

-112 
S D331 

土師器
底径 8.6 高台はやや外に張って高〈伸びる。

底外面ナデ仕上げ。明褐色で微砂粒

8401384 高杯 を含む。

-113 土師器
高台は内に入って短く立つ。体部は

底外面ナデ仕上げ。明褐色で砂粒を

8412901 
S D346 

皿
底径 6.0 底部と稜をなさず内湾して立ち上が

殆と含まない。
るか。

-114 
高台は短くやや外に開いて立つ。体

イシ 。 底径 8.0 部は底部と稜をなさず内湾して立ち イシ

8412575 
上がるか。

-115 須恵器 口径 13.9
杯部は底体が体化して浅く聞き、

内外面ともナデ、筒部にカキ目を施
ペシ

高均二 器高 12.2 
脚部は筒状に高く伸びて裾が平坦に

す。灰色。8401386 
開く。

-116 土師器 口径 14.3 高台はやや開いて高く伸び、埼部は
底外面ナデ仕上げ。 Jlii部は内外面とも

8401905 
S E347 

境 器高 6.8 底体が丸味をもって大振り o
ヘラミガキ。外面明褐色、内面暗褐色の

「内黒Jで砂粒を殆と含まない。

ハUη
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(2) 土錘 (Fig.161，P L 102) 

I区の土嬢から 7点出土した。いずれも手控ね

で両端を細く仕上げた管状の土錘で、長さ 3~4 、

太さ1.2~ 1. 5m、孔径0 . 5前後。 117-120 ・ 122 は

S K316、121はSK317、123はSK318土壌から

の出土である。

(3) 紡錘車 (Fig.162、PL 102) 

124はSP353土嬢墓出土の鉄製紡錘車である。

径4.2cm、厚0.2cmの薄い鉄製円板の中心に細い鉄

芯を通す。鉄芯は径O.3cm、長さ8.5cm以上で一端

を欠損し、土圧のため円板と直交していない。鋳

化が著るしい。類例は佐賀平野では吉野ケ里遺跡

からも l点出土している。

⑥ 

⑤山

⑥
山

@ 

⑥ 
119 

⑨ 
Fig. 161 土錘(~)

田 遺物

⑨ 

5cm 

O 

(4)鏡 (Fig.162、PL 102) 

125はSP 353土墳墓出土の湖州鏡系の素文鏡片。隅丸方形鏡の角部にあたるため法量は明ら

かでないが、縁が狭いことからみて、おそらく 1辺10前後の小型鏡であろう。破片のみ、しか

も破砕された状態で出土した。縁は 「湖州鏡系J特有の蒲鉾縁で、幅0.8cm、厚さ0.2cmで細かな

研磨痕を残す。鏡面部分は厚さO.lcmと極めて薄く平滑に仕上げられ、背面は素文である。

部緑青がみられるが保存良好な黒色を呈し、胴質は錫分を多く含むと思われる。湖州鏡系のこ

の種の鏡は経筒に使用されたものと別とすれば、佐賀平野では国府跡周辺でのみ久池井B遺跡

皿区、惣座B遺跡、佐賀市泉三本栗遺跡等の例があり、いずれも土墳墓からしかも本例と同様

破片で出土している。ただしこれらはいずれも大型円形鏡である点が異なる。

124 

遺物登録番号

124 鉄製紡錘車 8712055 

125 鏡……・… 8403110

O 5cm 

Fig. 162 S P 353土墳墓出土紡錘車・鏡(~)
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久池井B遺跡

〈皿区の遺物〉

奈良時代の須恵器・土師器が殆どである。

弥生時代では調査区西辺部の貯蔵穴から前期の土器が若干出土しているほか、縄文~弥生時

代の石器が数点ある。南側の惣座B遺跡、に比べて弥生時代の土地利用は殆ど無いに等しい。

奈良 ・平安時代では土墳を中心に須恵器 ・土師器が比較的豊富に出土した。ただしその大部

分は奈良時代で、平安時代に入ると激減する。そのほか鉄器が数点あり、また特殊な遺物とし

ては小穴から出土した石鈎I点、土墳墓から出土した鏡片 I点などがある。

中世では室町期の瓦質土器・磁器・石塔などがみられるが量は少なく、主に調査区南端の S

D787あるいはその周辺からの出土に限られる。

縄文・弥生時代

(1) 石器 (Fig.163、PL 115) 

耕作土、遺構の埋土から安山岩、黒曜石を素材とした石器が出土している。大部分は調整剥

離のない剥片であったが、削器 (126-130) 、石鍛 (131・132)が出土している。時期は縄文

後期から弥生前期のものと考えられる。

削器 (Fig.163、PL 115) 

126は幅広の縦長剥片を素材とし、表裏ともに調整条IJ離を施して刃部を作出している。 127・

128は横長剥片を素材とし、表裏ともに背部調整剥離と刃部調整剥離を施している。 130は大型

の横長剥片を素材とし、打面のあるー側縁に背部調整剥離、対側縁と弧状の先端に刃部調整剥

離を施している。いずれも安山岩製。

石銭 (Fig.163、PL 115) 

131・132ともに弧状に扶入した基部の平基で、調整は全体的に丁寧である。黒曜石製。

(2) 土器 (Fig.164、PL115・116)

S K745、SK746土墳から弥生前期中頃の土器がまとまって出土した。

133~ 138は S K745土壊から出土した斐である。 133・134は口縁部と体部上半が残存する。端

部に刻目をもっ口縁部は短く外反し、体部上反はやや内傾する。調整は内外面ともにヨコナデ、

他はナデ。色調は外面黒褐色、内面茶褐色。胎土に砂粒を含む。 133は復元口径14.4cm、134は

復元口径2.2cmo 135・136は、口縁部と体部の上半に刻目突帯を貼り付けるもので、 135の体部

上半は丸みを持ちながら内傾する。突帯と突帯の聞には内外面ともにヨコナデ、ほかはナデ。

色調は内外面ともに黄褐色。胎土に I前後の砂粒を含む。復元口径26.4cmo 136の体部上半は

つ臼
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Fig. 163 縄文・弥生時代石器(見)
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久池井B遺跡

ほぽ直立する。調整は突帯と突帯の閑がハケの後ナデ、他は内外面ともにナデ。色調は内外面

ともに黒褐色~茶褐色。胎土に 1mm前後の砂粒を含む。復元口径26.0cmo S K 746土壌出土の

破片と接合。 137-140は底部しか残存していない。いずれも端部が外に張り出すもので140は

焼成後穿孔している。

141-143はSK746土墳出土の、 141・142は高杯、 143は聾である。141・142ともに杯部から

脚部にかけてしか残存していないが、杯部と脚部の境に刻目のない突帯を貼り付け口縁部が短

く直立するものであろう。調整は杯部内面と脚部外面がヘラミガキ、胸部内面タテ方向のナデ。

142は口縁部と体部上半が残存するだけで体部の突帯は不明である。口縁に刻目突帯を巡らし、

体部上半は直線的にやや外反する。調整は内外面ともにヨコナデ。復元口径26.6cm。
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Fig. 164 S K745 ・ 746 土撲出土弥生前期土器(~)
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皿遺物

2 奈良・平安時代

(1) 須恵器・土師器

a 奈良時代

久池井B遺跡、皿区において各遺構から出土した遺物群中、当該時期に比定できるものが多く

を占めている O この様な状況は、肥前国府跡との関連が考えられ、出土遺物群の性格において

も、一般集落出土遺物の構成とは異なった官街に関連した遺物としての性格を考慮しておかな

ければならないと考えられる。特に土壌SK775-777・768に関しては、多量・他器種にわた

る遺物を出土しており、出土状況ならびに各遺構の共存関係を知る上で最も重要になる接合関

係から、 一括廃棄の状況が看取でき、その構成器種の取扱いについても分析対比が必要となる。

ここでは、 SK764・775・776出土資料に関して詳細を述べることにする。また調査区の縦断

ならびに横断する溝からも、当該時期に比定できる遺物群が多く出土してはいるが、遺構の形

状から考えられる性格ならびに遺構埋土の堆積状況から、一括性には乏しいものである。さら

に、特筆した 3遺構以外の遺構出土資料に関しては各遺構ごとに記述することは避け、特筆す

べき遺物に関して記述するにとどめた。遺物の詳細に関しては、出土遺物観察表 (Tab.9)

を参照されたい。

S K764出土土器 (Fig.165・166，P L.1l7 ) 

須恵器 久池井B遺跡m区において検出された他の遺構出土土器群の出土傾向と同様に、非

常に少量であり杯および蓋が出土している。

蓋は偏平つまみを有するもので、口縁端部形状が断面三角形のものが出土しており、調整属

性に関しでも天井部外面を回転ヘラ削りするほかは、内外面ともに回転ナデによって仕上げて

いるものである O また、小型でつまみを有さないものも微量ながら出土しており、口縁端部形

状が明瞭な断面三角形を呈するものと、やや丸みを有するものがあり、天井部外面の調整はい

ずれも粗いナデによって仕上げられている。

杯は 1点のみ図示したが、量的にも少ない傾向にある O 形状は、底部から体部への移行が緩

やかなものであり、底部外面の調整は、回転ヘラ切り後粗いナデによって仕上げるものである。

土師器 質量ともに多様であり蓋・杯・皿・聾・高;杯・手づくね土器にわたっている O

蓋には、杯に伴う蓋と査に伴う蓋、および大型品に伴うであろうと考えられる蓋(杯に伴う

に
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久池井B遺跡

と考えられる蓋を杯蓋、査に伴うと考えられる蓋を査蓋とする)が出土している。大型の蓋な

らびに査蓋は、共に偏平ながら回転ナデによって丁寧に仕上げられた中心部が凹むつまみを有

し、大型の蓋は後述する皿を、査蓋は無高台杯を天地逆転させたような形状をとり、調整属性

に関しては天井部外面を回転ヘラ削りし、他の部分は内外面ともに回転ヘラ磨きによって仕上

げられる点で、皿ならびに杯とは異なっている。杯に伴う蓋に関しては、体部から口縁部にか

けての破片であり、つまみの有無については判断できないものの、断面三角形を呈する口縁端

部形状のもの154-157、やや丸みを有する断面三角形のもの158-166が存在している。 杯は、

有高台のものと無高台のものがあり、法量差によって大小の別がある。形状的には、底部から

体部への移行が緩やかなもので、口縁端部がやや外反するものと直線的に外聞きに聞く体部形

状を呈するものとがある。調整属性は、内外面ともに回転ヘラ磨きによって仕上げており、底

部外面は無高台のものは手持ちへラ削り、有高台のものは粗いナデによって仕上げている O

皿は、底部から体部への移行が緩やかなもので、法量差によって大 ・中 ・小に分けられる O

いずれも内外面ともに回転へラ磨きによって仕上げられており、底部外面は回転ヘラ切り後粗

いナデもしくは未調整のものがある。これら皿に、緩やかな外方へ聞く脚を付したものが高杯

の形状となる。

聾は、他の多量に土器群が出土した SK775・SK776の土器出土傾向に比して少なく、粗製

の蓋が出土しており、法量差によって大小の別がある。底部形状においても、丸底のものと平

底のものがあり、深い鉢的な形状を呈するものも出土 している。さらに、内外面ともに回転ヘ

ラ磨きを施し、精製品である特徴を有している器厚の厚い鉢的形状のものも出土している。ま

た、他の遺構では出土していない手づくねのミニチュア鉢形土器が出土している。

S K775出土土器 (Fig.167~171 ， P L. 118・119)

須恵器 蓋(杯蓋・査蓋) ・杯(無高台杯・有高台坪) ・長頚査があり、他の遺構出土土器

に比して比較的多く出土している。

杯蓋は、つまみ高のものと偏平で低いものを貼付したものがあり、つまみを有さないものも

ある。つまみを有している杯蓋は口径12cm~14cmを計るもので、つまみの無いものは口径 9

cm~ 7 cmと小型のものである。つまみを有している蓋の口縁端部形状は、すべて断面三角形

を呈するもので、精粗によって細分ができる。つまみを有さない蓋の口縁端部形状は、いずれ

も丸みを持った形状を呈しており、つまみを有する蓋に比してやや粗い作りを呈している。壷

蓋が l点出土 しているが、小型の蓋である。つまみ高のやや高いものでつまみを除外した形状

については、小型の杯を天地逆転させたような形状をとり、調整においても天井部外面回転ヘ

ラ切り後粗いナデによって仕上げている。
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久池井B遺跡
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皿 遺物

杯については、有高台のものと無高台のものがあり、有高台のものには法量差によって大小

のものがある。無高台のものも含めて、杯の底部から体部への移行が緩やかなものと境界部分

が明瞭なものがあり、前者が数量的に卓越している。長頚頚壷は肩部が鋭く張り、外聞きに上

方へ長く伸びる頚部から、ほぼ直角に外方へ曲折する口縁部形状を呈するもので、肩部よりや

や下位より回転へラ削りをもって仕上げるほかは、内外面共に回転ナデによって仕上げるもの

である。

土師器 久池井B遺跡皿区において、 最も出土量 ・器種共に多量に出土しており、蓋 (杯蓋・

査葦) ・杯(有高台杯 ・無高台杯) ・皿(有高台皿 ・無高台皿・把手付皿) ・斐(把手付聾 ・

粗製蓋) ・高杯 ・鉢等がある。

出土した蓋類の中で査蓋は、 SK776出土のものに非常に近似しており、天井部から口縁部

への移行が緩やかな形状を呈している。内外面共に摩耗が著しく形態属性のみしか抽出できな

い。杯葦に関しては、偏平なつまみを有するものと、環状つまみの 2種類があり、口縁端部形

状が明瞭な断面三角形を呈するものと、口縁端部内面に明瞭な稜線が入らない丸みを持った断

面三角形を呈するものがある。量的には前者が卓越している。調整属性としては、全体的に摩

耗しているため観察し難いものの、残存状況の良好なものについては、内外面ともに回転へラ

磨きによって仕上げられている。

杯には、高台を貼付したものと無高台のものの 2種類があり、法量差によって大小の別が存

在している。しかし法量の大小を問わず形態上の特徴としては、底部から体部への移行が緩や

かなものと、体部 ・底部の境界部分において明瞭に屈曲するものがあり、前者の方が数量的に

見て卓越している。さらに体部 ・底部の境界において丸みを有するものの口縁部形状は、口縁

端部においてやや外反する傾向が見て取れる。底部外面の調整属性としては、無高台のものは

大半が手持ちヘラ削りであり、微量ながら回転へラ切りの後粗いナデ、もしくは回転へラ削 り

するものが存在している。体部の調整については摩耗が著しい資料が多く、全体に観察できる

資料は少ないものの、希少資料から見ると内外面ともに回転ヘラ磨きによる最終調整をもって

仕上げている。特に器形および調整等から微量であるが、無高台土不283・294ならびに有高台杯

289・292のように体部 ・底部の境界部分において明瞭な屈曲する形状を持ち、かっ外上方へ直

線的に開く形状を有している資料も出土している。

皿についても杯同様、体部から底部への移行が緩やかなものと、稜線を有する屈由形状を呈

するものの 2種があり、口縁部形状におけるやや外反する口縁端部を呈するものと 、前者の底

部 ・体部形状の相関性は杯と同様である。器高から見て浅杯と解される一群が存在しているも

のの、ここでは便宜的に皿に含めた。調整痕跡においても摩耗度合いによ って観察できない資

料が存在しており、 全資料についてではないが、内外面回転ヘラ磨きによって仕上げており、

司
自
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E 遺 物

2ア
20cm 

底部外面の調整については、手持ちヘラ削りのものと回転ヘラ切り後粗いナデによって仕上げ

ているものがある。なお一部底部外面にヘラ記号とも解することができる文字(?)があり、さら

に判読にやや難があるものの「庇」と記されているものも出土している。皿についても同じ形

態で法量差によ って大小の別がある。また高台の有無の別とともに、把手を貼付する大型の皿

も出土している。

高杯は、先述した皿に緩やかに聞く脚部や、脚裾端部において屈曲する脚を付すものがあり、

小型のものと中型のもののみ出土 している。杯部調整については、内外面回転ヘラ磨き、およ

び底部は回転ヘラ削り後粗い回転ヘラ磨きによる最終調整を行っている。
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E 遺物

聾は外面ヘラ磨きによって仕上げられている精製の聾と、外面ハケ・内面ヘラ削りによって

仕上げられている粗製の塞があり、さらには把手を有し調整等から精製および粗製の中間的把

手付き斐が出土している。精製の斐は、底部からほぼ直線的に口縁部へ至り、口縁端部をやや

平坦に仕上げかっ内外面ともに回転ヘラ磨きによって仕上げているもので、把手を 2カ所に付

している (320)。またほぼ球形に近い資料で、頚部より「く jの字状に屈曲する形状を呈し、

外面タタキの後丁寧にナデ消しており、内面は縦方向のヘラ削りによって仕上げる大型の斐が

ある。全体の聾の出土量に比せば、精製の斐はごく微量と言わざるを得ない。

註 2)調整痕跡の残存度合いについても、磨きは器面に浅く施されるのに対し、自Ijりという行為

は器体に含まれる砂粒の移動を伴っているため、器体に深く残されることになる O この浅深の度合

いによって観察できる調整属性にも限界が生じることになり、ここでは形態属性を重視し、調整属

性については参考程度にとどめた。

S K776出土土器 (Fig.l72・173，P L. 120) 

須恵器 出土した器種には蓋・杯・壷があり、土師器に比して数量的に非常に劣っている 。

蓋は、全てつまみを貼付するもので、 349がややつまみ高があるものであるのに対して、他

の2者350・351は偏平なつまみを有している。口縁部形状は、断面三角形を呈しており、天井

部外面は全て回転ヘラ削りによって最終調整を行っている。

杯には、小杯352・杯353があり破片数としては杯が多く出土している。高台の有無について

は高台付杯が出土しており、体部から底部への境界は緩やかに移行し、底部外面は粗いナデに

よって仕上げている。

査は、外方へ張り出す高台を有し肩部が鋭角な形状を示し、肩部屈曲部よりやや下位か ら回

転ヘラ削りによって仕上げられている。形状から長頚査の体部であると考えられる。

土師器 須恵器に比して多量かつ多器種にわたって出土しており、蓋(杯蓋・壷蓋) ・杯

(無高台坪 ・有高台杯) ・高杯 ・皿(無高台皿・有高台皿) ・聾 (把手付聾・無把手聾) 等が

出土している。

蓋については、偏平なつまみを貼付するもの354・355と環状つまみを有するもの356-359の

2種があり、口縁部形状は断面三角形を呈するものと丸い形状に近い断面三角形を呈するもの、

さらには口縁部を長く引き出すものがある。特に387については内外面ともに回転ヘラ磨きを

施し、非常に精選された胎土の特徴を有しており、口縁部形状についても他の環状つまみを有

するの形状と比べて、丁寧に断面三角形を作り出している。361については、形状か ら査に伴

r
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う蓋と考えられ、他は杯に伴うものと考えられる。

杯および皿については、高台を貼付するものと無高台のものがあり、高台を有する杯・皿の

底部外面の調整は、粗いナデもしくは回転ヘラ削りをもって最終調整を行っており、無高台の
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久池井B遺跡

杯・皿については、全て手持ちへラ削りによって底部外面を仕上げている。なお杯については、

器面摩耗が著しいものが多く、調整属性の細部にわたって観察できないという欠点があり記述

できないが、皿については多くのものにおいて、内外面とも回転へラ磨きによって仕上げられ

ている。杯・皿ともに底部から体部への境界部分が緩やかに移行し丸みを有している。

高杯については、緩やかな曲線を描く脚部形状を呈しており、器高の低い杯部(皿と分類し

て良いと考える)が上にのる。

斐は、把手を貼付するものと把手を有さないものがあり、つかないものは法量差から大小の

別がある。内面はいずれも不定方向のヘラ削りによって仕上げられており、外面はハケによっ

て調整されている。しかし400に関しては、口縁部内外面および体部内面は他の聾と同様の調

整属性を有しているものの、外面において粗い格子状のタタキを施している O また把手につい

ても大小の別があることから、把手付きの器種についても大小の別があるものと考えられる。

その他の土墳出土土器 (Fig.174~178 ， P L. 121・122)

先述した土壌SK764・775・776以外の土壊出土遺物は、少量・少器種に限られるものであ

り、定性という見地から捉えなければならない資料群である。

須恵器 出土器種は、杯・蓋・長頚査・把手付蓋・蓋等が出土しており、特に SK737出土

の把手付聾は、内面において不定方向のへラ削りを施し、体部外面の調整は体部下半において

カキ目痕跡をとどめ、上半は回転ナデによって仕上げられている。色調は暗赤褐色を呈すると

いう特徴を持っている。また SK759出土の杯の中で無高台杯と考えられる。 416は、体部下位

から丸みをもって内傾気味に立ち上がり、口縁端部付近においてやや外反する形状を有するも

のである。

土師器 須恵器に比して多器種にわたっており、杯・蓋・斐・皿高・杯・短頚査等がある。

S K734出土杯436は形態から見ると底部より外方へやや聞き気味に立ち上がり、器高の高い

形状を有しているものの、調整について見ると手持ちへラ磨きによって仕上げられている。 S

X781出土杯429・430のうちへラ磨きによって仕上げられている。 SK781出土杯429・430の

うち429は よりやや丸みを有しつつ外方へ立ち上がる形状を呈し、内外面とも回転へラ磨き

によって仕上げられており、底部外面は回転ヘラ削りによって最終調整がなされている。それ

に対し杯430は、底部よりほぼ直角に立ち上がり口縁部へ至る形状を有し、底部外面は回転ヘ

ラ切り後粗いナデによって仕上げられている。

以上の土壌出土土器の傾向について、特に SK764・775・776より出土した土器群は、その

構成器種は、その構成器種もさることながら一括性を伴っていることから、佐賀平野中央部に

おける官街関連遺跡の土器群として把握することができる一群と考えられる。上記3遺構の性

-288一
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S K759土壌出土土器 0-1)

格については、土器出土状況ならびに出土土器群から考えて、廃棄土墳と考えることができる

ものの、遺構配置状況からそれぞれに異なった性格が存在しているものと考えられる。特に掘

土壌の長軸方立柱建物跡SB763の方向に一致する形で検出できた SK764・781については、

向が建物跡に一致することから建物跡に伴う土壌と解することができ、土墳の埋没年代から建

物の存続時期の一端を把握することが可能であると考えられる。この点については土嬢の機能

含めた建物跡との関係を把握することが必要であり、今後この点について検討が必要であろう。

さらに当該土墳から出土した土器群の出土傾向が、供膳形態を主としミニチュア土器等の他の

土墳とは性格の異なる土器群が出土していることから、建物跡SB763の性格を把握する上に

おいて、参考資料に位置づけられる。

土壌に投棄された土器群の時間軸上の位置づけは、個々

の属性によって構成される型式のみの視点に立つと、多

量に土器群を出土した土墳の土器廃棄および埋没時期は、

又三三ノω しかし長い時間幅を有しており一括性に疑問が生じる。

一括廃棄の状況が非遺構調査時の所見に基づくならば、

に]:::J430 したがって各型式の定性分析ではなく、各型常に強い。

8世紀でも頭初か式の占める割合の量的把握を行うと、10cm O 

Fig. 175 ら存続している型式と 8世紀の中頃以降に存続幅を有し

前者が量的に卓越し後ている型式が共存している中に、
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者が微量ながら存在している傾向が読み取れる。つまり一つの解釈として、出土土器型式の量

的な傾向から土境内土器の廃棄および埋没時期は、 8世紀前半から中頃の一点を示す資料であ

ると考えられる。 したがって微量に存在している 8世紀中頃から後半に一般的な資料は、出現

時期の一端を示しているものと解する。

また、須恵器と土師器の構成比のみに視点を置くと、土師器が非常に車越しているという特

徴を有している。この様な状況は、久池井B遺跡、第皿区のみの傾向であめのか、肥前国府周辺

における一般的な傾向として把握できるのかは、今後の遺構出土一括資料の検討から明らかに

なってゆくことと考える。ところで先述した 3遺構の出土傾向のみを捉えると、須恵器と土師

器の構成比に違いがあるものの、須恵器個々の型式供伴ならびに土師器個々の型式供伴を見る

と、 「天平六年 (734年)J銘木簡を出土した、太宰府史跡検出の溝SD2340における土器群の

出土傾向に非常に近い傾向を示しているといえる。

参考文献・九州歴史資料館 『太宰府史跡一昭和58年度調査概報-.11983 

・九州歴史資料館 『太宰府史跡 昭和61年度調査概報-j 1986 

註 3) 自然科学分析に適用されてきた概念であるが、今後出土した土器の型式分類 (定性)に

とどまるのではなく、各型式の出土土器群中に占める割合(定量)をも考慮する必要がある。
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掘立柱建物跡出土土器 (Fig.179)

田 遺物

掘立柱建物跡からの出土傾向は、須恵器(杯 ・蓋) ・土師器(杯 ・皿 ・蓋 ・斐)が出土して

おり、先述した土旗出土土器群に包括されるものである。特に建物跡SB773より出土した須

恵器・高台付杯494は底部から体部への移行が緩やかであり、外方へ張り出す高台を貼り付け、

接合部分外面に明瞭な稜線を有している。さらに土師器・高台付杯493は、先述した須恵器・

杯よりさらに丸みのある底部から体部への移行形状を示すものの、非常に小さな断面台形を呈

する高台を貼り付けている。
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Fig. 179 掘立柱建物跡柱穴出土土器(74')
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ところで掘立柱建物跡柱穴出土の土器は、建物建築時ならびに建物廃絶後に柱穴が埋没する

過程において混入する遺物であることから、当該遺跡、においても非常に出土量が少ないもので

あり、かっ掘立柱建物跡の存続期間を確定できる性格のものではないと考えられるが、遺構廃

絶時期に最も近い時期を特定する資料として参考になる。先述した建物跡SB773出土遺物は、

諸特徴から 8世紀初頭から前半に位置づけられる資料であり 、建物跡SB773の存続時期の下

限に近い時期を示すものと考えられる。

他の建物跡出土資料は、全て土墳出土資料の傾向に包括されるものであり 、土域内に土器が

投棄され埋没した時期である 8世紀前半から中頃の時期が考えられ、建物跡の存続時期の下限

の一端を示すものと考えられる。

井戸出土土器 (Fig.180，P L.122) 

井戸からは、それぞれの遺構から単体で出土している。全て土師器であり、特に SE 755出

土の無高台杯は、底部から体部への移行が緩やかで、あり体部外面に 3条の沈線が巡っている。

調整は器面摩耗のため不明確である。この土器素掘りの井戸のほほ中位から出土しており 、井

戸埋没途中と考えられる資料であり、井戸廃絶の時期を明確に示す資料にはならない。さらに、

S E754出土の椀形の土器は、底部外面回転ヘラ切り後非常に粗いナデによって仕上げており、

形状についてはやや丸底気味の底部から内湾する体部形状を呈し、平坦に近い口縁端部である O

類例が無く、時期判断が困難であるものの、底部処理の状況から考えて奈良期後半以降の製品

であろうと考えられる。

1亡 二以12

斗 L J 513

S E 754 

O 

S E 716 

20cm 

Fig. 180 井戸跡出土土器 (~)
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溝出土土器 (Fig.181， P L.122) 

須恵器 出土器種には杯 ・蓋 ・聾があり、形態的特徴は先述した土墳出土土器群に非常に近

似した傾向を有しているたけ説明を省略するが、 SD713出土無高台杯528は底部から体部への

移行が緩やかであり、直線的に外方へ開く口縁部形状を呈しており、底部外面を手持ちへラ削

りによって仕上げている。さらに SD753出土の杯520は体部外面を非常に強く回転ナデによっ

て仕上げている。また、 SD741出土の蓋538はつまみ高が高く天井部 ・体部の境界が不明瞭で、

あり天井部外面の調整は、回転ヘラ切り後粗いナデによって仕上げているものである。

土師器 出土した器種には杯・蓋 ・皿・短頚査 ・斐があり、ほほ須恵器同様に土壌出土傾向

に包括される。また、 土製品として土錘が出土している。

b 平安時代 (Fig.177・178・182，P L. 121) 

久池井B遺跡第皿区において平安時代に比定できる遺構は、 当該期におけめ遺跡の性格を明

瞭に表すかのように、ほとんどが墓に関係すると考えられる遺構から出土している。遺構の性

格および出土状況から、いずれも土器群も一括性を帯びており、当該期における土器の供伴関

係を把握するうえで、非常に良好な資料群に位置づけることができる。出土期種としては、供

膳形態であるが、高台付杯は平底からやや明瞭に屈曲し直線的に立ち上がる形状を示す。また

土墳SK737出土の黒色土器B類の椀、底部から緩やかに立ち上がりやや平坦な口縁端部形状

を呈し、内外面共に非常に丁寧な手持ちへラ磨きによって仕上げられている。底部外面にヘラ

記号状の線刻がある。他に無高台杯・鉢 ・琉等が出土 しているが、全般的に直線的な体部なら

びに口縁部形状を呈する土器群が主体を成す。この様な傾向にある土器群の供伴傾向は、大宰

府史跡第35次調査検出の土媛SK678ならびに君畑遺跡第18号副葬の土器群の供伴傾向に非常

に近似しており、年代としてはそれぞれの遺構に付与されている 9世紀末から10世紀初頭の時

期が考えられる o しかし、同一期間内における造墓活動を考慮しているのであり、同一時にお

ける造墓と考えているわけではない。なぜならば否定的要素として、 墓の主軸方向が非常に無

秩序であることがあげられる。

またこれら土器群の供伴する形で SP771からは、土aili器 ・無高台均二に伴って円形素文鏡片

が出土 しており、久池井B遺跡第 I区の鏡片副葬墓をはじめてとして、近接する佐賀市久保泉

町所在の泉三本栗遺跡検出の SP001土墳墓出土の円形素文鏡片を考えると、佐賀平野北部、

特に中央部の国府周辺における平安期の特質がうかがえる。
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Fig-登-録図番番号号 出土地点 器 種 法 星 cm 形 山4向也~、 の 特 徴 調整の特徴・その他

165 -144 
SK764 

須恵、器 口径 14.4 口縁部屈曲が明瞭な断面三角形の形
天井部外面白 回転ヘフ削り 。他の部位

8908799 蓋 残高 1.5 状を示す。
は回転ナデ。天井部内面のみ、その後
不定方向のナデ。

-145 須恵器 口径 13.4 偏平なつまみを貼付し、やや器高の高
ク い体部から、口縁音11屈曲が明瞭な断面

8909201 釜 務高 3.0 
イシ

=角形の形状を示す。
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-147 

8908798 

148 
8909203 

イシ

ク

イシ

イシ

形 態の特徴 調整の特徴・その他

口径 15.0 
残高 0.9 

口径 14.2 
器高 1.5 

l天井部外面 回転ヘラ削り 。他の部位
偏平なつまみを貼付し、口縁部屈曲が |

|は回転ナデ。天井部内商のみ、その後
明瞭な断面三角形の形状を示す。 1

|不定方向のナデ。

|天井部外面 回転ヘラ削り 。他の部位
口縁部屈曲が明瞭な断面三角形の形|

|は回転ナデ。天井部内面のみ、その後
状を示す。 1

|不定方向のナデ。 SK759と接合。

偏平なつまみを貼付し、口縁部外面に |天井部外面 凪転へラ削り 。他の部位
おける稜線明瞭であるが、仁l縁部内面 |は回転ナデ。天井部内面のみ、その後
において不明瞭。 1不定方向のナデ。

。149 
8909202 

-150 
8908800 

イシ

。

イシ

ク

口径 15.21偏平なつまみを貼付し、口縁部屈曲が
器高 2.01明瞭な断面三角形の形状を示す。

口径 10.51つまみを付さない小型の蓋で、不明瞭
器高 1.81な断面三角形の形状を示す。

イシ

-151 
8909226 

。 l不明瞭な断面三角形の口縁端部形状
ク |残高 0.81を示す。 1内外面ともに回転ナデ

イシ
-152 

8909220 
ぞシ イシ 残高

やや明瞭な断面三角形の口縁端部形
1.71 状を示す。

イシ
-153 

8909204 
。 須恵器|口径 14.5 I底部・体部の移行が緩やかで直線的

に外上方へ伸びる形状を示し、内側接
杯 |器高 4.21地の断面四角形高台。

口縁部屈曲が長く、丸みを有した口縁|外面 回転ヘラ削り後、回転ナデ。内1.8 I ~~:::~~~~~:;:" ，，"~<l7'-~'~ V"- W 'l'~ I 
端部形状を示す。 1面。回転ナデ。

-154 
8908384 

イシ
土師器

釜 |残高

-155 
8909238 

-156 
8908380 

イシ

。

イシ

。

l口縁部屈曲が長く、やや丸みを有した|内外面ともに回転ナデ後、回転ヘラ磨
残高 I 51口縁端部形状を示す。 Iき。

|口縁部外面における稜線は明瞭であ|
残高 1.5 1るが、口縁部内面において不明瞭な断|内外面ともに回転ナデ。

面三角形を示す。

イシ
-157 

8908381 

-158 
8908382 

159 
8908383 

イシ

ク

イシ

イシ

イシ

イシ

残高
l内外面ともに稜線を有する断面三角

1.41 |形の形状を示す。

|口縁部外面における稜線は明瞭であ
1.31るが、口縁部内面において不明瞭な断

面三角形を示す。

不明瞭な丸みのある断面三角形の形
1.01 状を示す。

イシ

残高 ク

残高

イシ
-160 

8908784 
。 イシ 残高

丸い口縁端部形状を示す。大型の製品
2.3 1 に伴う蓋と考えられる。

。-161 
8909237 

。 。 口径 15.9 1口縁部内面にやや稜線を有する、丸み
残高 2.21のある断面三角形の形状を示す。

口径 25.9 
器高 3.2 

-162 
8908793 

-163 
8908385 

イシ

イシ

イシ

土師器|口径

壷蓋|器高

偏平なつまみを貼付し、長〈折り曲げ|天井部内面は回転ナデ後、回転ヘラ磨
る口縁部形状を呈し、大型の皿を天地|き。天井部外面は丁寧な回転ヘラ削
逆転させた形状を示す。 1りの後、回転ヘラ磨き。

14.1 1やや高いつまみを貼付し、長く折り曲|天井部内面および口縁部内外面は回
|げる 口縁部形状を示し、杯を天地逆転 |

4.8 Iさせた形状を示す。 1転ナデ。天井音11外面は回転ヘラ削り 。

-164 
8908458 

イシ
土師器|口径 18.2 I底部・体音11の移行が緩やかで、口縁端|底部外聞は回転ヘラ切り後、粗いナデ。

部がやや外反し、やや外側に張る高台|
杯 !器高 4.8 Iを貼付。 1他の部位は回転ナデ後、回転ヘラ磨き o

-165 
8908457 

。 。 口径 18.0 
器高 4.7 

イシイシ
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lF'i受g録図番番号号 出土地点 器種 法量 cm 形 宵'也E、 の 特 徴 調整の特徴・その他

165-166 
SK764 土師器 口径 12.0 底部・体部の移行が緩やかで、直線的 底部外面は回転ヘラ切り後、粗いナデ。

8908785 勾: 器高 3.2 に口縁部に至る形状を示す。 他の部位は回転ナデ後、回転ヘラ磨き。

167 口径 11.9 
イシ イシ

器高 4.0 
イシ 。

8908786 

-168 底径 9.1 底部 ・体部の移行が緩やかで、外方へ 底後部外粗面は回転ヘラケズリ。 イシ

8909244 残高 1.5 張り出す高台を貼付。 、 いナデ。

-169 口径 15.0 底部から体部への移行が緩やかで、丸
内外面ともに、回転ナデ後、回転ヘラ。 イシ

残高 3.1 
味をおびた体部より、わずかに口縁部

磨き。8909229 が外反する。

170 口径 16.9 。 イシ

残高 3.0 
。 イシ

8908790 

-171 
残高 3.4 

丸みのある体部からやや外反する口
内外面ともに回転ナデ。。 イシ

8909234 縁端部形状を示す。

-172 
口径 11.2 

内外面ともに回転ナデ後、回転ヘラ磨。 イシ イシ

8908789 き。

-173 口径 15.3 
内外面ともに回転ナデ。イシ イシ

器高 3.6 
。

8909232 

-174 口径 13.7 丸みを有し、内傾する体部形状からや
イシ 。 イシ

8909231 器高 3.8 や外反する口縁端部形状を示す。

-175 口径 13.4 底部 ・体部の移行が緩やかで、やや内 底部外面は手持ちへラ削り。他の部位。 イシ

器高 3.5 湾気味に立ち上がる体部形状を示す。 は内外面とも回転ナデ。8908452 

-176 口径 13.5 底部・体部の移行が緩やかで、やや外。 イシ 。
8909207 器高 3.2 反気味に立ち上がる体部形状を示す。

-177 口径 14.3 底部・体部の移行が緩やかで、直線的
イシ 。 イシ

8908453 器高 3.6 に立ち上がる体部形状を示す。

178 底部 ・体部の境界に明瞭な稜線を有
イシ 。 口径 15.2 し、やや内湾気味に立ち上がる体部形 。

8909228 状を示す。

-179 口径 13.2 
イシ イシ

器高 3.0 
イシ 。

8908788 

-180 口径 12.5 やや内湾気味に立ち上がり、口縁部が 内外面ともに回転ナデ。口縁部外商に。 イシ

8909206 器高 3.2 僅かに外反する。 2条の沈線。

-181 口径 12.0 底部 ・体部の移行が緩やかで、やや外 底部外面は手持ちへラ削り。他の部位
イシ イシ

8909300 器高 3.2 反気味に立ち上がる体部形状を示す。 は内外面とも回転ナデ。

-182 口径 14.9 底部 ・体部の境界に明瞭な稜線を有
イシ イシ し、体部中位にて僅かに屈曲し、やや 。

8908454 器高 2.9 外反する口縁部である。

183 口径 15.0 。 イシ

器高
。 。

8908451 3.1 

-184 口径 13.4 底部・体部の移行が緩やかで、やや外
。 イシ 反気味に立ち上がる体部形状を示す。 。

8908456 器高 4.6 器高が低し、。

-185 口径 10.7 底部・体部の境界に明瞭な稜線を有
ク イシ し、やや外反する 口縁部である。器高 。

8908455 器高 4.4 が低い。
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Fi登gー録図番番号号出土地点 器種 法 量 cm 1f~ 宵'也E、 の 特 徴 調整の特徴・その他

165-186 土師器 口径 9.8 底部・体部の移行が緩やかで、直線的 底部外面は、手持ちヘラ削り。内面は

8908787 
SK764 

杯 器高 3.5 
に立ち上がる体部形状を示し、やや口 回転ナデ。外面は回転ナデ後、回転へ
縁端部において外反する。 ラ磨き。

-187 口径 18.6 底部・体部の境界に明瞭な稜線を有
内外面ともに回転ナデの後、回転ヘラ

イシ 。
器高 5.9 

し、体部中位にて僅かに屈曲し、やや
磨き。8908765 外反する口縁部である。

一188 口径 13.2 
イシ イシ

器高 1.3 
。 。

8909241 

-189 土師器 口径 13.8 丸みをもって立ち上がり、口縁部に至。
鉢 器高 1.7 る形状を示す。

。
8908386 

-190 土師器
残高 2.3 

平底の底部から直線的に外上方へ開 底部外面白回転ナデ。他の部位は、内
イシ

小皿 く体部形状を示す。 外面ともに回転ナデ後、回転ヘラ磨き。8908782 

-191 土師器 口径 26.3 底部外面:回転ヘラ切り後、回転ヘラ
イシ

皿 器高 1.8 
イシ 削り 。体部内面.回転ナデ。底部内面

8908794 :回転ナデ後、回転ヘラ磨き。

-192 口径 25.5 平底の底部からやや内湾気味に立ち
イシ。 。

器高 1.8 上がる体部形状を示す。8908778 

-193 口径 24.4
イシ

底部外面.回転ヘラ削り 。他の部位
イシ 。

器高 回転ナデ後、回転ヘラ磨き。8908387 2.1 

-194 口径 24.9
イシ イシ

器高 2.1 
。 。

8908776 

-195 口径 21.5 底部外面 回転ヘラ削り 。他の部位
イシ イシ

器高 1.8 
。

回転ナデ。8908780 

-196 口径 23.2 平底の底部から直線的に外上方へ開
イシ イシ

器高 1.1 〈体部形状を示す。
。

8908781 

-197 口径 22.5 底部外面 回転ヘラ削り。他の部位。 イシ

器高 1.9 
イシ

回転ナデ後、回転ヘラ磨き。8908779 

-198 口径 22.0 底部外面.回転ヘラ削り。他の部位
イシ 。

器高 2.1 
。

回転ナデ。8908777 

-199 土師器
勾L部のみ残存。平底の底部からやや直

底部外面:回転ヘラ削り後、回転ヘラ
イシ

高杯
口径 21.9 線的に立ち上がり、平坦な口縁端部形

磨き。他の部位は、回転ヘラ磨き。8909240 状を示す。

-200 口径 25.2 平底の底部から直線的に外上方へ開
杯部 ・脚部ともに内外面、回転ナデ。。 4シ

器高 6.6 
く体部形状を示し、緩やかに開く胸部

杯部内面のみその後回転ヘラ磨き。8908783 を貼付。

-201 土師器 口径 29.5 平底の底部から直線的に外上方へ開
内外商ともに回転ヘラ磨き。。

8909236 盤 器高 3.8 く体部形状を示す。

-202 口径 32.2 平底の底部から直線的に外上方へ関 底部外面回転ヘラ削り後、回転ヘラ磨
ク イシ く体部形状を示す。口縁端部をややっ き。他の部位は、回転ナデ後、回転ヘラ

8909242 器高 4.1 まみ出している。 磨き。

-203 土師器 口径 3.0 
手づく ねにより、やや尖底気味に成形。指頭圧イシ

ミニチュア 器高 2.5 8909245 
茸号・鉢

-204 口径 3.3 。 。
器高

イシ 。
8909246 3.3 

-205 土師器
体部外面:ハケ。体部内面:縦方向の

イシ 口径 28.1 外仁方へ広く 開く形状を示す。 ヘラ削り。口縁部内外面は、ナデによ
8908769 費 って仕上げる。

ハUハU
ハペ
υ



皿遺物

「室主望号可出土地点|器種|法量 cm1 形 態 の 特 徴 | 調整の特徴・その他

66-2061 mT~r ， 1須恵器 1 """'" ~ ~ 1平底の底部から直線的に外上方へ立|底部外面 回転ヘラ切り未調整。内面1 SK764 1/.R;;::""i底径 7.3 I ;-/~:~，J~DPlr "J J!:!.IWJ(.[]'j y......，r"'...L/J .....J.L I 回転ナデ後、底部のみ不定方向のナ
8909205 1 U" ， .V~ 1 査 1/~"t.::t: f.oJ Iち上がる。 |デ。外面は不明確。

-207 
8908772 

。 土師器II1B /，7. 1')('¥1丸底の底立sから球形の体部形状を示|内面:丁寧な横方向のナデ。外面は不
登 |胴径 12.91 〆 | I IJI"JII. .1.LJ....J I To 明確。

208 
8909251 

209 
8908775 

210 
8908766 

イシ

。

土師器|口径 14.2 
斐 |器高 23.4 

土師器|口径 25.2 
大鉢|器高 12.3 

l内外面ともに非常に粗雑なナデ。体部
やや長胴の体部形状から 「く jの字形 1

|外面下位のみ未使用ハケ状原体にょ
に外反し口縁部へ至る。 I

|る調整痕跡かつ 。

丸底の底部からやや丸みをもって立|底部外面 不定方向のへラ削り後粗
ち上がり、ほほ直角に曲折する頚部形 1"、ナデ。休部外面 横方向のナデ。底
状を示す。 1音11・体部内面・縦方向のヘラ削り 。

イシ
土師器| に|平底の底部から直線的ド外上方へ立ち |内外面ともに丁寧な手持ちのヘラ磨

盤 |口径 39 | 」 | 11-1130' ，)::1.;) 1上がり、口縁端部を平坦に仕上げる。 1き。

-211 

8908767 
イシ

土師器
|口径 46.1 

大斐

-2121 mT~~r 1須恵器|口径 14.9 
I SK775 I 'r.~"" I 89082471 U"'.. v 1 蓋 |器高 2.9 

-213 

8908240 

-214 

8908248 

。

。

イシ
口径 14目。
器高 2.8 

l体部外面・縦方向のナデ。体部内而・
直立気味に立ち上がり、はほ直角に外|

|縦方向のへラ自IJり。口縁部内外面:横
方へ曲折し、口縁音11へと至る。 1

|方向のナデ。

中央部がやや隆起した形態を示すつ|
|天井部外面:回転ヘラ削り。他の部位

まみを貼付、口縁部は内外面に明瞭な|iは、回転ナデ。
稜線を有し断面三角形。 I

偏平なつまみを貼付し、口縁部は内外|天井部外面:回転へラ削り 。天井部内
面に明瞭な稜線を有し，やや丸みのあ|面。回転ナデの後不定方向のナデ。他
る断面三角形。 1の部位は、回転ナデ。

偏平なつまみを貼付し口縁部は内外|
|天井部外面:回転ヘラ削り。他の部位

蘭に明瞭な稜線を有する断面三角形|Iは、回転ナデ。を呈する。 I

ク

天井部外面:回転ヘラ削り 。天井部内
面 回転ナデの後不定方向のナデ。他
の部位は、回転ナデ。

-215 

8908249 

-216 
8908749 

イシ

イシ

イシ
口径 13.8 
器高 1.9 

。 ペシ

イシ
口径 14.0 
器高 2.0 

口径 15.3 
器高 2.0 

イシ
-217 

8908239 

-218 

8908301 

イシ

。

口径 14.8 1中央部がやや隆起したつまみ貼付、口
|縁部は内外面に明瞭な稜線を有する

器高 291断面三角形。

|偏平なつまみを貼付し、口縁部内外面
口径 13.9 1 

|に明瞭な稜線を有する断面三角形を
器高 1.5 1呈する。

イシ

。

イシ イシ

-219 

8908137 

220 
8908139 

。

イシ

l口縁部内外面にやや明瞭な稜線を有 l天井部外面:回転ヘラ削り。他の部位口径 13.9 I ~I);-D~~~~~~~-:\r~\~~~ 'd- 'J~ I1?~ c. 'H I 
|する、断面三角形を呈する。 1は、回転ナデ。

1--r-...u.......I1.1..... .............. B' ~ I~ .----;(，-"L rrl1~ . "'t~ '̂ I天井部外面 :回転へラ削り 。天井部内
|天井部からやや長めに口縁部を折り 1口径 13.0 1~~~~IJ~-:.~;..;~../''- I-JI1 . .".DIJC.JlI.1 11覇。回転ナデの後不定方向のナデ。他
l 曲げる形状を示す。 I

lの部位は、回転ナヂ。

イシ

イシ

イシ
-221 

8908250 

-222 

8908138 

。

。

イシ
口径 13.5 
器高 1.4 

偏平なつまみを貼付し、口縁部内外面
に明瞭な稜線を有さず、丸みのある断
面三角形を呈する。

口縁部内外面に明瞭な稜線を有さず、
丸みのある断面三角形を呈する。器厚
が厚u、。

。イシ 口径 12.3 

イシ
-223 

8908140 
イシ 。 口径 14.3 。

イシ
-224 

8908242 
。 。 有
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。 イシ
-225 

8908119 
イシ イシ

口径 10.9 
器高 1.5 
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久池井B遺跡

Fig登録図番番号号出土地点 器種 法 量 cm 育長 宵!L~、 。〉 特 徴 調整の特徴・その他

167 -226 須恵器 口径 8.9 偏平なつまみを貼付し、平坦な天井部
天井部外面を回転ナデ、他の部位は回

8908241 
SK775 

小型壷蓋 器高 2.8 
から折り曲げによる口縁部。口縁端部

転ナデ。
がやや外反。

-227 須恵器
底径 9.8 

底部・体部の境界が明瞭に屈曲し、断
内外面共に回転ナデ。イシ

8908150 杯 面長方形の高台を貼付。

-228 底部外面のみ回転ヘ'7tJJり後粗いナ
イシ イシ 底径 8.8 イシ デ。他の音11位は回転ナデ。底部内商の

8908149 みその後不定方向のナデ。

-229 平底の底部からやや内湾気味に立ち
底部外面不定方向のヘラ削り。底部

イシ 。 底径 8.7 
上がる体部形状を示す。

内阪.回転ナデ後不定方向のナデ。他
8908358 の部位は回転ナデ。

-230 口径 10.1 底音11・体部の移行がやや緩やかで、体 底部外面のみ回転ヘラ切り後粗いナ
イシ 。

器高 3.4 
部はほぼ直立する。内側接地の断面台 デ。他の部位は回転ナデ。底部内面の

8908243 形の高台を貼付。 みその後不定方向のナデ。

-231 口径 11.6 底部・体部の移行がやや緩やかで、体
。 。

器高 3.3 
部は外上方へ開く 。外側接地の断而台 。

8908246 形の高台を貼付。

-232 。 口径 12.5 。 。ク

器高8908244 4.1 

-233 。 口径 12.9 。 。イシ

器高8908351 4.3 

-234 須恵器 口f歪 13.6 体部中位にて屈曲し外上方へ直線的 体部屈曲部以下は回転ヘラ削り 。他の。
大杯 器高 4.1 に開く形態。 音目{立は回車民ナデ。8908352 

-235 
口径 18.1 イシ 。イシ 。

8908354 

-236 体部 ・底部の屈曲が緩やかで、屈曲部 底部外面.回転ヘラ切り後未調整。体
イシ イシ 口径 17.0 分に断面長方形の高台を貼付。緩やか 部外面下位 。回転ヘラ削り 。他の部位

8908353 な丸みのある体部。 .回転ナデ。

237 土師器 口径 16.0 
イシ

杯 器高8908245 5.4 

-238 須恵器 口1f: 13.0 肩部は鋭角に屈曲し、外上方へ細く長
屑部外国下位 回転ヘラ削り 。他の部

ク
長頚壷 胴径 19.0 

〈伸び上がる頚部から口縁部ほほ直
位は回転ナデ。8908359 角に外反。

-239 土師器 口径 16.1 偏平なつまみを貼付し、水平な天井部
天井部外面のみ回転ヘラ削り 。他の部

イシ

査蓋 器高 4.0 
から緩やかに降り、やや外反する口縁

位は回転ナデ。8908713 部形態を示す。

240 土師器 やや水平な天井部から、長く伸びる口
天井部外面 回転ヘラ印lり。他の部位

。 口径 15.2 は回転ナデ。最終調整として全面回転
8908124 蓋 縁部形態。

ヘラ磨き。

241 水平な天井部から、内外面明瞭な稜線
天井部外面のみ回転ヘラ削り 。他の部。 。 口径 15.5 を有する断面三角形の 口縁部形態を
位は回転ナデ。8908117 示す。

-242 
口径 15.4 

内外面共に岡転ナデ。最終調整として。 イシ 。
回転ヘラ磨き。8908293 

-243 水平な天井音11から、外而明瞭な稜線を 天井部外面 回転ヘラ削lり。他の音11位
。 イシ 口径 14.7 有L、内聞の稜線が不明瞭なやや丸い は回転ナデ。最終調整として全而回転

8908127 断面三角形の口縁部。 ヘラ磨き。

244 
口径 14.9 

天井部外面のみ回転ヘラ削り 。他の部。 。 イシ
位は回転ナデ。8908129 

-245 
口径 15.6 。イシ ク 。

8908118 

つ白円u
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田遺物

「室長室主「出土地点|器種|法量 cm1 形 態 の 特 徴 |調 整 の 特 徴 ・ そ の 他

1167 μ61 mT~~r 1土師器1~<>< "J水平な天井部から、外面明瞭な稜線を|天井部外面 回転ヘラ削り 。他の部位
I SK775 I-'--~~"Î 口径 14.6 I有し、内閣の稜線が不明瞭なやや丸い|は回転ナデ。最終調整として全面回転

8908121 1 -~~. -1 童 1 ~，~ ~ -.-1断面三角形の口縁部。 Iヘラ磨き。

-247 

8908125 
。イシ イシ 口径 13.4 。

-248 

8908126 
イシ 。 口径 16.5 

天井部外面のみ回転ヘラ削り 。他の部
位は回転ナデ。

イシ

イシ
-249 

8908116 
イシ イシ 口径 17.0 イシ

イシ 残高

l天井部外面.回転ヘラ削lり。他の部位
やや長い断面三角形の口縁部形態を| ー1.6 I ~~J-'<.V' I'lJ I ~_rJ JI:;';V/~II''''IJ IJ II/;~'';-<!. Iは回転ナデ。最終調整として全面回転
示す。 1

lヘラ磨き。

-250 

8908113 
イシ

。 残高 14122EZ522野手fる断面三角|内外面ともに、回転ナデ。
-251 

8908112 
イシ

。-252 

8908108 
。 外面明瞭な稜線を有し、内面の稜線が

ク |残高 1.91不明瞭なやや丸い断面三角形の口縁
部形態を示す。

イシ 残高
丸い断面三角形の口縁端部形態を示|天井部外面.回転ヘラ削lり。他の部位1.7 I ~" . trl l ~_r-J JI/'V/ I--I "''''~ITU IJIJJI:;';;C!.， -c... IJ'¥ I 

|は回転ナデ。

|天井部外面 回転ヘラ削り。他の部位
内外面の稜線が不明確な口縁部形態 |1.2 1 1~~~~V""1~1\""1J -'I'71lflE'ð-I--I!I'f:J> IJ I JJ I ;"-; r::.， Iは回転ナデ。最終調整として全面回転
を示す。 1

lヘラ磨き。

-253 

8908294 

-254 

8908109 

。

。 イシ 残高

ク
-255 

8908132 
イシ 。 部
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。-256 

8909213 
。 イシ

口径 15.2 
器高 2.6 

器面磨耗のため調整痕跡不明。

。-257 

8908128 
イシ イシ 口径 15.2 

天井部外面.回転ヘラ削り 。他の部位
は回転ナデ。

。 lやや高いつまみを貼付し、水平な天井 l
口径 20.1 I ~~~~~:~~~f77'~é:~~'~Il~~~~;;~Z I外面の一部に回転ヘラ磨き痕跡が残

|部形態を示し、内外面明瞭な断面三角 |
器高 271形の口縁端部形態を示す。 1る。他の部位は回転ナデ。

|水平な天井部形態から、内外面明瞭な|天井部外面.回転ヘラ削り 。他の部位
口径 21.2 I ~~~~~~~~~::~;~~::~UU;/1 PJî'，'~ I 

l断面三角形の口縁部形態を示す。 1は悶転ナデ。

-258 

8909213 

259 
8908131 

ク

。 イシ

イシ 残高 内外面ともに回転ヘラ磨き。
-260 

8908260 
。 2.01やや外方へ開く環状つまみを貼付。

。 残高 内外面ともに回転ナデ。
-261 

8908134 
イシ 1.6 I断面菱形のつまみ形態。

。-262 

8908135 
。 イシ 残高

中央部分がくほむ、作りが雑なつまみ
1.11 

形態。

lriot 1001底部・体部の移行が緩やかで、丸みを
土師器|口径 18.3 I | |もって立ち上がり、やや外反する口縁 |内外面ともに回転ヘラ磨き。
大杯|器高 4.0 I端部形態を呈する。

-263 

8909209 
イシ

イシ
-264 

8908216 
イシ 。 口径 16.1 イシ

イシ
-265 

8909208 
。 。 口径 17.4 I底部・体部の境界がやや明瞭で丸み

器高 5.0 Iをもって立ち上がる体部形態を示す。

の
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久池井B遺跡

Fi受，，-録図番番号号出土地点 器種 法 量 cm 青三 肯d也E、 0) 特 徴 調整の特徴・その他

168-266 土師器
底部・体部の移行が緩やかで丸みをも

SK775 口径 12.9 って立ち上がり、やや外反する口縁端 内外面とも回転ヘラ磨き。
8908175 大杯 部形態を呈する。

-267 
口f歪 15.8 。イシ イシ イシ

8908208 

-268 
口径 16.8 

底部・体部の境界がやや明瞭で丸みを
内外面とも回転ナデ。イシ 。

もって立ち上がる体部形態を示す。8908213 

-269 土師器 口径 13.1 底部・体部の境界が明瞭で、やや丸み
イシ

杯、 器高 3.6 
をもって立ち上がり、口縁部が僅かに イシ

8908724 外反する。

-270 口径 12.9 底部・休部の境界がやや明瞭で丸みを。 。
器高 3.4 もって立ち上がる体部形態を示す。

イシ

8908721 

-271 口径 14.4 底部外面 :回転ヘラ切り後粗いナデ。
イシ イシ

器高 3.1 
。

他部位は回転ナデ。8908723 

-272 口径 14.1 底部・体部の境界がやや明瞭で、外反 底部外面ー不定方向のヘラ削旬。他の
ク イシ

器高 3.6 気味に立ち上がる体部形態を示す。 部位は回転ナデ。8908720 

-273 口径 13.6 底部・体部の境界が明瞭で体部中位に
底部外面 回転ヘラ切り後粗いナデ。

ク イシ

器高 3.4 
て屈曲し、直線的に立ち上がる体部形

他部位は回転ナデ。8908725 態を示す。

-274 口径 13.6 底部外面不定方向のヘラ削り。他の
ク イシ

器高 3.2 
。

部位は回転ナデ。8908203 

275 口径 13.3 底部・体部の境界が明瞭で、直線的に 底部外面:回転ヘラ切り後粗いナデ。
イシ イシ

8908722 器高 3.0 立ち上がる体部を示す。 他部位は回転ナデ

276 口径 14.1 底部・体部の境界がやや明瞭で、外反
器面磨耗のため調整痕跡不明ク イシ

器高 3.9 気味に立ち上がる体部形態を示す。8909210 

277 口径 12.0 底部・体部の移行が緩やかで、直線的
イシ 。 。

8909211 器高 3.6 に立ち上がる体部形状を示す。

278 
口径 13.0 内外面とも回転ナデ。。 。 イシ

8908205 

-279 口径 12.0 底部外面不定方向のヘラ削り 。他の
イシ ク

器高 3.5 
。

部位は回転ナデ。8908719 

-280 口径 12目8 底部外面.回転へラ切り後粗いナデ。
イシ ク

器高 3.6 
。 他の部位は回転ナデ。最終調整として

8908202 回転へラ磨き。

-281 口径 13.3 。 。
器高

イシ イシ

8909216 3.5 

-282 口径 12.1 底部外面 回転ヘラ切り後粗いナデ。
イシ イシ

器高 3.2 
。

他部位は回転ナデ。8908204 

-283 口径 14.8 底部・体部の境界が明瞭で外反気味に
イシ 。 。

8908219 器高 2.9 立ち上がる体部形態を示す。

-284 口径 15.2 底部・体部の移行が緩やかで、丸みを
ク 。

器高 3.5 
もって立ち上がり 、やや外反する口縁 内外面とも回転ヘラ磨き。

8908203 端部形態を呈する。

-285 口径 14.9 底部・体部の移行が緩やかで、丸みを
。 。

器高 3.6 
もって立ち上がり、口縁端部やや外反 。

8908256 。高台は外方へ張り出す。

A-nu 
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皿遺物

F旧登録肉番番号号出土地点 器種 法量 cm 青三 '宵也E、 の 特 徴 調整の特徴・その他

68-286 土師器 口径 17.9 底部・体部の移行が緩やかで、丸みをも 底部外面.回転ヘラ切り後粗いナデ。

8908153 
SK775 

杯 器高 4.7 
って立ち上がり、口縁端部やや外反。高 他部位は回転ナデ。最終調整として回
台は外方へ張り出す。 転ヘラ磨き。

287 口径 19.2。 イシ

器高
。 。

8909215 5.0 

288 口径 17.6 底部 ・体部の樹子が緩やかで、丸みをも
イ〉 。

器高 4.6 
って立ち上がり、直線的な口縁端部。高 。

8908258 台は外方へ張り出す。

289 口径 17.5 底部・体部の境界が明瞭で、直線的に 底部外面回転ヘラ切り後回転ヘラ削
。 。 立ち上がり、やや外反する口縁端部。 り。他の部位は回転ナデ。最終調整と

8908154 器高 4.4 高台は外方へ張り出す。 して回転ヘラ磨き。

290 口径 20.1 底部 ・体部の境界が明瞭で、外反気味に
底部・体部の境界都分のみ回転ヘラ

イシ 。 立ち上がり、やや外方へ開く口縁部。高
8908748 器高 5.0 台は外方へ張り出す。

削り。他の部位は回転ナデ。

291 底部 ・体部の移行が緩やかで、丸みを
内外面ともに回転ナデ。最終調整とし。 イシ 底径 8.5 もって立ち上がり、さら』こ外方へ張り

8908262 出す高台を貼付。
て回転ヘラ磨き。

-292 底部・体部の境界が明瞭で、断面台形
底部外面 回転ヘラ切り後粗いナデ。

イシ 。 底径 10.5 の高台を貼付。
他都位は回転ナデ。最終調整として回

8908259 転ヘラ磨き。

-293 
残高 3.1 

丸みをもって立ち上がり、口縁端部が
内外面ともに回転ナデ。イシ 。

やや外反する。8908499 

169-294 口径 12.8 底部・体部の境界が明瞭で、外反気味 底部外面:回転へラ切り後粗い不定方
イシ 。

器高 3.0 に立ち上がる体部形態を示す。 向のヘラ削り。他の部位は回転ナデ。8908226 

-295 底部・体部の移行が緩やかで、丸みを
イシ イシ 口径 14.9 もって立ち上がり、やや外反する口縁 内外面ともに回転ナデ。

8908227 端部形態を呈する。

-296 口径 13.6 。 底部外面白不定方向のヘラ削lり。他の。 イシ

器高 部位は手持ちへラ磨き。8908498 1.4 

-297 
イシ

口径 13.1 。 内外面ともに回転ヘラ磨き。。
器高 2.8 8908496 

-298 口径 14.3 底部 ・体部の境界が明瞭で、体部中位
底部外面回転ヘラ切り後、粗い回転へ

ク イシ

器高 2.9 
にて屈曲し、直線的に立ち上がる体部

ラ削り 。他の部位は回転ナデ。8908209 形態を示す。

-299 口径 14.8 
ク 。

器高 2.9 
。 。

8908206 

300 口径 14.4 底部 ・体部の移行が緩やかで、直線的
底部外面回転ヘラ切り後、不定方向の

イシ 。 ヘラ削り 。底部内面回転ナデ後不定方
8908201 器高 2.7 に外上方へ立ち上がる。

向のナデ。他の部位は回転ナデ。

301 底部・体部の移行が緩やかで、直線的
内外面ともに回転ナデ後回転ヘラ磨。 。 口径 14.8 に外上方へ立ち上がる。口縁端部がや

8908225 や平坦な形状を示す。
き。

-302 口径 14.7 底部・体部の移行が緩やかで、直線的 底部外面:回転ヘラ切り。他の調整痕
イシ 。

器高 2.7 に外上方へ立ち上がる。 跡については器面磨耗のため不明。8908152 

-303 口径 15.2 底部外面:不定方向のへラ削り 。他の。 。
器高 2.6 

。
部位は回転ナデ。8908229 

304 土師器 口径 17.6 底部・体部の移行が緩やかで、丸みを 底部外面:回転へラ切り。他の調整痕。
8908825 皿 器高 2.0 持ちつつ外上方へ開く形状を示す。 跡については器商磨耗のため不明。

-305 口径 17.0 底部外而回転ヘラ切り後粗いナデ。他
イシ イシ

器高 2.2 
。

の部位は回転ナデ。8908823 
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久池井B遺跡

F童謡明出土地点(器種|法量側| 形態の特徴 調整の特徴・その他

底部外面・回転ヘラ切り後粗いナデ。
他の部位は回転ナデ後、最終調整とし
て回転ヘラ磨き。

1169-3061 rnT~~r 1土師器|口径 16.8 I底部・体部の移行が緩やかで、丸みをI SK775 1~ ;o; U"1 ""_ .~.~ I 
11.J.L¥..f'''' I 皿 |器高 2.2 I持ちつつ外上方へ聞く形状を示す。

-307 
8908826 

-308 
8908303 

-309 
8908716 

-310 
8908180 

-311 
8908178 

-312 
8908181 

-313 
8908171 

-314 
8908159 

-315 
8908166 

-316 
8908824 

-317 
8908388 

-318 
8908853 

-319 
8908157 

-320 
8908795 

170 -321 
8908275 

-322 
8908267 

-323 
8908268 

-324 
8908288 

-325 
8908273 

-326 
8908265 

。

。

イシ

イシ

ペシ

。

イシ

イシ

。

イシ

。

。

イシ

イシ

イシ

。

イシ

イシ

イシ

。

。 |口径 16.6 I 
器高 2.0 

。 残長 8.01 

|土師器 口f歪 26.0
大血 器高 2.6 

口f歪 28.9
器高 2.2 

。

。

イシ

底部 ・体部の移行が緩やかで、丸みを
持ちつつ外上方へ開く 。底部 ・体部の
境界部分に把手。

底部外面回転ヘラ切り後粗いナデ。他
の部位は回転ナデ。底部外面にヘラ記
号状の線刻あり。

底部外面回転ヘラ切り後粗いナデ。他
の部位は回転ナデ。底部外面にヘラ描
き文字あり 。

底部外面不定方向のへラ削り 。他の
部位は回転ナデ。

。

|土師器口径 33.6 底部・体部の移行が緩やかで、丸みを
大胆 器高 3.4 持ちつつ外上方へ開く oやや中心より イシ

に高台を貼付。

ク
口径 35.0 底部 ・体部の移行が緩やかで、丸みを 底部ム外面.不定「方向のヘラ削り 。他の

器高 2.2 持ちつつ外上方へ開く形状を示す 部位は回転ナァ。最終調整として回転
。 ヘラ磨き。

l土師器
高杯

底径 8.4 緩やかに開く脚部。 内外面ともに回転ナデ。

イシ 底径 13.9 
緩やかに開き、脚端部において下方へ
折り曲げる形状を示す。 I

。

。 |底径 11.0 緩やかに開く脚部。 イシ

。 |口径ー 24.6 底部 ・体部の境界が明瞭で、外上方へ 内外面ともに回転ナデ。最終調整とし
直線的に開く体部形状を示す。 て回転ヘラ磨き。

底部 ・体部の移行が緩やかで、丸みを 底部外商.回転ヘラ削り。他の部位は
イシ |口径 23.1 I有しつつ開き口縁端部がやや外反す 回転ヘラ磨き。最終調整として回転へ

る。 ラ磨き。

。 |口径叶底部か中かに体部へ移行し緩や
杯部底部外面・回転ヘラ削り 。他の部

器高 9.1 かに聞く胸部を貼付。
位は回転ナデ。最終調整として回転へ
ラ磨き。

。
口径 250|底部体部の移行が緩やカで外上方
器高 6.9 へ開く 。直立気味な形状から脚部中位 杯部内外商ともに回転ヘラ磨き。他の

より屈曲する脚部を貼付。 部位は回車孟ナデ。

土師器I口径 23.8 I平底言の底部からやや直立岨』気味に立ち
把寺討す饗器高 16.9 上かり、やや平坦な口縁珊部形状を示内外商ともに丁寧な回転ヘラ磨き

し、体部中位に把手を貼付。

土師器1口径ー 12.81 直線的な体部より、肥厚しつつやや外
体部内面縦方向のヘラ削り 。体部外

護 反する口縁部形状を示す。
面縦方向のハケ。口縁部内外面:ナ
70 

。 |口径 13.0I 丸みのある体部から、["< Jの字形に外
反する口縁部形状を示す。

。

イシ 1口径! 11.9 I 丸みのある体部から、緩やかに外反す
る口縁部形状を示す。

ク

イシ l口径! 14.3 I 外方へ聞く体部からほぼ直角に屈曲 体部内外面ともに縦方向のヘラ削り 。
する口縁音1¥形状を示す。 他の部位はナデ。

ク l口f土! 18.8 I 体音防、らやや外方へ曲折する口縁部
体部内面。縦方向のヘラ削り。体部外

形状を呈する。
面。縦方向のナデ。口縁部内外国は横
方向のナデ。

丸い体部から外方へ曲折する口縁部
イシ |口径 19.5 I形状を示し、口縁端部がややナデによ 体部内而。ヘラ削り 。体部外商.ハケ

り乱れている。 調整。口縁部内外商は横方向のナデ。

-306一



田 遺物

FE議Fl出土地 吋 器 種 | 法 量 側

広;f;|skm|土計|口径 14.1 

-328 
8908238 

-329 
8908151 

形態の特徴 調整の特徴・その他

イシ 残高

l体部内面縦方向のヘラ削り 。体部外
体部からやや外方へ曲折する口縁音111Illn 縦方向のナデ。ロ縁部内外面は横
形状を呈する。 1

|方向のナデ。

丸底の底部から丸みをも って立ち上|底部および体部内外商とも縦方向の
7.0 I Z~~:=~:~=~U~' ~ ? ~ 1 

がる体部形状を示す。 1ヘラ削り 。
。

イシ
胴f歪 16.0 Iやや平底気味の丸底で、長胴気味に立 |内面 縦方向のへラ削り 。外簡 縦方
底径 8.5 Iち上がる体部形状を示す。 I向のハケ調整。

イシ

-330 
8908289 

。ぞシ 口径 253|「〈」の字形に屈曲する頚音11ならびに|内外面ともにナデ。
l口縁部形状をとる。

-331 
8908283 

-332 
8908231 

-333 
8908284 

。 残高
l体部内面縦方向のへラ削り。体部外

直線的な体部形状を示し、口縁部が1!ff17.6 I 、 |面:調整痕跡不明瞭。口縁部内外面ナ
かに外反する。 Iデ

イシ

。 残高
I口縁部がほぼ直角に曲折 し、口縁端部!1.5 I ':~Q~JI~ ::':L!=!-~~~:/~~'I-4 ~'~~IIUIJ IJ! 内外国ともにナデ。
|を面とりによ って仕上げる。 1

I :T.-....!!I"'J... ~_J-Ir- *rr J..，.. r-1 q.'3. #r' J.~ tJr J.. ._I-.J I体部内面;縦方向のへラ削り 。体部外|直線的な体部から口縁音11が僅かに外!4.0 I ~~W/ '<:1-j<p.OIJU'."..) ~ iI'~OIJ/.J - Iæ. /.1-v_ / r I面 調整痕跡不明瞭。口縁部内外面ナ
1反する。 I

lデ。

ク

。 残高。

。-334 
8908277 

。
残高 5.5 I主主Z31立製Z512f、口縁部イシ

イシ 土師器|残高
把手

ナデ調整。
-335 

8908296 

-336 
8908492 

-337 
8908232 

3.0 I大きく内方へ曲折する形状を示す。

イシ

土師器|口径 16.0 Iやや尖底の丸底を示し、球形の体部か|体部内面縦方向のヘラ削り 。体部外
| |ら緩やかな「く」の字形の頚部形状を |面および口縁部内外商は丁寧なナデ

斐 |器高 14.7 1とる。 1により仕上げる。

土師器Ir--T'-7. t") 1 ~ I直線的に外方へ開く体部形状を示し | 
鉢 |口径 2 1. 5 1 口縁端部を面とりによって仕上げる ~ 1内外面ともに回転ナデ。

。
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l底部外面回転ヘラ切り後、やや粗いナ
底部から緩やかに体部へ移行し、口縁|

|デ。日音文を施す。内外面ともに回転ナ
端部がやや外反する。 I

|デ後、回転ヘラ磨き。

平底から体部は緩やかに外上方へ開 |体部内外面ともにタタキ、その後外面
き、肩部に丸味をもっ。体部最大径部 |は回転ヘラ削りならびに回転ナデ、内
分に把手。 I面は回転ナデ。

平底から緩やかに外上方へ開く体部 |
|内外面ともに回転ナデ、底部内外面と

形状から、緩やかな「く」の字形を呈す|もに回転ナデの後不定方向のナデ。
る頚部。 1

71-338 
8908179 

-339 
8908160 

-340 
8908305 

。

。 土師器|口径 30.9
把手付鉢|器高 10.3 

。 。-341 
8908306 

-342 
8908796 

。 口f歪 36.0
器高 16.8 

口径 38.2 
器高 16.4 

。

イシ

。 イシ イシ

-343 
8908304 

。イシ
口径 29.3 
器高 12.9 

。イシ

-344 
8908237 

。 口径 28.5 
器高 10.2 

。。 イシ

-345 
8908234 

。 イシ 口径 30.4 。。

-346 
8908233 

イシ 口径 32.9 イシ。イシ

イシ
土師器| ー |直線的ド外上方へ立ち上がり口縁端|内外面ともにヘラ磨きによ って仕上

鉢 |口径 40.31部を面iりによって仕上げる。 1げる。
-347 

8908136 
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久池井B遺跡

官議罰出土地点|器種|法量叩

171 -3481 MTnne  1須恵器|
o8230

U

I SK775 1 斐 |口径 42.7 

形態の特徴 調整の特徴 ・ その他

[" < Jの字形の頚部形状をとり、大きく |体部は平行タタキ、口縁部内面は回転
外上方へ立ち上がり、口縁端部を平坦|ナデ、口縁部外聞はカキ目調整ならび
に仕上げる。 1に回転ナデ。

172-3491 0 TTnnr 1須恵器|口径 14.1 
8908361 1 uLU'  V 1 蓋 |器高 3.2 

高いつまみを貼付し、天井部から緩や 1天井部外面回転へラ削り、他の部位は
かに口縁部へ至り、明瞭な断面三角形|回転ナデにより仕上げ。天井部内面に
を呈する口縁端。 1不定方向のナデ痕跡。

-350 
8908360 

-351 
8908362 

-352 
8908364 

-353 
8908363 

-354 
8908367 

-355 
8908368 

-356 
8908370 

-357 
8908371 

-358 
8908372 

-359 
8908369 

-360 
8908373 

-361 
8908366 

-362 
8908332 

-363 
8908336 

-364 
8908338 

-365 
8908311 

-366 
8908317 

-367 
8908308 

-368 
8908315 

。

イシ

イシ

イシ

イシ

イシ

イシ

。

イシ

。

。

ペシ

イシ

イシ

イシ

イシ

。

イシ

イシ

イシ

。

口f歪 13.4
器高 2.0 

口径 14.1 
器高 1.8 

偏平なつまみを貼付し、平坦な天井部|天井部外面回転へラ削り、他の部位は
からやや曲折しつつ、断面三角形の口|回転ナデにより仕上げ。天井部内面に
縁端部形状をとる。 1不定方向のナデ痕跡。

イシ

天井部外面回転へラ削り、他は回転ナ
デ。天井部内面に不定方向のナデ痕跡
天井部外商にヘラ記号。

須恵器1仁l径
杯 |器高

9.5 1底部から緩や培、に体音11へ移行し、やや|底部外面は回転ヘラ切り後、粗いナデ。
|丸みをもった体部形状をとり、口縁端|他の珂准は回転ナデ。底部内面のみ不定

3.2 1部が僅かに外反。 1方向のナデ。

。 口径 133|???こ外上方に立ち上がる形状を|内外面ともに回転ナデ。

土師器|口径 16.0 I偏平なつまみ。平坦な天井部から緩や|天井部外面回転ヘラ削り、他の部位は
......，=かに口縁部へ移行。断面三角形の口縁|回転ナデにより仕上げ。天井部内面に

蓋 |器高 2.3 1端部。 1不定方向のナデ痕跡。

。

。

イシ

。

イシ

口径 16.0
器高 1.8 

。 。

l外方へ開く環状つまみを貼付し、平坦|天井部外面回転ヘラ削り、他は回転ナ
口径 17.0I ::~~!:~;. ~~'::::-.~:='~~~1， :--~'::~1 |な天井部から緩やかに口縁部へ移行|デ最終調整として内外面ともに回転
器高 2.3 I断面三角形の口縁端部。 01へち磨き。

口径 18.9
器高 3.1 

口径 16.0 
器高 1.9 

口径 16.2 
器高 2.4 

やや外方へ開く環状つまみ。丸みのあ
る天井部から緩やかに口縁部へ移行。
口縁端部に沈線。

外方へ開く環状つまみ。平坦な天井部
から緩やかに口縁部へ移行。断面三角
形の口縁端部。

。

。

。

。

i天井部外面回転ヘラ削り、他は回転ナ
l平坦な天井音防、ら緩やかに口縁部へ 1<::

口径 21.3 I ~~':-/~r; ~~J;~~.~i~r， ~:~;;_~~-:O ') 
... 
Iァ。最終調整として内外面回転ヘラ磨l移行し、丸い口縁端部形状をとる。 Iき。

I r-dX. 1 ry '7 I 偏平なつまみを貼付し、平坦な天井部 |天井部外面回転へラ削り、他は回転ナ
土師器|口径 17.7 I -~;~:'::， ~!~~l)~ L-~~~;;;，~Z~P I から緩やかに曲折し、口縁端部を丸<Iデドより仕上げ。最終調整として内外
壷蓋|器高 341仕上げる。 1面iもに回転へラ磨き。

I hJ ....，- ~ d，.<>，.;lE !ro 111 -l- 1"'C: ~ ..L...:nzn-.-.!rJ...... 1 底部外面は回転ヘラ切り後、回転ヘラ土師器 1&'.v '̂ ' 1外方へやや張り出す断面台形の高台 l

杯 |底径 10.41を貼付。 lTAfの部位は回転ナデ後、回転へ

。I底径 9.8 1断面三角形の高台を貼付。
底部外面は回転ヘラ切り未調整。他の
部位は回転ナデにより仕上げる。

。I底径 7.9 イシ イシ

イシ

イシ

。

イシ

口径 12.3 
器高 4.8 

口径 19.0
器高 4.5 

底部からやや緩やかに体部へ移行し、 |底部外面は回転へラ切り後、粗いナデ
体部は直線的に立ち上がり、外側接地|他の部位は回転ナデ。底部内面のみ不
の断面台形の高台。 I定方向のナデ。

底部から丸みをもって緩やかに立ち |底部外面は手持ちのヘラ削り 。他の部
上がり、口縁端部を僅かに外反。内側|位は回転ナデ。底部内面のみ不定方向
接地の高台。 Iのナデ。

口径 14.2 1底部から緩やかに体部へ移行し、やや|底部外面は回転ヘラ切り後未調整。他

器高 4.5 1外反気味に口縁部へ至る。 1の部伎は回転ナデ。

口径 13.8 1底部から体部へ屈曲気味γ立ち上がり
|底部外商は手持ちのヘラ削り 。他の部

| 
』

、|伎は回転ナデ。底部内面のみ不定方向
器高 36

1
やや丸みをもちつつ口縁部へ至る。

1のナデ。
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皿 遺物

Fi恒登ー録閃番番号号出土地点 器種 法量 cm % 宵也E、 の 特 徴 調 整 の 特 徴 ・ その他

172-36 :1 SK776 
土師器 口径 13.8 底音防、ら体部へ緩やかに移行し、口縁

底部外面は手持ちのへラ削り。他の部

8908312 杯 器高 3.2 端部をやや外反させる。
位は回転ナデ。底部内面のみ不定方向
のナデ。

370 
イシ イシ

8908152 
口径 14.5
器高 3.8 

。 。

-371 。 口径 13.0 底部外面は回転へラ切り後、粗いナデ。
イ〉 イシ

8908376 器高 4.0 内外面ともに回転ナデ。

-372 
イシ

口f歪 14.4 底部外面は手持ちのへラ削り。他の音11
イシ

器高
イシ f立は回転ナデ。底部内面のみ不定方向

8908316 4.1 のナデ。

-373 。 口径 15.0 底部から体部へ屈曲気味に立ち上がり、
ク 。

8908313 器高 3.3 やや丸みをもちつつ口縁部へ至る。

-374 口径 14.1 底部から体部へ緩やかに移行し、口縁
イシ 。

8908310 器高 4.1 端部をやや外反させる。
。

-375 口径 14.0 底部 ・体部の移行が緩やかで、外上方 底部外面.回転ヘラ切り後不定方向。 イシ

8908307 器高 4.0 へ開く 口縁部形状を示す。 のへラ削り 。他の部位は回転ナデ。

-376 。 口径 15.2 
イン

器高
。 。

8908314 3.5 

-377 土師器 口径 17.2
イシ 。

8908374 大杯 器高 6.5 
イシ

-378 。 イシ

8908375 
口径 18.0
器高

。 。
6.2 

-379 
口径 23.8 体部外面ハケ状原体による調整。最終。 イシ 。

8909337 調整として回転ナデ。

-380 土師器 口径 12.2 底部 ・体部の移行が緩やかで、直線的
底部外商.回転ヘラ切り後不定方向

イシ のヘラ削り 。他の部位は回転ナデ。最
8908858 皿 器高 2.5 に外上方へ開く体部形状を示す。

終調整として回転ヘラ磨き。

-381 口径 13.8 
8908859 

イシ イシ

器高
イシ 。

2.6 

-382 口径 12.6 。 イシ

器高
。 。

8908857 2.5 

-383 口径 13.8
イシ ク

器高
。 。

8908860 2.3 

-384 口径 15.0 
8908861 

イシ 。
器高

。 。
2.5 

-385 口~f 15.1 底部 ・体部の移行が緩やかで、直線的
内外国ともに回転ナデ後回転ヘラ磨。 イシ に外上方へ外反気味に立ち上がる形

8908330 器高 1.7 状を示す。
き。

-386 口径 15.8 底部外面 回転ヘラ切り後不定方向
イシ イシ イシ のヘラ削り 。他の部位は回転ナデ。最

8908328 器高 1.4 終調整として回転ヘラ磨き。

-387 口径 17.9 
8908186 

。 イシ

器高
イシ 。

2.2 

-388 
イシ

口径 18.0 。
器高

。 。
8908184 2.0 

-389 口径~ 17.0 。 イシ

器高
。 。

8908187 1.7 
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久池井B遺跡

15辱言|出土地点|器種|法量叩| 形態 の特徴 |調整の特徴 ・その 他

1--'-0""，， 1 "<，， '"'' 1底部・体部の移行が緩やかで、直線的|底部外面.回転ヘラ切り後不定方向172-3901 mT77~ 1土師器|口径 17.0 I J;:~J ~_-~~P'::~~.~J;_)j~-:/~ \.， ~II::~J:~ I 
1 SK776 I-'- :::';''''"I~.'.! "~.~ 1に外上方へ外反気味に立ち上がる炉|のへラ削り 。他の部位は回転ナデ。最

却08183I ULU'  V I 血 |器高 2.2 I状を示す。 I終調整として回転ヘラ磨き。

-391 口f歪 15.1I 
8908327 

。 イシ 。
器高 1.8 

。

-392 口径 15.5
8908185 

イシ 。
器高

。
1.5 

。

173 -393 土師器口径 21.7 底部から体部への移行が緩やかであ
。 り、直線的に外上方へ伸びる形状を示 l

8908297 大 皿 器 高 1.9 
。

す。

-394 口径 24.8
8908298 

。 。
器高

。
1.9 

。

-395 
底径 20.2 

|底部外面回転ヘヲ削り。内面回転ナテe

8908333 
。 イシ 外方へ張り出す高台を貼付。

後回転ヘラ磨き。

-396 土師器口径 34.5 底部から体部への移行が緩やかであ

8908379 
。 盤 器高 3.3 すり。、直線的に外上方へ伸びる形状を示 l

。

-397 土師器口径 16.3 底部から休部へ緩やかに移行し、丸い 杯昔日外面 回転ヘラ削り。他の部位は

8908377 
ィシ 高杯 器高 6.0 口縁端部形状を示す杯部に、緩やかに 回転ナデ。最終調盤として回転へラ磨

開く脚部。 き。脚部は内外面ともに回転ナデ。

398 
底径 12.0 

脚部は内外面ともに回転ナデ。均二部内

8908378 
イシ イシ 緩やかに開く胸部。

面回転へラ磨き。

-399 
土手師(皿器)1把手長 3.01あまり曲折せず、角張った酬を示す。 1把り手。内外面面ナ面デと。 りのため丁寧なヘラ削

8908326 
イシ

土鵬告
把手

把手長 4.5Iあまり曲折しない形状を示す。
8908325 

。
(聾もし

|粗いナデ。

くは鈎

-401 土師器
口径 14.1

丸みのある体部から肥厚しつつ口縁
体音11内面。縦方向のヘラ削り。体音11外

。
8908770 費 部が外反する。

面縦方向のナデ。口縁部内外国ともに
ナデ。

-402 
口径 14.0 

8908323 
イシ イシ 。 。

-403 
口径 15.5

体部内面。縦方向のへラ削り 。体部外
。 イシ イシ 面。裕子状のタタキ。口縁部内外面.

ナデ。

-404 
口径 18.6 

体部内面縦方向のヘラ削り 。体部外

8908320 
イシ イシ 。 面縦方向のナデ。口縁部内外面ともに

ナデ。

-405 
口径 27.5

8908322 
。 イシ ク 。

-406 
口径 32.2

8908319 
イシ イシ イシ 。

-407 口f歪 17.1 やや丸底気味の底部から丸みを有し 体部内面縦方向のへラ削り 。体音11外

8908197 
。 イシ

器高 19.5 
つつ立ち上がり、緩やかに口縁部が外 面縦方向のハケ。口縁部内外商とも
反する。 にナデ。

|須恵器 底径 10.3 外方へ張り出す高台を貼付し直線的
イシ に外方へ立ち上がり、僅かに曲折する 体ー部外ー面 回転ヘラ削り後丁寧な回

8908365 (長Z頚E査) 月間径 20.9 肩部が残存。 転ナデ。他の部位は回転ナデ。

174-409 須恵器 口径 15.0 中央部が隆起する形状のつまみを貼
イシ 付し、口縁部の屈曲が明瞭な断面=角 天井部外面 。丁寧な回転ヘラ削り。他

8908430 蓋 器高 2.5 形の形状を示す。 ー の部位は回転ナデ調整。

410 口径 14.7 偏平なつまみを貼喧し、口縁部の屈曲 天井部外商.丁寧な回転ヘラ削り 。口

8908429 
イシ イシ 器高 2.9 がす。やや明瞭な断面ニ角形の形状を示 縁部内外商。回転ナデ。天井音11内蘭.

回転ナデ後、粗い不安定方向のナデ。
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E 遺物

「塁謁罰出土地 点|器種|法量仰 | 形態の特徴 |調整の特徴 その他

174一川 |須恵器|口径 14.3 I偏平なつまみを貼付し、口縁部の屈曲 |天井部外面:回転ヘラ切り後、粗い回
I SK7591''><~~"1 ~'，t: "~.:; Iがやや明瞭であり 、丸みをもっ子断面 |転ヘラ削り。口縁部内外面 回転ナデ

8908426 1 UH."JV 1 蓋 |器高 2.7 1三角形の形状を示す。 一 1 (si775の資料と接合)

-412 
8908428 

イシ
口径 13.3 1偏平なつまみを貼付し、口縁邦屈曲が |天井部外面.回転ヘラ切り後、粗い回

I ~Clt:l ~:::c~-=-~~~~~J:~~:~~~tIQlJ I転ヘラ削り。他の部位は、内外面とも
器高 1.81不明瞭な断面三角形の形状を示す。 1に回転ナデ。

。

イ〉
-413 

8908429 
。 口径 14.2 

器高 1.5 
。イシ

4シ
-414 

8908424 

-415 
8908425 

。 l口縁部の屈曲がやや明瞭であり、丸み
口径 14.31をもった断面三角形の形状を示す。

|外面における口縁部屈曲が明瞭で、内口t歪 12.8I l面においてはやや不明瞭な屈曲を示
器高 1.81す

。

イシ

イシ イシ

イシ 須言器|口径 11.0 I再会誌ぷET32:の境界から |内外面ともに回転ナデ。
-416 

8908441 

イシ
-417 

8908443 
。 7. 11  <) I底部 ・体部の移行が緩やかであり、や

口径 11.31ゃ外反気味な口縁部形状を示す。
ク

418 
8908442 

イシイシ 底径

底部・体部の移行がやや屈曲気味に
7.0 1立ち上がる。断面台形の高台を貼付す

る。

イシ

-419 
8908422 

-420 
8908444 

-421 
8908421 

。 底部 ・体部の移行が緩やかで、直線的 |底部外面・回転ヘラ切り後粗いナデ。
に立ち上がる体部形状を示し、内面接 |他の部位は回転ナデ。底部内面のみ、
地の断面台形の高台を貼付。 I回転ナデの後不定方向のナデ。

やや外傾気味に立ち上がる頚部形状 |
を示し、直角に近い角度で外上方へ屈 |内外面ともに回転ナデ。
曲する口縁部である。

15.1 I偏平なつまみを貼付し、口縁部内面に
|やや稜線を有する断面三角形の形状

2.4 I 
lを示す。

イシ
口径 12.7
器高 4.4 

。 須恵器 l 一宮 |口径 10.0 長頚軍 l

イシ
土師器|口径

葉 |器高
。

。 土師器|口径 15.0 1底部・体部の移行が緩やかで、やや丸 IJs;部外面 回転ヘラ切り後粗いナデ。
みをもって立ち上がる。口縁端部やや|

均二 |器高 4.4 1外反。高台をやや内側に貼付。 I他の部位は回転ナデ。

-422 
8908415 

。-423 
8908418 

イシ
口径 19.6 
器高 5.4 

底部外面.回転ヘラ切り後粗いナデ。
他の部位は回転ナデ。内面は回転ヘラ
磨き。

。

イシ
-424 

8908416 
。 口径 16.2 1底部 ・体部の移行はやや緩く、直線的 |内外面ともに回転ナデ。杯部器高が高

|に外上方へ立ち、口縁端部やや外反。|
器高 6.5 1高台やや外方へ張る。 I

。-425 
8908417 

イシ
口往 14.1
器高 3.9 

底部外面 回転ヘラ切り後粗いナデ。
内外面ともに回転ナデ。

イシ
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土-426 
8908420 

-427 
8908419 

4シ
口径 17.6
器高 1.9 

イシイシ 。

175-4281 mrno， 1須寅器|口径 14.2 1偏平なつまみ。天井部から緩やかに口!天井部外面:回転へラ削り 。他の部位
1 SK781 1 O'J'<!:M I;':'! ，~.~ 1縁部へ移行する形状で、明瞭な断面三 l

89084741 UH.'U' 1 蓋 IHo高 3.01角形の口縁端部形状。 Iは回転ナデ。
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8909335 
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-430 
8909334 

イシ
口径 13.0 1底部・体部の移行が緩やかで、ほほ直 |底部外面 不定方向のヘラ削り 。他の
器高 3.31立気味に立ち上がる形状を示す。 I部位は回転ナデ。

イシ

176-4311 mr~M 1須恵器1~'-V '0"  1平知な天井部から、やや長く屈曲する|天井部外面・回転ヘラ削り 。他の部位1 SK727 1 /.R::u"， 1口径 18.51 一 一 | 89084771 ULU  u ， 1 蓋 I '-'IX 'U.V  I口縁部形状を不す。 Iは回転ナデ。
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久池井B遺跡

Fi旧登ー録閃番番号号 出土地点 器 種 法量 cm 芳三 肯，~き、 の 特 徴 調整の特徴・その他

176-432 
SK727 

須恵、器
残高 4.4 

直線的に外上方へ開く体音11形状を示
内外面ともに回転ナデ。

8908478 杯 す。

-433 
院把直手恵付器斐

直線的に外上方へ立ち上がり、ほほ直 体部内面.縦方向のヘラ削り。体部外

8909008 
SK737 口径 18.9 角に曲折する口縁部形状を示し、丈夫 面・カキ目痕跡あり。口縁部内外面と

な把手を貼付する。 もに回転ナデ。

-434 須恵器 口径 13.4 天井部から口縁部へ緩やかに移行し、
天井部外面 .回転ヘラ削り。他の部位

8909475 
SK777 

蓋 器高 1.9 
明瞭な断面三角形の形状の 口縁部を

は回転ナデ。
呈する。

-435 須恵器 口径 9.8 底部・体部の境界がやや明瞭で、直線
底部外面:回転ヘラ切り後粗いナデ。

SK734 的に外上方に立ち上がり、やや外方に
8908134 杯 器高 3.5 張り出す断面台形の高台を貼付する。

{也の部位は回転ナデ。

-436 土師器
口径 16.3 

底部から体部へ緩やかに移行し、直線
内外面丁寧な手持ちへラ磨き。。

勾: 的に外上方に立ち上がる。8908733 

-437 土師器 口径 15.8 底部・体音11の境界が明瞭で、やや外反
底部外面不定方向のヘラ削り。他の。

皿 器高 3.0 
気味に外上方に立ち上がる体音11形状

部位は回転ナデ。8909281 を示す。

-438 口f歪 21.1 底部から体部への移行が緩やかで、や
イシ イシ

器高 2.0 や丸みをもって立ち上がる。
。

8909284 

-439 土師器
残高 1.9 

底部から体部への移行が緩やかで、や。
高勾: や口縁端部が外反する。

。
8909283 

-440 口径 24.3 底部・体部の境界が明瞭で、外上方へ 杯部外面:回転ヘラ削り。杯都内面・
。 イシ

器高 7.4 
直線的立ち上が杯部形状で、外方へ開 回転ナデ。杯吉11最終調整として内外面

8908801 く脚部を貼付する。 ともに回転へラ磨き。

-441 土師器 丸みのある体部から、やや上方へ屈曲
体部内面.縦方向のヘラ削り。体部外

ペシ

護
口if 14.4 する口縁部形状を示す。

面縦方向のハケ。口縁部内外面はナ
8908728 ア。

-442 口径 23.0 丸みのある体部から、直線的に内傾気
イシ 。

胴径 30.4 味に立ち上がる形状を示す。
イシ

8908727 

-443 
口径 14.7 

丸みのある体部から、外方へ曲折する 。。 イ〉
口縁部形状を示す。8908729 

-444 土師器 口4宝 8.9 やや偏球形の体部形状を示し、口縁部
内外面ともに回転ナデ。。

短頚査 胴径 16.1 が僅かに外上方に立ち上がる。8908732 

-445 土師器 丸みのある体苦向、ら、外方へ大きく幽
体部内面.縦方向のへ7削り。体部外

。
斐

口径 20.0
折する口縁部形状を示す。

面 ι 縦方向のハケ。口縁部内外面はナ
8908730 デ。

-446 
イシ イシ

口if 13.0 やや丸底の底音11から、丸みのある体部 。
8908806 器高 12.0 を皇し、口縁部が僅かに外反する。

177-447 
SK709 

須恵器 口径 13.5 底部・体部の境界が明瞭で、直線的に 底部外面:回転ヘラ切り後粗いナデ。

8908414 皿 器高 2.0 外上方に伸びる形状を示す。 他の剖1位は回転ナデ。

-448 須恵器 口f室 15.1 天井音防、ら口縁部への移行が緩やか
天井部外商.回転ヘラ削り。他の部f立。 であり、口縁端部形状が明瞭な断面三

8908706 蓋 残高 2.9 角形を呈する。
は回転ナデ。

-449 須恵器
口径 13.8 やや丸みを帝ながら外上方へ開く。 内外面ともに回転ナデ。イシ

勾:8909010 

-450 
口径 13.9イシ イシ 。 。

8909009 

-451 須密恵器 断面長方形の高台をI!占付し、直線的に
底部外面 :回転ヘラ切り後粗いナデ。

イシ 底径 8.0 外上方に開く体部形状を示す。
体部外商:回転ヘラ削り。他の部位は

8909011 回転ナデ。

-452 
底径 9.5 。 。 。 。

8909012 
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皿 遺物

Fi受z録同番番号号出土地点 器 種 法 量 cm 背三 宵凶E、 の 特 徴 調整の特徴 ・ その他

177-453 土師器 口径 18.4 やや高いつまみを貼付、天井部から口
つまみ部分のみ回転ナデ。他の部位はSK709 縁部移行が緩やかで、明瞭な断面三角

8908707 蓋 器高 3.8 形の口縁端部。
回転ナデ後丁寧な回転ヘラ磨き。

-454 
SK758 須恵器 口径 11.3 偏平な天井部から断面三角形の口縁 天井部外面 回転ヘラ削り 。他の部位

8909013 義 器高 0.9 端部形状を示す。 は回転ナデ。

-455 須恵器 口t歪 10.4 底部・体部の境界が明瞭で、直線的に 底部外面 回転ヘラ切り後粗いナデ。
イシ

杯 器高 4.9 外上方に立ち上がる形状を示す。 他の部位は回転ナデ。8909015 

-456 土師器 口径 12.0 底音問、ら体部への移行が緩やかで、や 底部外面不定方向のヘラ削り。他の。
8908396 杯 器高 2.9 や内湾気味に立ち上がる形状を示す。 部位は回転ナデ。

-457 
残高 4.9 丸みをもちつつ立ち上がり、口縁端部

内外商ともに回転ナデ。。 イシ

8909017 が僅かに外反する。

-458 土師器 口f歪 16.6 底部・体部の移行が緩やかで、直線的 底部外面のみ器面磨耗のため不明。他。
皿 残高 1.6 に外上方へ聞く。 の苦11位は回転ナデ。8909016 

-459 須恵器
胴径 20.0 ほほ直立気味に立ち上がり、鋭角に肩

内外面ともに回転ナデ。イシ

8909014 短頚査 部を屈曲する。

-460 須恵器
口fI 21.8 緩やかに外方へ開く形状を示す。。

査
イシ

8909018 

-461 土師器
口f歪 12.9

丸みを有した体部から、緩やかに外方
内外面ともにナデ。イシ

楚 へ開く 口縁部形状を示す。8908771 

-462 
残高 6.0 

丸みを有した体部から、大きく外方へ。 。 イシ

8909019 屈曲する口縁部形状を示す。

-463 須恵器 口f圭 14.8 やや高いつまみを貼付し、天井部から
天井部外面回転ヘラ削り 。他の部位は

イシ

蓋 器高 2.9 
緩やかに口縁部に至り、明瞭な断面三

回転ナデ。8909007 角形の口縁部形状。

-464 口径 13.5 
イシ イシ

器高 2.0 
。 。

8908448 

-465 
口径 13.2 偏平な天井部から不明瞭な断面三角

イシ イシ
形の口縁端部形状を示す。

イシ

8909006 

-466 土師器 口fI 10.9 底部 ・体部の移行が緩やかで、ほほ直
底部外商 回転ヘラ切り未調整。他の

SP735 線的に外上方に立ち上がる形状を示
8908437 杯 器高 2.3 す。

部位は回転ナデ。

-467 口f歪 10.7。 。
器高 3.0 

イシ イシ

8908438 

-468 土師器 口径 13.3 偏平な形状をとり、口緑端音11を面とり
。 によって仕上げ、やや高い高台を貼付 。

8908439 皿 器高 2.2 する。

-469 土師器 口径 11.4 ほほ直立気味に立ち上がる形状を示。
杯 器高 4.6 し、やや高い高台を貼付。

イシ

8908436 

-470 黒色B土類器 口径 15.5底部から緩やかに丸みを有しつつ立 底部外蘭 回転ヘラ切り未調整。他回
ク

器高 5.8 
ち上がり、口縁端部を平坦に仕上げる 転ナデ。最終調整は内外面ともに手持

8908440 椀 やや屈曲気味の高台。 ちへラ磨き。底部外面に線表1]。

471 
SP731 

土師器
口径， 12.4 ほほ直立気味に立ち上り、口縁端部を 底部外面 回転へラ切り未調整。他の

8908435 杯 やや外反させる。 音sf立は回転ナデ。

-472 口f壬 12.2 ほほ直立気味に立ち上がる形状を示。 イシ 。
8908465 器高 5.3 し、やや高い高台を貼付。

-473 口径 12.0 
イシ ク イシ イシ

8908533 器高 5.0 

内
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久池井B遺跡

Fi登g-録閑番語号号 出土地点 器種 法 量 cm 7f~ 宵t~、 CT) 特 徴 調整の特徴・その他

77-474 
SP731 

土師器 口径 11.8 ほほ直立気味に立ち上がる形状を示 底部外面 回転ヘラ切り未調整。他の

8908434 杯 器高 5.2 し、やや高い高台を貼付。 部位は回転ナデ。

-475 口f歪 13.3
底部から体部への移行が緩やかで、F大l

。 イシ

器高 6.0 
湾気味に立ち上がり、やや高い高台を 。

8908432 貼付。

-476 土師器
口径 21.3

丸みのある体部形状を示し、やや外反 体部外商 闘転ヘラ削り 。他の部位は
イシ

鉢 気味の口縁端部形状を示す。 回転ナデ。8908431 

78-477 
SK769 

土師器 口1f 10.9 底部から口縁部へ緩やかに移行し、直 底部外面 回転ヘラ切り未調整。他の

8908460 杯 器高 2.6 線的な口縁部形態を示す。 部位は回転ナデ。

-478 
イシ

口径 10.9 。。
器高 2.4 

イシ

8908461 

-479 口径 10.6 
イシ 。

器高 2.1 
イシ 。

8908459 

-480 口1f 12.6 
底部から体部へ緩やかに移行し、直線

イシ イシ

器高 4.5 
的な体部形状をとり、外方へ張り出す イシ

8908462 高台を貼付。

-481 
SK771 

口径 11.2 底部から口縁部へ緩やかに丸みを有
ク

器高 3.1 しつつ立ち上がる形状を示す。
。

8908875 

-482 
SP771 

口径 11.6。
器高 3.2 

イシ イシ

8908874 

-483 
イシ イシ

口径 12.0 底部から口縁部へ緩やかに立ち上が

器高 3.9 り、直線的な体部形状をとる。
イシ

8908877 

-484 口径 12.5 
イシ 。

器高 3.9 
。 ク

8908878 

-485 口f歪 11.5 底部から口縁部へ緩やかに丸みを有
イシ イシ

器高 3.2 しつつ立ち上がる形状を示す。
イシ

8908876 

-486 
SP767 

口径 13.3 底部から口縁部へ緩やかに立ち上が。
器高 3.7 り、直線的な体部形状をとる。

。
8908463 

-487 底部から体部へ丸みを有しつつ立ち
。 イシ 口径 16.2 上がり、直線的に外上方へ聞く体部形 。

8908464 状を示す。

-488 
SP766 

口径 12.9 底部から口縁部へ緩やかに丸みを有
イ〉

器高 3.2 しつつ立ち上がる形状を示す。
イシ

8908391 

-489 口径 12.7 
イシ イシ

器高 3.4 
。 。

8908390 

-490 口径 12.0 
底音iから口縁部への移行がやや明l僚

イシ イシ で、外反気味に立ち上がる体苦11形状を イシ

8908389 器高 3.4 示す。

-491 須恵器 口径 10.4
底音問、ら体部への移行が緩やかで、仁l底部外面 回転ヘラ切り後粗いナデ。

8908873 
SK770 

杯 器高 5.3 
縁部が僅かに立ち上がる。高台は外方 体音11外面回転ヘラ削り 。他の音I1位は回
に張り出す。 転ナデ。

179-492 SB725 土師器
口径 14.1 やや丸みを有する体音11形状を示す。 内外国ともに、回転ナデ。

8909328 .P2 杯

-493 SB773 磨耗が著しく正確な形状は判断しか
底音11外商 回転ヘラ切り後、ナデ。内

.P2 
。 残高 1.0 ねるが、底部から体部の移行が緩やか

外商ともに、回転ナデ。8909320 で、断面台形の高台。

-494 SB773 須恵器 口径 12.5 
底部から体音11の移行が緩やかで、直線
的に立ち上がる形状をとり、外方へ張 ~ 

8909321 .P11 杯 器高 4.6 り出す高台をsIi1.j。
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E 遺物

F世盆一録図番番号号 出土地点 器種 法 量 cm 1f~ 態 の 特 徴 調整の特徴・その他

179-495 SB761 土師器
口径 14.3 平坦な天井部から、明瞭な断面三角形

内外面ともに回転ナデ。
8909077 'Pll 蓋 の口縁部端形状をとる。

-496 SB761 土師器 口径 13.2 底部から体部への移行が緩やかかで、
底部外面回転ヘラ切り後、粗いナデ。

丸みを有する体部から口縁部形状を
8909272 'P1 血 器高 2.4 示す。

内外面ともに、回転ナデ。

-497 SB761 土師器
口径 11.3

やや丸みのある体部から、僅かに口縁
内外商ともに回転ナデ。

8909076 'PlO 杯 部が外反する。

-498 SB761 須恵、器
口径 12.7

底部から体部への移行が緩やかで、直 。
8909273 'P1 杯 線的な体部形状をとる。

-499 SB761 土師器 口径 13.4 底部・体部の境界がやや明瞭で、直線
底部外面回転ヘラ切り後、回転へラ削

的に外上方へ立ち上がり、外方へ張り
8909278 'P11 杯 器高 5.0 出す高台を貼付。

り。内外面ともに、回転ナデ。

-500 SB761 土師器
口径 19.1 

体部からほぼ直角に曲折する口縁部 体部外面，ハケ。体部内商:縦方向の

8909275 .P10 斐 形状を示す。 ヘラ削り。口縁部内外面ともにナデ。

-501 SB761 。 口径 23.1 。 。
8909274 'P7 

-502 SB763 土師器
口径 15.3 

平坦な天井部から、やや丸みのある断
内面回転ナデ。他の部位は不明。

8909326 'P6 蓋 面三角形の口縁端部形状を示す。

-503 天井部外面 .回転へラ削り。他の部位
SB763 イシ 口t歪 12.7 イシ は回転ナデを施し、天井部内面のみそ

8909327 の後、不定方向のナデ。

-504 
SB765 口径 13.9 内外面ともに回転ナデ。。 。

8909324 

-505 
イシ イシ 残高 1.3 内面回転ナデ。外面の調整は不明確。。

8909322 

-506 土師器
残高 1.9 

直線的な体部からやや外反する口縁
内外面ともに回転ナデ。。

杯 端部形状を示す。8909323 

-507 
口径 11.7 

やや丸みのある体部形状をとり、口縁 。イシ イシ
端部を丸く仕上げる。8909325 

-508 SB757 土師器
天井部から口縁部への移行が緩やか

口f歪 12.7 で、明瞭な断面三角形の口縁端部形状 。
8909330 'P9 蓋 を示す。

-509 
イシ

土師器
残高 2.2 丸みのある体部形状を示し、口縁部を

イシ

8909332 杯 やや外反させる。

-510 土師器
口径 26.6

体部より緩やかに外方へ曲折させる
内外商ともにナデ。。

斐 口縁部形状示す。8909331 

-511 SB756 土師器
残高 1.8 

丸みのある体部形状を示し、口縁部を
内外面ともに回転ナデ。

8909333 'P10 勾: やや外反させる。

180-512 口径 14.4 底部から体部への移行が緩やかで、口
底部外面.不定方向のヘラ削り。他の

SE755 。 部位は回転ナデ。体部中位に2条の沈
8908395 器高 3.9 縁部をやや外反させる形状をとる。

線。

-513 口径 11.5 底部から体部へ緩やかに移行し、直線
底部外面.回転へラ切り後粗いナデ。

SE719 。
器高 4.7 

的な休部形状をとり、外方へ張り出す
他の部位は回転ナデ。8802227 高台を貼付。

-514 
SE754 土師器

器口径高
9.6 底部から体部への移行が緩やかで、や 底部外商回転へラ切り未調整。他の部

8908476 鉢 6.8 や偏球形の体部形状を示す。 位は回転ナデ。体部外面に~;I&付着。

-515 土費師器
ほほ直線的な体音11から、緩やかに外方 体部内面縦方向のヘラ削り後、縦方

SE716 口径 22.4 へ曲折する頚部ならびに口縁部形状 向のハケ調整。体部外面:縦方向のハ
8802226 を示す。 ケ調整。口縁部内外面ともにナデ。
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久池井B遺跡

Fi登Rー録図番番号号出土地点 器 種 法量 cm 青三 宵也E、 の 特 徴 調整の特徴・その他

80-516 
SD753 

須恵器
残高 0.9 

平坦な天井部に断面台形のつまみを 天井部外面のみ回転ヘラ削り 。他の部

8908346 蓋 貼付。 位は回転ナデ。

-517 口径 13.9 平坦な天井音防主ら曲折し、明瞭な断面 。。 イシ

器高 三角形の口縁端部形状をとる。8908408 1.4 

-518 須恵器 口径 12.9 底部から体部への移行が緩やかで、直
底部外面;回転へラ切り後粗いナデ。。

杯 器高 4.7 
線的な休部形状を示す。さらに外方へ

他の部位は回転ナデ。8908409 やや張りだす断面台形高台を貼付。

-519 。 口f宝 14.9
やや丸みのある体部から僅かに口縁

内外商ともに回転ナデ。イシ
部が外反する。8908345 

-520 。 口径 16.0 
丸みのある体部が、外方へ大きく開く 。イシ
形状を示す。8908407 

-521 須恵器
口径 22.3 休部より「く」の字形に大きく曲折し、 体部外面:平行タタキ。体部内而 当

イシ

斐 外上方へ開く口縁部形状を示す。 て具痕跡。他の部位は回転ナデ。8908344 

-522 土師器
天井部から口縁部への移行が緩やか

天井部外面 回転ヘラ削り。他の部位
イシ

蓋
口径 18.3 で、丸みのある断商三角形の口縁部形

は回転ナデ。8908348 状をとる。

-523 土師器
残高 1.3 

体部より緩やかに外方へ曲折する頚 体部外面:粗いハケ調整。他の部位は
イシ

墾 部ならびに口縁部形状をとる。 器面磨耗のため不明。8908340 

-524 
口径 14.6 

体部よりはほ直角に曲折する頚部形 体部外面横方向のヘラ削り。他の部。 イシ
状を示す。 位はナデ。8908339 

-525 。 ク 口径 17.5 体部より緩やかに外方へ大きく曲折
内外面ともにナデ。

8908341 する頚部ならびに口縁部形状をとる。

-526 土師器
天井部から口縁部への移行が緩やか 天井音11外面.回転へラ削旬。他の部位

。
蓑

口ff 21.5 で、丸みのある断面三角形の口縁部形 は回転ナデ。最終調整と して内外面と
8908349 状を示す。 もに回転へラ磨き。

-527 
土錘

最大長 4目。 ほほ円柱形の形状をとるものの、長軸
指押さえ痕跡。ク

最大幅 0.9 片方がやや径を小さく仕上げる。8908350 

181 -528 
SD721 

須恵器 口径 12.1 底部から体部への移行が緩やかで、直 底部外面 .不定方向のヘラ削り。他の

8908773 均: 器高 4.6 線的に口縁部へ至る。 部位は回転ナデ。

-529 
口径 14.2 直立気味に立ち上がる形状を示す。 内外面ともに回転ナデ。イシ ク

8908774 

-530 土師器 口径 13.6 底部から体部への移行が緩やかで、直 底部外面 .不定方向のヘラ削り 。他の。
勾: 器高 3.5 線的にロ縁部へ至る。 部位は回転ナデ。8908705 

-531 
口径 15.2 

底部から緩やかに立ち上がり、やや外
内外商と もに回転ナデ。イシ イ〉

8909252 反する口縁部形状を示す。

-532 。 土師器
口径 12.8 丸みを帯びた体制iから、直立気味に立

短頚査 ち上がる口縁部形状を示す。
イシ

8909253 

-533 土師器
口径 24.4 

体部より「く 」の字形に緩やかに曲折 体部内面 縦方向のヘラ削 り。他の部
イシ

8909254 受 する形状をとる。 位はナテ'。

-534 土師器
口径; 28.1 直立気味に立ち上がる体部から、外反 体部内外面ともに回転ナデ後ハケ調。

8909255 深鉢 する口縁部形状をとる。 整。口縁部内外面ともに回転ナデ。

-535 土師器 口径 10.9 底部 ・体部の境界が明瞭で直線的に 底部外面 :回転ヘラ切り未調整。他の
イシ

杯 器高 2.2 外上方へ立ち上がる形状を示す。 苦sf立は田章tナデ。8908446 

-536 口径 13.2 底音防、ら体部への移行が緩やかで、や
。 。

器高 2.9 
や外反気味に立ち上がる体部および ク

8908447 口縁音11形状を とる。
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皿 遺 物

Fi登gー録図番番号号出土地点 器種 法量 cm 青三 肯:t~、 の 特 徴 調整の特徴・その他

181 -537 土師器 口f歪 14.9底部から体部への移行が緩やかで、や
底部外面。回転ヘラ切り未調整。他の

8908445 
SD721 

杯 器高 5.0 
や外反気味に立ち上がる体部および

部位は回転ナデ。
口縁部形状をとる。

-538 須恵器 口f圭 13.0 やや丸みのある天井部から緩やかに
天井部外面 回転ヘラ切り後粗いナ

8802228 
SD741 

蓋 器高 3.1 
口縁部へ至り、曲折後明瞭な断面三角

デ。他の部位は回転ナデ。
形の口縁端部。つまみはやや高い。

-539 土師器 丸みのある体部から緩やかにr< Jの 体部内面縦方向のへラ削り 。体部外
。

斐
口径~ 25.0 

字形に曲折する口縁部形状を示す。
面:縦方向のハケ。口縁部内面横方

8802229 向のハケ。口縁部外面白ナデ。

182-540 土師器
底部から緩やかに体部へ移行する杯 底部外面 回転へラ切り後粗いナデ。

8909257 
Pit783 

均二
底径 9.6 部形状を示し、外方へ張り出す高台を 他の部位は回転ナデ。最終調整として

目占イ寸する。 内面回転ヘラ磨き。

-541 須恵器 口径 13.2 底部・体部の境界がやや明瞭で、直線
底部外面。回転ヘラ切り後粗いナデ。

イシ
勾; 器高 4.1 

的に外上方へ立ち上がる。高台は外方
他の部位は回転ナデ。8909256 へ張り出す。

-542 
Pit784 土師器 口径 11.8 底部から緩やかに口縁部へと移行し、 底部外面 回転ヘラ切り未調盤。他の

8908468 勾: 器高 3.1 直線的な体部形状を示す。 部位は回転ナデ。

-543 底音1¥から緩やかに体部へ移行する形
イシ 。 底径 8.6 状を呈し、やや高〈直線的に外方へ張 イシ

8908470 り出す高台を貼付。

-544 須恵器
口t歪 13.1 直線的に外方へ開く体部形状を示す。 内外面ともに回転ナデ。。

勾:8909258 

-545 土師器
底部から緩やかに体部へ移行する形

底部外面 回転ヘラ切り未調整。他の
ク

杯
底径 7.8 状を呈し、やや高〈直線的に外方へ張

部位は回転ナデ。8909259 り出す高台を貼付。

-546 。 。 残高 1.8 イシ イシ

8909261 

-547 須恵器
残高 5.2 

やや丸底の底部から丸みをもって立
外面回転ヘラ削り 。内面回転ナデ。。

鉢 ち上がる形状を示す。8909260 

-548 土師器 口f歪 12.2 底部から緩やかに口縁部へと直線的
底部外面 回転ヘラ切り未調整。他の

8908393 
Pit785 均二 器高 7.0 

に立ち上がる。高台はやや高く直線的
部位は回転ナデ。

に外方へ張り出す。

-549 
Pit786 

土師器
口径 16.8

平坦な天井部からやや長めに屈曲し、
器面磨耗のため不明。

8909309 叢 断面三角形の口縁端部形状をとる。

-550 
残高 1.0 

平坦な天井部から丸みを帯びた断面
内外面ともに回転ナデ。イシ 。

三角形の口縁端部形状を示す。8909308 

-551 土師器
口f歪 12.5 直線的に外方へ開く体部形状を示す。イシ

杯
。

8909306 

-552 
底径 9.5 

底部から体部への移行が緩やかな形 底部外面粗いナデ。他の部位は回転ナ。 イシ
才kをとる。 デ。8909307 

-553 
Pit787 口径 12.4

緩やかに丸みをも って立ち上り 口縁 内外面とも回転ナデ。内面のみ綾終調整

8908754 椀
部が僅かに外反する。 として手持ちヘラ磨き。外面に1尤線。

-554 
表採 口径 14.2

やや丸みをもって立ち上がる体部形 全面に施利。口縁部内外商に l条の界

8909279 状を示す。 線、外商に草様の文様を摘し

底部から緩やかに体音1¥へ移行する形
s 

-555 土師器 底部外面粗いナデ。他の部位は回転
イシ

均二
底径 9.2 状を形状を示 し、内側q接地で断面台形

ナデ。8908397 の高台を貼付。

-556 土師器 口径 25.5 底部から体部へ丸みをも って立ち上 底部外国ヘラ削り。他の部位はナデ。
。

阿手付費 器高 8.4 
がり、口縁部を直立気味に曲折させ、 把手貼付のための粗いナデ。底部・体部

8909005 丈夫な把手を貼付。 境界部分に炭化物付着。

557 際色土器
底径 6.8 平底の底部から直立気味に立ち上が 底部外面 回転ヘラ切り後組いナデ。

イ〉 B類 り、やや張る肩部形状を示 し、細頚の 体部外面丁寧な回転ヘラ磨き。内面不
8908467 盤古 胴径 9.3 頚音1¥が続く 。 明。
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久池井B遺跡

(2) 石鋳 (Fig.183，P L .123) 

m区北側の小穴埋土中から丸新558が1点出土した。縞目をもっ灰褐色の硬質粘板岩製で、

通例により偏円形の下端を切り、裏面に紐通し孔を 3対穿けている。表面は極めて平滑に磨か

れているが、周縁と裏面はほぼ成形研磨のままで、とくに裏面には荒割りり際の争IJ離痕が残る。

各稜はかるく面をとっている。最大

幅42cm、高さ 2.5cm、厚さ0.5cm。

周辺では他に惣座遺跡のひすい製

巡方、西山田三本松遺跡の丸輔およ

び巡方、やや離れ池ノ上の久留間上

塚遺跡の丸輔があり、国府が位置す

るこの地域特有の集中をみせている。

O ~ 
造物登録帯号9000895 O 

日

m

に
d
R
υ
j

Fig. 183石持(%)

(3) 鉄器 (Fig.184，P L.123) 

鉄鎌 559はSK759土嬢埋土から出土した。先端部を欠損するが、元々長さ 16cm前後にな

る小型直刃鎌である。両刃で脊部の最大厚0.3cm、基部最大幅3.2cmを測る。

刃子 560は小穴、 561はSK775土媛埋土から出土した。560・561とともに基部端と先端部

を欠損する。現存長は、 560は5.0cm、561は5.2cm。両関で身の反りはない。両刃で断面三角

形を呈し、柄の木質が遺存する。

鉄斧 562はSK708土墳埋土出土。袋部のみ遺存しかなり潰れている。植物繊維が付着する。

鉄鉱 563はSK717土績埋土、 564はSB756掘立柱建物跡埋土から出土。 563は先端をやや

欠き尖根式で鋒はへラ状をなし、茎および身の断面は方形になる。残存長8.8cmo 564は先端

部と茎を欠損するが、やはり尖根式であろう 。残存長5.9cm

不明鉄器 565はSK759土墳埋土から出土した。基部が丸くなる片刃の鉄器で先端を欠損す

る。現存長4.7cm、残存幅2.5cm、厚さ0.2cm。

(4)鏡 (Fig.184，P L. 123) 

566はSP771土墳墓の副葬品の全体の約 8分の Iにあたる破片で、破片のまま副葬されてい

た。鏡式は円形素文鏡で、縁は湖州鏡に似た蒲鉾形縁の特徴をもっ。鏡面は平坦で色、鏡背には

雑な往復細線文が毛彫りされているが一周するものではなく、元々素文であろう 。縁には細か

な研磨痕が認められ、仕上げは丁寧である。灰黒色を呈するが銅質は錫分が多いと思われ、鋳

上がりも良好である。復元径16.8cm、縁幅0.8cm、縁高0.2cm、面厚O.lcmo 類例は E区でも

S P353土墳墓から小型方形鏡片が出土している。

-318-
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Fig. 184 奈良・平安時代鉄器・鏡(%)
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久池井B遺跡

3 室町時 代

(1) 土器 (Fig.185:-PL.122) 

煮沸形態・調理形態を主体とし供膳形態が僅かながら出土している。具体的な出土器種は瓦

質土器の鍋・摺鉢・羽釜・土師質土器の鍋・鉢・杯・小杯ならびに染付磁器碗等がある。特に

主体を占めるのが瓦質土器および土師質土器の鍋であり、やや丸みを持った平底の底部から大

きく外方へ直線的に開く体部形状であり、底部付近に僅かに段状の作り出しを有するものがあ

る。さらに口縁部形状は丸く仕上げるものとやや平坦に仕上げるものもあり、頚部においてや

や屈曲するものと体部より緩やかに口縁部へ移行するものが出土しているが、前者の方が数量

的に卓越している。また器体外面において、体部と底部の境界よりやや高い部分から口縁部が

屈曲する部分にかけてスス状炭化物の付着が観察できる。内外面共に、粘土紐巻き上げの接合

痕跡である指頭圧痕を明瞭にとどめており、さらにその後粗いハケによる調整が施されている。

一部内面に縦方向のナデ痕跡をとどめている個体もある。瓦質土器の鍋は、法量によって大小

が存在している。この鍋に把手を付し把手上面から体部に 2カ所穿孔が見られ、片方 2カ所、

I個体において計4カ所の穿孔を施すものである。瓦質土器の摺鉢570は平底の底部から直線

的に立ち上がり、平坦な口縁部形状を呈している。底部内面には円弧を描く形で条線が施され、

体部における摺り目と同様の工具によるものと考えられる。体部内外面ともにハケ調整によっ

て仕上げられ、最終的に口縁部におけるナデならびに摺り目である条線が入れられている。土

師器・杯は少量ながら出土しており、非常に器厚いもので底径に比して口径が大きく、逆台形

の形状を呈している。土師質土器の鉢588については、平底の底部からやや外聞きに直線的に

聞く体部形状を呈し、内外面ともにナデによって仕上げられている。染付磁器碗569は、断面

三角形に近い高台形状であり、畳付け部分に砂の付着が見られる。さらに畳付け以外の部分は

全面紬をかけており見込み部分に呉須にて文様が描かれている。瓦質土器の羽釜583・584は、

双耳の把手を付し、把手に 1カ所穿孔しており、やや平底の底部から丸みを有する体部形状を

呈している。さらにやや内傾する形で立ち上がる口縁部形状を示しており、端部は平坦に仕上

げている。また体部最大径を計る部分よりやや下位に、断面台角形を呈する l条の鍔を巡らせ

ており、体部から口縁部へ移行する部分に木葉様のスタンプ文様を付している。 211固体実測図

を示したが、同一個体である可能性が高い。また構内から出土した遺物の中に図示しなかった

が、五輪塔の一部の砂岩製の水輪が転落する形で l点出土している。

以上が溝と解することができる遺構から出土した土器群であるが、出土傾向としては先述し

た様に、いわば日常雑器的性格の強い土器群を主体としており、土師器・杯・小杯ならびに、

底部内面に円弧を描くような条線を入れた瓦質土器・摺鉢559、および出土土器群の主体を占
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皿遺物

めている土師質土器・鍋と把手付鍋等の供伴関係から、ほほ16世紀中頃から後半にかけての出

土傾向を示しており、この時期に埋没して溝と考えられる。類似した出土傾向を示す資料群と

しては、諸富町太田本村遺跡・溝SD003の出土資料群に近い。

参考文献

徳永貞紹「佐賀平野の瓦質・土師質土器について ー 14-16世紀を中心にJ1989 

( r日本中世土器研究会第 4回シンポジユウム 発表資料J) 
種浦修 『太田本村遺跡j 諸富町教育委員会1988
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久池井B遺跡

Tab.lO 皿区中世土器一覧表

Fi登E一録図番番号号 出土地点 器 種 法量 cm 形 態 の 特 徴 調整の特徴・その他

185-567 
8D788 

土師器 口径 6.4 平底の底部から直線的外方へ開く形 底部外面:回転糸切り。他の部位は回

8908486 小皿 器高 l.5 状を示す。 転ナデ。

-568 土師器 口径 11.3 。
杯 器高

。 。
8908738 3.4 

-569 除付磁器
底径 5.6 

断面三角形の高台から丸みを帯びて 高台端部を除き全面に施粕。見込み部。
8908484 椀 立ち上がる形状を示す。 分に文様を描く。

-570 匹質土器 口径 33.0
平底の底部から直線的に立ち上がり、

内外面ともにハケにより丁寧に調整。。 口縁端部を面とりによって仕上げ、 l
8908736 摺鉢 器高 15.0 

カ所に注ぎ口。
内面に4条をl単位とする条線を施す。

-571 陣質土器 口径 39.2 底部から直線的に外方へ聞く形状を
内外面ともに粗い指頭圧によって器

。 面を整え、最終調整としてハケ調整を
8908485 鍋 器高 18.8 示す。

施す。

-572 
口径 50.4 イシ 。 イシ 。

8908480 

-573 
口径 54.4 ク 。 。 イシ

8908482 

-574 
口径 43.8 

底部から直線的に外方へ開く形状を
イシ 。

示し、口縁部がやや外方へ曲折する。
。

8908483 

186-575 
イシ 。 口径 37.6 。 <-

8908737 器高 19.2 

-576 
口径 35.5 。 ク 。 イシ

8908489 

-577 
口径 41.7 。。 。 。

8908711 

-578 
口径 45.7 4シ 。。 イシ

8908710 

-579 口径 31.2 。 。。 。
器高 14.0 8908712 

-580 
イシ 口径 37.3 。 <-イシ

8909002 

一581
イシ 口径 35.3 。 イシイシ

8908451 

-582 
口径 32.0 

底部から直線的に外方へ開く形状を
イシ。 。

8908490 示す。

内
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E 遺物

Fi登gー録図番番号号出土地点 器 種 法量 cm 形 態 の 特 徴 調整の特徴・その他

186-583 匹質羽土釜器 口径 14.5 
偏球形の体部中位にl条の断面台形の 体部内面および外面下位.横方向の

SD788 鍔を貼付し2カ所に中央を穿孔した把 ハケ調整。他の部位は回転ナデ。頚部
8908482 胴径 22.6 

手をさらに貼付する。 に木業様のスタンプ文様あり 。

-584 
イシ ク

口径 16.6 。 。
8908483 器高 10.5 

-585 口f歪 28.9 平底の底部から直立気味に立ち上が
体部内面.横方向のハケ調整。体部外

。 匹質土器 面:指頭圧による器面調整後粗いハ
8908487 器高 16.8 り、口縁端部を平坦に仕上げる。

ケ調整。

-586 
やや丸底の底部から直線的な体部へ

ク 口径 29.0 移行し口縁部付近外面に 2カ所把手 。
8908740 をE占付、さらに穿干ししている。

-587 。 。 口径 28.0 。 イシ

8908739 器高 12.1 

-588 
庇|こ質ね土鉢器

口f歪 33.4
平底の底部から直線的に外上方へ開

体部内外面ともに回転ナデ。底部・体。 くように立ち上がり、口縁端部を面と
8908481 器高 9.2 

りによって斜めに仕上げる。
部の境界部分内外面に指頭圧痕あり 。

-589 
底径 17.0 

平底の底部から直線的に体部へ移行 体部外面.縦方向のハケ調整。体部内。 。
する。 面 :縦方向の粗いハケ調整。8908488 
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春日遺跡

春 日
、五包

ス皇 跡

I 遺跡の概要

lil凌裾の標高約25mの緩斜面上に位置する (Fig.5)。北側背後には山がせまり、南側には東

から西にはしる旧地形の谷があって久池井C遺跡や磯石遺跡がのる台地と分断する。この谷は

現在も小さな川を流すが、本遺跡付近では幅約50m、深さ約 4mと大きく、やや西に行って南

に曲がったのち開く。集落の立地条件としては他と分断する点で大きな意味をもっていたと思

われる。遺跡は古墳時代後期の古墳群とも重複するが、集落の形成が可能な緩斜面だけでみれ

ば東西に細長く約10，000m'と推定される。今回の調査区はその南辺部にあたる1，300ばであり、

遺跡の中心部からは南に外れるであろう。

検出した遺構は弥生時代前期~中期初の住居跡など集落関連遺構、古墳時代後期の住居跡、

奈良・平安時代の掘立柱建物跡である (Fig.187)。全体に削平が著るしく、また南辺の遺構はや

や谷に切られている。遺跡全体は不明ながら途中の時期を埋める遺構が他に存在すると予想さ

れ、また中世に下る遺物も出土しているので、弥生時代前期から中世まで継続する集落跡とみて

よいであろう 。もちろん集団そのものが安定的に継続したかどうかはわからないが、立地条件か

らすると比較的小規模な、おそらく各時期血縁的紐帯のつよい単位集団の存在が想定される。

まず弥生時代前期~中期初では溝 l条・竪穴住居跡6棟・竪穴 2基・炉跡 3ケ所を検出した。

S D008溝は調査区の南端を東西に走るが中央はその後の出水による窪地で、約22mにわたって

切られ、東端は南に折れ、両端とも南側の谷に消えている 。 幅約0.5m~ 1.6mの V字溝で、埋

土中から弥生前期後半~中期初の土器を中心とする遺物が多量に出土した。この溝は全体とし

て南側に弧を描き、また西傾への傾斜および東端での曲がり方からみると集落をとり囲み、防

禦的な環濠といったものではなく、排水が主な目的であったと考えられる。

竪穴住居跡では SB021が方形竪穴で、調査した遺構の中では最も古く前期前半に遡る。遺

跡の東端の調査可能なわずかな平地でみつかっており、南半を谷に削られている。 SB001・

S B007. S B020は径 6~8mの円形竪穴住居跡で、ある。 3棟とも上面がかなり削平されてお

り、 SB007では周溝がわずかに残存する程度である。SB020はSD008溝と切り合う関係に

あり、 SB020が後出すると思われる。時期は SB001 . S B002 . S B020が弥生中期f}]、 SB

003・SB007は前期後半~中期初のうちと推定する。また、これら竪穴住居としたものの中に

は、住居跡と呼ぶには篤路するような小型のものが2棟含まれている。すなわち SB002は隅

丸方形気味の円形で、径約3.0m、SB003は一辺約2.6mの方形で中央に炉をもっ。通常的な住

まいというよりは住居の補完的な施設にあたるものであろう。

いわゆる貯蔵竪穴は SK004 . S K019の2基がある。いずれも小型の方形で、いずれも前期
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I 遺跡の概要

後半~中期初であろうか。ほかに弥生時代と思われる炉跡が3ケ所みつかっており、 SK015 

は円形掘形、他も浅く窪み焼土がつまっていた。これらが削平された住居跡の痕跡であるのか、

あるいは野外炉跡であるのかは不明である。

弥生時代では調査区の両端部検出面および区外西方の試掘溝で弥生後期の土器片を若干採集

したが、遺構そのものは検出されなかった。

次に古墳時代では SB005・SB006竪穴住居跡がある。 2棟は調査区の東側にあって互いに

近接する。上面がかなり削平され南辺を欠失するが、 4本柱の構造からみて l辺約 5mの方形

である。いずれもカマドを付設するが、ただし西壁と北壁との違いがある。時期は共に 6世紀

後半と推定され、近辺でこの時期の竪穴住居跡としては珍らしい。

奈良・平安時代の遺構は掘立柱建物跡2棟と柱列とがある。掘立柱建物跡のうち SB018は

4間X2聞の東西棟で柱掘形は円形ながら比較的大型の建物である。 SBOll は2間X2聞の

総柱建物で倉庫とみられる。 SX012柱列は SB011の西北隅柱穴と切り合って 4問伸びる。建

物跡の可能性があるが、南北いずれにも妻柱が検出されなかったので柱列としておく。その他、

S B003竪穴住居跡の西側にも掘立柱建物の一部かとみられる柱穴があるが、プランがはっき

りしない。遺物は検出面で 8世紀を中心とする須恵器・土師器および瓦が若干出土しており、

建物跡はおそらく奈良時代のものではないかと推定する。

中世では14世紀頃の遺物が若干出土したが、明確な遺構はない。

Tab. 11 春日遺跡・遺構一覧表

遺構番号 種 jJlj 芳三 態 規 模 m 時 期 備 考

S BOOl 竪穴住居 円形 f圭7.7 弥生中期初 中央に炉

S B002 。 。 径約 3.0 。 中央に炉

S B003 。 方形 206Xα 弥生前期後半~中期初 中央に炉

S K004 竪穴 長方形 1.8X 1.5 。

S B005 竪穴住居 方形 5.3Xα 古墳後期 主柱穴4本、カマド付設

S B006 。 イシ 5.0Xα 。 。 。

S B007 。 円形 径約 8.0 弥生前期後半~中期初 周溝一部残存

S 0008 i葺 幅 0.5-1.2 。 断面U字形、弥生前期土器多数出土

S BOll 掘立柱建物 2問X2問 3.4 X3.4 奈良時代 総柱、方位N31
0

40' W 

S X012 柱列 4間 8.0m 。 方位N19
0

20' W 

S X015 炉跡 弥生か

S X016 。 。

S X017 。 。

S B018 掘立柱建物 4間X2間 7.9X3.3 奈良時代 方位N19
0

20' W 

S K019 竪穴 方形 1.9X 1.8 弥生前期後半~中期初

S B020 竪穴住居 円形 径 6.2 弥生中期初

S B021 。 方形 Lー 3.5Xα 弥生前期前半 夜臼式系土器出土
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春日遺跡

4蕎遺E 

弥生時代

溝 (Fig.188・PL 126~ 128) )
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(
 

調査区の南辺を南側に弧を描

S B020埋土
25.50m 

1.黄褐色砂質土

2. B音褐色砂質土

3 暗褐色土

4.黒色粘質土

5.褐色土混黒色土

6.黄褐色土混黒色土

7 黒褐色土

8.褐色粘質土

きながら東西方向に88m走る。

途中22mは窪地で切られ、東端

形で急に掘り込み、幅は西側が

約0.5mと狭く、南側が広いと

ころで1.6m、深さはよく残る

字形となるが、全体的にはU字

は谷側に曲がる。断面は一部V

1m S B020付近で、1.1mo

主に埋土中位から多量の土器

S DOO8構断面 (泊)Fig. 188 等が出土した。弥生前期前半の

土器も含むが、主体は前期後半~中期初で、おそらく前期後半に掘られ中期初にはほぼ埋まっ

ていたものと推定される。

竪穴住居跡・竪穴 (Fig.189~ 193 ， P L 129~ 132 ) (2) 

竪穴住居跡 6棟・竪穴 2基がある。竪穴住居跡のうち SB021は夜臼式系の土器を出土する

S BO 前期前半の例として貴重である。他 5棟は SB001・SB002・SB020が中期初と推定、

これらに付属するであろう竪穴 SB004・SB019も前期03とSB007が前期後半~中期初で、

g
g
.∞N
 戸三

I 

三三三ミ

後半~中期初であろう 。

形態方形で南側がやや聞く 。

規模 3.5mXα 、残存深O.4m

特徴南側を半分以上欠する。床

面が柔らかく、実際に長期居住に

使用された形跡に乏しい。北壁際

床面から夜臼式系鉢片 l点が出土

したほか埋土中からも同系査 2点

分が出土している。

S 8021 

26.00m 
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S B021竪穴住居跡(同)Fig. 189 
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S B001 
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S BOO1 

形態円形

規模 径707m

特徴 北 側半分のみ壁が浅く残る。主柱穴は 6本

と推定するが南側は不明。 中央に径約005mの円

形の炉があり、炉床が赤く焼けて炭化物と灰がう

すく堆積していた。東北壁ちかくの床面上から費

2点が出土した。

形態円形

規模 径約300m

特徴 S BOOlに隣接するが、同時期の付属施設

とするには近すぎる。柱穴は不明、中央に径008

cmで、焼土と灰の詰まった炉があるので居住は可能

であるが、規模からみて恒常的なものとは思われ

ない。炉の北脇から斐が出土した。
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春日遺跡
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S 8003 

形態 方形 規模 2.6mXα

特徴 上面の削平が著るし く南辺は不明、 SBOOlと同時

期でこれに付属する施設の可能性がある 。柱穴は不明、

中央に径O.4mの炉状の浅い窪みがある o

S K004 

形態方形規模1.8mX1.5m 

特徴 南北にやや長く、貯蔵竪穴にあたるものであろう 。

削平され壁がうす く残る。南辺際から聾片が出土した。

S 8007 

形態円形 規模 径約8.0m

削平が著るしく、北側と東北側に浅く残る住居内周溝の

痕跡からかろうじて存在が知られる。主柱穴は 6本前後。
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24.00m 
O 4m 

Fig. 191 S DOO3. S B007竪穴住居跡およびSK004竪穴 (泊)
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S 8020 

コ
しよ三三二ミー

形態円形

規模 径6，2m

特徴北側で、壁が約10cm浅く残るが、南側約対

はSD008溝に切られていると思われる。主柱穴

は 5 ~6 本からなると推定する 。 中央の炉は検出

されなかった。遺物は土器片が若干出土した。

S 8020 

S K009 

形態 方形

規模 1.9m X1.8m 

特徴 貯蔵竪穴にあたるものか。弥生期の遺構で

はSD008溝の南側に唯一離れて位置する。床面

の3隅に浅い小穴はあり、柱穴にあたるものか。
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S 8005 

春日;遺跡

古墳時代

竪穴住居跡

カマドをもっ方形竪穴

2棟は隣接した位置関係

半と推定される (Fig.193.

P L 133・134)

にあり、時期は 6世紀後

住居跡 2棟を検出した。

2 

)
 

1
 

(
 

goo
-お

ー--ー『¥ー

m
 

nu 
ハU4

 

nノ“

一
~ 

S 8006 

形態 方形、カマド付

規模 5.3Xα 

特徴 削平のため南辺部

不明だが柱穴からみて方

形。柱穴は 4本で2.7mX 

2.7m。西壁際にカマドが

形状不明。厚さ約 5cmで

焼土が堆積し、周囲にも

散っていた。
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形態方形、カマド付

規模 5.0mXα 

特徴 削平のため南辺部

不明だが柱穴からみて方

形、柱穴は 4本で2.8mX

2.9m。西壁一部に周溝を

もっ。北壁際にカマドを

付設し、両袖が残り焼土

と灰が詰まっていた。
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S B005・SB006竪穴住居跡 (泊)
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構遺H 

奈良・ 平 安 時 代3 

、、h、

掘立柱建物跡 (Fig.194，P L 135・136)
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S 8012 

東西 4問方位 N19
0 

20'W 

8.0m 柱問 6.7尺

構造

規模

S 8011 

総柱方形方位 N3f40'W 

3.4m X3.4m 柱間5.7尺

構造

規模

S 8018 

東西棟方位N2flO'W 

4閑X2問 (7.9mX3.3m) 

桁行6.6尺、梁間5.5尺
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春日遺跡

E 遺物

主体を占めるのは弥生土器で、前・中期でもとくに前期後半~中期初のものが多く、他に後

期終末の土器を若干採集した。中でも SD008溝からは前期後半~中期初を中心 とする多量の

土器が出土しており、突帯文系土器の編年上問題となる。弥生時代ではそのほか石器等が若干

ある。古墳時代では住居跡から須恵器 ・土師器が出土したが量は少ない。奈良・平安時代では

これも須恵器 ・土師器および瓦が若干あるが遺構に伴わず点数も少ない。

その他、中世の鉢片等が若干出土している。

弥生時代

(1)石器 (Fig.195・196.P L 137) 

石鍛11点と石包丁 ・石斧等麿製石器 8点を図示する。

石鎌 1-10の打製品と11の磨製品とがあり、打製品では基部の特徴からおよそ 5種に分けら
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Fig .195 石鍛 (Yz)
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皿 遺物

れるが、点数が少ないのでとくに分類しない。

1は基部の扶りが山形で脚がやや伸びる。サヌカイト製でl.lgo 2・3は扶りが深く脚が

とくに長い。2は乳白色チャート製で細かな剥離を施し0.5g、3は黒曜石製で0.7g 0 3点と

も細身で鋒が鋭い。

4は基部に扶りをつくるが脚を意図しない。サヌカイト製で0.9g、 5-9は基部に弓状の

浅い扶りをもっ、大きさおよび細かな形態には違いがあり、 8の両側縁が弧状で造りが粗い。

5はサヌカイト製1.3g、6は黒曜石製0.8g、7は黒曜石製0.9g 、 8はサヌカイト製0.2g 、

9は黒曜石製1.0g。

10は不整形な基部と先端をもち厚く、製作途中のものか、サヌカイト製で3.3g。

磨製石鎌では11の1点のみあるが風化 しでもろく先端を欠失する。茎は小さく、身は偏平で

中位が広く長伸。残存長4.3m、身幅2.0cm。

なお、出土地点は 1・2・4・11がSD008溝、 9がSB001竪穴住居跡、 5・7がSB020 

竪穴住居跡、他は表採である。

石包丁 12は平面三角形ちかく、一端を欠く 。紐孔が中心から外れているところをみるとかな

り研ぎ減りがあるかと思われるが、 2孔そのものも脊に対し水平に位置していない。立岩系の

暗灰褐色輝緑凝灰岩を使用、復元長12.2cm、幅5.1cm、厚さO.4cmo 13は片側半分ちかくを欠失

する。脊を水平に置いた場合、刃部最先端が極端に一方に寄り、また紐孔も残存部にはみえな

いので、再生により大きく変形したものかと思われる。砂岩製で、残存長5.6cm、幅6.6cm、厚

さ0.5cmo 2点とも SD008i葬から出土した。

石斧 14は扶入柱状片刃石斧で、折損し基部のみ残る。基部端と身の脊側にやや調整打痕を残

すほかは平滑に研磨されている。扶は幅 5で浅く弓状にっくり、断面形は丸味をもって基部端

に向かつて尖り気味に薄くなる。暗灰色粘板岩で、残存長13cm、最大幅5.1cm、最大厚さ3.9cm。

15は刃部を欠失する。基部端は少し剥離し、両側面に調整打痕、表裏面はよく研磨されている。

灰褐色粘板岩で、残存長13.4cm、最大幅7.7cm、最大厚3.7cmo 16も刃部を欠失する。表裏面研磨、

基部端から両側縁に調整打痕をやや残す。身中位の断面は厚く丸味をもっ。灰色砂岩で残存長

10.7cm、中位で、幅5.3cm、厚さ2.9cmo 17は粗い造りの片刃石斧。平面形は基部が一方に傾いて

尖り、調整打痕を多く残しながら全面をかるく研磨して偏平に仕上げている。灰色粘板岩で全

長14.3cm、刃部幅5.8cm、厚さ約2.2cmo 18は太形蛤石斧の刃部破片。刃部は厚く十分研磨され

ている。石材は灰色砂岩。なお、これら石斧 5点のうち17はSB003竪穴住居跡出土、 14は検

出面、他は SD008溝から出土した。

円板 19は紡錘車の未製品であろう 。径5.7cm前後の不整円形で、両面は厚さ約1.0cmに荒割り

のまま、周縁は研磨されているが、両面とも周縁ちかくの剥離痕が大きい。暗緑色の片岩系石

材を使用する。SD008溝出土。
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(2) 土器

a) 弥生前期の土器 (Fig.197~205 ， P L 138~ 143) 

聾・査・鉢・その他がある。そのうち斐が断然多く、また大部分は SD008溝からの出土で

他に竪穴住居跡および竪穴等からの出土が若干ある。これらの土器は前期後半を中心として前

期中頃から一部は中期初頭に及ぶが、ここでは前期の項の中で一括して説明し、編年上の位置

づけについては後にまとめる O 個々の観察一覧表はTab.12によられたい。

まず最も古い様相をもつものとしては SB021出土の査・鉢がある。器種の共伴を示すため

別に一括しておく (Fig.197) 0 3点とも夜臼式である。査20は平底と思われるが、広口で短

かく直立する口縁部だけをみれば一見夜臼式でも古期の形態を思わせよう。しかしながら口頚

問よりやや下がって単に装飾化した沈線は夜臼式の新らしい要素といえるものであり、胴部が

低くつよく張る特徴は板付 I式並行期と見られる査にもみられるところである。しかも胴径が

大きい。平底の査21との共伴に矛盾のない時期の特殊な型態と考える。鉢22も口縁部は短かく

折れて-s.内傾するが端部は直立しており、夜臼式でも古期のものではない。

これら以外の、 SD008溝および竪穴住居跡・竪穴等出土土器については器種ごとに以下分

類して述べる。

〔護〕 大別して刻目突帯文系と板付式系とがある。ただし、あくまで主体は刻目突帯文系で

あって、板付式系は客体である。主に口縁部の特徴と全体のプロポーションからA'B'C… 

に分類し、さらに細部の特徴・法量等から a. b . C …にそれぞれを細分する。

A類 (Fig.198・199)
口縁部突帯はやや突出して上面に比較的小さな平坦をつくり、胴部上位にも l条突帯をめぐ

らす。胴部は下半がかるくしまり、上半は直立あるいはやや内湾して立ち上がる。突帯の刻目

市
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Fig.197 弥生前期土器 SB0021出土()1)
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はヘラをかるく当ててつけ、これを省略するものもある。調整はハケ目を残すものは稀で主に

ナデて仕上げる。口縁部突帯の特徴から Aa類、 Ab類、 Ac類に細分する。

Aa類 口縁部突帯が小さく未発達なもの。 23・24がある。 23は胴部上位が内湾して突帯に刻

目を施すのに対し、 24は胴部上位が直立して突帯に刻目をもたない。

Ab類 口縁部突帯は上面やや下傾気味の小さな平坦をつくり、 Aa類に比べると突出が大き

い。 25-30のほか、小型斐35もこれに含めておく。突帯の刻目は25・26が省略、ハケ日は25・

29にみられるほかはナデ仕上げである O 出土した聾のうち最も量が多い。 Ac類 口縁部突帯

は上面が平坦口縁にちかく端部が伸びるもの。 31は胴部に張りがなく、突帯は刻目を省略し、

ハケ目を残す。

B類 (Fig.199，200) 

口縁部突帯が断面三角形となる特徴をもつもので、胴部上位にも突帯を l条あるいは稀に 2

条めぐらす。胴部はA類同様に下位でかるくしまり上半は直立あるいはやや内湾して立ち上が

るが、これに厚い台状底部をもつものが加わる。突帯の刻目は省略する場合があり、また調整

はすべてナデ仕上げである。口縁部突帯底部の特徴から Ba類・ Bb類 'Bc類に細分する。

B a類 口縁部突帝は突出の小さな断面三角形をなし、上面が下傾する o 33・34を挙げておく。

いずれも刻目突帯で、胴部は33が上位で直立するのに対し、 34はやや内湾する。

Bb類 口縁部突帯は幅が広く厚味のある断面三角形をつくる。 36-39がある。36は大型で胴

部上位が内湾気味、他はほぼ直立する。突帯の刻目は37・39が省略する。なお37は底部を穿孔

し甑に転用している。

Bc類 口縁部突帯は厚味のある断面三角形で、胴部下位はしまって厚い台状底部をつくる大

きな特徴がある。 41は口縁部突帯が三角形でもやや突出し、底部は上げ底である。 SBOOlか

らBb類の39・40と共伴して出土した。

Bd類 B類のうち、胴部上位に突帯 2条をめぐらす大型の斐。 42は口縁部突帯が未発達で小

さい。

C類 (Fig.201)

突帯文系斐のうち胴部が底部から口縁部に向かつて直線的に伸びるもの。 43は口縁部と胴部

上位に刻目のないやや小さな突帯をめぐらせる粗製の斐である。

D類 (Fig.20l)

口縁部が外反して伸びる知意形口縁の斐。法量および突帯の特徴から Da類・ Db類・ Dc

類に細分する。

D a類 口縁部が大きく外反し、口唇部角にかるく刻目を施す大型の斐で、 46・47がある。 46

は胴部上位がわず、かに張ってハケ目を残す。 47は胴部が張らずナデて仕上げている。板付E式

にあたる。
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Db類 口縁部が折れ気味に外反する小型の斐。48・49がある。48は胴部中位が張って口縁部

角に刻目を施すのに対し、 49は刻目をもたない。共にナデ仕上げである。

Dc類 如意形口縁で胴部上位に突帯をめぐらす板付式と突帯文系とのいわゆる折衷形式。50

は胴部が張らずに浅く、口唇部および突帯に刻目をもたず、ナデ仕上げである。

その他、斐底部が多数出土しており、 一括して図示する o (Fig.202) 

〔鉢〕 点数が少ないのであえて形式分類しない。 (Fig.204)。口縁部が屈曲する夜臼式の

鉢は先の SB021出土品のほか脚状底部91がSD008からも出土している。また突帯文系では44

と45が同系統でありながら口縁部突帯の発達に大きな差がある。51は知意形口縁をもっ大型の

鉢で、口縁端部が平坦にちかく大きく外反する。その他87-90は脚状底部や平底・台状底部な

ど様々な手担ね風の小型鉢で、そのうち90が知意形口縁をもっ。

〔壷〕 これも点類が少ないのであえて形式分類しない (Fig.203)。大型壷と小型査がある。

大型査では73-78・83-84がある。このうちでは胴部肩位が張る74が古相をもち、胴部がつ

ぶれて中位が張るらしい76が後続する。この 2点が頚胴聞を沈線で区切る夜臼式系であるのに

対し、 73は突帯で区切り頚部が立ち、夜臼式から一段飛躍した形態である。

小型査は79-82がある。79・80は基本的に夜臼式系とみられるが、 79では口縁部が外反気味

に折れて伸び、板付式査の影響を思わせる。胴中位が張って頚胴聞に段・沈線をもたない80と

の違いが大きい。81・82はとくに小型で、 81は胴部がやや肩が張り 82は球状という違いはある

が、共に口縁部から胴部までのプロポーションがゆるやかな S字を描く 。

〔蓋 91のほか破片が I点出土した (Fig.204)。天井部が高いわりに裾は端部が平坦にち

かく聞く 。頂部は細くしま ったのち上端周縁が外に張り出し上面が窪む。

〔護棺 SD008から生活用土器と共に数点出土した (Fig.204) 0 93・94は共に口縁部を外

反させ口唇部に刻目を施すが、 93は内面に粘土帯を I段高く貼って口縁部を厚く強調させる。

以上、図示した資料の出土遺構は先の SB021竪穴住居跡一括のほか、聾32がSK004竪穴住

居跡、斐38-39・56(斐Bb類 .Bc類)がSBOOl竪穴住居跡、蓋58・67(B b類 .Bc類)

および鉢88がSB002竪穴住居跡、他はすべて SD008溝からの出土である。したがって共伴関

係では聾Bb類と Bc類、 SB021出土の鉢と小型査の同時性は確められるが、大部分を占め

るSD008出土品の場合はその中に明らかな時期差があるため、器種をこえた編年となると改

めて整理が必要となる。なお、個々の資料の詳細についてはTab.llのとおりである。

〔その他の土製品〕 土製紡錘車・投弾・不明土製品・ 土錘がある (Fig.205) 。紡錘車95は

径3.8でSBOOl出土、 96は径2.9cmでSD008出土。投弾98・99はSBOOlから出土 した。97は

刺突孔をもっ粘土小塊で焼成品ではあるが性格不明。SD008出土。土錘100は西側検出面から

の出土で、弥生後期以降に下る可能性もある。
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Tab.12 弥生前期土器一覧表

F登Jg録図番番号号 出土地点 器 種 法量cm 形 態 の 特 徴 調整の特徴・その他

194-20 口径 14目。 口頚部は短く直立。胴部は低く外に 外面ヨコヘラミガキ、内面ナデ。明
S B021 査

胴径 20.1 
つよく張り丸底気味か。頚胴間より

褐色。8805826 やや下がって突帯 l条。

-21 胴径 15.1 胴部はやや低く外に張り、平底。黒 外商へラミガキ、内面ヘラナデ。外
イシ イシ

8801857 底径 4.0 色磨研 面黒色、内面暗褐色。

-22 
鉢 口径 30.0 

口縁部は体部と稜をなして内に折れ
内外面ともていねいなナデ。褐色。。

8805825 たのち短く直立。体部は浅く開く。

195-23 口縁部と胴部上位に刻自突帯。口縁
S D008 斐 外口径20.2

部がやや内湾。
内外面ともナデ。褐色。

8805852 

-24 小型妻。口縁部と胴部上位に刻目を 内外面ともナデで、口縁部内面に指。 イシ 外口径20.7もたない突帯。胴部は下位が急にす
8809658 ぽみ平底。 痕。日音褐色。

-25 口縁部突帯はややうすく伸び、胴部 内外面ともナデ。褐色で砂粒多く含。 イシ 外口径22目8上位にも突帯。実IJ固なし。胴部は下
8804871 半がやや内傾して立ち上がる。 む。

-26 口縁部と胴部上位に刻目をもたない 胸部突帯下外面ハケ目、他ナデ。褐。 。 外口径22目7と恩われる突帯。胴部は上位で直に
8809657 立ち上がる。 色で砂粒やや多く含む。

-27 外口径21.4口縁部と胴部上位に刻目突帯。口縁 内外商ともナデ。褐色で砂粒多く含。 。 部上面は平坦にちかい。胴部上位や
8800885 器高 29.5 や内湾。 む。

-28 外口径28.6大型受。口縁部と胴部上位に刻目突 内外面ともナデ。外面で口縁下の胴
イシ イシ 帯。口縁部上部は平坦にちかい。胴

8804876 器高 30.9 部上位やや内湾。 部3分の2に煤付着。褐色。

196-29 大型斐。口縁部と胴部上位に刻目突 外面ハケ目のあと口縁下ナデ、内面。 イシ 外口径30.6帯。口縁部上面は平坦にちかい。胴
8809663 部上位やや内湾。 ナデ。褐色。

-30 
外口径24.0

口縁部突帯は上面平坦にちかく伸び、
内外面ともナデ。明褐色。。 イシ

8805855 胴部突帯とともに刻目。

-31 外口径26.7口縁部突帯は上面平坦、胴部突帯と 外面ハケ目、内面は口縁部付近ハケ
ク イシ 目、下位ナデ。胴部外面は、底付近

8805854 器高 27.3も刻目なし。 以外に煤付着。褐色。

32 
外口径23.3

口縁部と胴部上位に刻目突帯。胴部
内外面ともナデ。褐色。イシ 。

8804878 は上位で直に立ち上がる。

-33 
胴径 30.3 内外面ともナデ。明褐色。S K004 。 大型墾。

8809656 

-34 
外口径23.9

口縁部刻目突帯はやや厚く、上面斜
内外面ともナデ。明褐色。S D008 。

8804877 傾。目岡部は上位やや内湾。

-35 
外口径13.8

小型妻。上面突帯はやや厚く上面平
内外面ともナデ。明褐色。 イシ

8804875 坦。胴部突帯とともに刻目。

ーー」ー
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F登Ig録-図番番号号 出土地点 器 種 法量cm 形 肯ì~、 の 特 徴 調整の特徴・その他

197-36 外口径28.1口縁部突帝は厚〈、胴部上位突帯と 内外面ともナデ。暗褐色で砂粒多く
S B002 斐

胴径 28.0 も刻目。胴部は中位やや上で最大径。 含む。8804874 

-37 外口径22.5口縁部突帯は厚く、胴部突帯とも刻

S D008 。 目なし。胴部は、」三位直立。底部に 内外面ともナデ。明褐色。
8804879 器高 26.8 焼成後穿孔しW!i.に転用。

-38 
胴径 23.2 

内外面ともナデ。暗褐色で、砂粒多
イシ 。 胴部上位に刻目のない突帯。

8806517 く含む。

-39 
胴径 23.9

胴部上位に刻目突帯、突帯下に刻目
S B001 イシ 内外面ともナデ。褐色。

8809606 時のへラ傷。

-40 
外口径2l.2

ロ縁部突帯はやや厚く胴部突帯とも
イシ 。 内外面ともナデか。黄褐色。

8809608 器面荒れて刻目の有無不明。

-41 外口径26目2口縁部刻目突帯はやや厚い。胸部は 内外面ともナデ。暗褐色で砂粒を多。 イシ 上位が直に立ち上がり、底部は厚い
8809607 器高 29.8 端、 く含む。

-42 口径29cm前後の大型姿。突帯は口縁 内外面ともナデか。黄褐色で砂粒多
S D008 イシ 部 1，条、胴部上位2条。器面荒れて、

8806521 刻目の有無不明。 く含む。

198-43 浅費。口縁部に突帯、胴部は急に内 内外面ともナデ。明褐色で砂粒多く
イシ イシ 外口径27.0

8809609 湾して立ち上がる。 含む。

-44 外口径23.6浅費。口縁部突帯は厚く、上面下傾。 胴部外面ハケ目、口縁部から胴都内
イシ イシ

8804816 器高 14.5 胴部は急に内湾して立ち上がる。 面ナデ。褐色で砂粒多く含む。

-45 胴部は直線的に開いて伸び、口縁部 内外面とも粗〈ナデ。明褐色で砂粒
イシ イシ 外口径22.6と胴部上位に突帯。やや粗製の感あ

8806522 り。 多く含む。

-46 口径 28.0 浅費。口縁部はやや肥厚して大きく 胴部は外面ハケ自のあとかるくヘラ
イシ イシ ミガキか。口縁部から胴部内面ナデ。

8900886 器高 19.6 外反。 褐色で砂粒多く含む。

-47 
口径 26.0 

胴部はやや浅く、口縁部は短かく外
イシ イシ 内外面ともナデ。褐色。

8805851 反し、胴部上位に突帯。

-48 口径 23.8 胴部上位がやや内湾したあと口縁部 口縁部から胴部外面ハケ目 、胸部内
イシ イシ ゆるやかに外反して口唇部外角に刻 面ナデ。胴部外面中位に煤。褐色で

8809654 器高 27.9 目。 口縁下に丹らしい痕跡。

-49 口縁部は大きく外反し、口唇部外角 内外面ともナデ。褐色で砂粒多く含。 。 口径 24.0 に刻目。ナデにより口縁部やや肥厚
8809620 してみえる。 む。

-50 小型斐。胴部は上位で内湾し、 ロ縁 内外面ともナデか。褐色で砂粒多く
ク 。 口径 15.6 部は折れ気味に短かく外反して口唇

8809661 部外角に刻目。 含む。

-51 
口径 16.0 

小型受。口縁部は胴音11とかるい稜を 内外商ともナデか。暗褐色で砂粒多。 。
8806524 なして短かく外反。 く含む。
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春日遺跡

F登Ig録.図番番号号 出土地点 器種 法量cm 青三 !回h也何E 、 の 特 徴 調整の特徴・その他

-78 
底径

大型査。底部は厚く、胴部はつよく 内外面ともナデ。褐色で砂粒多く含
イシ イシ 9.3 

8900887 外に張る。 む。

一79 口径 11.0 小型査。胴部はやや肩が張り j尤線2 内外面ともナデ。明褐色で砂粒少し。 イシ 条をおいて頚部が急に立ち、口縁部
8809619 胴径 14.2 がやや折れ気味に外反。 含む。

-80 小型査。胴部は低くつぶれ中位がつ 外面ともナデ。明褐色で砂粒少し含
イシ イシ 胴径 14.8 よく張る。頚胴部の境は外面で不明

8810855 瞭。 む。

-81 口径 7.6 小型査。胴部はやや肩が張り、口部 内外面ともナデ。褐色で砂粒を含む。
イシ 。

8806525 胴径 9.1 と一体化し、口縁部は肥厚して外反。 やや軟質。

-82 口径 5.6 小型査。球状胴部と 一体化した口部 内外面ともナデ。黄褐色で砂粒やや
イシ イシ

8809652 胴径 9.2 がS字状に短かく立ち上がり外反。 多く含む。

-83 
底径 12.0 

内外面ともナデ。黄褐色で軟質、砂。 イシ 大型査。底部は薄い。
8805842 粒を多く含む。

200-84 内外面ともナデ。褐色で砂粒含む。褐
イシ 。 底径 8.8 大型室。底部は厚い。

8809614 色で砂粒少し含む。

-85 
ク 。 底径 6.6 大型査。底部は厚い。 内外面ともナデ。赤褐色で砂粒含む。

8809616 

-86 
底径

外面ナデ、内面底部付近ヘラナデ。
イシ イシ 5目3大型査底部。

8805840 褐色で砂粒を含む。

201-87 口径 8.8 台付鉢。体部は直線的に伸び、台部 内外面ともナデ。明褐色で砂粒多く。 鉢
8806476 器高 8.2 は端が脚状に大きく開く。粗製。 含む。

-88 台付鉢。台部は短かく筒状に伸び、 内外薗ともナデ。茶褐色で砂粒多く
S B020 。 底径 6.8 

8806483 端部が開く。粗製。 含む。

-89 口径 10.8 体部は直線的に伸び、口縁部でやや
S D008 。 内外面ともナデ。褐色で砂粒含む。

8809651 器高 8.2 直立。

-90 内外面ともナデ。明褐色で軟質、砂
イシ イシ 口径 11.6 口縁部は体部からゆるやかに外反。

8804873 粒多く含む。

-91 
残高

体部は直線的に伸び、底部は脚状に。 イシ 8.5 茶褐色で砂粒を多く含む。
8805843 開く。

-92 口径 24.3 山笠形蓋。器高が高く、つまみ部は つまみ部と笠内面ナデ、笠外面ヘラ。 蓋 ナデ。外面下半煤、内面は周縁部以
8809665 器高 12.2 厚く端部が外に張り出す。 外に有機物着。明縄色。

-93 大型受格片。口縁部は内面に一段厚 内外面ともナデ。褐色で砂粒多く含。 斐 残高 20.9 く粘土を貼り直立胴部から外反、口
8806486 唇部にへラ刻目。 む。

-94 
残高

大型受棺片。口縁部は端部に向かっ 内外面ともナデ。暗褐色で砂粒多く。 イシ 5.3 
8806484 て肥厚し、口唇部にヘラ刻目。 含む。
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田遺物

F登19録-図番番号号 出土地点 器 種 法量crn 青5 肯'也E、 の 特 徴 調整の特徴・その他

199-52 S D008 斐 底径 6.8 大型受底部。 内外面ともナデ。

一53
イシ 。 底径 6.6 大型受底部。焼成後穿孔 L~n~に転用。 内外面ともナデ。

8805841 
-54 

イシ 。 底径 6.2 大型費底部。 内外面ともナデ。
8804867 

-55 
イシ ク 底径 7.5 大型斐底部。 外面ハケ日後ナデ、内面ナデ。

8809662 
-56 S B001 。 底径 5.8 

底部は厚く、端部は外につよく張り
内外面ともナデ。

8809604 出す。

-57 S D008 イシ 底径 8.0 
底部は厚く、端部は外につよく張り

内外面ともナデ。
8805836 出す。

-58 S B002 ク 底径 7.3 台状底部。 内外面ともナデ。
8809603 

-59 S D008 イシ 底径 12.0 
斐または鉢底部か。脚状に端部が底

内外面ともナデ。
8810856 く伸びる。

-60 
イシ 。 底径 7目6底部。 内外面ともナデ。8805827 

-61 
イシ ぞシ 底径 8.1 底部。 外面ハケ自のあとナデ、内面ナデ。

8805833 
-62 。 イシ 底径 8.4 底部。 内外面ともナデ。

8805839 
-63 

ク イシ 底径 6.8 底部。焼成後穿孔し甑に転用。 外面ハケ目、内面ナデ。
8805849 

-64 
イシ イシ 底径 6.6 底部。 外面ハケ目、内面ナデ。8805846 

-65 
イシ イシ 底径 6.2 底部。 内外面ともナデ。8805830 

-66 
ク ク 底径 4.5 底部。 外面ハケ目、内面ナデ。8804868 

-67 S B002 イシ 底径 6.8 底部。 内外面ともナデ。8809601 
199-68 

イシ イ〉 底径 5.0 底部。 内外面ともナデ。
8809602 

-69 S D008 イ〉 底径 4.6 底部。 外面ハケ目、内面ナデ。
8806481 

-70 
イシ ク 底径 5.0 底部。 外面ハケ目、内面ナデ。8806479 

-71 
イシ ク 底径 6.2 底部。 内外面ともナデ。

8806480 
-72 。 ク 底径 6.6 底部。 内外面ともナデ。

8806514 

200-73 口径 32.3 大型室。口頚部は一体化し胴部と稜 内外面ともナデ。 H音黄褐色で砂粒含
イシ 'ff: 

8809666 頚径 26.0 をなして外反。頚胴聞に三角突帯。 む。

-74 胴径 39.4 大型室。腕部は肩が張り、頚胴聞に。 イシ 浅い沈線をおいて頚部は胴部から続 内外面ともナデ。明褐色で砂粒含む。
8805845 頚径 29.8 いてつよく内傾。

-75 。 。 口径 20.3 大型壷。口縁部は肥厚しながら外反。 内外面ともナデ。褐色で砂粒含む。
8806523 

一76 大型室。頚部は胴部と 一体化しなが
イシ イシ 頚径 18.0 ら浅い沈線2条で区切り、大きく外 内外面ともナデ。明褐色で砂粒含む。

8805844 反。

一77 大型室。底部は厚く、胴部下半やや 外面ハケ日後ナデ、内面ナデおよび
イシ ク 底径 8.0 

8805853 急に立ち上がる。 一部へラナデ。褐色で砂粒含む。
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田遺物

b)弥生後期の土器 (Fig.206)

101-108を図示する。いずれも遺構に伴わず、検出面あるいは調査区外西側斜面の試掘溝か

ら少量出土した。後期後半~後期終末の斐と査がみられる。

101-104は小破片からの復元のため径はやや不確かであるが、口縁部はく字形に屈曲して端

部が角ばり、長胴傾向の認められる斐である。 105・106は口縁部がく字型に折れ胴部中位が張

る査。106は底部にわずかな平底を残すのに対し、 107底部は完全に丸底化している。器面調整

はハケ目とナデ以外に105・107では外面にタタキ目を残す。
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Fig.206 弥生後期土器 (μ)
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春日遺跡

以上の弥生土器のうち、ここで前期後半を中心とする土器について編年を示し一定の整理を

行っておく (Fig.207)。ただしその場合、同一地域といえる磯石遺跡等で試みた編年(r磯
石遺跡J佐賀県教育委員会1989) との関係を考慮する。

〔斐〕 最も古相のAa類は磯石編年V期にあたる。次いでVI期に刻目突帯文系ではAb類・

Ba類と C類・ Bd類、板付式系ではoa ・Db・Dc類を置く。両系統の共伴はV期でもみ

られたが、重要なことはこの段階で共伴の一方が板付 I式から板付E式斐に替わることである。

また刻目突帯文系では口縁部突帯が発達して平坦口縁を志向しはじめる Ab類と、断面三角突

帯を志向する 8a類との二つの大きな流れが生まれる。刻目は省略するものが多くなり、 V期

の聾に一部みられた胴部上位の屈曲はもはや痕跡すら残さない。VI期として刻目突帯文系Ac

類・ Bb類・ Bc類を置く 。V期に生じたこつの流れは一層明確になり、 Ac類はAb類を引

き継いで小いながらほぼ平坦にちかくやや厚い口縁をつくり、一方Bb類は Ba類を引き続い

て口縁部の断面三角突帯が太くなる。また台状底部をもっ Bc類は SB020でBb類と共伴し

ており、この時期に出現する。

絶対時期区分との対応では磯石編年でV期を前期中頃、 VI期を前期後半としたこを踏襲する。

vn期については Bc類が城ノ越式期に当たるものとすれば中期初頭に位置づけられよう 。とこ

ろで城ノ越式の菱自体、突帯文系と板付式系の二つの系統をそのまま持ち込み、未だ平坦口縁

を完成させていない段階にあるものと理解するが、次期の平坦口縁は両者の統一体であり、佐賀

平野においては主体を荷う突帯文系のうち Ac類からの発展過程が想定される。少なくともこ

れまで、板付式系D類の発展型態としてvn期に位置づけられるような資料は佐賀平野では出土

していないのではなかろうか。なお、いわゆる亀ノ甲式にあたる B類は築後平野を中心に特殊発

達するものであって、口縁部の特徴はそれ自体では平坦口縁に至る可能性はもたないであろう。

〔鉢J 22をW期に置く。 SB021で査20・21と共伴した。板付式系の大型鉢引は口縁部端

部が水平にちかく大きく外反して新しい様相をみせるが、蓋D類に並行させVI期に置く 。突帯

文系では大型鉢44と45が口縁部突帯の発達において違いが歴然としており、それぞれVI期と W

期に置くのが適当であろう 。

〔査〕 大型査74が磯石編年のW期、 76がV期にあたる特徴をもっ。大型査73は城ノ越式の

中に類型式がみられるところであり、口頭部の外反の仕方に前期的な要素を残すが、 vn期に相

当させる。小型壷では一見夜臼式の古相を思わせる20・21をW期に置く。 80は磯石編年ではW

期とした小型査に類型式が求められよう 。79は磯石編年で敢えてE期とした小型査Db類に頚

胴部は類似するが、口縁部が屈曲するように伸びる特徴からN期以降に下ると考えたい。81・

82はVI期でも新しく、 vn期に下る可能性もある。

その他、蓋92は墾D類に伴うと考えVI期に当てる。また、編年図に挙げなかったが、聾棺片

93・94はVI期に置かれるもので、口縁部内面に粘土帯を貼る94の方が新らしい要素を示す。
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E 遺物

2 古墳時代

(1) 土師器 (Fig.208，P L 144) 

S B005およびSB006竪穴住居跡から出土した。点数が少なく、またほぼ同時期とみられる

ので一括する。器種には杯・高杯・斐がある。ただし、このうち109-113は形態・胎土・技法

などの点で須恵器の要素を一部もつものであるが、いずれも須恵器にしては焼成が軟質である

など問題があり、ここでは須恵器を模したものとして土師器に含めておく。

109は杯蓋で、全体に歪む。天井部を回転ヘラケズリ、白褐色で胎土は砂粒を殆ど含まない。

口径13.8cm、器高3.5cmo 110杯は体部が浅く、受部は鋭い段をもち、口縁部が直立する 。須恵

器を模した土師器杯によくみられる形態である。底体部を回転ヘラケズリ、明褐色で胎土は砂

粒を含まない。口径12.5cm、器高4.0cmo 111杯は口縁部が体部とかるく段をなして長く立ち上

がり深い。底部を回転ヘラケズリ、明褐色で胎土は砂粒を少し含む。口径12.5cm。

111は高杯の杯部と思われる。体部は下位に沈線を l条めぐらせ、やや聞いて直に伸び深い。

底部を回転ヘラケズリ、褐色で砂粒を少し含む。口径10.2cm、均二部高4.7cmo 112高杯は体部に

かすかな段をつけて口縁部を意識している。杯底部をカキ目風に仕上げるなど須恵器的である

が、砂粒を多く含み明褐色の色調は土師器そのものである。口径13.8cm。杯部高4.7cm。

114は聾胴部は最大径が中位にあって丸味をもち、口縁部は外面では稜をなさずに大きく外

反して端部を薄くつくる。口縁部と胴部外面ナデ、胴部内面ヘラケズリ 。茶褐色で砂粒を含む。

口径17.1cm、1同径16.3cm。

115は丹塗りの高杯。杯部はごく浅く聞く、全体に器壁は厚く、外面下半ヘラケズリ、他ナ

デ。丹は赤褐色に発色、胎土そのものは茶褐色で砂粒を含む。口径33.4cm。

これら土師器の時期は須恵器との比較から 6世紀後半と推定する。
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春日遺跡

3 奈良・平安時代

(1) 須恵器・土師器 (Fig.209，P L 144) 

遺構に伴うものではないが、検出面出土の破片が若干ある。

116-118は須恵器。116蓋は天井部が低くつぶれ、口縁端部が短かく折れる。つまみを欠失

する。天井部ヘラケズリ。口径 15.3cm、残高1.7cmo 117杯は平坦な底部から体部は稜をなし

て急に立ち上がる。底部へラ切り離し、灰褐色でやや軟質。 118皿は体部が短かく直に聞く。

灰褐色でやや軟質。口径13，5cm、器高1.8cm。

119・120は土師器杯。119は体部が底部とかるい稜をなして立ち上がり深い。底部はヘラケ

ズリのあとナデ。茶褐色で砂粒を含まない。口径12.4cm、底径3.7cmo 120は体部が外反気味に

長く聞いて伸び、底部は糸切り離し。白褐色で砂粒を含まない。口径12.3畑、器高3.2cmo

120は12世紀に降るが、他は 8世紀で、瓦と共に掘立柱建物跡の時期を示すものと推定する。

(2) 瓦 (Fig.209)

122と123の丸瓦と平瓦を各 l点づっ図示しておく 。いずれも布目瓦で平瓦は格子叩目。国府

関連建物からある時期に持ち帰ったものか。この周辺の遺跡ではよく布目瓦片が出土する。
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Fig.209 奈良・平安時代~中世遺物(74')
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1 まとめ

以上みてきた 3遺跡は弥生時代および奈良・平安時代を中心として、久池井周辺のみならず

佐賀平野全体の古代史像に関わる多くの問題を含むものである。

春日遺跡では弥生前期前半から中頃初の集落跡に、一部古墳時代および奈良・平安時代の遺

構が重なり、さらに遺物のうえからは中世まで下って集落が形成されている。遺跡全体の規模

はさほど大きくなく、しかも今回の調査は遺跡の南辺部のみにとどまったが、西南方に惣座遺

跡といったこの地域の中核集落が在るだけに、その周辺遺跡の実態を探るうえでは貴重な資料

といえる。ことに注目されるのは弥生前期集落の存在である。近接して弥生前期の埋葬を中心

とする磯石遺跡があり、集落と埋葬双方から弥生前期社会の実像を今後探る必要があろう。そ

の際の基礎となる前期土器については本文中にまとめておいた。

惣座遺跡では主に弥生時代後期の環濠集落と奈良時代の国府関連官街群を調査した。この弥

生後期の環濠は外濠と内濠とからなる二重構造でしかも弧状突出部をもち、防禦的性格がつよ

い。後期後半に掘削され、調査区内ではその終末に東辺部が改修され、古墳時代前期のうちに

廃絶してしまっている。東南隅に内郭への入口を開けるようであり、削平が著るしいとはいえ

多くの建物群が造られている。建物は竪穴住居が主であるが、その中に規格性をもって配置さ

れた大型掘立柱建物等が含まれる。環濠からは膨大な量の土器が出土した。また奈良時代の建

物群は、 8世紀前半には国府の正倉とみられる倉庫棟 7棟が西傾して整然と並び、 8世紀後半

には正方位に合わせた長棟群に変わっている。奈良時代を中心として、肥前国府の中でも主要

な機能を果す建物群が配置された地区であることは明らかである。

久池井 B遺跡は I~II 区を別けて調査した。 E 区では正方位に合わせて長棟 3 棟と倉庫 5 棟

が整然と並ぶ一群があり、国府との関係でその性格が問題になる。 I区ではこれと同時期であ

ろう大型井戸が存在する。皿区の場合は全体に規格性に乏しく小規模であるが、多数の建物跡・

溝・井戸等が検出されている。これらの遺構は主に 8世紀代で、 9世紀に一部残るとしても 9

世紀末以降は一帯が墓地に変わっている。国庁跡と立地を別にするとはいえ、近接するだけに

この地区がどのように利用されたかは、国府および国庁の変遷を考える際に重要である。他に

は皿区で弥生時代の貯蔵穴 3基と中世の溝数条が検出されている。遺物は須恵器・土師器が豊

富なほか、特殊なものとして石鋳・素文鏡片などがある。

これらの調査結果からは、解決した事柄よりもむしろ新たに発生した問題が多く、しかも多

岐にわたるが、遂ー論じる時間も紙幅も余裕ない。とくに大きな問題は惣座遺跡、の環濠集落の

性格、それを明らかにする為の基礎資料となる膨大な弥生後期土器の整理、そして惣座遺跡お

よび久池井B遺跡に関する肥前国府の変遷であろう。そこで、以下にはこの 3点について若干

所見を述べ、本報告全体のまとめにかえることにする。
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第4章 総 括(弥生後期土器)

2 惣座遺跡の弥生後期土器

(1) 編年の方法

佐賀平野における弥生時代後期土器の実態については未だ総括的にまとまった編年が公表さ

れていない。かつて基山町干塔山遺跡・諸富町本村遺跡で後期終末をやっと中心に編年が試み

られはしたが、資料そのものに量的な限界があり、また両遺跡とも佐賀平野の東辺部あるいは

外的な影響を受けやすい特殊な地域にあるため、佐賀平野の一般的な状況を写すというには問

題があった。一方、福岡方面ではとくに近年、古墳発生期の問題にも関係して弥生後期土器の

研究が進んでおり、佐賀平野の場合はこれを援用している、というのが現状である。

このたび惣座遺跡では弥生後期の土器が豊富に出土した。そこで以下に、この自前の資料を

もって編年を試案するが、同時期の資料は吉野ケ里遺跡ほかでも整理されつつあり、今後地域

差の問題まで含め、より精度の高いものに補正されるであろうことを期待する。

佐賀平野における編年といっても、基本的には福岡平野方面と大きな違いがあるわけではな

い。ここでは森貞次郎氏の高三瀦式・下大隈式・西新式の 3時期区分を基本とし、武末純一・

高倉洋章・柳田康雄・常松幹雄ほか各氏の編年を参考にさせていただいた。

編年の方法としては、まず外濠SD0l9のうちその第 3突出部から東側(以下SD019東と呼

ぶ)埋土中の土器と、これを埋めて濠が改修された後の SD204埋土中の土器とを比較する。

両濠は SD019東濠を埋めて SD204が造られるといった関係にあることから、少なくとも時間

的に重複する心配は全くない。すなわち SD019東土器群→SD204土器群への時間的前後関係

が確かである。次に SD019東辺濠および内濠SD207の土器にをもってこれを補完するが、そ

の際には竪穴住居等から出土した供伴関係をもっ一括資料をも加えて時間的並行関係を確めな

がら作業を進めることにする。 SD019南辺濠から出土した膨大な量の土器は濠底にちかい下

層と埋土上層とに相対的に区分できるが、少なくとも途中後期終末に掘直しが行なわれている

ため、層序と土器形式との聞にしばしば明らかな逆転がみられる。したがって、形式変化の一

定の傾向を知るうえで参考になるとしても、上層・下層の別を決定的なものとするのは危険で

あり、そのまま鵜飲みにするわけにはゆかない。これは環濠という遺構の性格上やむをえぬと

ころであろう。また、それぞれの器種については既に本文中で行なった分類に従い、それぞ、れ

の形態の変化を重視したい。その結果、器種聞の供伴関係に各氏の所論と細かな喰違いが生じ

たとしても、今は一々論じるつもりはない。所詮、編年は時代の様式を示す画期をもった概念

であり、勿論共伴関係や出土状況は無視するつもりはないが、土器の形式が基本的に無段階に

変化する以上一括資料をいくら並べてみても、それだけでは十分説明できる編年とはなりえな

いと考えるからである。出土した土器は弥生後期後半から終末を中心としており、とくにこの

時期の日常生活に用いられて殆ど全ての器種にわたるものといえよう。
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(2) SD019東およびSD204出土土器

蓋・査・高杯・鉢・器台・支脚について、 Fig.210のとおり編年を試みる。既に述べたよう

にSD0l9東と SD204とは時間的な先後関係が保証できるので、この点を有利なものとし、移

行期に形式上は同一視すべきものがあったとしても、ここでは一線をヲ|いて分けておく。さら

にSD019東では上層と下層とがあり、そのうち下層の土器はとくに古い要素を認めるものは

古相に分けた。下層出土土器は実質、濠底出土といってもよく、 SD019東の主体を占める。

上層出土土器は埋土中位以上からの出土で量は下層に比べて少ない。また SD204では下層と

して取上げた濠底ちかくからの出土資料に乏しく時期を設定するほとでもないので上層と一括

し、改めて古相と新相とに分けた。ただし全体に出土量は少ない。

聾 A類では、大型AI類は SD204でみられるが、それ以前については適当な資料がない。

33・42は未だ平底の名残りをとどめるのに対し、次期の35は丸底でタタキ目をそのまま残して

大きな違いがあり、その聞を埋める資料がまだ必要である。中型AII類は SD019東下層(古)

では比較的安定した平底であるが、次期にはやや丸底へのきざしをみせ、 50は長胴傾向を示し、

40にタタキ目が一部残る。小型Aill類は適当な資料を欠くが中型聾の動向と似ていよう。

B類台付斐は SD204出土の64があり、その新相に置く。

C類短胴蓋では大型CI類の67と中型C類の72がSD019東下層から出土している。 67は胴

部の張りと底部にいくぶん古相をとどめるものの、 72は胴部が球状で丸底に一層近づく。

壷 A類複合口縁査では大型AI類のみ見られる。 SD019東下層では83が比較的安定した底

部をもち古相に置かれる。ただし口縁部の屈曲はややつよい。新相では頚部が胴部と稜をなし、

いきなり外反気味に立ち上がるものが現われる。 81・82は底部が薄い不安定な平底で、胴部肩

位に櫛描平行文あるいは波状文、小円板貼付文を飾る。 SD019東上層出土の80では大型化が

著るしく、底部は一層丸底化が進む。しかし口縁部はまだ稜をもってく字形に折れ内傾したま

まである。 SD204では下層出土の89の場合、口縁部は屈曲部が外につよく張り出して立ち気

味となり、端部が短かく外折する。 87は頚部が胴部と稜をなして外反気味に立ち上がり、口縁

部は89よりもさらに直に立つ。底部はほぼ丸底で頚胴問の刻目突帯は低くつぶれるもので、こ

れを新相に置く。

口縁部が単純に折れる B類のうち大型BI類では、長胴気味のBIb類で97と94との問に底部

の時期差が明瞭である。また短胴気味のBIa類は SD204で底部がほぼ丸底にちかい薄い作り

の92がある。もっとも、丸底傾向は SD019東下層の段階から始まってはいるが、その上層ま

では平底の名残りをよく残すものが多い。口縁部の屈曲が甘くなるのは SD019東上層以降に

みられる。 1点のみ中型BII類の103はSD019東下層(新)に置く。小型壷B皿類および格別

小型のC類は本来、多形態にわたるが、両濠では資料が少ない。これは小型査の大部分が後期

終末であって、該期の SD204自体の土器出土量が少ないためであろう。 108はSD019東下層
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第 4章総 括(弥生後期土器)

(古)、 123・126はその新相に置く。小型土器の場合は丸底化の進行が極めて早い。

高坪 中期の遺風を残す平坦口縁とは別の、口縁部が体部から屈曲して立ち上がる A類がS

D019東から出土している。 SD204については不明である。大型A1類の場合、 135は口縁部

が直に立って外反し古相を示す。 140では口縁部が体部と明瞭に折れながらも外傾し始めるが、

まだ短かい。 SD019東上層出土の141では口縁部の外傾がさらに進み甘くなる。小型AII類で

は144の場合、口縁部は体部とやや不明瞭な稜をなして立ったのち端部が屈曲して開く。平坦

口縁の影響を受けたものか。 145は口縁部が短かく外傾し、脚部は内湾しながら聞く。それぞ

れSD019東下層の古相と新相に置く。

鉢 口縁部が浅い体部からそのまま立ち上がるA類では、中型AII類の164がSD019東下層

から出土している。口縁部はやや内湾し底部は丸底にちかい。小型Aill類の203はSD019東上

層にあり、やや尖底状の丸底で口縁部は内湾せずに立ちあがる。

口縁部がく字に折れる B類では、大型B1類の場合、 SD019東下層出土では新相としたう

ち168のように平底で口縁部がつよく屈曲し、胴部は肩が張ってやや深いものが古相を溜めよ

う。 170・171は丸底にちかくなり口縁部の屈曲がやや甘い。次期の SD019東上層出土の169は

薄い平底ではあるが、口縁部の屈曲は不明瞭となる。小型BII類の場合は同様に SD019東下

層出土の178をその古相とする。上層出土の179は底部付近を削り、完全に丸底化する。次期の

S D204出土の181は口縁部の屈曲がよわくなり、タタキ目を残す。また体部の浅い185がSD2 

04下層にある。 303は甑に転用された鉢である。

杯状に浅いD類は SD019東下層の209とSD204の211とがある。

とくに小型の E類では SD019東下層出土に213のような平底で比較的ていねいな作りのもの

をみるが、同時に粗製丸底の216もあり、 SD204下層出土の215との時期差を単に粗製や丸底

の違いで判断するのは困難である。尖底状で比較的精良品の多い228のタイプは SD019東上層

にあって、その時期の一端を知る。

全体としては査と同様、小型品において丸底化の進行が早く、バラエティーが多い。

器台 中期の筒型器台から発展したA類のみ、 SD019東から出土した。下層出土のうちでは

230が筒型の特徴をしのばせるものとして古期に置かれる。新期としたものうち小型の259は口

縁部が稜をなしてつよく屈曲外反し、タタキ目をそのまま残す粗製品で特殊である。他は口縁

部が上位で急に外反し、稜は内面についても外面にはみえない。体部は裾がわずかに外反ある

いは直線的に聞き、端面をやや外にのぞかせ内側角で接地するものが多い。 245・246は裾端面

が平坦に接地し内側に角がめくれ新しい要素を示すものである。この下層の出土の器台では体

部裾が内湾するものを含まない点が注意される。上層出土の255・261は口縁部が外面でも屈曲

による稜をにし、体部は直線的に聞いて端面が平坦に接地し、外面にタタキ面をそのまま残す。
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支脚 上面周縁が水平なA類と斜傾する B類は SD019東下層の段階から並存し、 SD204の

段階まで両者が残る。他の器種に比べると時期による形態の変化を見出すことが困難である。

タタキ目またはナデで仕上げる粗製品が多い点は既に SD019東下層の段階からかわらない。

(3) 惣座遺跡における弥生後期土器の編年試案

以上の状況をふまえたうえで、既述の方法に従って惣座遺跡における弥生後期全体の編年を

試案する。資料は巻末の〈付図1)を参照されたい。

時期区分については I 期~VI期とする。 I 期は竪穴住居跡等の資料を加えて、中期的な特徴

を残すタイプを一括したものである。 E期以降については先の SD019東およびSD204出土土

器の編年を基準とし、 SD019j有辺濠(以下、単に SD019と呼びSD019東と区別する)で不

足していた各形式の資料を補足した。変化の概要は既に述べたところであるので、以下には全

般的にみた要点のみ説明する。

蜜

A類大型AI類は I期でも存在する。 365は口縁部が水平にちかく屈曲し端部が肥厚する

もので、聾366・鉢367・368と共に SB293から出土したAI類は皿期以降に長胴傾向を示し始

めると思われるが、目立って長胴化するのはV期以降である。底部はW期までは不安定ながら

も平底をとどめるが、 V期では据りの悪い平底となって丸底傾向が顕著となり、 VI期で完全に

丸底化した尖底状の底部が出現する。レンズ状底部はV期の新しいうちに含める。口縁部の屈

曲はV期以降によわくなる。タタキ目はW期にみられ、 VI期になって外面調整にそのまま残す

ものが主流となる。中型AII類・小型A田類も基本的にこれと同様である。

B類台付B類は SD204出土の64のほかSD019上層から出土しており、 V期~VI期に置く

が、 63は胴部上位の張りからみて、あるいはN期に上げてもよいかもしれない。変化の様相は

基本的にA類と同様である。

C類短胴C類のうち大型CI類では SD019下層の68をW期とし、上層出土の丸底化が著

しい69・70をV期に置く。小型CII類では丸底化が早く、 SD019下層出土の71・75・43はわ

ずかに平底の痕跡をとどめるものでW期~V期に位置しよう。向上層出土の74 ・ 76はほぼ丸底

化が完了するものでVI期に置く。

D類 60はSD019中層出土で、口縁部はく字に折れて立ち気味に外反し、胴部は尖底状に

なって中位やや上が張り、タタキ目を残す。 VI期に外的な影響を受けて出現したものであろう。

壷

A類複合口縁系A類のうち小型AI類は I期に328が高杯322・鉢336と共に SK230から出

土している。口縁部の屈曲は比較的弱い。大型AII類は I期の355以下、 SD019下層の86をV

期に、上層出土の88をVI期に補足する。底部はV期以降丸底化し、頚部はV期に胴部から急に

外反するものが現われ、口縁部は一旦つよく屈曲外反するがVI期にかけて立ち気味となり、 88

-366-
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では二重口縁にちかくなる。 90はSD019下層出土で、 E期を下るものではあるまい。

B類 口縁部が屈曲する B類のうち、大型BI類では球状胴部のBla類の場合、 SD019中

層の93を追加してVI期とする。長胴気味でく字口縁のBlb類と直口縁の Blc類では聾と同様、

とくに底部の変化からみて SD019中層の98と同上層の101をN期とし、わずかに平底の名残り

をとどめる319・102をV期に、丸底の100をVI期に補足する。 319は小型査の320と共に SB215 

から出土しており、また102・100はSD019下層出土である。中型BII類では直口の105がSD

019下層出土でわずかに平底の痕跡を残しV期、同じく SD019出土の117をVI期に置く。小型

Bill類では a~g類個々の系統は把えがたく、補足した資料では S D019中層の台付125を123

と同じW期とするが、他はV期、 VI期のいずれとも区別が困難で、ある。ただしその中ではわず

かに平底の痕跡を残す SD019出土の110と、 SB262から鉢336・337を伴って出土した335をV

期とし、それ以外の SD019出土では仮に下層の116・119をV期、上層の122・113・111・112

をVI期に当てておく。これらの小型土器はV期にはほぼ丸底化し、とくにVI期に量を増すと思

われる。なお長頚Billh類では SD019下層出土の130が131と同じく平底気味とすればV期、

広口Billg類で中層出土の134はVI期に置かれよう。また、先には分類名称を与えなかったが、

S C180石蓋土墳墓副葬の378はI期、 SB219から鉢332・334と共に出土した無頚査335は皿期、

S D207出土の短頚壷314はわずかに平底をとどめており V期に置く。

C類 とくに小型の広口査C類ではE期に既にほぼ丸底化しており、 SD019下層から出土

した129を仮にV期としておく。

高士不

A類 口縁部が屈曲するA類のうち、主体を占める大型AI類ではE期に口縁部が直立する

135が現われ、皿期にはそれが短かく外傾外反、 W期になってやや長伸する。脚部は II~N期

を通じて裾が内湾気味に聞き高い。 V期では口縁部が一層長伸するとともに、脚部は裾が内湾

せずに聞き低いものが出現し、裾が内湾するタイフ。は残ったとしても主体ではなくなる。 VI期

では杯体部が丸味をもち、口縁部との接合部は稜から段で示されるように変わる。 157は口縁

部が極度に発達したものであり、 150・149・153は口体部が一体化する傾向にある。口縁部が

内面に沈線をもって外反する361もこの時期であろう。小型AII類も、量は少ないが、同様な

変化を辿ると恩われる。補足した資料では139・138がSD019上層、 143が同下層、 316はSD2 

07、142・147がSD019下層、 151・157・150・149・153が同上層からの出土で、 348は鉢347と

共に SB269から、 361は鉢358・360・甑359と共に SB281から出土したものである。

B類 口縁部が屈曲して立ち上がり小口径のB類では154・155・156がSD019上層から出土

している。 155・156にみる杯部および脚部の特徴は古墳前期の高杯に通じるものであり、 VI期

に置かれる。

C類 158はSD019上層出土で、他の類例との対応でVI期に当てる。
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D類 350はSB274出土で、図示していないがV期の聾および鉢の破片を伴う。 158と同様

に精良品で、脚部に古い特徴を残す。

E類 中期的な平坦口縁の322・353はI期にある。 322はSK230から査325・鉢336と、 352

はSB292から査355・器台356・357と共に出土した。口縁部がわずかに外反してふかし、354も、

形態は異なるが、 353と共伴しており I期に置かれる。 289はその退化したものとして E期に当

てる。鉢375と共に SB289から出土した。

高杯の変化において E期は、 E類系と A類系の交替期に当たる。

鉢

A類 口縁部が体部からそのまま立ち上がりやや浅自のA類のうち、格別大型のA1類159

はSD019上層から出土した破片であるが、明瞭な平底をもつことから一応 E期に置く。中型

AII類では同下層出土の平底鉢をやはり E期に置く。 2点とも体部下半を丹念にヘラで削る。

322はわずかに平底をとどめるもので、鉢339と共に SB219から出土した。 SD019下層の154

と共にE期とする。 165はSD019上層出土で丸底化してタタキ自を残し、 W期に置く。大型・

中型鉢はほぼW期までで、口縁部が内湾する特徴をもっ。小型Aill類では SB269出土の347が

V期、 SD019上層出土で粗製直口の163・162はW期に置く。

B類 口縁部が屈曲する B類では、全体的な傾向として口縁部がつよく屈曲して胴部に上位

で張り平底のものから、口縁部屈曲が甘く丸底化するものへの変化は他とかわりない。補足し

たものを中心に述べると、 E期とした平底の370はSB291から鉢372・371と共に出土、 375は

S B289で高杯374と共伴した。 176以下に並べた 7点は、 358がSB281、他は SD019上層から

出土しており、 V~VI期に位置しよう。台付189は S D019上層出土であるが、口縁部屈曲の特

徴からN期に置く。

C類体部が深く直口のC類、では、 SD019上層出土の大型C1類161がV期頃に置かれよう。

中型CII類では367・368がSB293で蓋365・366と共伴しており I期に位置する。この368の系

統は皿期では平底を残す SD019上層出土の192となり、 VI期ではタタキ目仕上げで丸底の191

となる。 199・197・193はSD019上層からの出土でV~羽期に置かれよう。 C 類も A類同様、

VI期以降丸底化し、口縁部は直立ないしは開くものが多くなり、粗製化する。

D類体部が浅く小型のD類では系統の理解が困難である。補足したものを中心に述べると、

平底の371・351は既述の共伴から E期、わずかに平底を残す339はSB219で鉢332を伴い皿期

に位置する。 340はSB222でN期の斐および鉢341・342を伴い出土した。 205・204・260はV

~VI期の資料として S D019上層からの出土例を挙げたものである。また、 360はSB281で高杯

361と共伴しており、 VI期に属す。

E類 これも系統の理解が困難である。ただ全体の傾向をいえば、手控風の粗製品は皿期か

らあるが主流になるのはV期以降で、 W期までは平底をとどめる比較的ていねいな作りのもの
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が多い。既述の共伴関係資料で I~N期を補ったほか、 S D019上層出土の225以下に並べた 5

点を V~VI期の資料として挙げておく。

E類 ジョッキ型の202はSD019上層から出土しており、仮にVI期としておく。

なお甑については基本的に鉢と類似するが、 W期の299では丸底で浅く、 V期以降になって

339・359のように尖底化するようである。ただし、平底のものがI期すでに存在する。

器台

A類 中期の筒形器台から発達したものであり、変化の方向は、一つは元々体部中位にあっ

たくびれ部が体部上位に上がり次第につよく屈曲するようになること、もう一つは体部裾が外

反して聞いていた段階から直伸、さらに内湾気味に聞くようになること、この 2点から把える

ことが可能である。器台はこれまで後期土器の編年上はあまり重視されない傾向にあったが、

器形が単純なだけに案外基準となりうるのではないかと考える。以下、 AII類を中心に述べる。

I期では357がSB292から高杯353ほかと共に出土している。体部上位が口縁状に短かくわ

ずかに外反し、筒形器台から未発達な段階にある。 E期では筒形の名残を残しながらも、くび

れ部が上位に上がり口縁部と裾部が大きく聞き小型である。 230はSD019東下層出土。ここに

図示していないが、ほかに SD019出土で同形態の231・232があり、この 2点は外面調整がタタ

キ固またはナデでE期に置くに若干薦路するが、考えられないではない。皿期では SD019東

下層を当て SD019下層出土の239・237を補足した。体部くびれは上位に上がり全体に大型化

する。口縁部が折れずに急に外反するものでは体部裾がやや外反する236ほかのタイプが主流

である一方、 244ほかのように直線的に開くものも出現している。口縁部が屈折するものでは2

60・246がある。ただし屈折は内面に稜をなすが外面は明瞭でなく、体部裾はやや外反気味で

ある。体部裾が聞くものが多い関係上、裾端面を外にのぞかせるものが一般的で、 246のよう

に平坦に接地するものは新らしい傾向を示すものである。小型の259は特殊で、、口縁部は屈折

して大きく聞き、外面タタキ面仕上げの粗製品である。 N期になっても口縁部の屈折は内面に

稜をなす程度であるが、体部は直線的に聞くものに加えて裾が内湾するものが出現し、裾端面

は平坦に接地するようになる。また外面調整はハケ目が主体になりつつある。このW期には S

D019東上層を当て、 SD019下層の243・251・449・250・247・問中層の241を補足した。 V期

には SD019下層出土の252・問中層のたは上層出土の258・257を置く。 258・257は口縁部屈曲

が外面でも明瞭となり、体部は直線的で外面タタキ目仕上げ。 252は口縁部が直線的ではある

が屈曲せずに体部裾内面に内湾を残し、退化傾向にある。これらA類の盛行はm.N期でV期

には衰退すると思われる。 SD019上層からの出土は少なく、 238のような一見E期を思わせる

が口縁端部が水平に聞き形態の崩れたタイプが、その末期に位置するのではないかと考える。

唯一大型のAI類233も一見古相を思わせるが、大型化とくびれが少なく口縁端部が開く特徴

からは V~VI期に置かれよう。なお S B225出土の複合口縁343はN期の高杯と共伴、突帯付35
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6はSB292出土で I期に位置する。

B類 262・263はSD019出土。 A類とは全く別系統で、 Y~VI期に置く。

支脚

図示した皿 ~VI期を通じてタタキ固またはナデ仕上げの粗製が多く、変化の様相が不明確で

ある o A類と B類は皿期以来並存するが、機能に違いがある。補足した資料では SD019出土

の264が袋状口縁を意図しE期以前か、同下層出土の牛角状280をW期に当てる。また比較のた

め、 Y~N期とみられる S D019上層出土の268ほかを一括図示した。

A類 上縁が水平で、あるため、聾の横腹を一点で支えるにはどの面も使えるが、加熱効果の

点では難があろう。斐を上に載せて使用する際には上面が平坦なものは不向きで、 W期以降に

上面が凸状のものが加わるかもしれない。

B類 蓋を上に載せて使用するのに適し、また横腹を支えるには突起部一点のみ使用できる。

Y'VI期ではそれ以前に比べて突起がつよくなる傾向にあり、その場合は煮沸効果が高まった

と考える。 V期以降はB類の方が量的に優勢になるようである。

以上の各自機については I. II期が高三瀦式(後期前半)、 III.N期が下大隈式(後期後半)、

Y'VI期が西新式(後期終末)に、ほぼ該当しよう。後期中頃を設定する場合は E期を当てて

おきたい。またVI期は庄内式傾向の輩、高杯の存在および全体的にみた丸底化の完成から、古

墳出現の先進地域では古墳前期初とする時期に相当すると考える。

冗漫に説明してきたが、ここに挙げた編年ははじめにも述べたように、惣座遺跡という限ら

れた地域での、しかも形態を中心としたて大まかな一つの試案にすぎない。本来、後期土器の

編年というには、 I. II期の資料がまだ不足し、 VI期もさらに土師器との区分を明確にする必

要があるなど問題が多く、今後検討を重ねてゆく必要がある。
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第4章総 括(環濠集落)

3 惣座遺跡の環濠集落

「吉野ケ里」騒動以来、弥生時代の環濠集落はまさに世間の一大関心事となってしまった。

惣座遺跡でも環濠集落の存在が確認されている。幸か不幸か、高速道計画路線幅の中で集落南

辺の外濠と内濠が同時に、しかも路線と方向まで合わせてである。ここでは、前節の土器編年

を基にこの環濠集落の成立と変遷についてまとめ、さらにその性格に関して若干触れておく 。

(1) 惣座遺跡環濠集落の変遷

各遺構の時期については既に本文中のTab.lで示しているが、それは前節の土器編年に基

づき、図示しなかった各遺構の資料も合わせ検討した結果である。それにより、集落の変選を

簡便に図で示せばFig.211のようになる。以下、時期をおおまかに 3段階に分けて説明する。

弥生後期前半(惣座 I期.II期) 環濠はまだ出現していない。竪穴住居群は調査区の西半

にかたまり、さらにその南側の末調査区に拡がるようである。竪穴の方位は辺がほぼ正しく東

西方向に一致する場合が多い。構造の点ではベッド状遺構が出現しており、入口位置に関係す

るであろう方形ピットは東西軸棟が多い関係上、竪穴の南辺に付設するのが普通である。注意

されるのは掘立柱建物の存在である。SD019第 I突出部付近の SB259ほか4棟は竪穴住居群

の比較的東辺部に在って、主軸方位は竪穴住居の多くと同様正方位にちかい。時期は明確でな

いが、 SB278掘形からは後期前半と思われる聾片が出土し、また 4棟とも SD019に切られて

いることから、この時期と推定する。柱穴掘形は弥生時代としては異例に大きく、長辺が1.5

m前後をはかり 、長方形で二段掘りの特徴は土嬢墓と見誤らせるほどである。その北東にある

正方位にちかい掘立柱建物 2棟および柵も同じ時期であろう 。2間X1問あるいは I間X1問

といった構造から高床倉庫と推定する。弥生時代の掘立柱建物は近辺でも最近調査例が多く、

肥前国府跡確認調査でそれと思われる建物跡が検出されているほか、嘉瀬川対岸の西山田三本

松遺跡でも多数調査されている。

その他の遺構では調査区の西南隅に竪穴住居廃絶後に蓋棺墓 l基と石蓋土墳墓 I基、中央南

辺に聾棺墓 I基、東側に貯蔵穴 2基などがある。

弥生後期後半(惣座皿期 .N期) 内濠SD207と外濠SD019の二重環濠がm期に出現する。

内濠の場合は SD018を西辺にあたるその一部とみれば、西南隅に出入口を設けていたことに

なる。また外濠は南辺の途中 2ケ所に弧状突出部を設け、東辺では台地縁ちかくを北に向かい、

西辺も嘉瀬川に沿って北に曲がるようである。環濠が南辺で約25。南に傾くのは地形の傾斜に

合わせたものであろう 。掘削にあたっては I期・ E期の竪穴住居跡等を多く切っており、施工

が全体計画に従って大規模に行なわれたことをものがたっている。

竪穴住居群は調査区内に関する限り、全て環濠内に入り、なおかつ内濠を境に東群と西群の

2つのグループが存在するようになる。すなわち東群では内濠東外の広い空間を占めて、さら
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第4章 総 括(環濠集落)

に北に拡がる勢いをみせる。これに対し西群はわずか 4棟にすぎないが、内濠内と西南隅入口

に造られている。西群の場合はおそらく中心は内濠内にあって、 4棟はその南辺の一群にあた

るものであろう。北側は削平により不明、さらにその北側は調査区外となる。両群とも竪穴の

方位は環濠の走向に合わせ南北軸が西傾するものが多い。また方形ピットは東西長軸棟では南

辺、東群にある南北長軸棟あるいは東傾棟では東または東南と思われる。このように環濠の出

現と同時に竪穴住居群の配置にも環濠を隔てて一定の区別が認められ、グループごとに占有で

きる領域に制約があったことが窺われるが、ただし調査区内の現況で比較する限りでは両群の

聞に、竪穴住居の構造・規模等で格別違いがあるわけではない。

ここでも注意されるのが掘立柱建物跡の存在である。とくに竪穴住居東群の西側に位置する

S B249・SB250・SB251の3棟は外濠の走向を意識して東西軸を南に傾け、しかも方位と

並びに弥生時代では極めて珍らしく規格的な配置をとる。南側に並ぶ 2棟が総柱構造であるこ

とから、 3棟は高床倉庫と推定する。そのうち西南隅の SB250は3間X2聞の大型長棟で、

類例は佐賀平野では神埼町川寄吉原遺跡の SB012が知られるだけである。これら 3棟は同時

に存在したと考えられるものであり、その西側にある小規模な掘立柱建物数棟および柵も、方

位からみて近接した時期であろう。このような倉庫群が集落の中でどのような性格をもつかは

重要な問題であるが、大型のわりには内濠の外にあり、しかも竪穴住居東群に接していること

からすれば東群の付属施設とみるのが妥当であり集落全体の共同施設とは考えにくい。 また

S B249が後期終末の聾棺SJ 233と重複していることからみて、規則的に並ぶ 3棟とも後期後

半のうちに、建替えられることなく廃絶してしまうようである。

なお、 2ケ所の環濠突出部付近には竪穴住居も掘立柱建物跡も存在せず、近辺の遺構の残存

状況からみて、少なくとも望楼のような掘立柱の構造物の存在は想定困難である。

弥生後期終末(惣座V期・ VI期) 環濠はV期に大規模な改修が行なわれる。外濠の場合、

東辺ではわざわざSD019東を埋めて SD204を付け替え、その際には東南隅に方形の突出部を

造り、さらに東辺途中を弓状に張り出させている。 SD204では濠の幅はやや狭くなる。この

ような方形突出部は古墳時代の居館とされる群馬県三ツ寺遺跡をそれを連想させよう。また南

辺でも濠底から V期の完形土器が多量に出土しており、改修あるいは掘り直しが全体に及ぶも

のであったことを示している。第 l突出部から南に派生する SD209もこの時期の改修による

可能性がつよい。環濠は少なくとも庄内式並行期までは維持されているが、この地域に古墳が

発生する布留式期まで利用されたかどうかは不明である。その点では調査区東南隅でわずかに

検出した SD211の存在が気になるところである。

一方、竪穴住居群はこの時期になると、基本的には先の東群・西群の区分けを踏襲しながら

も、とくに西群では、かつて原則としたであろう環濠による居住区分を越えるものが現われる。

すなわち西群をみると、外濠の内にはあるとはいえ、内濠を越えて南外に竪穴住居の分布が拡

内
〈
U

η
i
 

q
ぺ
u



がるようになる。同時にまた、竪穴の方位も環濠の走向をあまり意識せず不統ーになる傾向が

つよい。方形ピットは依前東西長軸棟が多いことから基本的に南に設けられるが、東群の 2棟

のように極端に東傾する場合は東南側に付設される O 調査区北側の削平を考えると全体的なこ

とは言えないが、竪穴住居群は数のうえではV期になっても後期後半以来安定した発展・継承

をみせる。しかしVI期、いかにも突然終る。

なお、掘立柱建物については先述のとおり、少なくとも SB249ほか 3棟はV期まで残存し

た可能性は少ない。V期以降あるとすれば、その西側の小規模な建物あるいは SB273に関係

する可能性のある SB275などであろう 。

(2) 惣座遺跡周辺の環濠

次に、このような惣座遺跡の環濠集落が嘉瀬川渓口東岸の限られたこの地域の中で、どのよ

うな性格をもつものであるか、見ておく。北側の惣座六本杉遺跡から南側の惣座遺跡、さらに

久池井B遺跡にわたるこの一帯は、これまで肥前国府跡関連調査による試掘あるいは開発に伴

う発掘調査結果から、ある程度、全体の状況把握が可能である。 Fig.212を参照にされたい。

まず今回報告した環濠の規模であるが、既に本文でも一部触れたように、全体としてみると

F ig. 212 惣座遺跡周辺の環濠(河川
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第 4章 総 括(環濠集落)

地形に合わせて外濠が西に傾く台形になるように周回すると推定する。惣座E期における外濠

南辺でみて聾棺墓集落の東西幅は約160m、これが地形の制約上、とり得る最大東西幅である。

外濠北辺については大和町教委が調査した久池井六本杉遺品で、惣座橋をわたる町道の北脇ま

で惣座遺跡から続く弥生後期の竪穴住居群の拡がりが認められるが、環濠は存在せず、町道南

側約30m手前まで調査したが、ここでも環濠はみつかっていない。したがって、あくまで外濠

が一周するとの仮定で推定すれば、外濠北辺の位置はこの町道の南側30m以南となり、環濠全

体の南北幅は最大約180mに復元されることになる。一方内濠で固まれた範囲は東西幅82m、

南北幅不明、環濠全体の中ではその東側に片寄った佐置をとる。むろん、外濠・内濠とも正確

な形状、突出部の有無等については不明であるが、こうして推定した惣座遺跡の面積は外掘り

で測って最大約2.9ha、内濠で固まれた内郭は仮に方形とすると約0.7haとなる。

それでは周辺はどうか。惣座遺跡がのる同じ微高地上では、まず北側の久池井六本杉遺跡で

は環濠集落が存在しないことが発掘調査で確められている。南側についてみると、実は肥前国

府跡確認調査の際の試掘溝で、環濠とみられる遺構の一部がみつかっている。この環濠はRG

33発掘区の SD033で、発掘区を東西斜めに横切ったのち約125
0

の鈍角をもって南に曲がって

おり、上端幅約2.4mをはかる。濠底は平坦で、埋土中から弥生後期後半~終末の土器が多量

に出土した。これに続くとみられるのが国庁跡の築地北西隅に設けられたQF25発掘区の SD

105で、上端幅約3.0mの溝が発掘区の中を西端がやや南に傾いて東西に走り、さらにその東側

にある QF24発掘区の SD103に続くようである。国庁跡付近はかなり密に試掘溝が設けられ

ているので、 SD033の続きを南側で探そうとすればSD105が可能性のある唯一のものといえ

るO これらの溝をつないでみると、この環濠は北辺・西辺が直線的に走り、東辺もおそらく微

高地の縁に沿って直線的な走向をなすものであろう。全体としてはやや南北に長い長方形で、

西に大きく傾く形態が想定される。これに固まれた推定範囲は南北約80m、東西約75m、面積

約0.6haで、ある。仮にこれを惣座南環濠と呼ぶことにする。

この惣座南環濠は規模の点では先の惣座遺跡のちょうど内濠程度であって、東側に低地帯が

せまり、南側で、は他に環濠規模の溝がみられないことから、その外側に別の外濠が廻るといっ

た形はまず考えにくく、これのみ一重で周回するものであろう。したがって環濠集落というよ

りは環濠住居群といった方が適当な規模である。全体の形状・方位および出土土器の時期から

みて、惣座遺跡、の環濠と同時に掘削され、弥生後期後半~終末の問、並存したことは間違いな

いところである。

同地区で今のところ確認できる環濠は、ほかに RG40発掘区で SD059がある。これは弥生

中期とみられる上端幅2.4mのV字溝で、惣座南環濠と重複する位置にあり、惣座南環濠に先

行する。発掘区の中を東端がやや南に傾いて走り、北側をどのように回るかは不明だが、おそ

らく RG33発掘区の北側を周回するものであろう。 SD059環濠の存在は、惣座遺跡環濠並び
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に惣座南環濠が弥生後期後半に成立する以前、同地区で既に、遅くとも弥生中期の段階で環濠

を廻らす集落ないしは住居群が出現していたことを示すものとして意味が大きい。

ところで、環濠以外の遺構の分布をこの地域でみると、竪穴住居跡は国庁跡の北辺築地以南

ではこれまで l例として検出されたことがない。たとえあっても稀であろう。かわって弥生中

期~後期にかけての聾棺墓は、惣座遺跡環濠の南側、惣座南環濠および国庁跡の西側、すなわ

ち環濠から南側あるいは西側に外れた嘉瀬川沿いに分布が密で、以前この地区で河岸に並行し

て導水管埋設工事が行なわれた際、極めて多数の蓋棺が破壊されたと伝えられる。したがって

惣座遺跡がのるこの微高地では遅くとも中期には環濠に区画された住居群が形成され後期に発

展をみせるが、その問、居住地区に利用された範囲は惣座遺跡環濠から惣座商環濠にかけてを

中心とするものであって、その南側および西側は埋葬地区として伝統的に認識され、原則的に

区別されていたと考えられるのである。その意味では両環濠の間約110mの範囲がどのように

土地利用が計られたか、 SD019第 l突出部から派生する SD209の存在が暗示するように別の

環濠が存在する可能性も含め、大いに興味あるところである。ただしこの地域は今のところ試

掘溝の数が少なく、実態は不明である。

次に久池井B遺跡、から惣座B遺跡にかけての台地をみると、まず久池井B遺跡では弥生前期

の貯蔵穴が数基あるだけで生活の痕跡が極めて少ない。同遺跡の北側山麓部および東側につい

てもその点は同様である。 I環濠jがみられるのは惣座B遺跡であって、調査区を東西に横切っ

て幅約 2mの溝SD530が走っており、仮にこれが東側で元々は台地の縁に沿って北上し、北

側で再び調査区を横切って周回すると想定すれば、環濠北辺となる可能性がつよいのは SD53 

Oと類似した構造をもっ SD411以外にない。西側については明らかでないが、広くとっても台

地西縁までであろう。このように、仮に SD530を惣座B遺跡がのる台地を一周する環濠とみ

た場合、全体としての形状は南北に長い長方形となり、この環濠に固まれた集落の規模は南北

約130m、東西約100m、したがって先にみた 2つの環濠の中間的な大きさになると想定される。

これを仮に惣座東環濠と呼んでおく。

惣座B遺跡、の場合、遺跡、自体は夜臼期から弥生時代の全期を通じて遺構がみられ、さらに古

墳時代に入っても布留式期を中心とする竪穴住居群が弥生時代環濠の南側にあり、以降奈良時

代まで連綿と続く。中期・後期の竪穴住居群は SD411の北側に分布し、環濠に固まれるよう

である。ただし、 SD411の時期については、濠底が平坦をなす断面構造からみて弥生後期と

推定され、これが改修結果でないかぎり中期にはまだ住居群を囲う環濠は出現していなかった

ようである。そして後期の住居群が営まれた時期にはその南側に石蓋土壌墓を中心とする列埋

葬があってこの環濠を切り、また後期後半の斐棺が環濠埋土上に乗っていることから、この時

期すでに環濠は埋没していたことがわかる。したがって惣座東環濠の掘削・存続期間は弥生後

期後半という限られた期間内にすぎなかったと考えてよい。

ハh
u

門

J
'

内
、

υ



第4章 総 括(環濠集落)

その他の周辺遺跡としては東に離れた春日遺跡があるが、見つかっている溝は環濠といえる

ような性格のものではない。国分寺跡一帯の台地は遺跡の立地として申し分ないように思われ

るが、これまでの調査では弥生時代の大型集落の存在をにおわせるような証拠は殆ど得られて

いない。また嘉瀬川西岸の東山田一本杉遺跡から西山田遺封、にかけては弥生後期を中心とする

比較的大型の集落であるが、環濠はもたないようである。

さて、このような周辺の状況から推定される惣座遺跡とその周辺における弥生集落の変遺は

およそ次のとおりである。

まず弥生前期では久池井六本杉遺跡・久池井B遺跡・惣座B遺跡で小集団の分散的な居住が

想定される。しかし惣座遺跡では今のところその明証がなく、あっても他と同様わずかに形跡

を残す程度であろう。

弥生中期になると肥前国庁跡の東側の位置に惣座南環濠が出現、惣座B遺跡では住居群が存

在するが環濠はまだもたなかったと思われる。この時期の環濠は l重の方形を基本とする O

弥生後期になって環濠は大きな変貌を遂げる O 後期前半においては惣座遺跡環濠の西南部か

ら、おそらくその南の中期以来の環濠にかけて住居群が拡がっていたであろうが、後期後半に

さしかかる惣座E期にこれらを再編するかのように、惣座遺跡、で大規模な二重環濠が掘削され、

同時にその南にもそれより一回り小さい惣座南環濠が近接しながら並存する。その中間地帯に

はさらに別の環濠が存在した可能性もあり、防禦機能の優れた惣座遺跡、の環濠を中核として、

あたかも衛星的に中小環濠が近辺に配置され、全体として一つの要塞的景観をもっ一大集落が

ここに出現したと考えられるのである。この環濠の出現は決して自然、発生的なものではなく、

当初においてはそれまでの竪穴住居を一部壊してまで整然たる姿で登場し、しかも一定の居住

区分をもっ点において、まさに全体がきわめて計画的に施工されたものであり、防禦的色彩が

っょいということも含めて、その背景に何らかのさしせまった時代の要請を感じさせるものが

ある。そして惣座遺跡の環濠の場合、後期終末にかかる惣座V期には何故か、一部濠の付け替

えも含む環濠の改修が大規模に行なわれたのち、 VI期、すなわち古墳時代前期初に突知として、

その活動を停止する。一方、惣座B遺跡では前・中期以来、安定的き継続してきた集落が、お

そらく後期前半になって環濠を廻らすようになる。しかし後期後半以降は環濠は埋没して墓域

に変わり、機能しなかったようである。したがってこの惣座東環濠の場合は惣座遺跡の環濠と

は同時期に存在しなかった可能性がつよく、一つの考え方としてはこの時期、地域全体のなか

で環濠機能の統廃整備が図られたと想像を逗ましくすることもできょう。ただし住居群はその

まま後期終末まで存続したようで、さらに、久池井一帯では今のところ唯一、古墳時代前期以

降も奈良時代に至るまで集団としての継続を保っている。

(3) 佐賀平野のおける惣座遺跡の位置づけ

惣座遺跡、のおける環濠集落の出現は、それが弥生後期後半という、いわゆる邪馬台国の時代
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出来事であるだけに、 一地域の現象とはいえ当時の倭国の歴史的機能を知るうえで貴重な資料

となるものであろう。佐賀平野においては近年、大型開発に伴う調査で吉野ケ里遺跡をはじめ
(8) (9) 帥

基山町干塔山遺跡・中原町町南遺跡、などが知られており、これらを各地域の拠点的集落とみて

佐賀平野における勢力が地図がどのように描かれるか今後大いに問題になるところである。佐

賀平野から西では多久市牟田辺遺跡・武雄市大楠遺跡などの環濠集落がある。

惣座遺跡と比較してみると、大楠遺跡は前期といわれ、佐賀平野と隔たるが最も古い。ただ

し全体は不明である。町南遺跡の環濠は前期末の段階でE陵上に幅4.1m、深さ約 3mの大濠

が掘削され、後期後半に再び大規模な改修が行なわれており、これに固まれる集落全体の規模

は直径約200m程の円形もしくは楕円形と推定されている。吉野ケ里遺跡の場合は前期から環

濠が造られ、中期後半に極めて大規模な外濠が、集落はおろか正陵全体を囲緯し、そして後期

後半頃に外濠を改修すると同時に南北約150m、東西約100mの内濠が掘削されたようである。

内濠の弧状突出部に伴う「物見櫓」もその際設備されている。干塔山遺跡は独立小丘陵上にあっ

て、後期後半に環濠が出現する。一辺約70mのほぼ隅丸方形で、環濠の西南隅にはやや不明瞭

ながら、弧状突出部をもっ。

そうしてみると、まず環濠集落の成立時期では現状で比較しうる資料は確かに少ないが、佐

賀平野さらには多久・武雄盆地を含めて、環濠集落の出現は既に前期のうちに一部でみられ、

中期に吉野ケ里遺跡のような特段大型のものが造られる。そして後期、とくにその後半になる

惣座遺跡 干塔山遺跡
4・.........・、

• ， 、
‘ ‘ 

\~~ て:
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吉野ケ里遺跡
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第 4章 総 括(環濠集落)

と多くの地域で環濠の新設あるいは改修が進むらしい。吉野ケ里遺跡・干塔山遺跡がそうであ

り、惣座遺跡の場合もそれまでの環濠を再編成する形で二重環濠を中核とする大集落が形成さ

れている。後期後半におけるこのような変容がどの程度の範囲にわたるものであるかは、さら

に多くの検討資料を必要とするであろうが、もし仮にそれが佐賀平野全体に及ぶ普遍性をもっ

現象であるとすれば、その背景に重大な社会的緊張が生じつつあったことが想像され、しかも

一集落の問題にとどまらない深刻な事態であったと推測されるのである。防禦的機能の象徴と

もいうべき弧状突出部が環濠に付設されるのもこの時期である。

環濠集落の立地という点では、惣座遺跡の場合は微高地といっても殆ど平坦地とかわらない

立地条件にあり、正陵上を占める吉野ケ里遺跡 ・町南遺跡・干塔山遺跡とは大きな違いがある。

たしかに防禦上はE陵地の方が有利に働くであろうし、その違いは一見、佐賀平野における東

部と西部の決定的な相違とみえるかもしれない。しかしながら、これはおそらく地形に制約さ

れた結果であって、ことさら重大視する必要はないであろう 。つまり東部では洪積世の舌状台

地が発達しているのに対し、西部ではそれがみられず、環濠集落ほどの規模ともなれば平坦地

とあまりかわらない低台地を選ばざるをえないからである。もっとも東部の丘陵立地にしても

高地性というほどではない。

環濠の構造という点では、 二重環濠をもつのは佐賀平野では今のところ惣座遺跡と吉野ケ里

遺跡だけである。ただし吉野ケ里遺跡の場合、内i豪は後に追加されたものであるから、初めか

ら外濠 ・内濠が二重に廻るのは惣座遺跡のみである。それだけに一層、惣座遺跡の場合は環濠

の設定がそれまでの集落の再編成を伴う形で全体計画的に実施されたものとして印象がつよい。

環濠の形状は方形を基本とする点で干塔山遺跡および吉野ケ里遺跡の内濠に共通する。

また環濠突出部の構造は、惣座遺跡の弧状突出が吉野ケ里遺跡のそれと隅々までよく似てい

る。ただし大きな違いで吉野ケ里遺跡では外濠にでなく内濠に付くという点にあるが、これは

吉野ケ里遺跡の場合、内濠が後期に追加されたことによる時代性、それと内濠が「物見櫓jを

伴い正陵頂に位置するという立地条件の違いに基づくものであろう 。突出部構造の機能からい

えば外濠に付く惣座遺跡の場合が本来の姿と思われる。干塔山遺跡の突出部とは環濠の隅に位

置する点で、付け替え後の SD019東第 3突出部が類似する。

また、環濠の規模の点では、惣座遺跡は外濠で固まれた範囲が約2.9ha、これは時期は異な

るが町南遺跡、にちかい広さである。干塔山遺跡は約O.5haで、はるかに小さい。吉野ケ里遺跡、と

は外濠の規模でとうてい比較にならないが、しかし後期に新設された内濠だけでみれば吉野ケ

里遺跡のそれは1.5haで、惣座遺跡の外濠で固まれた広さよりもむしろ小さい。吉野ケ里遺跡

の場合、とかく外濠の大きさに目をうばわれがちであるが、中期以来の「栄光」を保持したこ

とは疑いないとしても、後期にいかなる新たな発展があったかという点ではあまり過大に亡影

を追うのとはむしろ危険であり、周辺地域を含めた勢力の変遷を詳細に把える必要があると考
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える。

弥生前期以降、佐賀平野のおそらく各地で大小様々な環濠が造られであろう。それらはまさ

に環濠集落と呼ぶべき規模のものもあれば、単に環濠住居群とでもすべき小規模のものまであっ

て、両者は峻別されなければならない。環濠集落が防禦的機能をもって出現する最も典型的姿

を吉野ケ里遺跡において我々は見る。周辺に散在する小集団を統括して、厳重に濠をめぐらせ

た中核的な環濠集落の存在、それは一定の地域において権限をある程度集中した拠点的集落の

出現といってよいであろう。吉野ケ里遺跡、はその最たるもので佐賀平野の他の地域を圧倒し、

ある時期の佐賀平野における盟主的地位さえ思わせる。惣座遺跡の場合も、他地域との関係は

ともかく、佐賀平野西部におけるそうした有力な拠点的集落の一つにあたるものと考える。

このような佐賀平野における弥生時代の各地域集団の勢力を考える際の参考に、今一つ蓋棺

の出土数を資料として挙げて終わる。 Fig.214は百崎正子氏が作成したもので、奈良時代の旧

郡別に概数を図示したものである。

これまで佐賀県下で調査により出土した翠棺数はほぼ6，000基ちかい。その他にも工事等で
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Fig. 214 弥生時代斐棺出土類比較(旧郡別)
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第4章 総 括(環濠集落)

破壊されたものはおびただしいが、実数は押えがたいので除外する。図で明らかなように、圧

倒的に多いのが神埼郡、次いで三根郡である。佐賀郡・養父郡は多いといっても相当なひらき

があり、唐津平野の場合も意外と数は少ない。 l遺跡で吉野ケ里遺跡2，000基以上、船石南遺

跡660基などのように極端な集中がみられるのも神埼郡 ・三根郡だけの特色である。

いうまでもなく聾棺墓は北部九州で弥生中期~後期前半を中心に盛行した墓制で、基本的に

は等質な埋葬型態をもっ。乱暴な話しであるが、調査件数などの募多は無視して、これがある

程度当時の人口比、ひいては生産力を反映したものであるとすれば、神埼郡から三根郡にかけ

てのかかる状況は完全に他を圧しており、それだけに吉野ケ里移籍をはじめ二塚山遺跡・横田

正陵遺跡等が分布する回手川流域を中心とした勢力の佐賀平野における有位性をつよく思いし

らされるのである。問題の後期後半以降も、饗棺が衰退するため状況は不明となるが、基本的

にこのような構図に急激な変化はなかったものと推定され、青銅器の分布傾向もこれを補完す

る。吉野ケ里遺跡の環濠集落をある時期頂点とする回手川流域を中心とする地域の優勢はこう

した広範な地域集団の結集によるものであろう 。そうしてみると惣座遺跡の場合は、たしかに

佐賀平野西部における一方の雄ではあっても、少なくとも弥生時代においては、未だ東部に十

分比肩しうるだけの力量を備えるものではなかった、と推測するのである。

以上、憶測を混じえて述べてきたが、惣座遺跡の環濠一つをとり挙げても、全体の状況を正

しく把握するのは容易でない。調査範囲が限られる以上、実際どの程度の規模の集団がその中

に割拠していたか、全体の詳細な変選はどうかなどの点まで踏み込むには、まだ資料が不足す

るからである。弥生時代の環濠集落は、例えば佐賀平野といった一定地域の中に置いてこそ、

本来の性格が明らかになるものであろう。今日的な課題として、その点がまず問題である。九

州全体あるいは全国的な見地からの比較検討はその後の問題として、大方の識者に委ねたい。

註

l 天本洋ーほか rJII寄吉原遺跡J佐賀県教育委員会1981 時期は弥生後期前半~中頃

2 大和町教育委員会1988年度調交

3 七回忠昭ほか 『肥前国府跡m.l佐賀県教育委員会1985

4 大和町教育委員会1984年度調資

5 本田秀樹「東山田一本杉遺跡J(佐賀県教育委員会『九州横断道関係埋蔵文化財調査概報J7) 1984 
6 副島正道「西山田三本松遺跡J(佐賀県教育委員会『九州横断道関係埋蔵文化財調査概報.110)1988 

7 森田孝宏、「吉野ケ里遺跡の環濠集落J(r考古学ジャーナルJNO.312) 1989 

8 中牟田賢治ほか『干塔山遺跡j基山町遺跡発掘調交団1978

9 七回忠昭・天本洋一 rl町南遺跡j佐賀県教育委員会1983

11 西村隆司ほか『牟田辺遺跡j多久市教育委員会1978

10 その他、中原町原古賀三本谷遺跡でも弧状突出部をもっ、小規模な円形二重環濠がある。

ただし径約40mの環濠住居群程度で、性格不明。中原町教育委員会1988年度調主任

12 武雄市教育委員会1989年度調査

13 斐棺の出土数については藤尾慎一郎氏が詳細な図表を公表しているのを、不明にも後で知った

が、ここでは郡別を重視して独自の図を挙げる。数については藤尾氏と必ずしも一致しない。

(藤尾 「九州の饗棺J-r国立歴史民俗博物館研究報告j21-1989) 
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4 肥前国府跡調査の現状と問題点

肥前国府跡の所在地については古くから佐賀郡大和町久池一帯と推定され、事実、昭和50年

から59年の確認調査でその固庁跡と周辺官街郡の存在が明らかにされている。国庁跡の全容が

判る例としては全国的にも稀であり、しかもそれが確認調査の早い段階であったのは幸運なケー

スというべきであろう 。しかしながら国府が地方における政治機能を中心とした古代の都市計

画ある以上、問題は国庁のみにとどまるものではない。肥前国府跡の場合、確認調査以外でも

とくに近年、本書所収の惣座遺跡や久池井B遺跡をはじめ関連する重要遺跡の調査があいつい

でおり、肥前国府全体の変遷あるいは遺跡相互の有機的な関係等を問題とするのに必要な資料

が整いつつある。開発による損壊と表裏の関係にあるとはいえ、国庁とその周辺官衡が集中的

に調査され実態が比較的明らかな数少ない地域である点にこれら遺跡の重要性がある。

そこで本項では今回の報告を機にこれまでの成果をある程度整理し、なお多くの課題に当面

するであろう今後の調査・研究に備えるため、現状でのいくつかの間題について若干まとめて

おくことにする。

(1) 肥前田府跡をめぐる諸論

肥前国について『肥前風土記jはそ

の巻頭に「郡11所一郷70・里187、駅18

所一小路峰20所一下回、城 1所、寺

2所一僧寺」と記す。さらに肥前国府

が所在する佐嘉郡の条では「郷 6所一

星19、駅 1所、寺 l所Jと述べ、地名

や人名に、 「郡の西に佐嘉lllJ、 「県

主等祖大荒田J、 「土妹蜘大山田女・

狭山田女jの二女子、 「海神世田姫J

などの呼称、が登場する。この佐嘉郡条

が記す風土記の世界がまさに肥前国府

が所在する現在の佐賀郡大和町久池井

一帯である。駅1所は肥前国府に併設

されたものであろうし、寺 1所は肥前

国分寺および国分尼寺であろう 。また

佐嘉川は郡の西限になる現在の嘉瀬川

であり、その上流にあたる久池井北方

l基賂駅 2 .~J 山駅 3. (ワ 4.(つ佐嘉駅 6高来駅

7賀周駅 8大村駅 9逢鹿駅 10登望駅 11杵島駅 12.Jl品目駅
13. (つ 14.新分駅 15. (つ 16船越駅 17山田駅 18野島駅

(0は駅推定地)

F ig. 215 肥前国古代駅路
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第 4章 総 括(肥前国府)

の地に淀姫神社がある。さらに山田の地名は現在でも久池井と向かい合う嘉瀬川の西側地域で

字名として残り、墨書あるいはへラ書き土器資料にもしばし登場する。

奈良・平安時代におけるこの地域の様子が文献に現われるのは風土記以外には殆ど皆無にち

かい。わずかに『日本霊異記下』の宝亀七年 (776) にみえる佐賀君児公の名や、天平勝年間

(749~757) 以降の国司省、後で問題にするが『和名抄』に記された「呼岐国府J の存在等の
断片的な資料に限られる。

国府に関する研究が一般的にそうであるように、肥前国府の場合も地名考証および地理学的

な観点から所在地の考察が始まり、府域の設定に関心が向けられてきた。肥前国府が久池井一

帯に推定されたのはこの地域に国分寺・尼寺・惣座・印鎗など国府に関する地名がみられ、な

おかつ実際に寺跡や古瓦などの以降・遺物が認められることから当然といえば当然である。事

実、奈良時代の国庁跡は久池井字五本杉で所在が確認されている。ただ、その場合でも問題に

なるのが国府の移転云々であって、例の『和名抄』では肥前国11郡の中の小城に続け和訓を

「呼岐」とし「国府」を並記する。これについて吉田東伍氏は肥前国府の所在地はあくまで佐

嘉郡久池井であって、該当する遺跡の見当らない「小城jなる記述を誤認とした。以来、呼岐

国府はあまり問題とされることはなかったが、最近では木下良氏は、初期の国府は水害を被る

におよんで『和名抄』の編纂当時の 9世紀には一旦小城郡に移り、平安末期までには再度佐嘉

郡に帰車えしたと推論しており、日野尚志氏も同じく小城移転説を述べた。この問題は今だに決

着がついていないが、樋渡敏崎氏は『和名抄』巻 9では本来佐嘉郡の 6郡に含められるべき川

上が小城郡に含められていることを論拠に、現在の大和町川上一帯が『和名抄j当時は小城郡

であったが、あるいは小城郡と混同されたかいずれかの可能性、すなわち行政区分の変更や地

理観の混同といった観点からの検討も加味する必要があることを指摘している。

国府の府域については主に地理学の方面からいくつかの試案が出されている (Fig. 216)。

米倉二郎氏は当初、川上川(嘉瀬}11)渓口左岸の大和町一帯、すなわち惣座・久池井・尼寺に

わたる地域に正方位にちかい方 8町の国府域を設定したが、その後、久池井字五本杉で国庁跡

の遺構が検出されたことを受け、改めて新説を述べた。米倉氏によれば、初期の肥前国府は南

北軸が11
0

西傾する佐賀平野の条里に合わせた十一条一里の地に方6町の府域をもつものであっ

たが、狭l盗な地勢のため実際上は方 5町に制約された。現在みつかっている国庁跡は近江国庁

跡と同規模とすれば全体の庁域は方 2町と推定され、府郭の南辺中央に位置するものである。

そして天平宝字元 (757)年に介が任命されていることからみて、一般的な類例に従えばこの

時に肥前国が中国から上国へ昇格し、同時に方 6町から上国の規模にふさわしい方 8町へと府

郭が移転拡張された、というのである。この新府郭は従来米倉氏が述べてきた正方位にちかい

方8町の府域であって、方位が全く異なることから旧府域の町割りを廃して新たな道路網等の

設定を必要とする。現在みつかっている国庁跡について米倉氏は、上国昇格後も庁舎は新府郭
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①米倉説「初期」国府

②米倉説「後期j国府

③高橋説国府(最大方 7町の場合)

A 国庁跡

B 尼寺跡

C 国分寺跡

D 西海道

E 惣座遺跡

F 久池井B遺跡

G 久池井六本杉遺跡

H 東山田一本杉遺跡

Fig. 216 肥前国府復原案と関連遺跡

に合わせて新設されることなく、旧施設のまま利用された可能性もありうるとしている。

高橋誠一氏はこの米倉新説の意義を一定程度評価しながらも、米倉氏の示した初期国府の方

位、後期国府と条里との関係、国庁跡の時期等に疑念を呈し、府域の設定については米倉新説

を否定して詳細な地割復原図に基づき独自の府域設定を試みる (Fig. 217) 。高橋氏は米倉説

府域の東南方にあたる久池井・尼寺・北原・春日丘・国分北の一帯にかぎってみられるほぼ正

方位の l町方格地割が佐賀平野の一般的な条里とは全く別種の、いわば異方位の条里ブロック

であることに着目し、最大限で方 7町、最も可能性の高い府域として方 6町の範囲を推定して

いる。その際に論拠として挙げたのは正方位 l町方格地割の存在のほか、この地が台地状の地

形で米倉説 「方 8町域」の大部分が低湿な水田部であるのに比べると洪水の危険も少なく国府

の立地にふさわしいこと、府域の東辺に国分寺がまさに接すること、官道である西海道が当該

地割の外縁部をかすめていること、その他古瓦の濃密な散布地区が含まれること、などであっ

た。高橋氏の所論は詳細な地割図に基づくだけに説得力があり、また国分寺や西海道との関連
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まで論及して新味あった。現在みつかっている国庁跡と離れていることについては、これを発

掘調査の所見に依り 8 ~ 9 世紀の国庁と認めたうえで、1)何らかの要因、たとえば上国昇格や

災害等により国庁のみ高橋説府域から字五本杉に移転した、 2)初期はは字五本杉に国庁のみ建

設され後に府域に建設と整備が国庁と離れた地で実施された、 3)字五本杉周辺にも国府の存在

した時期があり先後関係はともかく 2ケ所に国庁を含む国府が営まれたなど、現時点では様々

な可能性が考えられると述べ、発掘調査の結果を待つとしながらも高橋氏自身は1)を該然性の

高いものとみた。このいくつかの可能性の提起は基本的な問題として重要である。ただ、高橋

説府域はその中央に国分尼寺を含むものであり、高橋氏が言うように仮にこれを外して北側の

方4町に府域を挟めて考えることができるものとしても、国分尼寺が国府の正面に位置すると

いった欠点が問題として残ることにはかわりがない。

木下良氏は、かつて国府域については米倉説をほぼ妥当としつつもその国庁域は低湿な水田

にあたり不適当とし、佐熊集落の北側約 2町四方の地を国庁域と推定した。この新たな国庁域

の推定については、規模はともかく位置はほぼそのとおりであることが発掘調査の結果確かめ

られている。そして最近の著書では各地の発掘調査結果をふまえ、これまで一般に論じられて

きたような国庁域を方向町と画定することにあまりこだわるべきではない、との立場をとり、

多くの国府想定地では周郭にあたるものが殆ど見当たらないと述べている。肥前国府について

も字五本杉の国庁跡周辺では条坊のような方格地割は認められず、方向町というような外郭線

も考えたいとし、また現在みつかっている遺構の方位・位置等は条里地割と関係ないと考える

ようである。これは条里地割(肝悶制)が先行し、条里呼称は 8世紀中頃に始まるものである

から、すでに 8世紀前半に多く整備された国府の位置が条里界線を基準にすることはありえな

との考え方に基づくものである。また米倉氏が提起した国の等級に応じた府域の拡張について

も実態とその必要性に疑問を提した。

そのほか、木原武雄氏は高橋氏と同じ国府を想定し、瓦が多く散布する久池井部落内に国庁

を、そしてこれを中心に方 5町の府域の設定を試みている。

(2) 発掘調査で検出された肥前国府関連遺構

肥前国府に関する上記の諸論は、国庁および府域の設定を時間的な国府の変遺の中で整理し

直す必要があろう。それでは実態として発掘調査の結果はどうか。Fig.218は字五本杉の国庁

周辺において、これまでの発掘調査で検出した主に奈良 ・平安時代を中心に掘立柱建物跡およ

び講を概略表わしたものであり、詳細図はく付図2>としたのでそれを参照されたい。

国庁跡および惣座遺跡 現在、字五本杉でみつかっている国庁跡は広義の惣座遺跡に含めら

れる。先に旧地形復元図で示したとおり (Fig.5)、惣座遺跡は嘉瀬川渓口東岸の細長い微

高地上にあり、国庁跡はその南端に位置する。これがある時期の国庁であることには誰も異議

を唱えるものはいない。 (Fig.219)。
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第4章総 括(肥前国府)

この国庁跡は四周の溝の中心で測って南北104.5m、東西77.2mの規模をもち、 i奔と築地に

閉まれて前殿・正殿・後殿が南北中軸線上に並び、前殿の左右に各 2棟の脇殿を配する。また

正殿の左右には回廊が取り付いて郭内を前後に 2分し、南門は築地を内に曲げて八脚門を設け

る。北側に後門が想定されることもあるが、問題の建物の位置・切合からみて疑問である。南

北軸方位は 7
0

西に傾く。各建物は前殿と後殿が共に 7間X2間で、それぞれ l回づっ柱穴掘

形を利用しての建替えが認められた。正殿は身舎部分は前殿・後殿とほぼ同規模の 7問X2聞

で、これに出 1聞の 4面廟が付く。ただし建て替えは行なわれていない。脇殿はいずれも 7問

X2問で各々 l回づっ建て替えを行なうが、西脇殿南棟SB025の場合は別の建物2棟を切って

つくられている。したがって脇殿南棟にかぎっては創建当初から存在したとは必ずしも断定で

きず、あるいはこの部分で、は当初楼閣風の小規模建物が造られたことも考えられるという。南

門は 2回建替えが認められ、最後には礎石使用に変わっている。このような肥前国庁の建物配

置、とくに脇殿が整然と並ぶ盛期の姿は大宰府政庁のE期に類似するものであり、その建設に

あたって大宰府の規制がつよく働いたことを窺わせる。

時期については問題が多い。手掛かりになるのはQF16発掘区の遺構の切合いで、大宰府周

辺の土器編年でいえば、後殿SB060が8世紀中頃の SD607・SD068溝を切り、 10世紀初頃

のSK080土墳に切られている。他に前殿や脇殿等の柱穴抜跡などから出土していた資料も若

干あるが、 8世紀中頃の上限を示すにとどまる。また国庁域から出土する土器は全体として 8

世紀が主体を占め、 9世紀で、は激減しながらも10世紀初頃までのものがみられる。したがって、

この国庁が創建当初から前殿・正殿・後殿が揃ったものであったと考え、大宰府周辺の土器編

年でいえば、上限は 8 世紀中頃となる。出土瓦に鴻臆館式がみられ、一帯から 7 世紀後半~8

世紀前半の土器が出土してすることもあって、従来この国庁の創建時期は 8世紀前半とされて

きたが、そこまで遡るかどうかは土器の年代観も含め再検討する必要があろう o もし 8世紀前

半あるいはそれ以前に国庁が造られたとすれば、それは別の形を考えてもよい。廃絶時期につ

いてきおそらく 9世紀のうちであろうが、最後段階の建物配置がどのようなものであったかは

不明である。ただ途中、前殿・後殿・脇殿が l回づっ建替えられているのに郭内の最主要建物

である正殿と回廊にその痕跡が認められれないのは、あるいは 2期目の建替えで礎石使用に変

わったためかと推定する。完掘したわけではないので、この間庁跡についてもまだ問題が多い。

次に国庁跡近辺で検出された主要な遺構をみると、東南隅の通称「かわら塚jでは 50西傾

した 5問X3聞の東西棟SB008がある。西側では国庁の外郭を示す可能性のある溝SD1l5の

ほか、西南隅ちかくでは南北中心軸が16
0

西傾して直角に曲がる SD166溝、やや離れて10
0

酋傾すると東西棟SD168がある。とくに SD166の角は現在の地割りともよく合致しており、

何らかまとまりのある施設を区画する溝の可能性があるものとして注意する必要がある。

北側では 7
0

西傾の 5問X3聞東西棟SB104が国庁北辺築地に切られ、さらにその北に、

-390一



2
0 

30'西傾の 7間X3関東西棟SBOOlがある。RG33発掘区では 4。西傾の 5問X3問南北

棟の SB004ほかがあり、この SB004と方位も一致させて SD022東西溝がSD021南北溝に直

角につき当る。 2条の溝は同時期とみられ、 SB004ほかの建物等を区画するものであろう 。

なお、 SD022は今回報告した調査区の SD205に向うが、方位からみて継がるとは思われず、

方向性という点ではむしろ SD208にちかい。また SD021はSD020を切るが、この SD020は

8。西傾して北に向かい SB239ほか総柱南北棟3棟の西側柱列の基線にほぼ一致し、かっ S

D205とも方位をほぼ揃えるものであること、さらに RG発掘区内では SB004西北側の正方位

建物ら切られていることを注意しておきたい。

QB09発掘区では 2
0

西傾する東西棟SB171があり、その西側の築地SA155がみつかつて
。司

いる。この SA155は南北軸が約 3
0

西傾しQB09発掘区の中で直角に曲がり、北側はQB12発

掘区に至る66m以上とみられ、西側はQBll発掘区の至る37m以上を測る。国庁跡以外では唯

一の築地遺構であり、これが何を区画するものであるか重要な課題であるが、内郭が未調査の

ため性格は不明である。方位という点では今回報告した SB007総柱建物がこれにほぼ等しく、

近接した位置関係にあることが注意される。南側に SD141東西溝がある。

今回報告の調査区については既に述べたとおり、第 I期には SD205に東側を区画されて 4

問X3聞の総柱建物 7棟が全体に 9。西傾して鍵形に並ぶ。正倉群に当たるとみてよいであろ

う。時期は SD205溝埋土土器から 8世紀前半と推定する。第H期には 6問X2閉ま長棟 2棟

がほぼ正方位に沿って第 I期とは逆鍵形に並び、西側に 4問X4聞の総柱南北棟を配す。第E

期の建物は切合いの事実からみて第 I期のそれとは並存せず、時期は SD208埋土土器の示す

年代にちかいとすれば8世紀後半と推定される。第皿期ではおそらく平安時代に下って、小規

模な建物 2棟が造られるが、もはや官街的な性格のものではなくなっている。

このように国庁の近辺では 7問X2問、 6問X2問、 5間X3問といった大型長棟や正倉と

推定される大型倉庫群が多く分布するほか、明確な区画溝や築地があって官街群を形成してお

り、相互の関係および時期について今後、問題とすべき点が多い。ただ、方位については一般

的に言われてきた正方位→斜傾方位とは逆に、惣座遺跡で斜傾方位→正方位への順序を確認で

きたことは、あまりにも基本的なことながら重要な事実として認識する必要がある。惣座遺跡

の今回報告地区における建物の場合、西傾群 (9。前後)と正方位群、それと中間的な 3。前

後のものがある (Fig.220)。固庁跡および他の官街的建物・溝等は、実際並存したかどうか

は別として、群として大別すれば7
0

~グ西傾するものと正方位をもつものとのいずれかに属

する場合が多く、時期の前後もおのずから推定できるが、 SX155のように中間的な方位をも

っ遺構あるいは SD166のように極端な傾きを示す遺構についてはどこに位置づけられるのか、

今後の課題として残される。これは国庁跡の変遷に関わるとともに、奈良時代における国府の

地割および機能にも関わる問題である。
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第4章 総 括(肥前国府)
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惣座遺跡

久池井B遺跡
1 . II区

久池井B遺跡
皿区

E w E 

F ig. 220 惣座遺跡・久池井B遺跡の掘立柱建物跡方位

久池井六本杉遺跡 国庁跡から北々西約250mに位置する。惣座遺跡と同じ微高地上にあっ

て嘉瀬川のまさに渓口を占める。昭和63年の大和町教育委員会の調査で奈良時代の掘立柱建物

跡12棟ほかが検出されており、ちかく報告書が刊行される予定である。ことに盛期の建物群は

壮大で、掘込地業の基壇をもっ 7間X3問および 7間X3聞の東西棟 2棟が東西に並び、その

南側前面にも基壇造の6問X2聞の東西棟が配されており、柱穴掘形も大きなものは 1辺が2

mちかい。調査者はこの盛期の建物群の時期を 8世紀前半と推定しているようである。方位は

上記3棟が約11。西傾、他の 9棟のうち 8棟は 70 ~ 120

までのうちに収まるが、 l群中もっ

とも新しいとみられる四周に溝を巡らせた10世紀に下る l棟のみ約 3。西傾して正方位にちか

い。国庁跡からこれだけ離れ、しかも国庁跡の建物をしのぐほどの大規模な建物群が整然と配

されて見つかったのは予想もしなかったことである。国府の中の官街的建物であることは間違

いないがどのような機能をもつかは不明。米倉説 ・高橋説いずれの推定府画からもは外れる。

久池井B遺跡 1 . II . m区の様相は既に述べたとおりであるが、ここでは建物跡および溝

等の全体的な配置を中心にまとめておこう 。久池井B遺跡は惣座遺跡、とは低地帯によって区別

される別の微高上にあり、その南端は途中一旦途切れて惣座B遺跡に続く。旧地形および確認

調査を含む発掘調査の結果からみると I~皿区で検出した遺構をもって久池井B遺跡、の主要部

分のほぼ全容と考えてよいと思われる。
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建物跡は、まず方位を基準にしてみると、正方位にちかいもの、 7
0

前後西傾するもの、 15
0

前後西傾するもの、のおよそ 3群があり、その他少数の中間的なものやわずかに東傾するもの

がある (Fig.220)。時期の判明する建物では 8世紀前半に E区で SB762・SB763.SB76 

5の西傾棟が造られ、 8世紀後半には田区で SB740、H区でSB343ほか多くの正方位棟が造

られる。したがって惣座遺跡でみた西傾群→正方位群への建物群の方位変化はここでも基本的

に同一であると考えられる。これら建物群のうち、配置に規格性をもつのは E区の一群で廊付

を含む SB343~ S B345の大型長棟3棟が正方位に沿って鍵形に並び、北側背後に 2間X2聞

の倉庫 5棟がこれも整然と並ぶ。 E区の SB702もこの一群に含まれる可能性があり、その場

合は SB345との聞の現在国道263号線下にもう 1棟南北棟の存在を考えてよいかもしれない。

それ自体で完結した何らかのまとまりある官街的建物群であることは確かでLあり、既に国司ク

ラスの館あるいは字五本杉とは別の国庁とする見解も出されている。

E区の建物群は E区の一群との聞に約40m幅の空閑地帯をもって密集するが、 E区に比べて

全体に規模が劣り配置も規絡性に乏しい。 5間X3問あるいは 5間X2間といった大型長棟5

棟のうち 8世紀前半の SB763・SB765は7
0

~8。、 S B761は15
0

大きく西に振れ、これら

3棟は調査区の北側にかたまるが、とくに規格的な配置をもつわけではない。残る 2棟は調査

区の南側に位置する 8世紀後半の正方位群の建物で、 SB702が前述のとおり E区の一群に含

められるとすれば、 SB740のみ離れて存在することになる。北辺に SB773とSB774が並び

はするが3間X2間の比較的小型の建物で、ある。このE区で多いのは 3間X2聞の構造もつ官

街的性格とは言ぃ難い建物で、 I区の建物もこれに似る。

これら建物全体としての存続時期は 8世紀のうちに収まり、一部下ったとしても 9世紀初で

ある。土墳墓の存在からも明らかなように、 9世紀末以降は rr.rn区で点々と墓地が造られ、

私権が入り込んだ状況を呈するようになる。

その他、井戸は SE302が飛び抜けて大型で、側溝をもっ。道がE区建物群の西脇に通じてお

り、おそらく並存したであろう。溝はE区の SD712がI区まで続くほか、何らかの区画を示

すと見られる SD780・SD753・SD721等がrn区を中心に奈良・平安時代に多く掘られてい

る。その中では皿区で SB765を切り 8世紀後半と推定される SD753東西溝が方位を 2
0

南に

傾け、これとSD788が南北間隔約108m、すなわち l町に等しいことが条里地割との関係で注

意される。

久池井B遺跡、で現在見る地割は惣座遺跡とは異なり、南北軸が正方位あるいは部分的にはわ

ずかに西傾するが、大局的にみれば東方台地に拡がる正方位条里に含まれるべきものである。

8世紀後半の正方位建物群はこの地割に関連するとみられ、その分布はE区南半から 1. rr区

を覆う。惣座B遺跡、の建物群も、分布は粗く全体の配置は不明であるが、基本的にはこうした

正方位建物群を主体とするものであろう。
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第4章 総 括(肥前国府)

東山田一本杉遺跡 国府期の大規模な建物群は嘉瀬川の西でも、惣座遺跡と向かい合う東山

田一本杉遺跡で存在が確認されている。ここでは全体は不明ながら、両側に溝をもっ基底幅10

尺の築地に固まれ、廟府を含む 7間X4問、 5問X4問、 5問X3聞など正方位に整然と配置

された大型建物がみつかり、円面硯や緑軸陶器、刻印土器などが出土している。また、その西

側の西山田三本松遺跡は元々東山田一本杉と一連の遺dで多くの倉庫建物等が検出されている。

出土した墨書土器の中に「産1と読めるものがあり、風土記にいう佐嘉駅が国府に付随してこ

の近辺にあることをにおわせ興味深い。ただし、これら遺構が国府との関係でどのような機能

を果すものであるかは今のところ明らかになし得ない。

国分寺跡・国分尼寺跡 国分寺跡は国庁跡の東南東約1.3kmの大字尼寺字真島にあり、現在

でも建物基壇や礎石が一部で露出している。確認調査の結果、寺域は方 2町とみられ、これを

築地で囲んだ中に中門をもっ回廊が巡り、回廊内に塔・金堂・講堂等の配置が推定されている

(Fig. 7)。南北中軸方位は 4
0

28'西傾する。しかしながらこの復原案についてはまだ不確

定な要素が多く、解決すべき課題が多い。例えば建物の配置、門の位置もそうであるし、寺域

もはたして不等四辺形かどうか。また方位が4
0

以上傾くのは同一条里の中で同時期に造られ

たであろう国分尼寺と異なるし、高橋氏がいう 1町方格地割とも違う。これは国分寺の創建が

この地域の条里施行以前であることを示す微妙なズレであるのか、それとも我々の方位の把握

が間違っているのか、さらに国府との位置関係はどうか、等々についてである。

国分尼寺は国分寺と約 2町間隔をおいてその西に位置する。寺域は方 1町と推定され、大和

町教育委員会が昭和59年に実施した調査で両側に溝をもっ築地の東北隅が見つかっている。埋

土中出土の多くの墨書土器は法華経の題目を写したものであり、中に「尼寺」と書いたものが

みられることなどから、これが国分尼寺の遺構であることは疑いない。方位は約 2。西傾する。

条里との位置関係では、高橋氏が示した条里の坪境とこの築地とは北辺で l筆分喰違いがある

ようであり (Fig.217)、これをどのように解釈あるいは修正するのかは今後問題とすべきと

ころである。

その他の関連遺跡 国分寺跡の南を通加する西海道跡は木下良氏によって中原町から小城町
聞

に通じる20数kmの直線道の痕跡を残すことが明らかにされている。久池井一帯でも現在の地

割によく残っている。ただ、この西海道は巨視点にみれば確かに直線的に12
0

前後南に傾いて

佐賀平野を横断するものであるが、部分的にみれば案外曲折があり、例えば尼寺跡、の南側でも

2ケ所でわずかな屈折が認められる (Fig.216)。所々屈折しながら全体として南に下がって

行くようであり、したがって部分的には傾斜は10。以下で緩く、国庁跡の正方位の対する傾斜

と比べてさほど極端にかわるものではない。西海道は神埼郡吉野ケ里遺跡をも通過しており、

調査で 8世紀前半の年代が考えられている。

その他の関連する重要遺跡は多いが、とくに64年12月の大和町教育委員会の調査で、国庁跡
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東方の台地上にあたる久池井字宝満で初めて方形掘形の大型建物が一部検出されたのは注目に

価する。建物はほぼ正方位をとるようであり、この一帯が高橋氏のいう I町方格地割の正方位

条里をもっ国府推定地の一つであることから、今後の周辺調査に期待がもたれる。

(3) 肥前国府跡の変遷

以上述べてきた調査の現状から、あくまで現時点で、肥前国府の変遷をどのように把えるこ

とができるか、肥前国府に関する各氏の所論をふまえながら以下にまとめてみる。

まず創設期についてであるが、高島忠平氏は 7 世紀末~ 8 世紀初に最初の国府が出現したと

考え、これを I期とし、柱間が天平にのらず方位が一定しない妻3聞の建物をこの時期に当て

る。そして H期の初め 8世紀前半に字五本杉に国庁が造られ全体の整備が進んだとし、 8世紀

の律令盛期におけるそのような動向は大宰府の政庁出現期に似ており、大宰府の整備と軌をー

にするものではなかったか、と述べている。一帯の建物の出土状況からみると、たしかに高島

氏のいう I期に早くも国府が出現した可能性は必ずしも否定できない。明確な府域は設定され

なかったとしても、少なくとも何らかの形で行政機能を果した建物等の存在は可能性として考

えてもよいであろう。しかしながら今のところ、明確に 8世紀初以前に遡る建物等は確認され

ておらず、この問題は将来の課題とせざるを得ない。ただし高島氏がI期に挙げた建物は方位

が正方位群に含められるものを含み、また柱問も 8世紀後半にさえ天平尺にのらない妻 3聞の

建物が存在することであるから、それをも って直ちに I期の存在を言う根拠にはならない。

国庁は 8世紀前半、あるいは遅くとも 8世紀中頃には確実に存在する。ところがその立地た

るや西海道から遠く、水害の危険にさらされた嘉瀬川沿いの狭い微高地上のしかも突端といっ

た最悪の条件としか思われず、唯一便があるとすれば嘉瀬川の水運だけである。国庁の建物配

置は確かに整然としているが、このような立地条件でははたして国府としての府域まで設定し

たかどうか疑わしい。固庁跡の方位にちかい、あるいは酋傾方位の周辺官街は今のところ惣座

遺跡がのる嘉瀬川沿いの微高地上にほぼ限られ、他は久池井B遺跡の西辺E区に一部存在する

だけで、殆ど拡りをもたない。この点からいうと、米倉氏の推定した初期国府域は実体として

殆ど意味をなさず、したがって字五本杉に国庁が出現した当初には、木下氏が言うように必ず

しも明確な府域は想定せずともよく、むしろ方向町といった府域は、少なくとも惣座遺跡がの

る微高地上には存在しなかったとみた方がよいと思われる。ただし国庁の方位にちかい建物、

あるいは10
0

前後西傾する建物・溝が離れて存在する事実は一帯の区画・配置に何らかの基準

が存在したことを示すものであって、それまで否定すべきではないであろう 。この時期の遺構

がやや商傾するのは西海道に規制されたか、または河川および地形の走向に制約されたか、い

ずれかの条件下で基準が定められた結果とみたい。

8世紀後半にな って国府の本格的な整備が実施される。この際の整備は相当広範にわたり正

方位を基準とした条里制を施行したもので、高橋氏が明らかにしたように久池井一帯の台地上
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第4章 総 括(肥前国府)

で l町方格地割が方 7町の範囲を中心にみられ、さらに、 1町方格とは言えないが正方位にち

かい地割が国庁の北側まで及んでいる。これは正方位群に含められる建物遺構の分布ともよく

合致しており、惣座遺跡・久池井六本杉遺跡・久池井B遺跡、の正方位群建物群はこうした 8世

紀後半の地割改変以後に登場したものであろう。さらにいえば、この正方位を意識した地割り

は嘉瀬川西岸の東山田遺跡周辺まで及んだ可能性もある。

ところが、この時の地割改変に伴って国庁も東に移転したかというと、必ずしもそうは言え

ない。国庁跡にみる建替の実態からいうと少なくとも 8世紀末頃まではそのまま存続したよう

であり、近辺の惣座遺跡・久池井B遺跡でも 8世紀後半になお官街的建物の建設は盛んである。

そして何よりも、高橋説国府では国分尼寺の位置がどのようにも不都合で、字宝満周辺に何ら

かの官街的建物のまとまりは予想できるが、今のところ国庁存在の明徴をみない。したがって

現状では米倉氏が可能性として述べたように、新府域(推定府域の当否は別として)設定後も

字五本杉の国庁はしばらく残り利用された、とみるのが最も妥当であろう。高橋氏の挙げた先

のいくつかの可能性でいえば2)にちかく、1)は否定する。それならばこのたびの大規模な地

割変更は何のためであったか、という疑問は当然出てくるが、今は明確な説明の根拠をもたな

い。この点では高橋氏のいう 3)が今後検証すべき課題となろう。高橋説国府、米倉説後期国

府、あるいはその他、いずれにせよ国府域はまだ画定できないし、あるいは木下氏のいうよう

に府域の画定にあまりこだわる必要がないのかもしれない。

字五本杉の国庁が 9世紀に入っても同じ地に存続したかどうかは不明である。ただし惣座遺

跡・久池井B遺跡の官街的建物はほぼ8世紀のうちに終わり、国庁跡でも 9世代の出土遺物は

激減するらしい。そうしてみると、この国庁が9世紀に存続した可能性は必ずしも否定できな

いまでも、一方では 9世紀に別の地に移転したとの説も改めて浮上してこよう。これについて

は様々な可能性が考えられ、例えば突飛ではあるが、東山田遺跡の築地遺構を新国庁とみて、

「呼岐国府」は嘉瀬川西岸という地理区分からこれを小城郡に含めた憶測することもできるし、

最も可能性の高いものとしては高橋説の府域内にこれを求めることもできる。ただしその場合

は国府の移転というよりは、実質国庁と関連官衝の移転ということになろう。また移転があっ

たとすれば、理由はは上国昇格云々よりも嘉瀬川による東岸浸蝕の危険や西海道に遠いこと、

あるいは新条里地域との連絡の便をはかったことなどが考えられるが、あくまでそれは 9世紀

に国府ないし国庁の移転を仮定しての話しである。

9世紀末までには字五本杉の国庁は廃絶してしまっている。 10世紀以降の律令制衰行期に肥

前国府がどのような命運を辿ったかは今のところ殆ど不明である O

以上を要約して肥前国府跡の変遷を次のように推論する。まず、 7 世紀末~8 世紀初には区

画の定まらない国府が出現した可能性もあるが、推定の域を出ない。 8世紀前半あるいは遅く

とも 8世紀中頃には字五本杉に国庁が整然たる姿で登場し、惣座遺跡の微高地を中心に周辺官
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街が形成される。ただし明確な府域をもたない。西海道の整備はこれ以前であろう 。 8世紀後

半に久池井の台地を中心に正方位条里が施行されるが、字五本杉の国庁跡はしばらくはそのま

ま利用される。国分寺・尼寺の創建もこの時期であろう 。正確な位置・規模は不明ながら、こ

れが新たな府域にあたる。 9世紀になっても字五本杉の国庁跡は存続したかどうかは確証はな

いが、別の地に移転した可能性がつよい。
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図版



惣座 遺跡



惣座遺跡 肥前国府跡周辺航空写真〈上北〉





惣座遺跡 遺跡全景航空写真〈上東〉



惣座遺跡

l 遺跡全景航空写真〈西南から〉

2.同 〈西から〉

3.同 〈北から〉



P L. 5 

惣座遺跡 1.遺跡全景〈東から〉

2. 問 〈西から〉



惣座遺跡 1.遺跡東側航空写真 〈南から〉

2.遺跡東側〈北から> 3.遺跡東倶ij<東から〉



惣座遺跡

1. S D019溝 〈西から〉

2. S D0l9 i葬

才 1;突出部 〈東から〉

3. 同 〈北から〉
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惣座遺跡 1. S D019溝西端断面 〈東から〉

2. 同 西端 2G区遺物出土状況 〈北から〉

3 同 d断面トレンチ西壁 〈東から〉



惣座遺跡 1. S D019溝南辺東端遺物出土状況 〈東から〉

2. S D0l9溝東辺g断面南側〈南から〉

3. 向 g断面北側〈南から〉



惣座遺跡

1. S D207講 a断面

〈西から〉

2.同 C断面

〈西南から〉

3. S D204溝遺物

出土状況 (hトレ)



惣座遺跡

1. S B212竪穴住厨跡

〈北から〉

2. S B 213. S B 214 

竪穴住居跡 〈東から〉

3. S B217竪穴住居跡

〈西から〉



惣座遺跡

1. S B218竪穴住居跡

〈西から〉

2. S B215竪穴住居跡

〈西北から〉

3.同 遺物出土状況

〈西北から〉



惣座遺跡

1. S B220 -S B223竪穴住居跡付近 〈上北〉

2. S B220 ・SB221・SB222堅穴住居跡 〈北から〉



惣座遺跡

1. S B222竪穴住居跡

〈東北から〉

2. S B219竪穴住居跡

〈西から〉

3.同南壁際の仇製鏡

出土状況〈北から〉



惣座遺跡

1. S B224 ・SB225 

竪穴住居跡〈南から〉

2. S B225南壁側磯群

〈北から〉

3. SB226竪穴住居跡

〈西北から〉



惣座遺跡

1. S B 223 ~ S B 270 

竪穴住居跡〈東から〉

2. S B 266 ~ S B 270 

竪穴住居跡〈北から〉

3. S B263竪穴住居跡

〈北から〉



惣座遺跡

1. S B269竪穴住居跡

〈南から〉

2. S B268竪穴住居跡

〈北から〉

3. S B270竪穴住居跡

〈北から〉



惣座遺跡

1. S B272竪穴住居跡

〈東から〉

2. S B271竪穴住居跡

〈南から〉

3. S B262竪穴住居跡

〈東から〉



惣座遺跡、 1. S B 282 ~ S B 293竪穴住居跡付近 〈上北〉

2. S B273 ・SB274竪穴住居跡 〈東から〉



惣座遺跡

1. S B281 ・SB282 

竪穴住居跡〈東から〉

2. SB282竪穴住居跡

〈南から〉

3. S B283竪穴住居跡

〈南から〉



惣座遺跡

l. S B284竪穴住居跡、

〈東南から〉

2. S B 285 . S B 286 

竪穴住居跡〈東から〉

3. S B 289 . S B 290 

竪穴住居跡〈上北〉



惣座遺跡

1. S B290竪穴住居跡

〈南から〉

2. SB291 ・SB292 

竪穴住居跡〈北から〉

3. S B293竪穴住居跡

〈北から〉



惣座遺跡

1. S B009 ・SB010 

竪穴住居跡付近 〈南から〉

2. SB009 . SBOlO 

竪穴住居跡〈東から〉

3. S B009竪穴住居跡

〈西から〉



惣座遺跡 S B249 ~ S B257掘立柱建物跡付近

〈上東〉



惣座遺跡 1. SB249-SB251掘立柱建物跡〈商から〉

2-5 SB250柱穴断面南側柱列(西東}II買)



惣座遺跡 S B276 ~ S B278掘立柱建物跡付近

〈上東〉



S B277北側(東西順)及西南隅柱穴

S B278北側柱穴(西東順)

S B259北側柱穴(西東}I/買)

惣座遺跡 S B259 ・SB277 . S B278掘立柱建物跡柱穴断面



惣座遺跡

1. S J 233斐棺墓〈北から〉

2. S J 237斐棺墓〈北から〉

3. S J 181婆棺墓〈北から〉



惣座遺跡

1. S C180石蓋土壌墓

〈西から〉

2. 同供献査出土状況

〈南から〉

3. S K182土墳〈南から〉



惣座遺跡

1. S K 227 . S K 228 

土嬢〈北から〉

2. SK230 ・SK231 

土壌〈北から〉

3. S K236土墳

〈北から〉



惣座遺跡 1. S B239掘立柱建物跡およびSX238柵〈東から〉

2~5 同柱穴(2東南隅、 3・4・5北側柱列)



惣座遺跡 1. S B240掘立柱建物跡〈南から〉

2 ~ 5 同柱穴断面(南北順) <西から〉



惣座遺跡 1. S B241掘立柱建物跡〈北から〉

2. 同柱穴断面(北南)11買) <西から〉



惣座遺跡 1. S B242掘立柱建物跡〈上北〉

2. 阿 〈東から〉



惣座遺跡 1. S B243掘立柱建物跡 〈上西〉

2. 同 〈南から〉



惣座遺跡 1. S B244掘立柱建物跡〈上東〉

2. 同 〈南から〉



惣座遺跡 1. S B245 . S B246掘立柱建物跡〈南から〉

2・3・4 . S B245柱穴断面南側柱列 (西東順) <南から〉



惣座遺跡

1. S B247掘立柱建物跡

〈上西〉

2. 同 〈西から〉



惣座遺跡

1. S B260掘立柱

建物跡〈上西北〉

2.同 〈西から〉



惣座遺跡 1. S B261掘立柱建物跡 〈上北〉

2.同 〈上北〉



惣座遺跡 1. S B261掘立柱建物跡 〈南から〉

2 ~5 同柱穴断面 北側柱列 (西東}II買) <南から〉



惣座遺跡 1. S B007掘立柱建物跡 〈南から〉

2. 同 〈西から〉



惣座遺跡 1. S D 204 . S D 205溝〈北から〉

2. S D205溝d断面〈南から〉

3. 同 e断面〈南から〉



、、 2 

" 

.~ 

惣座遺跡

1. S D208付近〈上西〉

2.同b断面〈南から〉

3. 同C断面 〈南から〉



惣座遺跡 1. S B279掘立柱建物跡〈上東〉

2. S D018溝a断面〈西から〉



惣座遺跡

l. S K232土墳〈北から〉

2. S K235土壌〈東から〉

3. 同埋土断面〈南から〉



P L.47 

24 28 
s J 233上斐 S D0l9埋土

30 
S D204埋土

S J 233下斐

26 

S J 237 S D0l9埋土

惣座遺跡 弥生土器l.斐棺 24. 25 )i 

26・28・29・31 泊



P L.48 

¥: 

i/ 

32 33 

36 37 

惣座遺跡 弥生土器 2 斐 比



P L .49 

40 46 

42 48 

44 45 

惣座遺跡弥生土器 3 斐 ys





P L.51 

57 

62 

58 

64 

59 

60 65 
い棚田一 r 川一 一m

惣座遺跡弥生土器 5 斐 57・58・65μ59・60・62・64 );5 



P L.52 

68 ~-繍榊-- 69 

70 75 

71 73 

76 -・田 366

惣座遺跡弥生土器6 斐 68~71 ・ 76 ・ 366 % 73・75 74' 



P L.53 

79 

80 

83 

82 

81 84 

惣座遺跡弥生土器 7 壷 79・81~84 ys 80 )i 



P L.54 

85 86 

87 回

惣座遺跡弥生土器 8 壷%



P L.55 

91 92 

93 94 

95 96 

惣座遺跡弥生土器 9 査 % 



P L.56 

97 

99 

98 

102 

101 

惣座遺跡弥生土器10 査%



P L.57 

103 104 

106 113 

107 110 

108 314 

惣座遺跡弥生土器11 査 103・104・106・110 ys他冗



P L.58 

1
 

1
 

1
 

117 

118 

119 

120 

123 124 

125 

惣座遺跡弥生土器12 壷

378 

111・118・119・123・124 ~ 

117・120 ys 125・378 YJ 



P L.59 

126 128 

長，
129 134 

132 

123 

130 

125 

惣座遺跡

131 
弥生土器13 査

126・127 YJ， 130 );5.他x



P L.60 

137 

144 

145 

138 

149 

惣座遺跡弥生土器14 高杯);5





P L.62 

162 

171 

， 

179 

惣座遺跡

168 

163 

弥生土器16 鉢

163・179 ~ 

他%

166 

170 

172 

178 



P L.63 

180 184 

185 186 

H犯 189 

194 187 

198 197 

192 161 

惣座遺跡 弥生土器17 鉢 189・198・161!i 198 ya.他 u



P L.64 

351 

2∞ 

205 

212 

219' 

228 

惣座遺跡弥生土器18 鉢 214・219・225・228・229 YJ.他%

371 

204 

211 

214 

225 

229 



202 

299 

230 

234 

惣座遺跡弥生土器19 境・甑・器台

P L.65 

298 

301 

202ジョッキ形境 ya .298・299・301甑%

231 243 

235 

器台231)1.他%



P L.66 

238 239 242 

244 246 247 

248 250 251 

惣座遺跡弥生土器20 器台%



P L.67 

233 252 256 

，257' 259 261 

262 :263 

惣座遺跡弥生土器21 器台 262 >i， 259 ){，他元



P L.68 

264 265 270 

271 272 276 

277 282 283 

344 285 284 

惣座遺跡弥生土器22 支脚%



惣座遺跡

弥生土器23

支脚・杓子・蓋 M 

287 

293 

296 

280 

P L.69 

2朗

295 

297 

307 

309 



P L. 70 

後器

1-5 石鎌

6 -14 石包丁

18-23' 砥石

惣座遺跡縄文・弥生時代石器



379' 

416 419 

417 

418 
420 

P L.71 

380 

小型伶製鏡%

15 

紡錘車K

惣座遺跡鏡・玉類・紡錘車，弥生時代鉄器 l



P L. 72 

383 384 

382 

388 
385 386 

387 

389 

惣座遺跡 弥生時代鉄器2 鉄斧%



P L. 73 

393 
3ω 

395 

396 398 

413 
414 

412 

411 

410 

惣座遺跡弥生時代土器 3 鎌・鍬・のみ・錨 M



P L. 74 

405 

401 

一一一ァー一--甲田'開閉Fヲ岡寸 - 全 --、r 一 一一一 戸 -- ・ ζ - μ 寸作 過ν: 志匂¥1二「 ‘ J 、川IID'・・-、、..-咽ー - 一一一一 aト ーー一 ー'~ム=よお...札IFAA---
403 

4回 407 

輔額轍融自'

覇難臨選勝
409 

惣座遺跡弥生時代鉄器4 鎌・万子%



P L. 75 

445 449 

447 450 

古墳時代 S D201出土土師器 M 

働側h

4日 457 

458 460 

462 463 

惣座遺跡

奈良・平安時代講出土須恵器 ・土師器 I 457・458・463 7:i他%



P L. 76 

465 

4日

467 

473 

hiトミ
473 

惣座遺跡

奈良 ・平安時代 S K235出土須恵器・ 土師器 2

468 

469 

470 

471 

472 

465・468>"2' ，473 y4 

474比，他 M



久池井 B 遺跡



久池井B遺跡 1. II区 I区・ E区全景航空写真 〈上北〉



P L. 78 

久池井B遺跡 1. II区 1. 1区全景航空写真 〈西から〉

2. 同 〈南から〉



久池井B遺跡 I. II区 1. I区全景航空写真 〈上北〉

2. 同 〈南から〉



久池井B遺跡 1. II区

1.1区北側建物群ほか

〈東から〉

2. S B312 ・SB313 

掘立柱建物跡 〈南から〉

3. SB310 ・SB311 

掘立柱建物跡 〈南から〉



久池井B遺跡 I. II区 l. S B314掘立柱建物跡 〈西から〉

2. S B315掘立柱建物跡 〈南から〉



久池井B遺跡 I. n区 1. S E302井戸 〈北から〉

2. 同 〈南から〉



久池井B遺跡 1. II区 1. SK316 ~SK320 土嬢 〈東から〉

2. S K 324 -S K 326土墳 〈西から〉



久池井B遺跡 1. II区 E区全景 〈上北〉



久池井B遺跡 I. II区 1. S B343 ・SB344掘立柱建物跡 〈西から〉

2. 同 〈東から〉



久池井B遺跡 1. 1I区 l. S B344掘立柱建物跡 〈南から〉

2. S B343掘立柱建物跡 〈南から〉



久池井B遺跡 1. II区 1. S B345掘立柱建物跡 〈北から〉

2. 同 〈東から〉



久池井B遺跡 1. II区 S B334 ~ S B338掘立柱建物跡 〈上西〉



久池井B遺跡 I. II区

掘立柱建物跡

〈西から〉

2. SB338掘立柱

建物跡 〈南から〉

参



久池井B遺跡 1. II区 1. S B334掘立柱建物跡 〈南から〉

2. S B335掘立柱建物跡 〈南から〉



久池井B遺跡 1. II区 1. S B336掘立柱建物跡 〈南から〉

2. S B337掘立柱建物跡 〈南から〉



久池井B遺跡、 1. II区 1. S B337南側柱穴断面 〈東から〉

2~5 SB344間仕切柱穴断面(北南順) <東から〉



久池井B遺跡 1. II区

1. S E347井戸 〈南から〉

2. S D328溝 〈西から〉



久池井B遺跡 1. II区

1.南恨IJ土壌墓群

〈北から〉

2. S P 352土墳墓

〈東から〉

3. SP350土壊墓

〈北から〉



久池井B遺跡 1. 11区 1. S P351 ・SP353土壌墓 〈東から〉

2. 同 〈南から〉



P L.96 

2 10 

3 12 

4 7 

5 B 

6 9 

久池井B遺跡 1. 11区 S K319土壌出土須恵器



13 

15 

16 

22 

26 

29 

33 

35 

久池井B遺跡 1. II区 S K319土境出土須恵器・土師器

P L. 97 

18 

須恵器

25 

27 

30 

34 

36 

土師器



PL.98 

40 42 

41 49 

45 50 

46 52 

日

47 

55 

48 日

久池井B遺跡 1. II区 S K316 . S K317土墳出土須恵器



44 

53 

58 

62 

70 

久池井B遺跡 1. II区 S K317土墳出土須恵器・土師器

P L.99 

57 

須恵器

65 

前

倒

回

土師器



P L.1∞ 

75 

76 

80 

81 

82 

88 

90 

S P353土墳墓出土

久池井B遺跡 1. 11区 土壌墓出土須恵器 ・土師器

77 

78 

S P350土墳墓出土

83 

84 

85 

89 

79 

S P352土墳墓出土



91 

92 

96 

99 

111 

S D330溝出土

109 

久池井B遺跡 1. II区 S K301土墳・ SK303井戸出土土器ほか

P L. 101 

97 

S K303土壌・ SE302井戸出土

S D307溝出土



P L" 102 

102 

103 

S D323溝出土

125 

116 

S E347井戸出土

117-123 

S K316 -S K318土積出土土錘 % 

S P353土墳墓出土

124 

素文鏡 ・鉄製紡錘車 % 

久池井BI"rr区 S P353土壌墓出土素文鏡・紡錘車ほか



久池井B遺跡皿区

1.田区北側一1987年度調査一 〈上北〉

2. 皿区南側一1988年度調査一 〈上北〉



久池井B遺跡III区

1. III区北側-1988年度調査一 〈上北〉

2.皿区全景〈南から〉



久池井B遺跡E区

1. S K744土墳〈北から〉

2. S K745土墳〈東から〉

3. SK746土壌〈北から〉



久池井B遺跡皿区

1. S B701 . S B702 

掘立柱建物跡〈上東〉

2. S B703掘立柱建物跡

〈上西〉

3. SB714掘立柱建物跡

〈上西〉



久池井B遺跡、皿区

1. SB722・SB725・SB729 

掘立柱建物跡 〈上北〉

2. S B733掘立柱建物跡

〈上北〉

3. S B739掘立柱建物跡

〈上東〉



久池井B遺跡皿区

1. S B740掘立柱建物跡

〈上東〉

2. S B748掘立柱建物跡

〈上東〉

3. S B749掘立柱建物跡

〈上東〉



久池井B遺跡皿区

1. S B757掘立柱建物跡

〈上東〉

2. S B762掘立柱建物跡

〈上東〉

3. S B756掘立柱建物跡

〈上東〉



久池井B遺跡E区

1. S B761掘立柱建物跡、

〈上東〉

2. S B763掘立柱建物跡

〈上東〉

3. S B772掘立柱建物跡

〈上西〉



久池井B遺跡皿区

1. S B773掘立柱建物跡

〈上北〉

2. S B774掘立柱建物跡

〈上北〉

3. S E715井戸 〈南から〉



久池井B遺跡目区

1. SE716井戸〈西から〉

2. S E730井戸〈南から〉

3. S E754井戸〈南から〉



久池井B遺跡III区 1. S P 731土壌墓 〈東から〉

2. S P735土壌墓 〈西から〉

3. S P738土壌墓 〈東から〉



久池井B遺跡E区 1. S P766土壌墓〈南から〉

2. S P767土墳墓〈北から〉

3. S P771土壌墓〈東から〉



A T 

弥生前期土器

% 

久池井B遺跡E区 縄文・弥生時代石器および弥生前期土器

P L. 115 

126-132 

縄文弥生時代石器 M 

133 

134 



P L. 116 

134 

147 

138 

143 

141 

久池井B遺跡m区

弥生前期土器

136…% 

他…%

136 

140 

139 

142 



S K764土墳出土

203・204…M

145 ・146 . 163 ・183 ・415・・・73'.他…M

P L. 117 

413 

419 

411 S K759土墳出土 (YJ)

145 150 

146 415 

184 

163 

203 204 

183 

162 

423 

200 

久池井B遺跡E区 S K759 ・764土墳出土土器



P L.118 

230 

217 

317 

久池井B遺跡、皿区 S K775土墳出土土器 1

< 

224 

ーんいん一人均
一

一一九日脚
J

官
民 226 

256 

2日

232 

276 

239 

286 

317・258…31，他…%



308 

336 

久池井B遺跡III区 S K775土墳出土土器 2

唱 縛 - マm酬縛岬主品・

338 

俗
事気

P L. 119 

310 

320 

339 

308…Yz，，310・312・315・338…M 他…比



P L. 120 

350 3日

349 359 

355 361 

380 

S K776出土 394 

384 

408 

久池井B遺跡E区 S K776土壌出土土器 394…凡他…%



P L.121 

466 469 

467 

470 

S K783土墳出土

468 

485 482 

483 481 

S P771土墳墓出土

484 

474 

473 

475 

472 
S P731土墳墓出土

久池井B遺跡、皿区 S K783土墳・ SP771・731土壌墓出土土器 %



P L.122 

1"'"恥、

ど
1旬

グ

円ヨ目
、‘、aep

-ーよ

S D789溝出土

5回

570 

583 

570 

514 

557 554 

512 

491 
514: S E754， 512: S E755， 491: S K770 

他表採 544…31，556…74'，他…%

久池井B遺跡m区 井戸・土墳・溝ほか出土土器



P L.123 

5日表 5回裏

559~日5

久池井B遺跡皿区 558 奈良・平安時代 石鍔 % 566 同 素文鏡 % 

559~565 同 鉄器%



春日遺 跡



春日遺跡 l.遺跡全景航空写真〈西南から〉

2.調査風景



春日遺跡

1.遺跡全景〈西から〉

2. 同 〈東から〉



春日遺跡

1. S D008溝東側〈東から〉

2. S D008溝西側J<東から〉



勝 a関職対

P L.127、

春日遺跡 1. S D008溝断面 <SB006付近東から〉

2. S D008溝遺物出土状況<S B018付近 東から〉

3. 同 < S B0l8付近東から〉



春日遺跡 1 ~ 4 S D008溝遺物出土状況

1. SBOll付近 2. SB0l8付近

3. S B006付近 4. SB006付近



春日遺跡

l. S BOOl . S B002竪穴住居跡 〈東南から〉

2. S BOOl竪穴住居跡〈西南から〉

3. S BOOl東南部土器出土状況〈南から〉



春日遺跡

1. S B002竪穴住居跡

〈南から〉

2. S B003竪穴住居跡

〈南から〉

3. S K004竪穴住居跡〈南から〉



春日遺跡 1. S B020竪穴住居跡〈東から〉

2. S B021竪穴住居跡〈南から〉



春日遺跡

1. S B007竪穴住居跡

〈西から〉

2. S K0l9竪穴く西から〉

3. SX0l6炉跡〈南から〉



春日遺跡 1. S B005竪穴住居跡〈南から〉

2. S B005西壁カマド〈東から〉



春日遺跡 1. S B006竪穴住居跡〈西から〉

2. SB006北壁カマド〈南から〉



議:議離

春日遺跡 1. S B002北側柱穴群〈南から〉
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